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大 東な 巧 爭と歌 洲載爭 とは、 香 ふを もな く 一つの もので みる 〇 われわれの 就 米英は、 同强团 でみ 
る 巧を、 伊太利に とつても 、同様にが である 。又、 日 巧 伊 巧 她は單 に 共同の 飯に 數 して 載 ふとい ふ 
巧け でな く、 さらに この 戰爭去 通じて 建 おしよう とする 世界新 巧 序 じついても、 同じ 目的と W 任と 
を 持つ て 居る。 かくの かく、 新しく 世 みのお 史を 作り 變 へようと いふ やうな 同盟は、 未 巧 曾つ て お 
史上にを の 例を 見ない ので ある。 永く 人 巧を 毒して 來た虛 おと 惡 巧の 一切を、 この 地が 上から 拂が 
せんとい ふ大理 巧に よつ て おばれた 日 巧 伊一 一一 围は 、もはや 巧なる 友達と いふよ ゎ、 化に よつ て おば 
れた 兄弟と もい ふべき であつ て、 をく の 一身 同 巧で わる。 我の 客び は 彼の まぴ であり、 彼の 悲しみ 
は 巧の おしみで ある。 隨 つてち な 哀楽、 生死を ともに と 契 つたわれ われと しては、 西の 歐州 巧爭ホ 
徒らに、 窩 見の 見物で 居る ことは お對に 許されない。 固 おは 獨 をの 巧 院ち戰 友の 戰 ひとして 注視 
しなければ ならめ。 


この 患 ホで、 今 同 友 お宗遠 君を 「戰 ふ獨 逸」 が 公刊せられ たことは、 極めて 時宜に 巧す る ものと 
して おはまむ よりを ぶ ものである。 友 お 君は 歐洲載 爭勃發 直前より 巧 逸に をり、 同盟 逆 信 社の 化が 
特派ち としてが おにを 躍して 居る 新進 氣銳の ± である。 同 君が 伯が に出發 せらる- < 少しが、 おは 巧 
をの 視察から 爵 朝した ばかりで あつた ボ 、同を はおを 訪ねて 來られ て、 おの 巧を おを 巧され た。 程 
はおの 眼に 映 じた ヒット ブ ー が 統治 下の 巧 逸の 逞しい 巧 動 おり や、 日本 綺 神に 共通す る ナナスが 神 
について 語り、 又、 巧が に 必ず】 大戰 がの おる ことにつ いても 確信を なつて 語つ た。 そして この 巧 
化 直前の 欺洲に 使して、 盟邦 巧 逸の 巧 勢を 日本に な ふる 同を のま 寅に 對 して、 大いにな おとか 巧を 
おつた のであつた。 

伯林に 駐在して からの 同 君の 活强 は、 なの 期待を 赛 切らな かつた ばかり か、 巧靖 らしい 業 巧を 示 
して おを おかした。 戰爭 直前、 が 力を 舉 けて 固な 國 家の 建設に 邁進し つ、 あつた 巧を の樣モ は、 は 
治の 面と いはず、 経濟の 面と いはず、 手に とる やぅに 同盟 邁僖 によつ て 日本に 報ぜられ たが、 その 
中に ぞ技 君の 巧 力が 加は つて 居る ことは 勿論の ことで みり、 欧洲 戰爭 勃發が 巧は ひとり 戰 局の 推を 
について、 犀利な 巧袭 を報吿 して 巧た ばかりでなく、 自ら 西部 戰 線、 パ ルヵン 戰線 及び 南 巧の 戰が 
をら 踏 巧して、 その 戰爭見 巧 記を 卓が せる 臨 筆 こよつ て 度々 報道した。 

本を は これらの ぅち、 巧提 にを がせられ た 主なる ものが、 お 父 束 巧 文理 巧 大ホ名 巧 おおちは 窩ま 



先を の 手 li ょつ 了 3 めを たも？ をる。 二 s 友 巧 先生は、 私— にが？ て やまない 同 鄕の巧 巧 
である 爲 め、’ をの 長子で ある 养を とはを のを 生 時代からの 知友で ある。 お ザを の 郁 度 親を のをと が 
也と をな つて 讀んだ 同 君の 数々 の 適僖ボ 、このを お 父の 慈を にょつ て 上梓され、 族くな 湖に 讀 まれ 
る ことは、 盟邦 獨 逸の 巧 相と 歐册戰 局の 殺が を 段 おに 知らし むる ことに 役ぶ つ ことと おに、 おにと 
つてけ 公が 谭- ねを ねの 欣び である。、 

昭巧十 セ 年 十月 

情 節 局に で 

お 村 菩和男 
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大 ドイツ 國 貪に ヒット ラ ー の 獅子 化を 聽く 


- 方 「イッ 田會 

: じ，， トラ 1 讓ボ复 ドイツ 固 民に 5 か？ 如何に— ホへ 巧び かける を P イツ 薑夕 
ろ を莫ご 月 一手* 日 三を 一九 年) 奚 ドイツ 巧を にがけ るヒ ブト ラ、 が 統の 施政 方 か 巧が に 
でて 一齊 Li 眼を 注い 巧 SV 、 K に， る 巧 ホと 關を ホつ をら な 《だ。 昨ち ドイツ 莲 づオス 
ト マルク (舊オ、 スト リア) をを 併し、 を ズ デ， テン お 方を 編入して、 をに 待望の 「大 ドイツ P 
を 作りを ちがつ て 今を 趴闲 をは 5 回の 「大 ドイツ S 」 なので わる。 二の 日、 ベル 9 ンの备 

新 巧は 5 冥拔 きの 大琶 しで 著が 道に 力を を 「今 棄豎 は、 午 家 時を 必らす ジオ 

のがに 坐るべし」 などと 善 立て、、 開を 聲にま 巧の たぐなら ざるを 思は せち 
場 巧 ホ T ニ ヒス プラッツ G ク a ルが 劇：-》 こ GS ドイツ 巧を e 棄と おひ 合つ て 巧を お 


巧乂專 件の みつたち— 食が 蠢に窥 しく 立つ て ゐる のち 軍 白い i だ。 午を 八時閣 をた ふの 
にもう 一一 一時 四時 頃から 歌 SQ 前 じは 市民 ボ チラ 示 ラ爹〇 始め、 雲を 巨 皆て ii が こ 又 
かしこに 巧を 藝は< す。， 5 間を 瓶 服. 妥至 も e しい 豪 賞 や親讓 なが、 股を 光ら ¥ 鐘し 

二 謀 場の 光景 

なは 巧 刻 一一 一十々 前 新聞記者 おに 蝶を わろ したが •もう 巧て 綺 見 著の n イタ 1、 7 ヴ I 等のを 
置 連が、 i 中に も i 張— i — る 。 f ちご 人が 置はどう 
^妄 人には 惡い おは 曲ない かを、 なごと 笑 ひながら 話しを る。 傍 奮の おはがい が、 獻が 
場 だけに 庸を 號ボ堇 ミゐ P 、 坐 ゎ盏も 日ま囊 堂ょ ゎは をい。 

窥 場の g 旨菱 とお ど 同た。— 累沒い 鏡 g ミ ゐる緊 違 ふ。 S 蓄 、講 長な 

のすな じ 物凄く 呂大 ながと ハ 1 ケン タ。 イッ S 章が をを お f 巧い T ゐ る。 非常 冕果的 だ。 な 
巧の 置を 巧 白く をつ てゐ るの る、 ドイッ 的な 舞ち 葉の 化ひモ である。 

窥 月の 置は なかく 早く、 を 刻十赛 前には 帰は 巧 どもう 埋め 盡 されて ゐ る。 をれ ザーニ ニの 
をを 除いて、 巧 ど i . 巧を (SA) と 黒色 ( SS ; 做 照 だから— じ壯觀 である。 叛巧藻 巧 
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なヒン ムラ，、 舆巧夕 が 司令 ルブ ツエ 缚 
の综 々たる ナ テス 群 部の f をぇ る。 だ 
が 巧と 言 つても おに 眼を おく のは、 今を 
新しくが はつた オ スト マルク 及び ズデ ー 
テン地方遵巧の謎具酉でぁる〇ザィス- 
インクアルト、 コンラ1卜《 ヘンライン 

の祠ち 頭を 中必 にを 巧し さぅな 汤 をして 
蘇 笑して ゐ る。 

巧 巧ち 側の 聞 傍 おには リッ ベントり ブ 
プみ 相、 フリック 巧 巧、 ゲッ ベルぇ 宜ホ 

巧シ ：卜 解な 碧、 7 ンク餐 巧 等 

が 居並んで ゐ るが、 日本と 逢つ て氣 ちな 
もの、 議な 席へ 巧つ て 話-^ かけだり 違 
41 駕 0 知人と ホで 埃が」 合つ をし 
てゐ る。 をは ばみ 巧 貪读 とでち 言 ふへ き 



巧. 宵の 性質から 來 るので あらう • 

面白い のは か夕官 巧で ある。 を 前列に 巧 ポ大烏 大使が ながと をへ てゐ るの じ おし、 お 二 巧 目には 
ま郝 大使 巧 かが 小さ < なつて 巧 掛けて ゐ る。 皆大島 大使には 盛に 挨 がしたり 話しかけた ゥ卞 るが、 
商 かには 悲も おし 力け ようとし ない 。をし さうな 樣子ジ あゎ-* と 見える 0 

H ヒブトラー巧がの登巧 (巧巧軍 ^ S ほ謝) 

亞八 時、 夕か賣 がな 立と なつて r ハィル、 ハィル！」 とま 苦 巧した。 ヒブ トラ， ながの 入場な 
のち 右側の 入口から ダ 1 リング 元帥、 ヘスが 統 代理 等の 幕を をが へて 步 いて 巧ろ お々 たる ホ 調。 

ダ 1 リング 元帥が 震度つ いて 開言享 る。 議曇長 7 9, 夕內 相が 巧 壇 12 進んで 話 案の 說 

巧を する。 こ ミうな 證 S 進行ち 化 統は兩 手 をれ 上に 組み、 少し 俯き 塞に ジィ ，ッと 眼を 据 
をて ゐ る。 巧い 獲 Li 耽 ミ ゐる とお 思 はれない。 八 時 五分 麵が 了 、 W 統は SC 祭れ、 厚 
さ ご 一寸 も あらう とぶ はれる ぞ なを 手に お 巧に 立つ。 五み …… 十 巧 …… 化が はがした ま、、 ジィ ー ッ 
と 上の 方を 見 おめ てゐ る。 彼に よく 見を けられる 夕 みる やうな 眼 差 だ。 あたかも 天のを 示々 待ちを 
けて ゐ るかの やう。 おかが 咳を し セ。 たづた j つの J かも 话く 巧い 咳では みつた ポ 、それが 揖巧 
に 大き < 響いた 程、 その 睹 、巧强 とお 巧と ダ j 面を ま 取して ゐち 息の 詰まる やうな 一巧 「巧が 口 


含議具諸ま！」といふ^^&のゐる巧ボ、 やボてな統の口から巧れる。ホづ今をまる滿巧年が、 一九 
一二 一二 年 組销を 時の ことから 囘窥を 始め、 

「一九 一号 一年 一月 三十日、 胸に か 因の 抱を をな めて、 余は 巧め て ゥイルヘルム 巧の 首相官邸に 入 
ク 化〇而 して ー ハ Mi 、 —— 今や、 余は 第一 囘大 ドイツ 西會に 向つ て 語り 得る ことと なつた！」 

とお 量の 感慨を こめて 語り、 ホ 間數夕 くの ザき 巧. おを ザ 鮮血に 巧れ た 過 まの 巧爭 を々 囘 巧して、 
「無を の 巧ら れ たる 巧な 者 こそは、 がかる 巧爭の 生きた 證巧 である」 

と 巧 叫す る。 巧いて、 ホ 年の オ スト マルク 併合、 ズデ ー チン 地方 編入 當 時の 巧 巧を 詳 がに お吿し 
て、 巧 かる 無 化の 勝利を かちえた 妻に 巧 わ ドイツ 巧 巧 軍の 巧 力を 讚美し、 

「巧が 巧^の ドイツ W 巧軍ポ 巧を、 を 巧に そのぶ 力を 巧 巧 するとい ふ 巧 待は、 ま 切られ ホして 
立派に® 巧され たので ある。 がくして 我が 巧 面 巧 軍は、 その お 巧の お 於に 巧し い ホ おを なて を 巧し 
たので ある」 

と國巧 軍の 巧 兵に 巧 謝の 巧を おつた を、 更に 巧を 酉巧訓 巧の 必 巧を 强 調して 曰く、 

「化が と訓 巧と が ホに 軍 おにの み必 巧で あり をれ がかの® 民生を にがいて は 餘り巧 用 ザ 無い やぅ 
におへ るを も あるが、 巧 かる 考 へは ホのを 巧で ある。 る、 寧ろ 反 おで ある。 ょく 訓 がされ 且つ 服が 
に 劇れ た 巧 民 協同 おは、 民族の 生を 巧を を 張し、 その 主張を 貫徹す る爲 わ、 巧を 紹 力を おを 的に が 


一八 

貝す る こと ボお 巧る」 

巧 ナチ ス椅 神と 黨 への あ 誠 

論ぎ 進む に從 ひ、 ヒ ，トブ ー 巧が の 舌 かは 益 e 銳 さを 加へ、 吸は 巧き、 巧は な 潮して 巧る。 な統 
はお 巧せ る 詩 貴の 巧烈 なお 手の 中に、 ナチ ス 精神に 對 する 信仰と 藏に對 する 忠誠の 何よりも 霞 巧な 
ことを 力說 して 曰く、 

「もしな にして、 必要と あれば 巧な 乃至 主義の なめに みなを 賭する 固い み 位さへ 持つ てゐ るなら 
ば、 たと ひ 化に 千の か點 あらぅ とも、 それは 許される であらぅ 一」 

この】 音は、 が 近 兎角 おの 種に なつて ゐる某 有力 巧な の 巧め に 友 巧 深い 辯； 護を 爲し たものと 巧 巧 
され、 お ホの 脚々 ビ カリと 電光の 如く 巧つ た。 が統 はちに 語を なける —1 

「黨 、西の 巧な 的 地 化に 左つ 爲 めには、 單に空 巧な 學問的 安 格よりも 'その 人の 人が 的み 巧の 方 ザ 
を かじ 重要で ある。 何と なれば 人を おみす るには、 おみ 的な 知識の み 里よりも、 生來 の指连 能力、 
がつ て 苗を のを 任感 、み 巧 力、 勇氣 及び 意 お 力の 方が ホを 的な 役割を 演ずる からで ある」 

論旨は】 轉 して 進む。 

「我が ドィツは 疑 ひもな く、 な 前から 非常な 經濟 がち 巧に をつ てがた。 巧り、 そのち 巧は 一九】 八 




年に がいて は、 骑 どが をの 目算な たざる 底の もので あつた。 當 曝の ドィツ 經濟 みは この 围 難の 前に 

他 巧 もな く 巧 服し、 他の 圖 々の 视に 結り、 揚がの 果は 振り 棄 てられて 了つ たので ある 。がるに 我が 

肉 お 社を を豁 は、 この 宿な への 降 照を 潔し とせず、 敢が立 クて罔 巧ち 立の 精神 作 巧を 叫び おけた の 

である。 我々 の 方 かは 二 

つ ある。 我々 はホづ 第】 

に、 巧が 凶 巧の 物 也が 力 

を 動な して 大規墳 な巧爭 
ゲ 

一 を 巧 ふの だ。 第二 じ、 我々 
リ はこの 词爭を 完全に 勝ち 


拔 くの だ。 いや、 勝ち 拔 
いて 來 たので ある。 .：.； 
安 例を ホ さぅ 〇 ドィツ 園 
民は 一 平方 巧の 面 巧 中に 
一 ご 二十を 人 巧んで ゐ る。 
V いら 一巧 D 中 巧 巧 巧 ホ、 



がの 巧 お 食 粗 も 無し じ！ あらゆる ホ國 か. 取し 盡 され、 天文を 的賠 なをを 食は され、 植民地は 
を 部 お上げられ たが、 しかし、 ドイツは お々 として、 を ひ、 を、 直つ 働いて 來 た。 借問す、 世 ホ 何 
はの 苗に、 デモ クラシ I 酉に、 がかる おかな 曲 巧を やつての ける 酉 ザ ある だら ぅか！」 

巧 あ ド ー ツと來 る。 巧ち を 得たり とい ふ 巧 持 ガ〇ダ ー リング 窝長も 化を のい、 街を 三 n< させ 
なボら 、大きな 手で ゆつ たりと パ チ < 拍手を 送つ てゐ る。 な長ボ おます るな ど 日本の 巧みでは 叔. 
な も巧來 ねこと ガザ、 ダ ー リング 爵 長の お 手は なか < 巧 巧が あつて をい。 

五な 民 地 問題 . 

いょ-^ あの 巧 0 て 來たヒ ブト ラ ー 巧統 は、 舌 A がくな 裝 デモ クラシ ー 諸 固に を 巧の 矢を 巧け て、 
「を 因 民 九十 九 パ ー セントのを 持々 巧て ゐる 巧ポ ナチ ス巧權 は、 巧辣巧 まる 選を 干渉に 巧つ て お 
く 生き 永ら へて ゐ るかの 倍裝 デモ クラシ ー 諸 酉と 巧 日 じ餘じ 巧る であらぅ か？- 
と 見得々 切り、 更に ナナス •ドイツの 悲 壯なモ 巧を 巧® して、 

「田 民 巧會主 おは、 內巧 的に も、 か 巧 的に も •『屈服』 なるな 葉を 知らね 〇巧 々は 解かすべき 巧 
酉を 巧み、 而 して これを 解み サ ずん ば 巴まぬ « 悟 とみ 也に おぇて ゐ る。 巧々 は、 巧が ドイツに 不を 
する わ 巧 的が 件を、 巧 おの 斤と 巧 か 力の 美 中と に 依 0 て 巧は わ ばなら ねので ある」 . 


と絕 叫す る。 巧を 进 する 拍手の 鼠。 ダ ー リング 或 長 も、 垂 要な 窗所窗 巧では 深く うな づきながら 
巧を がて て聽き 入つ てゐ る。 

が統 の巧說 はいょ < 佳 巧には いる。 おお 地問睡 だ。 

「ドイツ 植民地の 强 巧は、 道德 的に これを 見れば 不正で ある。 お 巧 的に これを 見れば 狂な のみ ホで 
ある。 政治的 じこれ を 見れば、 巧ろ 無智と 言 ひたい 程 卑劣な 巧 巧で ある。 …… 列强 のをが ボ世 ホの 
富を 公正に々 配す る まは か 何に して 保 班され 得る か？ 巧が ドイツの やう じ 八 千ち の 人間が 钱 民に 
まで 巧し をされ、 なが 甘い 汁を 吸つ たお 國が そのが 産に なりつ いて おられる など、 眞 面目に 考 へた 
ら我 倭の 化來る ことで あらう か！ ホの ことは 巧 族 だ。 世 ホの 富を ホ カで 分配す る やうな ことがあ 
れ ば、 を のまは 其の後が じ 巧れ 巧び ホ カを なつて 修正を 受ける ことと ならう。 これに 反して、 もし 
分配が 公 やに 理性に 從 つて 巧 はれるならば、 をの 公 やと 现 おとは 必ずや 亞義と 合目的性を 前す こと 
であらう。 .：.； 持てる 國と 持たざる 図との 差別は ホして 宿命的な ものでは ない。 この 世み にがけ る 
所ち 閱 係は、 货に 歴史の 流れと 共に 生じた ものな ので ある。 …… ドイツが やか 時に 條約 とち 收 とに 
依つ て 巧 得した 巧 大な植 お 地は、 米 固 大が锅 ゥイルソン ボ休戰 提議の 時に おへた 保證 にも おらず、 
巧 か 国に 巧 はれて 了つ たので ある」 

この 時、 化が の おには 言 ひ 知れね おおな をボ 浮ぶ。 腿は 悅く 巧き、 巧手は を おの 爲 めに 度へ てゐ 


る。 場內 は、 巧に 巧され てゐる やう 巧。 お まの 音 さへ 起らない。 練 校の 巧は 益々 敎を 巧び、 波は 哟 
みつく やうな なで お 叫す る。 

「がしな ザら ドイツは 、巧が あ 强の爲 めに お 民 地を 必要と する のでは 新 じて ない、 をく 經巧的 約 
搪を轻 くせんが 爲 わじ 他なら ない 〇充 々なるお 锅供 おと 必巧铁 くべ からざる 巧 巧 品 無くして は 巧み 
の お 巧 的を なは 不可能で ある」 

ホ 固 民社會 主義と 闽 家經濟 
息詰まる やうな 巧 狼のう もに、 演說 はいょ--^ 經巧 問題へ と 進む。 

「現に ドイツの お 巧 巧 巧が 直面して ゐる おおは 非常に 大き < 、を 本 ま お 的 方法を つてず る 如何 
なる 巧 迫 もこの 經巧活 おを 抑止し 巧ぬ 程で ある。 何 ホなら ば、 巧が ドイツの お 進 力は、 二 一二の 
資本を の 利 巧 活動ではなくて 、かな にがつて お理强 ひじ 巧 かけられた 图 民が 同 巧を 部の 困ち おを で 
あるから だ」 

と、 大巧な來巧巧の^151£な盛迫に巧つてドイツのが政、 經巧がか何じ消巧の道を辿つたかを詳說 
ずる。 

「巧々 はえが なを 貫 ふ必巧 上、 輪 巧を をん にしなければ ならぬ。 をして この 輸出は 巧々 の 持たな 



い 巧 巧な を をら かおす るから、 巧々 はこの 原 お 品を 手に入れる 爲 めに、 更に"'^ 豫 出を おさな けれ 
v< ならない 。おゎ、 巧う である。 我ボ ドイツ 苗 民は 生きる、 卽ち 輸出す るか、 がら ずん ば 巧ね かで 
ある。 そして 余は 今、 凡ゆる 困 お 的 疑惑に おして 巧官 する 事が 柏來る — ドイツ 固 巧は この 事で 斷 
じて 巧ね P うな まは せね、 ドイツ 固 民は 必ずや 生きが くで あらう と！ 巧ボ なのを 瞄は民 民 肚會を 
巧 お 同 巧のを 力を 擧 けて、 巧 かる 两爭を 飽くまで 巧 ひがく であらう。 黨 、西の 首 脚に 照す る 限り、 
凡ゆる 事態に おして 用意と ホむ の ある まを 余は こ、 にが 音す る」 

長い--^ お 手、 ながは 辿り ホし まがの 道を 罔昭 しながら、 閔な錄 巧 ホ 組 等 のれ か 策を な々 として 
おきまり 銳き來 0 たが、 さて 一段と 聲を 張り 上け て 曰く、 

「苗な 力の 巧 化と いふ 巧に がいて 人力の がふ 限りの 事を する。 —— これ こそ、 國 おかを を 義め因 
巧 指導のを 巧 巧な であると 余は 信ずる」 

を Jt は 更に】 巧して、 デモ クラシ ー 諸留 のがを がみ 巧に 移る。 

「巧が ドイツは こ、 な 十 年間 酷い 不正に 惜 まされが けて 來 ながら、 少しも 他 巧を 窜 せず、 また 他國 
からち されない 專を なして 來 たのに、 巧々 所謂、 を隨 よを 留菜 におして 勝手 放題な デマを 捏 をし、 巧 
論の 間に 反 巧を 桃 巧す るを ボ 、巧る 巧 おを々 葬を たちのち おい 特權 でも あるかの やうに 見える。 …… 
巧^£>ドイツ坦巧ががたる巧な西おであるおり、 がかるホ巧みをにがしてかおと巧巧の武おホ對る巧 


二 田 

ちち ホの 政 洽家途 から 差 止められ るい はれの おいこと 勿論で ある。 …… 今を 我 围の新 M 通信 等を 
化！ KSI を 巧みして 此の 種み 巧に 反 g を かへ る こと、 とりわけ ドィッ 西 民に がかる 逆宜 ホの 事* を 知 
らしめ る こと、 これ 巧の 必巧 なまを 余は 巧ず るを である」 

セ ユダヤを をの お 巧と おお 會問垣 

巧货 はまに 後 かへ と 進む。 ながは ユダヤ人 閒 巧を 舌頭 じかせ、 うつかり すると 巧き かれない 程の 
早口で まくし 立て、 巧く。 ホづ ユダヤ人の 恐るべきを 恶 をな々 とお 巧し、 

「ユダヤ人 巧 垣は 巧みが 早ければ 早い 程を いこと を 余は 確信す る。 何と なれば、 ユダヤ人 問題が 
片付かない おゎ、 » がに 平 おの 光は 巧れ ないから である。 …… みはず 日、 こんに 巧び なぞを として 
叫ばう。 巧西を艾もや世ホか爭の5^5へと巧き落すを謀が、 お拥の內かで苗巧的ユダヤ資本巧の手 
に 巧つ て 巧なず る やうな 巧が あるならば、 その 巧みは 世み の ボル シ* ヴ ィキ 化 や ユダヤ 民族の あ 利 
とならず して、 がつ て肤 がに 於け る ユダヤ 民族の おがと なる であらう！ ミ… 巧 苗の 巧 かを よ函お 
せよ —— とい ふ ユグヤ わ 巧 語に 代つ て、 萬 西の がを 的 苗 民よ、 ホ 等 共同の 巧を おおせよ —— とい ふ 
よゎ 巧い ス B 1 ガンが 巧 利を 叫ぶ であらう 一」 

と、 その » 乎た るが 意と 信を とを 力 强< を 巧ず る。 阻な おでは、 ヘス 巧が 代理は 持 子を 巧 巧の 方 
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へ 巧け 宮 して ジィ ー ッと 就き 入つ てゐ る® ゲブぺ ルス 宜が巧 も 亦 迎を乘 巧し、 巧手を 机上で おんで 
おがを 見砖 めた ま、 だ。 リブ •ヘント ロ ヴプか 巧は さすがに か巧官 だけ あつて、 正面を 向いて 荫 組々 
したを、 おかずに 焼いて ゐ る。 

ヒブ トラ ー 化統は ホいで 教お 會問理 々な 上け て 曰く、 

「巧國 では 今日まで 何人も、 をの 宗軟的 所 巧の 爲 めに 迫を をを けた 專は 無い し、 將來も 亦 あ 對に無 
いで あらう 一 …… もし 外因の 政治 巧に して 巧 一二 固 巧の 宗お 迫を をを々 する やうな をボ あるならば、 
それは をく 巧 面 巧の 音 葉と しか 思 はれない 。がし 萬 ー ドィッの 敎 を ボ巧 巧に 現 おの 狀顧 をが へられ 
ない とな ふなら ば、 巧が 國 おおを 主ま國 みは いつでも、 佛ホ 諸围の やうに を おと 西 家と を まがと々 

巧す る だけの 用を々 持つ てゐ る。 巧々 は 神に 奉仕す る 者と しての 僧侶は 巧 謎す るつ もりで ある 

ザ、 ドイツ 國の改 なと しての 化 侶は 括が しなければ ならね」 


八 同盟 固 家に 對 する 殺 巧と 巧が 


を锋 いよ— 巧え て、 論 巧は ホタ 問題へ とみる® ながと 規义の ある 大 み 大 なは、 巧々 大きく ぅな 
づきながら 巧 也に 巧き 入つ て ゐたボ 、こ、 に まつて 更に 猫を 前方に 巧 巧し、 一 話 も 赚き巧 さじと 巧 
をが てる。 支が 大使 陳 介の 巧 面に も 巧 張した をが 浮ぶ。 

二 五 



巧 斑 巧 巧を ホ 

巧 ホ 伊 コリ ト ッ r ていか 人 一 巧大 お大. 巧 だ巧府 
巧 巧 》 夕佐ぞ • 巧を 夕 iJ 泣 W 巧大 がそ々 战 • 央や列 二 巧 


「現在の 迫りつ 
つ ある 危機に 直面 
して 歌洲 及び 欧洲 
なかに 友邦を 巧た 
ことは 余の 乂 きな 
幸福で ある。 ィタ 
リアと 日本 卽ちこ 
れ である。 兩國共 
に ドィツ 巧 族と 同 
樣 、をの 巧 族 的を 
在の 爲に 最も 放烈 
な戰 ひを 读 けねば 
ならぬ 闯 々である」 
大島 大使の 巧が 
巧 度す る。 


「今 円の 固 お祗片 お鞋 ドイツは おがを フ 了ッシ n •イク リアに 對 したの 大お朽 を 巧した ことを 世 
おに 网 明し、 を 化が の 政を をに 知らし める のがを わ 平 おじを がする 巧な であると 信す々。 今日の イ 
タリアに おして 取爭ボ おなず るなら ば、 をの 動機 原因の か 何を 問は ず、 ドイツは イタリアの 側に な 
つとの かを これで ある。 我 巧の 現が 巧す が 巧化戰 のをな 嬰 求に 麽じ 巧る 賊岡 力を 有する のは 勿論 だ 
が、 イタリア 軍 も ホ 同 巧に 巧 巧で ある」 

大を 大度が】 人 置いて. 瞬 席の アット リコが 大巧の 方を ナ ラリと 見る 〇 アット リコ 大使が 徵笑 をな 
ク てこれ に 報いる。 做 黄 ましい 防共 風を だ。 

「ナチ ス •ドイツと ファッショ •イタリアとは、 巧 人に おしても や 巧を 搞證 し、 巧を する 巧 件を 
ち 女 こ 終了させる だいの が 力を 巧して ゐ る。 だが、 これは ドイツが 戟爭を 欲する からでは なくして、 
ただみ の 巧な に 基く もので あ。。 

一、 ドイツは 他 巧 族が をの 人口と 奧氣 とお 力と にが 當 する 程度に 世が K 易に 參が せんと 寸る势 力 
を充 みに 巧が する。 

二、 ドイツは 梅が をホ認 ずると 巧に、 これを せ ハ 同に 主 おする かむ が ある。 而 してを おの 晉動 にお 
しては、 か 何なる 事る るも絕 おに 巧 股し ないから である」 

巧統 は】 寸 息を 切つて 巧に 粉け る。 


• ミ 

「曰 本との M 巧 も ホイ タリアと 同铁 である。 盲目 化した 四 困の せみの ポル シ-ヴ イキ 化を 節ず 巧 
ム せんとの 認な及 ぴか斷 にを づき、 巧々 はまた 日本の 味方で ある。 巧 お 協を は 今後 じがいて、 化 巧 
やが 及び 文化の 裔 威と 巧 ふ 諸列强 群の お晶點 となる でゐ らう 〇世 ホの 他 端 じ 立つ 日本 民族は、 巧 か 
に 人顏义 化の 巧 薄を である。 この 一一 年のを 月に 日本 民族は、 か 何に をく の 巧 かしき 英巧 精神 のぞ 例 
を 我々 に 示し セ ことか！」 

大お 大使は ジイ ー ツと巧 巧を 見詰めた ま、 深いぶ 的の 面 持で ある。 アット リ n 大使 ボ大 きくうな 
づ く。 意氣銷 巧して をを うなだれて ゐる巧 か 大巧と い、 對照 だ。 

「日本の 破綻は 欧洲 其の 他の 文明 酉の 利ぶ とはなら なくて、 巧亞の ボル シ * ヴ イキ 化を 巧來 する 
こと 確が であらう。 この やうな 在 態を がする をは、 ポル シ * ヴ イキ 化を 望 わ 固 際 ユダヤ人 位の もの 
である」 

化を の 化の 諸 外 國じ對 する 外 巧 方 か 

ホいで對英佛閱がポ組上に上る〇 が統は對ち佛不§^|3^明の意義を阳明し、 更に植民地お巧嬰ホを 
おおした 後、 遙 かに 西欧の 空を 望む やうな 眼 おで 叫んで 曰 <、 

「西が 放送局の 中には 巧 巧を 化に 巧 身を まして ゐ るを も あるが、 もし これを 巧 止しなければ 、我方 



にも 應戰の 化ボ出 來てゐ る。 此の 種ぶ 送 局力呈 一部 新聞 巧の かきは 稱聲の 到が を 願つ てゐ るが、 をは 

長期の 平 巧を 確信す るを である！ (ドツ と 起る 拍手の 嵐) 今、 を獨兩 がが に 何 S が 巧 おなが あ 

らう か？ ドィツ人で、 巧に 國民社 含 主義者で 英帝國 に 邪 巧を 企てる をは 一人 もゐ ない 薄み、 余は 
こ、 に 再びが 證 する。 .…； 英 獨兩國 民が 信賴し 得る お 力にまで 到達す る ことが 巧來 るなら ば、 それ 
はを 世 ホに なつての 幸福と なること でみ らう 〇 勤が 開係も ホ 同様で ある」 

准んで ボ ー ランド、 ハン ガリ ー、 ユ ー ゴ ー ス ラヴィ ア諸國 との 巧 係に 轉 じたを、 巧 共 協を の强化 
じ 煩れ て 曰く、 

「ハン ガリ I と 巧 洲國の 防共 おを 參 かは、 ユグャ 的 国際的 ボル シ* ヴ ィズムの 民族を 威に おする 
化が 巧 共 陣の强 化と 考 へられ、 巧に を贺に 巧へ ねみ 第で ある」 

ヒブ トラ 1» がの 聲は激 端の かく、 奔流の かく、 また 患の かく 薄 場を 搞 ぶつて 巧く。 滿 おはた C 
醉 つた やうに、 陶が として これを 黯 いて ゐ る。 場 巧は】 つの 火の 姑 だ。 

「勒 南米 諸國 との 閲 が、 特に 經巧關 がが かばし い巧展 をな して ゐ るのに 反し、 對 北米 關 なが 巧は、 
逆宜 傳の爲 めに 巧き 惱 んでゐ ると 言は ねばならね。 ドイツが ホ 固の 巧 立と 自由を を かすな どとは を 
く か いじ 過ぎぬ。 ..：： ドィツは 他の 凡ゆる 巧々 の やうに、 ホ國 との やが、 友が を 巧 ふ ものである 0 
米 西への 卞 巧が 巧を される と同樣 、我々 は ホ 因が 我 因に し來る ことを 新す として 巧 お ずる」 



巧 職し 巧發 する 熱狂と 巧 巧のう ちに、 漓說 はいょ-.^、 お ホへ と 進む。 總統 はな 後に 臨んで 巧ぴ辿 
り 巧し 岡爭の 跡を 罔 願し、 

「血の 襟牲 なくして は、 我々 は 遂に ドイツ 民族の 大帝 図を 巧 違て 得な かつた で ゐらミ けれども 
我々 は、 この 閔爭ボ 多くの 同を になつ て 如何に 壽 多き 謹で ゐ つたを いふ 巧を をて 忘がず る 
をでは ない」 

と 敬 度な 態度で 述べた 後、 あたかも 祈りを 持け る やうな 面 持で、 

「我々 は 神に、 全能の 神に 感謎 ずる。 我々 の 同 态じ對 して、 この 時、 この 時代に 生きる おみを 垂 
れ 給うた ことを！」 

と 語を 結ぶ。 この 時、 満場の 蔚お一 齊にス ックと 起ち 上つて 總婉の 方へ 手を 差 仲べ、 「ハイル、 ハ 
イ ル！」 と 力强く 連呼す る。 绣 のな だ。 時に 十 時 二十み —— まさじ 二時閒 十五み に 互る 大鄉子 化で 
ある。 

なは 締切 時間 e ことを 譯 へて、 なぐ かへ 飛 巧 財した。 ホは ギッ シリの 人だかり、 皆 まだ 巧 おの 消 
え やらな 顏 をして むる。 この 寒い 巧の 戶 ホで、 今まで 嶺聲 器を 齒んで 立つ てゐ たの だ。 がからの 巧 
巧、 おは 月が を 巧んで 同盟 ま 局の 方角へ 定ジて 巧つ た。 巧途に 就く 統統を 送る 歓呼の おでみ らう、 
うしろから 「ハイル、 〈イ ル！」 とい ふ 叫び 壁が 怒該の やうに 络 いて 巧た 〇 ( 昭 か】 四 •二 •五) 



巧を 「インタ— ナ シヨ ナル-二 敎 スル 诏を 

(巧が-一-一 毕十 一巧 二十 五日べ ル y ン にが： 持が 心 

大日 本. 巧闊 なおを - 
巧 逸 涵改な ハ 

共を 「インタ ー ナショナル」 (巧刮 「コミンテルン」) ノ 目的 ガがノ 執 リ得ル 有 ラユル 手段 二 お 
ル 裂を 図を ノ巧 巧暴壓 二を ル コト ヲ認メ 

共產 「インタ ー ナショナル」 ノ 諸凶ノ 圓巧關 な二對 スル 卞が ヲ看迎 スル コト ハ其ノ 因巧ノ 巧ず 
及 化を ノ 福祉 ヲを殆 ナラ シムル ノミ ナラ ズ世ホ 平 巧を 殺ヲ脅 スモ ノナ ル コト ヲ 確信 シ 
共產 主義 的 破 巧三對 スル 巧 補 ノ爲裕 カ セン コト ヲ欲シ 左ノ通 巧を セリ 

巧 一條 綺約閣 ハお產 「インタ ー ナショナル」 ノ 活動-一 付が 互 二通 報シ 、必要 ナル 防衛 措 包 三 
付 協議 シ且 緊密 ナル 協力 二が リ右ノ 措造ヲ 達成 スル コト ヲめス 
第二 條 締約 因 ハ巧產 「インタ ー ナショナル」 ノ巧壊 H 作 二 依 リテ巧 巧ノ 安寧 ヲを サル ル 第 S 
固 二勒シ 本 おを ノ 趣を 二が ル 巧 衞寶は ヲ執リ 艾ハ本 協？ 參が ミコト ヲ 共同 二 勧誘 ス ペシ 
第三 磅本授 化 ハ 日本語 及 巧 逸語ノ 本文 ヲなテ 正文 トス 本 協ち ハ 累をノ 日 ョリ 巧 施 セラ ルべ ク 


且五年 巧效カ ヲ有ス 締め 國ハ右 巧 閒滿了 前 適當ノ 時期 一一が テ 巧を- 1 が ケル 巧 西 お カノ 態樣ユ 
付蔽解 ヲをグ ペシ 

せハ宦 「インタ！ ナショナル」 二封 スルは 巧ゾ附 11^ をを 

(昭巧 十一 年 十】 巧 二十 五日 ペル リンに め 一、 おお) 

本日 共產 「インタ ー ナショナル」 ユ對 スル 馈な二 著名 スル 三當リ 下を ノ全椅 委具ハ 左ノ通 おお 
セリ 

(イ) 兩 締約 図 ノ嘗該 官患ハ おを 「インタ ー ナショナル」 ノ 活動 二閱 スル 情報 ノ交お 泣 二 共を 
「インタ ー ナショナル」 三教 スルを 驳及 巧衞ノ 措置 二が おを 二 協 カスべ シ 
ご) 兩稀約 固 ノ當該 官葱ハ 酉 內义ハ 図 か 二が テち 接义ハ 間接 二共產 「インタ ー ナシ ョナ レ- 
ノ 勤務-一服 シ又八 其 ノが巧 工作 ヲ巧長 スル 者 二 教シ現 巧法ノ お磨內 二が テ お 格 ナル 巧 语ヲ執 

ル ペシ 

(ハ) が 記 (イ) 三を メラ レ タル 兩綺わ 民 ノを該 官をノ 協カ ヲ 容易 ナラ シムル 爲常 投委其 おな 
拒 セラ ルベシ 

共産 「インタ ー ナショナル」 ノ破お 工作 防 お ノ爲必 お ナル 巧 铃ノ巧 衞猎置 ハ あを 具 ホ ニを テ 



考巧旦 協議 セラ ルベシ 

义 化め 憤 力-一巧 スル 日 东國揭 を 固 巧诏を 

(巧 巧 十一 一一 年 十一月 二十 五日 東々 にが 一、 おお) 

大日 本帝國 政府 及 
巧を 园政巧 ハ 

日本 文化な 獨逛 文化 ガー 方 (日本 ノ 固有 ノ 精神 ヲ 、他方 ハ 巧逸ノ 民族的 及 國民的 生活 ヲ其ノ 質 
極 トス ル ニを ミ 日本 团及獨 逸図ノ 文化 照な ハな 二其ノ 基調 ヲ畳 クべキ モノ ナル n トヲ胺 脯三認 
メ 

兩固ノ 各種 ノ 文化 巧な ヲ深 ヵラ シメ 且兩國 园巧ノ 相互 的 智誠及 理おヲ お 進 セ シメな テ 旣二幸 C 
兩巧ヲ 結合 スル 友が 及 相互 的 信賴ノ 閱係ヲ 益を 固 ナラ シメ ン コト ヲがシ 
左ノ通 協を セリ 

巧 一條 綺約西 ハ其ノ 文化 损巧 ヲ堅資 ナル 基礎 ノ 上-一な 立 スル 爲お カスべ ク 相互-一 右三が 最モ 
巧密 ナル 協カ ヲ爲 スべシ 

第二 お 綺約國 (前 條ノ 目的 ヲ 達成 スル 爲を綺 、美術、 音樂 、文を、 映 著、 無線 放送、 靑 少年 

SI 


吉巧 

进 動、 诞巧热 巧等ノ 方面 二が テ 兩國ノ 文化 開が ヲ組線 的-一 增進 スべシ 
を 一一 羅前條 ノ規を ノ度施 二必舉 ナル 細目 ハ 椅約頤 ノ確限 アル 官憲 間 二が テ 協議み 定 4ー ラルべ 

シ 

巧 四が 本 おを (署名 ノ日ョ .リ之 ヲ質施 スべク 締め 国 ノーち ハ 十二月 ノ な 吿ヲな テ 本 協を ヲ巧 
棄 スル n トヲ巧 

日 巧 か III 固 同盟 傑が 

(昭巧 十五 年 化ち 二十 セ 日 ペル リンに かてが 巧) 

大日 本 巧 巧 巧 巧、 巧 逸 國ほ府 及が 太 利 國政巧 ハ 萬 巧ヲシ テ备其 ノト コ n ヲ巧 シムル ヲなテ 恒久 
夕巧ノ 先 か 要件 ナ リト認 メタル ニ 依リ大 東亞 及ビ 歐洲ノ 地域 •二 於 テ 备其ノ 地域 二 於 ケル 當該巧 
族ノ 共を お榮ノ 貨ヲ舉 グルー ー足 ルべ キ新 巧序ヲ 捷設シ 且之ヲ 維持 七ン n トヲお 本義 卜爲 シ备地 
域 二が テ此ノ 趣旨 こが レ ル 巧 力 三 付 相互 三 提携 シ且 協カ スル n 卜 -1 決意 七リ 、而シ テ 三国 政府 
ハ 巧 三 化 円か 到 ル 巧 二 於 テ 同 横ノ巧 カヲ爲 サントス ル 諸 図 一一 對シ谤 カ ヲ吝マ ザル モノ ニシ テ斯ク 
シテ 世み やが 一一 對 スル S 図が 局ノ 抱を ヲ巧現 セン n ト ヲなス 、依 テ 日本 図 政府、 獨逸 固な 巧 及 
伊太利 國政巧 ハ 左ノ氣 おを 七リ 



貧 一條 日本 因 ハ 调逸到 及 伊太利 謎ノ 歎が こが ケル 巧 巧 序 建設-一 關シ堵 導 的视化 ヲ認メ 旦么ヲ 
を 基ス 

第二 條巧 逸國及 伊太利 國 (日本 國ノ 大柬亞 三が ケル 新 秩序 建設 一一 關シ お遵的 地な ヲ認 メ旦么 
ヲ 绿重ス 

第 ご展日 水. 罰、 巧を 國及 伊太利 國ハ前 話 ノ方か 二 基ク巧 ミせ 巧な 二 協 カスべ キコ トヲ めス 
更- ニニ 締約 國中何 レカ ノー 國ガ現 三 歇洲戦 爭义ハ 日 ま 紛爭二 參入シ 居 ラ ザル ー 固 一一 あ テな お 
セラ レ タル トキ (一二 闯ハ有 ラユル 政治的、 經濟 的な 軍事的 方を 一一 化リ 相互 一一 援助 ス ベネ コト 
ヲ約ス 

第 凹 條ネな 約實施 ノ爲を 日本 巧 政 麻、 獨逸國 政 お 及が 太 利 國改府 一一が リ 任命 七 ラルべ キを具 
ヨリ 戍ル 混を 昇 巧を 具を (遲 滞ナク 開催 セラ ルぺキ モノ トス 
第 五條 日本 國 、巧 逸國及 伊太利 國ハ 前記 諸 條巧ガ S 巧め 國ノ を卜 「ソヴィエト」 聯邦 トノ閒 
ユ規を スルな 治の 狀 態-一 何等 ノが 巧ヲ 々な ボサ ザル モノ ナル コト ヲ 確認 ス 
猜六條 本 條約ハ 署名 卜 同時 二な 施 セラ ルべ ク 、巧 施ノ H ヨリ 十 年 閒ち效 トス 

右 期牌滿 了が 適當 ナル 時朔 二が テ 捕 約 國中ノ ー國ノ 要ぶ 二 基 キ綺約 巧 (本 條約ノ 更新 二開シ 

協 f 心ス ペシ 


一ニ ホ 


大戰 勃發の 一一 遇 間 C 現地 的 視角より 悅 る) 


- 巧ソ 不可侵 條 おの 締結 

八月 二十日 (昭巧 十四 年) 午を 十 時、 ペル リン 放送局の アナ ゥン サ ー は、 巧 か、 巧ツ 通商 おちの 
巧 持を 報じた。 巧に 迫 かけて を 二十】 日、 同時 刻の 午後 十 時に、 ドイツ 政 巧は やはり ラジオを 通じ 
て、 巧ソ 不可侵 條 約の 交渉 ホな を 公表し、 リブ ベント 日 ブプか 相を 不一 二日 モスクワへ 乘 込む 育を 
報道した。 翌朝のを 新聞は 第一 面を お拔 きで この 重大 ニ ユー スを 報道し、 イド イツ ホ 交の 世み 的轉 
罔」 なりと 害き 立てた 0 

まさしく、 あらゆる 意 ホに おいて、 ヒブ トラ ー 外交の n ペルー ー クス 的轉囘 である 〇當然 の 結 巧と し 
て、 種々 樣 々な 流 おが 亂れ 飛んだ。 或 ひは 言 ふ、 この 條め のまに 軍審 おを ありと。 をた 巧 ひは 言 ふ、 
巧ソ巧にポーラ ンドみがの巧めあゎと。 これはイタリアのかをん巧入巧》だと^かかか扳芭をする 



を も るれば、】 方には また、 これは 英佛巧 固の 毒 築を 盛つ たお 隐立ガ と 些かう ザち 過ぎた 謀 論々 な 
てる 者 も おて 來 ると いふ 騒ぎ 方。 しかし、 イタリア ボイ ニ シア テ イヴを なつた とい ふ說ら 結局 投が 
がな く、 八月 十一 日からの ザルツブルクを 談 では 「相談したい ことがあ るから …… 」 と いふ 语 請に 
なじて 巧 かけて 來た チアノ 伊 か 相は、 ダンチヒ 問題 卽時 解み と巧ソ 不可侵 條 めとの 承諾を 求められ 
て をれ に 同意を 巧へ たが、 巧 也 得 かならざる 也 巧で P 1 マに 巧つ た —— とい ふの が 在 ベルリン か 巧 
新聞 特渡 具たち の 一投的 観測で あつた。 ザルツブルク 會談 は、 其のを の イタリアの 態 巧を 卜 する 上 
に 極めて 煮 要な 素因と なる ものであるが、 今 罔の 獨 波が 爭に 勤す る イタリアの 態をから 推しても、 
を こに 巧 伊 巧 因の 間に 於け る堯 全な 蘇 巧に ついて 疑 かが はさまれて ゐ たやう であつ た。 巧に イ タリ 
ア のみに 止まらない。 ヒブ トラ ー 巧統 がそのを 『わポ 阔爭』 な 來十巧 年 叫びな けて 來 たな 共 巧ソ論 
を 一巧し、 巧 共の 聯盟 日本 や スペイン じ教 して お 甚な巧 動を 巧へ たことは、 ドイツを 镜る团 際閱な 
のを 分けに 大きな 沒 化を おした ので あつた。 この ドイツの 對ソ 接近を、 ダンチヒ 問題の 急迫に 押さ 
れ て、 ヒブ トラ ー ながが 軍部の 意見に 譲 ホした ものであると 觀測 する もの も ある ボ 、とにかく 從來 
を 治が 軍が ょゎ 優位に あつた ナチ ス •ドイツに おいても、 ダンチヒ 問題の ために 巧に 腹は 代 へられ 
なくて 巧つ たヒ ブト ラ ー か义の 離れ 黄と いふべき であらう 。そこに 現ち 政治の 飛 離が ある。 

この 巧ソ 不可た が 約を なつて 欧洲のを 拽 まり、 ヒブ トラ ー な綺は 再び 無血の 勝利を おちえ ょうと 

ー ニモ 
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巧 測す るを も あつたが、 ボ I ランドの 殆ど 盲目的な お獨 熱は か^る 蠻觀的 見解を 許さない ものが み 
つた。 かくして ダンチヒ 問 超は 急 巧、 大詰の なに 入つ たので ある。 街頭には、 無 おに 並べられた 砲 
巧の 寫 巧に 「われ 等の 準備 旣 におれ り！」 と 大きく 審拔 いた 宣傳 ビラが 到る 所 貼り 巧され、 主要 建 
榮 物の 屋上には 巧を 監既哨 の 眼が 光り おした。 ダンチヒからは、 英居お 領事な 下 お 留英罔 人が 引揚 
けを 開始した とい ふニユ ー スボ はいる 。二十四日 午な、 ヒット ラ ー 總綺 はべ ル ヒテ スガ ー デンの 山 
おを 下つ て ペル リンに 飛來 し、 ダ ー リング 元帥 あびこの 日 モスクワから 歸來 した 「軌旋 お 軍」 リッ 
ベント ロブ プホ 巧と 鼎 お巧務 する こと 五 時間 —— 暗雲は 化く ウイルヘルム 鹤に在 おわた。 

ニポ ー ランド 問題の 切 あ 

二十 五日に なれば、 ドイツは 旣に 一二 十 箇師函 を 東部 段 境に 動 おした とい ふ 巧が 傅は り、 ペル リン 
と P ン ドン、 パリ、 ワルシャワとの 證信竜 話は 廣絕 してし をつ た。 午後 一時 半、 ヘン ダ ー ソン 英因大 
使は ヒット ラ ー 魚統に 呼ばれ、 む 持ちを 白な おを して 怡惶 とが 統官 がの 中へ おえて 巧つ た。 いょい 
ょ最 なのかを 的 折 巧が 試みられ るの だとな なされた C を 二十 六日 早朝、 ヘン ダ ー ソン 大使は 空路 口 
ン ドンへ 爵 つた。 風說 にょれば、 ヒット ラ ー 總統 はこの 日 巧 腐を 巧して 全軍 ポ ー ランドへ 進 巧す ベ 
< を をを ぶし： & たが、 イタリアの 賠をボ あえ 切らないで 動 具が がが が々 し < なくを 0 スペインの 



巧が も ほしくな つて 來 たので、 を じは 動を 令を なおず の B。 なきに 至つ たの だとい ふ。 闊際湛 をが 
巧び 開通した ので 同盟 01 マを 局を 呼 おすと、 01 マは 極めてが 辭 でを るとの 返事で あつた。 この 
日には 固を を 召集して 總 がが 國巧激 巧の 演說 をず る ほか、 陸軍 おが 令 フォン •ブラウヒッチ ユ 元帥 
も ホ國防 軍に おする 巧說を 試みる 巧を であつ たのが 突が ゃ 止された ところから 見て、 ドィツ も 態を 
を 幾分 おかして 巧 姐が 衝を徵 ける 雅 まを 示す に 至つ たこと が觀 取され た。 けれども、 ドィツ 軍の 巧 
貝は 些かの 手も沒 めずに な 巧され、 旣に 冗十歲 をでの 巧備 兵が 召 難され、 動 具 兵な 數 四百 巧 人と 化 
した。 比較的 旗 召 おの 歡い ベルリン 市 じ おいて すら、 この 日 ザ 前 中 郵便局のを 機能を 擧げて 召集令 
がの 巧 送に 努めた にも拘らず、 前を 四時 閒を费 したと いふのを 見ても、 をの 大規模な 動 其が がが 樵を 
される。 巧 具は まとして 巧 間 巧 はれ、 夜、 巧を 適れば、 半々 軍服 半分が 服と いふいで たちで 大きな 
トランクを 巧け た應召 兵が 四十 人、 五十人と 一围 になつ て 行進して ゐ るのに 巧 貪 ふ。 皆、 顏をぞ 白 
く 緊張 させて 默 々と ホを 通んで ゐ る。 中には】 人 一人 横に おかみ さんが 隨 いて ホいて ゐる 。胸の つ 
まる 光景で ある。 この 日から 辦巧 機は 髙度五 百 米な 下を 飛ぶ やぅに なつた ので、 巧々 たる 操 音は 朝 
から 巧 中まで がたち の 頭上に 蠻 き、 神經を 苛な たせる こと 彩し い。 二十 セ 日になる と 舞臺は n ンド 
ンに 移つ て、 ヒット ラ ー 衆の 證 諸が グウ 三 ング巧 十 おで 日に 巧を ついで 巧 はれ、 ベルリンでは 期待 
と 不安の 巧 鉛した お 持の 中に 巧の ホみ が 刻まれて 巧 < 。を お 通 倍の 貨植は 本日から 宣が 省の 手を 瞧 
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れて 困な 軍 情報部の 手に 移つ てし まつた。 午後 四時 半から、 ヒット ラ I が 統は 西を 謠 具を 總統宫 巧 
大巧の 閒に 集めて 交涉 を報吿 し、 固 民のを 張と を 起を 化す 演說を 巧つ たが、 非常に 易を したお 度で 
あつたと をはれ る。 

二十 セ 日は、 をく 暗中模索の 日で あつた。 それだけに 又、 おは ヒブ トラ が 提案の 內 をを 窺知 
したいと 思 ひ、 あらゆる 方面に アンテナを おつて 情報 充 集に 巧め た。 ヒブ トラ ー が統 ザ、 ヘン ダ ー 
ブ ン 大巧に おして 巧 乎た る 要 ホを 巧き つけたと 主張す る ドイツ 新 巧 記を も あつた けれども 、おはが 
ろ、 化が はあくまで 平が 的を おの 希 壁を 棄 てず、 かなり 夕お 的な 提案を したと いふ up おが 具キブ 
ドを の 巧 測に 巧みした。 

けれども 雜 て、 この 謎の 糸 もみ 巧に ほぐれて 來 るので みつた。 先づ 二十 セ 日の 深 巧、 DNB 通信 
せからの 直接ち 巧のを 話 おを かつた 私の 巧に、 ヒブ トラ ー、 ダラ ディ ユ間 往復 書 巧の 巧を ザが へら 
れた 。なるほど ヒット ラ ー 议 がの お 巧は 强 硬では あるけれ ども、 おは その 言葉の 裏に 切々 たる 戰爭 
囘避冀 念のを を おいた。 更に この ことを ち 香した のは、 翌 二十 八日 夕刻の 外務省 新聞記者 共同 會見 
であつ た。 この 席上 シユミ ブト 情報部 長は、 ダンチヒ 問題に おする ドイツ 側の 希璧 並びに 要 ホ々 開 
巧した が、 それにょ ると、 ドイツ ほ 巧は 一九】 八 年 十一月 五日の ランシング お 巧 巧 當をお 波 要求の 
基磋に するとい ふので みる。 卽 ち、 これを 註擇 的に をけば 次の やぅになる。 


j ) ドイツの 稱 する 「過 廊」 とは ネッ ツエ 巧、 ブロン ベルグ 巿な 上の 进 みで ゐ つて、 ボ ー ゼン 
地方は 含まない。 

(二) ドイツは 上が シ レジ 了 地方に おしては をの お 遺を お ホせ ず、 をに おた ドイツ人 おおの 淺巧 
巧な の 停止を 要求ず るに 止める。 

ご 二) ポ ー ランド じは 他の 海 口を 與 へる。 

(四) な 上のを ホが 滿 足され、 ば、 ドイツは 此の際、 欧洲を おに 閒 なする 問 超 (酱 獨領 植民地 お 
遺 巧 題を をむ か？) を提 超ず る ことを 斷 念す る。 

この ( 一 ) を 見て 誰でも 氣 ががく やうに、 ドイツ ダ 「廻廊」 と稱 したのは、 ポ ー ゼン 等を 含む】 
九 一八 年な 前の ち 巧領を 部で あつた。 をれ がい 0 の 間に か 半み な 下に 緒 小され てゐ る。 まさに、 大 
きな 讓ホ である。 けれども、 この ドイツの 譲 ホは 必ずしも や 巧 的 おみを 樂觀 させる が 科とは ならな 
かつた 。とい ふのは、 をし くも こ、 まで 譲 ホした ドイツの 提案を もしも 英國 ジ獄る やうな ことがあ 
れ ば、 をれ こそ 面子 問題 も烙 クて來 て、 る おなしに 巧爭 にまで 巧き つく 危換 性を 包 巧して ゐる こと 
である。 タイ ムス 其の 他 英佛の 巧 巧 か 翰 入 禁止な ので 《 ン ドン や パリの ほんた うのを 氣を 知る こと 
は 困難で あつた けれども、 あの 便りに なは る 情報では、 英团巧 府は今 おこを 斷巧 たる' ホむ を 固めて 
居り、 フランス巧巧またこれに追隨するだらうとのことであつた。 そして、 このニ ユ》スは敢爭囘 

四 一 





避の 希望を 益々 巧 巧な， 心し 
める に 過ぎな かつた 0 
二十 八日 ザ 後 八 時半 ヘン 
リ ダ ー ソン 大使 ボ テンペ ルな 
一 1 フ 飛行場 到着、 巧 十恃午 
t 總統を 邸に わいて ヒット ラ 
/ —巧統 に英园 政な 3 罔 答を 
糾 手を した。 をれ はポ ー ラン 
ド 改临の 问惹を 得て、 獨な 
巧詞改 巧の 直接 巧涉 を歡吿 
した ものである。 この 巧を 

さへ 判つ た ならげ、 なたち i 輯 S 慧後焉 霸阵 でた たけ 助ち たか も 知れない が、 この 陌 

を 巧を は 一一 一十】 日 午な 九 時を でも 誰も おる ことができ なかつ わので ホる。 このため になた もは 吉日 

間 琪换敦 で、 み、 でもない かぅ でらない — の 巧 おじ おみを がらなければ ならな かつた。 な； んもだ 
じた b トィ ツ も」 を扣 みが も おる こと だで きずに、 お-がか Y 平 かか？ の 十 宇衍巧 をれ な 


して ゐ たので みる 〇それ だけに、 淹言 飛語の 眺巧も 激し かつた。 二十 八日には ヒット ラ ー 總 おに 阿 
つて 强彈を おげ たを が あると いふ 所謂 「惕彈 事 化」 が どこから ともなく 傳 はり、 放送局が ニユ I ス 
の 時間に わざ'--- な 消した 程で あつた。 をの ほか、 園 おの 截爭 嫌忌 感をか 小 棒 大に傳 へる 反 載 ザ マ、 
反 ナチ ス祕巧 結社に 關 する 抬巧 小說的 流言 等々、 まさにち 鬼な 巧の 態で あつた 。なるほど ナチ ス は、 
政 權を淺 得して からを だ 六 飼 年に しかなら ない。 をの 恵 ホで、 ヒット ラ ー 總統 初め ナチ スち峭 部に 
は、 も ツと齒 內の地 獲を 固めてから 外へ 巧 ひたい 氣 持は あらう。 しかし、 巷間 流說 のい ふやう に較 
爭が 始まれば 數簡 月で をのを 礎が おぐ だら うな どとは、 おは 轿 じて あはない。 いかにも だ ナナス 分 
子 がをだ 淺 つて ゐる ことは •苗 巧で ある。 だが、 をれ 等は 現 が 化 治 的には をく 觀 力な 不平 ィンテリ々 
子 じ 過ぎない。 現 巧に ドィツの 図 力を 稱ホ する 勤 终を曆 、靑 年が は 勃烈な ナチ ス丈 持を である。 ま 
た ドイツ 巧 巧が 戟爭を 嫌忌して ゐる こと も專 ザで ある。 しかし、 これは 九月 十日の フラン クフ ルタ 
1 •ツ S イツ ンクお 社說ボ 害いて ゐ 。通り、 いざ 贼爭と 瓜れば が 民の 紫 おと 敵悔 むが 巧 巧-ご」、 反 
积お はおを おくして 行く ので ある。 を佛 等の 諸 的と 比較せ や、 おに ドイツ 拐 おの だ 較韩を 誇大に 考 
、る ことは 正 當な稅 おでは ない と 信ずる。 


巧吉 
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III ヒブ トラー 辣統の 決 怠と 動員 

二十 八日 も 巧が として 暗中模索 ガ 。專務 所に ゐても 面白い ニユ I ス がは いつて 來 ない 3 で ゥイル 
ヘルム 巧 場へ 巧つ て みても、 た r ながが の 屋上 髙く 化が 巧が 翻つ てゐる ことによ つて、 ヒブ トラ ー 
總がボ 依然 官 がを ー ホ もがで ずが 巧を なつて ゐる ことを 知る のみで、 何の 手麽り もない。 ヒヴ トラ 
1 ながは、 自 々が 戰爭 なかの ま おで ドイッ 失地 罔な を爲し 遂げて 巧く ところに お大な 人おボ 生じて 
來てゐ る ことを、 誰よりも よく かつて ゐる窜 である。 を 力に 訴 へずに 目的を 達したい ことは 山々 で 
あらう。 けれども、 現在の 巧 勢では 一步ー ホと 武力が かの 結末へ 近せ いて 巧つ てゐ る。 ヒブ トラ I 
巧統が この やうに 思 ひ 切つ た 態を を 取つ てゐ るの も、 彼 ボ英佛 おたず との 確信々 巧いて ゐ るからで 
あらう。】 あかう とる ひ 巧め たら、 その 信念の 道を 一途に 巧 進す るの が ドイッ人の 西 民 性で ある。 
ヒプ トラーな旋は鼓をまで英佛兩酉はおたずと信じてゐたし、 また巧园を巧手としをくなかつたの 
でる る。 ポ ー ランドに 對 して 軍事行動を 開始し を 九月 一日の 西を なおに がいても 尙 、英か 巧 巧の 態 
をな 巧に 封す るを 後のを 力を 怠らず、 英 巧に ついては 「必要と みら ばを 力 さへ ホ 叟 する」 とその 巧 
なを 表明した のを みても、 いかじち 饼兩 固を なに 巧した くな かつた かポ 判る。 しかし、 ち 併は をに 
起つ た。 一九 一四 年より 二十 お 年後に、 歴史は 再び 澡 あされた ので ある。 


二十 八日には チアノ 伊 ホ 巧の 訪頒說 ザ 其方 面から が へられて おたちを 緊嚴 させた ザ、 二十 九日に 
なると 更に、 ムッ y リ ー ニ 首相が 調 巧に 出馬す るら しいと いふ 情報が はい クて來 た。 ヒット ラ ー が 
がと A プツリ ー ニを 巧と がを 話で 數囘巧 溝を おらした ともをは かた。 ム ブツリ ー ニ お 馬 親は 多分に 
可能性の をい 巧 おで あるが、 この 觀もお 局、 巧 接 巧で しびれを 巧ら しで 誰か モ巧 がをは お 目 見得し 
ないかと いふ 大向 ふの S 巧に あつて しまつた。 しかし、 巧 巧 同な 約な おなる にも拘らず 非常にが お 
である イタリアの おを は、 先投の ザルツ プル ク舍 務の內 蒜を 思ん 合せて みると、 なか < に 含蓄の 
深い ものが ある。 

さて 二十 九日 午を セ 時 十五 分、 ドイツ 政府は ヘン グ ー ツン 大使に 英國政 巧に 對 する 囘 をを 手交し 
た。 この 內をも 亦、 ご 一十一 日 午を 九 時の ラジオに よつ て 判つ たので あるが、 それは 英匹巧 巧の 掩證 
を 受諾し、 一二 十日 中に ポ ー ランド 皮 巧から を權巧 渉が ザが 3 されて 來 るのを 待つ 旨の 巧 明で あつた。 
大夕利 ご 巧が をに 來 たの だ。 ドイツの 動 具は 益々 が大 をて 巧く 一方で あつちが のか 人 もな々 
召集され た。 を トランク ー箇を 提げ、 おしいが 笑を 巧して 默 々とお 曾への かを 理んで 巧つ た。 日本の 
やぅな 巧 送 あ 致の 見られない ドイツでは、 营門 巧に 消えて 巧く 應召 兵の 後を が、 殊更 印る に 巧る 0 
巧け て 一二 十日に なると ドイツの 動 貸 態勢は いよ^^ 强 化され、 巧 お 四百 五十 巧 乃至 瓦 百 萬と がさ 
れた〇 巧 科 巧 除に よつ ては 六十 おの おな をまで 化して ゐ る。 罔 巧の お髙 錠話按 がと しては、 がが を 

巧 五 



をな つて 「國 巧閣が 會議」 ダ 設置され、 ゲ I リング 元帥が をの 議長に 任命され た。 この 拽關は ダ ー 
リング、 ヘス 等稽か あのみ で 占めて 居り、 リブ ベント n ップ 、ゲッベルス 等の 强 硬が が时 ぶつて ゐ 
ない ので、 一時は いろ^^ お說が 流布され た。 この 日の 午後 ボ ー ランドが 總動 具を 發 令し、 姐廊を 
封銷 したと 备報 ボベ ルリ ミは いゎ、 ドイツ 側 Q 神璧 痛く 刺教」 わ。 かお 省の 新聞 霎共 向# 
見に がいても、 代 辯を は 遺 おのを を 表明し、 いかなる 事態 ボ巧 生す るか も 測り おれぬ と附け かへ 
た〇ポ ー ランド 政 巧のを 權交 ホが はを じを を 見せず、 深更 十二時 ヘン ダ I ソン 大使は 化統 官邸に わ 
いて、 リッ ベント n ップか 相に 巧 固 政 巧の 罔 答を 手を したが、 何等 急迫せ る ま 態を 緩 巧し 巧 巧 化す 
る 性質の ものでは なかつ た。 

S 十】 日 午前中 もポ ー ランドから 何の 音 ゆ ホ もな く、 渐く 午後に なつて リブ スキ ー な 大使が リブ 
ベント P ップ かかを 訪問し、 ポ ー ランド 政府は 巧な 直接 巧涉に 劇す る英函 政府の 提薄 をが 意を なつ 
てち なする 旨、 口頭を なつて 吿 けた 〇 そこで リブ ベント a ップ かがは、 リプ スキ ー 大使が 同 か 巧と 
ドイツの 要 ホ 提案に ついて を 薄 交が する 巧 限み り やと 黃 したのに 對 し、 同 大使は か、 る 巧 限な しと 
をへ、 更に リブ ベント：！ ブプ ホ巧ボ 、それでは 問題の 具 體的討 薄に 當 るを 格み ゎ やと 巧した のに お 
し、 時 大巧は これを た 否と 答へ たので あク た。 これで、 壁の 綱は 完 をに 截ち切られ たので ある。 ヒ 
ブト ラ ー 械統 もを に、 をな の 化を きめる に 至 クた〇 ドイツ 政 巧は 午後 丸 時、 巧 か ラジオを 通じて お 






と トラー 總な 巧を の 人を 嫂 お 

/ 九 一/、 ホ 翰 の獨領 

人民 お 豪 S おか ホ •- ランドに るした 獻 
ドイツの 巧が る おが 法が 巧 さがを 

人を 巧を ろが. か ド/ ツ に 巧し ゎち も 
水。- ラント •のが 巧寸る おみ まなか 交 覆さ 









渡 要み 十 巧 窗條を 公 まし、 ボ ー ランドのを 權タホ 巧を 二目 問 お 駄に待 0 た旨附 けがへ た。 十六 键が 
のぅちを なる ものを 示せば ホの 通りで ある。 

一、 ダンチヒ 自由 巿の卽 時 お 遺 
一、 お 廓の 人民 巧累 にょる 巧® ホを 

一、 人民 巧 房ち 資格を は 一九 一八 年當 時の 居住を とず。 お 戾監賊 のた め英 觀伊ソ お四簡 酉の 园嗦 
をみ をを お 置す る 

一、 人民 巧 誤 準備期間を 一窗 年と する 
一、 グ ディ ニア 港は ポ ー ランド 領 とする 

一、 狙 施が 人民 巧 票の お果ボ ー ランド 領と 決を した 場合は、 ドイツは 姐廊を 通じ 治 かが 巧 的义通 
路を巧 得し、 また ドイツ 領 とかを の 場合は、 ボ ー ランドは グ ディ-ー ア おに 通ず る 治 かを 抱の 巧 
通路を 巧 得する 

一、 ぶ 巧ぶ ドイツに 録 g したを 合には、 ドイツは ポ ー ランドと 適當 なる 靡菌 において 住民 交 おを 
巧 ふ 用ち を 有する 

更に 追 かけて 深更、 を 巧は 再び ラジオを なつて 

「本 夕 劾、 ポ ー ランド 巧 あおは、 上シ レジ 了 因 巧が 市グ ライ ヴィッツに 隹 入、 放送局の 占な をた 

巧ん 


冗 o 

固した が、 ドイツを を 煤に 擊邊 され、 目て 父戰 中で ゐ る。 ポ ー ランド 便 あ 像は、 ポ ー ランド 正規兵 
のを 援部 深を 有する こと 明かで、 ポ ー ランドを ドイツ 侵入の 前哨 戳 とを 見られる」 

と發 表し、 ドイツ 困 民の 敵 おむ を 煩ゎ、 ドイツの ぎ奇巧 到が をく 自衛 反 おで ある ことのす 前宜な 
工作に 巧 わた。 

巧 東部 戰 線への 進軍 

いょ-^ 明けて 九月】 日 早 燒五時 四十 五々、 ドイツ 谭は ヒット ラ I 说統の 命令に ょり、 全 巧な 巧 
線に ちつて 進 巧を 開始、 こ、 に 欺 洲戰爭 の 火蓋は 切られた ので ある。 

ヒッ トラ 1 巧が は 午前 十時大 ドイツ 园 含を 召集、 をに 卞戈 じ訴 へる の 巳むな きじち つを J と 蓋 
言して 國 民のを 起を 促した が、 をの お 句、 態度 共に 悲 化を 極めた。 が 統は r 余は 今や 巧び、 みに なつ 
てを も肺聖 且つ 官 貴なる 巧 服を まと ふに 至つ た 。余は これを、 藤が のをに あら ずん ば脫ポ ないで あ 
らぅ。 がら ホん ばた で 巧 あるの み I 」 と 叫び、 「みに して この 載 ひに 這 れんか、 巧 一の 後 糖を はか 
ぞゲ I リングで ある。 ダ ー リングに して 殖 れんか、 その後 糖を は 依ぶ ヘスで ゐ る」 と 自ら 前線に 赴 
いてを 軍を お 巧す る ホ必を 示した。 ちに この 國 含の 巧 上、 ダンチヒ 自由 市の ドイツ 巧爲に 開す るナ 
チス巧 ダンチヒ 支部を フ* ル スタ ー 巧のを 吾ポ巧 表され セ。 



今度の 哉爭 にぉいてを 始不な 註な 鞋を靜 を 巧つ て 巧た ドイツ 因 巧. ゎ、 さすが こ‘ この 日ぶ 少し 巧 落 
してゐるかに見ぇた。 ががをががのゥイル へ ル ム廣おには數千の群ホが集つて、 ヒッ トラ》總がを 
一目で も 見ん ものと おき 合つ てゐ る。 その 群 ホのを 前列には ヒブ トラ ー •ュ ー ゲントな どのち 年が 
居並び、 一巧に 「巧 巧ょ、 バル n 三 1 へ！」 とが あし 滿 おし 叫んで 熱狂して ゐ るのに ひき かへ、 ぅ 
しろの 方には 老人 連ボ 集り、 まだ 職 まに 巧る 化 巧大戰 のを 苦を 思 ひ 巧して か、 沈痛な 窥に裝 を 浮べ 
てゐ るを さへ あつた。 面白い コントラスト だ。 巧 巧の 要所 お 所には 离か砲 高角砲が 据 をが けられ、 
ながの 眼が 銳く 光る。 科 ザ 自動車に 乘 つて 巿 中の 景 がを 見る 傍ら 撮影して 過つ てゐ ると、 ゥン タ 1* 
デン. リンデンの 近くで、 いきなり ゲシュ タッボ (秘密を 察) の 自動 巧に 追跡され て 巧を を 命ぜら 
れた〇 おは 新聞 記な S 證明 香を 見せて 百方 辯 巧した 擧な 漸く 釋 故され たが、 これを 見ても いかに ド 
イツ 人の 神経が 尖つ てゐ るかが 判つ た。 この 日の 巧から お 重な 燈 火を 槪ボぞ 施されて、 ペル リンを 
巿 がを くの 暗黒と 化して しまつを 。更に か國 ラジオ 聽あ 禁止 令が 發 ホされ、 ホ园 ラジオの 三ュ ー ス 
を お 布した 者は 死刑を なつて 巧せられ る ことにな つた。 

なほこの 日の 夕刻、 ヘン ダ ー ソン 英 大使 及び ク ー 。 ン ドル 佛大 がは 巧が へて リヴ ベント n ップホ 
巧を 訪問し、 同內 をの 通 保を 手交した。 をの 內 をは、 ドイツ 爲のポ ー ランド 領ょ〇 の 撤退を 巧 求し、 
もし この 耍ホボ を ルら ルなければ、 兩國は 直ちに •ホ ー ランド じ對 する 條約 上の 義務を 果 さな けれが 


ならない —— とい ふので るつ セ。 けれども' ドイツは この 抗議を 默 殺して 進 巧に 進 奪を 辣け •を 一一 
日には 早く も 巧廊の グラゥデンツ 附近で 束西兩 部の 巧が が 成つ てし まつた。 また 二日 午を には ソ蹄 
軍 ま 巧 卸が 巧 巧 大巧と 共に 來 伯し、’ ト イツの 巧 徐巧玻 工作は 益々 强 化溃大 されて 巧つ た。 一方 やお 
巧械 側で も、 英国は 一日 旣 になの 貝 令を 巧し、 フランスは 一日 遲れて 二日 巧 お 貝 お 制には いつた 0 
ま 態 か < なつ セな 上、 道は 一 お 軟爭に 至る だけで ある。 をを の 切札と して ムプ ソリ ー ーーが を 巧が 二 
日、 交 載を 西に おして か联 並びに 五 笛團平 巧を 議 を提恣 したが、 をに 失敗に お 0 たの も 巳む を 得な 

x- 〇 

一一 一日 午が 九 時、 ヘン ダ ー ソン 巧 大使は ドイツ か務 省に 巧 頭して、 二 時間 巧 限 付の 最を通 巧を 提巧 
した 〇同 十一 時半 頃、 おは 或る 早を 筋からの 语 話で、 十一 時 十五み チェンバレン 英首 巧が ラジオを 
通じて 困 民に 「ち芭 は ドイツと 巧 時が 胳に 入つ た」 旨査 したと いふ 情報を をな つた。 英 固が おつた 
な 上、 フランス も 同】 動作を 執る にを ひない 。かがを、 る 化が を 流血の おから おはう とい ふ あら ゆ 
る 載 爭陌避 工作は おがに 巧して、 マルス 神の 报 ける 術の み 九月の がの 陽に 皆々 と 巧い；」 ゐ るのを 見 
るの ガ〇 がは この 世が 史的 巧 助に おける ベルリン のま 化を 探らう と あつて、 自動 辛で 巿內 を乘 おし 
た〇巿 中は いつもの やうに 祿か である 〇巿 おの 話し合つ て ゐる話 超の 中 必はボ ー ランド か獻局 だ。 
一巧の ドイツ人は 、まだ 何にも からない ので あつた。 (巧が 一 K •化 •一六) 



戰琼 ドイツ 宣傳戰 批判 


- 現代 宜巧 巧の 巧が 

巧 戰の寫 、英軍 飛 巧 獲が ドイッ 上を へ 飛んで 來 たと 思つ たら、 i らん や、 磅 朝ので じ 香 
ピラを バラ ホいて 巧つ た。 西部 颗線 でも、 鉛の 巧 丸の 代りに 「紙の 禪 丸」 — を傳 ビラが 巧び 夕つ 
て ゐる〇 こ、 に、 今み 大巧の 特巧ボ ぁる。 が 同の 世み 大戰 で、 武力の 大量 巧 巧は 報 巧に ホぐ にお 巧 
をな てず る 結果を おき 起す に 通ぎ ない とい ふこと を、 みに 染みて おおした 欧洲み 因は、 今 巧は 自ま 
してなか^^ 武力の イニ シア テ ィヴを ならぅ としない 。武力な ホの 手段で 巧を 屈服させる 爲 めじを 
巧を々 巧つ てゐ る。 卽 ち、 放の 後方 巧 化、 第一 一一 國引 入れ 等の 宜 化、 か タエ 作に 巧 身を 巧して ゐ るの 
だ。 こ、 にがいて、 宜傳 、思 巧戰 とい ふ 度 巧が 大きく ク n 1 ズ •マップ される。 言は ボ 「武 おなき 
威 ひ」 乃至 「をな き 巧 ひ」 と 呼べる でぁらぅ。 巧に、 ヒブ トラ ー が 様 巧 巧を なつて 联爭 お径の 目め と 


巧 巧 

呼雜 ずる 英巧 になつ ては、 宜傳戲 に 依る 後ち 規點 こみ、 诗が 第一 號 にがる もので なければ ならね。 
ドイツ 國民 をして ナチ ス政權 からな なせし めて、 ドイツの 自己 崩 巧を 待たぅ とい ふの が、 ち伪 側の 
化で あり、 作驟 である。 宣傳 力に 巧つ て 人 氣を藍 〇 上げ、 政 構な 溝 得した ナチ 巧は、 また 外部から 
の宜傳 工作に おつて 巧诚 させ 得る と 信じて ゐ るので あらぅ。 一方 ナチ 政 粒と しては、 英佛 のこの 手 
を マザノ 線な 上に 恐れる。 宜傳の 威力を 知り 過ぎる 程 知 〇 がいて ゐる ナチ 熟が、 なち の 意 巧に お抗 
し、 これなお- 檢 する ためじを 力を 傾注ず る ことは、 從つ てまた 常が のこと である 〇おの 道は、 へがが 
知つ てゐ る。 

ドイツは 第一 次 世を 大戰 にがいて、 な 開では 滕つ わが、 巧 也のを 咎 哉に なけて をに 一肢 地に をれ 
たとい ふ 鈴り にも 苦い お陪を 持つ てろ" 5。 巧 一 一宜 偉の 巧 密室、 說 课機锦 には 巧 巧王ノ ー スク リッフ 
巧な 下が々 たるな 門 家が 烏 並んで、 其の カ ミ さじ 巧荫の ドイツ 軍に 巧る と 音 はれ、 さず ボ刚 巧な 力 
イゼ ルを して 「余は 戰飼 にがいて なれたので はない、/ 小 イツが 一つの タイ ムスを 有しな かつた から 
だ」 と 0 踩裝シ 巧せ しめた。 この おみが が 髓じ杞 して ふる ドイツは、 今囘 こを はこ W 暢を路 むまい 
として、 化み 大 載に がける おた 宜僚戰 のむ 囚 を々 巧巧究 し、 巧を の 對範樹 なに 巧む して ゐる 。一九 
一巧 年の 過誤を 絲 なごない こと — こた こを、 巧 お ヒット ラ ー 約 おがめ ドイツ 巧 巧者たち ポロを 開 
けだがず 育 ひ、 ち C - ル、 いお々 として をれ て & ると ころの もい V.- をる C おじ 當のお 手は、 ヒット ラ ー 




ポ 死活 的重耍 性を もって 登場す る。 

一 お、 戲 時の 宜 健なる ものは 
(一) ホ づな図 おに 冗義と 勝利の 信念を 植をゾ け 
(二〕 段 应に對 すん なな 也を 巧り 


巧窃 でさへ をのを 
『わが 的を』 W 中 
で 「おがの 灭才」 
と 感嘆した 英 巧で 
その お絳 なること 
端 おすべからざる 
ものが をる とがて 
ぶ、 ドイツた るら 
3、 神經 巧に なら 
ざるな 得まい。 巧 
くして、 宜化訂 お 


五 五 



(一二) また s 园の巧 論を 自國に 有利な やうに 誘 ふやう にし 
(四) 更に 敵 固 巧の 民む を 揉 おして その 內郁确 巧を 起させる 
ことを なて 第一義と する。 このうち で (一) と ご 一) な掛內 をを であり、 ご 二) と (四) とは お ホぶ 
健に 足す る。 けれども、 木を 割る やう じ (ツキり とみ 類で きない こと 勿論で ある。 巧に が 近の 歐 W 
巧 おの やうに 巧雜怪 をな 樣 相を 星して 來 ると 宣を联 のが おも 從 つて 多様性を 呈 して 來 る。 例を 引か 
うか。 ドイツは 今 お ソヴィエトと 蹄 巧して、 政治的には 巧當 ものを 言は せて ゐ るが、 思 お 的には を 
く 痛し痒しの 熊で ある。 孜治的 じ 結べば 思想 的に も ホを 巧 力が 侵入して 來る ことは、 フランスの ホ 
例に も ある 通り 當 巧の 巧 巧で ある。 これは •ドイツに 取つ て 大いに 困る。 を こで、 おが 消息通から 
氏 巧した ところに 依る と、 ドイツ 政府は 今囘 言論 沒閱 じ對 して、 おか 的 じは 巧 ソ的ザ H ステ ユアも 
良い が、 教內 的には 巧 骨な 親ゾ論 まかりならぬ —— とい ふ お 至な 訓令を 發 したと いふ。 そして、 ド 
イツの 了ンチ n ミン テ ルン 組織の 反共を が' 活巧 も、 最近 段み 祕巧 警お援 巧の 下に 俄が 活巧 さを 加へ 
て來 たやう である。 「一日の 倘怠も おされない」 と當 ちの 一人が なに 語つ た。 をが 機巧 まの 巧 巧は、 
巧けば 底な し 井戶の やうに 深い。 

ニ ドイツを 燒 る國駭 宣傳戲 (こ 


何と 言 つても 華やかな のは、 夕戰み 眉の 對ホ 宣健甄 である。 國察 的舞臺 にがけ る 宣み联 である。 
巧に 今 罔の 歡 洲大戰 では 前巧戰 として、 いな 基本的 作戦と して 宣な戰 ダ 前面 じ 巧し 化されて ゐる結 
果 、を 西が 虛 々ザ々 の祕 術を 盡 して 載 ふち 稼は、 まことに 小 託な 上に 巧 ホを 竣る ものが ある。 その 
が 適例は、 例の ア 七三 アが谤 沈 事件で ある。 英 俩兩菌 が參戰 した 九月 三 一日、 巧 固 商船 アセ ニアが が 
巧 国 近 巧で 巧 か 沈な したが、 英国は 閒 をを をれ ず、 これは ドイツ 潑水谨 の 無 啓ホ擊 巧な りと ち-がに 
巧め、 な 中米 围方 •面に 對 して 最も 巧 也な 放送を 巧つ た。 ドイツ も遲れ ばせ ながら その 翌日る 巧の な 
巧を巧して、 アセニア號は英酉潑ホ狸に3^されたのであると反睡し、 これはをくチャーチル巧お 
相の が 巧 指令に 依る もの だとち 閔 な 府の 罪を 鳴らした。 をれ からは 巧 方と も教 がに 一 上 一 下、* り 
ま 葉に 貢 ひ 音 葉、 がしい 新 ひを 練 返して 倦む ところ ボ なかつ ち 巧と 尾花の 嘗 ひ 合 ひで あ ミ 
何しろ 前 罔の 世み 大 或で ル シク 三ア犹 鋪お吿 裝沈ボ 、米 圃參联 のきつ かけと なつた 先例 ザ ある だけ 
に、 英巧 はこの あがの チャンスを 捉 へて 米 固 則 入れを ザ せんとし、】 方 ドイツは が卑 のがを 巧んで 
はかな はんと、 化巧變 へて 寃罪 主張に 大 ちで ある。 今 ドイツ 新 財のを 陣 は、 巧 ど チャ ー チル お 巧み 
巧に 集中され たかの あが ある。 この ゲプ ベルス 巧齿を ドイツ 新聞 出演の 探偵 酌 「アセ ニア 魂 事件」 
は、 ナャ ー チル お 相 一人を ホ'^ いにして 巧が 進んで ゐる〇 しかるに 事件 後一 简巧 半な 上 おつた 十月 
二十 一日、 ドイツ 新聞は 一巧に トツプ 全段が きで、 米 國揭按 おを をの ア セニ マ. 號 事件 白を とおす る 

五た 


r 


五八 

是を巧 おしち ドイツ 側ポ 鬼の すで もな つた やうに な 喜した この 薑ち グスタフ •アン ダ— ソ 
ンと いふ 米 困 人の ア 七三 アが乘 をボ證 言した もので、 アセ ニア 號は ナヤ ー チル 巧 お 巧の 巧 謀に 依つ 
て自 巧した 上、 その 證據蜡 おの 爲 め、 更に 英お 階を 盾 云隻に 巧つ て 砲火 お 沈され たもので あると い 
ふ おくべき 專装 をを 巧して ゐ るので ある。 まさに、 事 巧は 小說 よりも 奇 なり だ。 しかも、 この 證人 
アン ダ ー ソンなる をボ紀 おに 信用の 语 ける 人間で あると いふ 前菩を 付ける ことを、 ドイツ 新聞は を 
れてゐ なかつ た。 おは 現在べ ル リンに がいて、 この やうな 三ユ ー スを唯 ドイツ 新聞から 巧る ほかに 
をボ 無い ので あるから 、充分な 確信を もつ て 言 ひ 切る ことは できない けれども、 お ボ巧染 し 得た 很 
ゎの が おに 依つ て 第一 一一 巧の 新 M 記を として 判がず ると ころでは、 ア セニ ア拂域 巧は どうも 英 巧の 巧 
つた 大 芝居と しか 思 はれない 〇し かし、 犯人が どちら 側で あらう と、 この 事 化を 素早く 對お宜 像に 
利用して 巧 巧 的 あおに おたち 苗の 宜な おりは、 いつもながら 水 除 立つ た 切れ かで、 先 づ綺戰 にがい 
ては 英园ボ 巧 利を 顿 したと 官ひ 得る であらう 0 

この アセ ニア 號お件 じ 限らず、 ドイツの 宣像 方法は I おにを をで あり、 お 巧 的で ある。 いい' い^ 
なから 披吿の 態を である 。巧ろ いぢら しい 化 だ。 無理 もない。 前囘の 世み 大戰 にがいて、 ドイツは 
をのい は ゆる 「非人 讀 巧爲」 を 全 世 ホ じ 誇大 宜お さた 世み 的な 惑の 的と なつた まい 經 なを 巧め 
てゐ る。 この お湯を 巧 まされた 指 段は、 必が 的に ドイツ そして 「非 人道的 巧爲」 じ掛 して 哥ぶ逍 を 



ならしめ る、 ル 也な々 たらしめ る、 ひたすら 「るを」 のみへ とちら せる。 巧 極 的に 自己の な锻 をを 張 
する ことょりも、 英國 側の 種々 樣 々な 逆宜 をを 否 庭し 反踪 ずる ことに 化 殺される やぅになる。 宜緣 
省の 新 巧 記を 共同 會見 なぞ おど 「ナイン」 (を) の 連なで お開きになる ことが 多い が、 备 新聞は お遏 
「政 時流 言 巧 語 集」 を 巧が し、】々 を 號を 巧つ て英佛 側の デマ こ _ ユー スを 報道ず る。 無 ホ お 燥な ド 
イツ 新聞 G 誓では、 二 G 满が小 說杏讀 む やぅに 琶 く、 現下 宜瓷 去 彩る 一つ 0 S 谣で ある。 

ドイツでは 現在、 巧 聞で も ラジオで も、 英园 情報 省を 「巧 吐き 省」 と 呼び、 マクミラン 巧 報 巧 や 
チブ ー チル お 巧を 「嘘吐き 大臣」 と」 か 言は ない 。ラジオで アナ ゥン サ I ザ 巧 商ら かに 「英 國强 

吐き 咎は 本日 聲 巧を 發し 」 と いふ 放に ニユ ー スを讀 み 上け るのは 餘 りおの いい 圖 ではない が、 

おし、 英佛 側の 逆宮 をはを 奚か 、天馬を を 巧く の槪が あり、 ドイツ人が 「嘘吐き 省」 と 言つ て 
くやし ボ るの も 無理は ない。 例へ ば、 九月 十八 日英 倪 巧の 通信社は 一斉に 「プラハ、 ピルゼン、 プ 
リユン 辱のを 都市に 革命的を 動勃發 、舊チ H コ 領內を 地に 波を！」 とい ふニユ ー スを 飛ばし、 更に 
沮ツ かけて 二十四日 「英佛 側の 强お錢 大編お ボフリ ー ドリ ヒス ハ ー フ 1 ンを 前を 二時閒 にぶつ て 化 
巧し、 ツ* ブ ペリン 飛 巧 解 お 作 所の 一部は をに 作業す 能に 隐 つた」 とい ふ 報道を を 世み に 向つ てバ 
ラ 撒、— た。 フリ I ドリ ヒス (1フ* ン空强 が 貴 赤な がで ある ことは、 がの ょく 知つ てゐ るか 人 記を 

の 及 地詞杏 長つ 5 證さ楚 が、 日本 S 新聞 寞 As に 雲」、 各 新聞と もが 門 君 誰まで な 
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つて 書 立てて ゐる ところを 見る と、 今更ながら 英 彿側宣 健の 尉 力に 錢噢 せざるを得ない。 

「舊チ 三 領內ホ 動 事件」 の 方は、 お 自みジ その 极も葉 も 無い ことを 黃姻に 知る こと ザで きた 0 九 
月 二十 二日の 巧 ドイツ 宜傳 省から おが 讀 話が 掛 つて 來て i 明 早朝 プラハへ 案內 したいから をの 用意 

をして くれ と 言 ふ。 朝早く アン ハ ルタ ー 朝へ 巧つ てみ ると、 AP、 up 等々 か國 新聞 转が 貝が 

集つ て ゐる〇 中立 國 おを 国に 實地檢 みを させょぅと いふ 譯 なの だ。 プラハでは (1 ハ 大統領 巧め 獨 
チェコな 方の 要路を じ會 つてず' がをおき、 宜ゾ 「市街 戰が巧 はれた」 とい ふ 保護 國內 备都巿 を巡歷 
したが、 何诏も 極めて や摄 、巧ろ ホ氣 ない 位で あつた。 舊 チェコ 領を理 つて ゐる 現在の 空氣は 「締 
め」 である やぅに 觀 ぜられ た。 兎に角 ロ イタ ー やアヴ 了スも 飛んだ 迷惑を 人に 巧け る ものである C 
デ マ宜なとい へ ば、 例の ニ ッ カ1ボブ カー氏 (イ ンタ1 一ー ユ ，. ス • サーヴイ ス社が洲が局長) の 
ニユースが作など、 まさし<名区のがボある0 九巧中旬のこと、 ニッカーボブカー氏は 「ゲーリ 
ング 、ヘス、 リッ ベント ロブ プ、 ミべ ルス、 ヒごラ 1 等 ナチ スの 首贼が ドイツの 放戰を 見越し 
て、 ホ围の 銀行に 他人 名 候で 莫大な を 巧を 巧を した」 とい ふニユ ー スを發 表し セ。 これは 敬へ てュ 
ブカ ー ボブ カ ー 巧 こ 眼らず、 英佛 側ニユ ー スの 巧に 巧妙な 技巧で あり、 巧 健で あるが、 その デマ • 
三ユ ー スの 中に、 巧 ザに をい、 いかにもち もらしい ポイントを 若干 織り まぜて、 人を かが^い と 巧 
巧させる 手を 使 ふので ある。 しかも、 大雜 巧な 巧を でな く、 事 こまかい な 字な どを 丹を に 並べて、 
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ブヵ I ボブ ヵ ー 巧は ホの やうな 手法を 用 ひて ゐる〇 

(一) ヒ ブト ラ ー 巧が だけは 巧 金し ない ことと し、 が統 だけは かね t を 巧に 淡泊で あると いふ 
巧 ザ —— 世 巧の 常な —— じ おび 付いて ゐる〇 

ご 一) 巧を の 金 巧 等に 巧して 細かい が 字を 巧け、 いかにも 結 巧な 飼签 をした やうな おじを 巧へ て 
ゐ るり 

この やうに 巧 粗な 巧 巧な だけに、 その 保 巧 力と が 響 力は 巧睛 しい もの だつ たらしい 。これ じは ド 
イツな 府 もホト おつて、 ダブべ ルス 宜锋 巧は 九月 二十 j 日が われ-. ^ か 入 おを 度を 巧き •をの 
ま ザ 無提 なること を 言 巧した。 唯 この ニユ ー ス には、 巧し くも】 つの 穴 ザ あつた 。ダブべ ルスを A 
巧 ザ 他人を 儀で 日本が 巧に お金して ゐ ると いふ ポイント だ。 日本な 巧は 個人の お金を 巧が けない と 
いふ ことじ お付かな かつた のは •健かに ニブヵ ー ボッヵ I 氏 干 巧の】 えで あつた 0 

I ニ ドイツを おる 國巧 宣傅戰 (二) 

さて、 現在 氣の 毒な のは ゲブ ベルス 宣が 巧で ある。 或 時 ドイツの をな 巧が 帥と して、 世 ホ 巧 論の 
巧 唯 中で 巧 固すべき 答の 彼 も、 ドイツ か 夕ほ巧 大轉囘 後は 內 かから 兎 巧の あ 評を 立てられ、 巧く は 
铃り巧 面に も 立たず 鳴りを が' めて ゐた〇 ホち 私が な ナチ 蔥 有力者に 「この やうな 時局に、 宜集 がが 


みしおと な 1) 通ぎ るでは ないか」 と哥 つて やつたら、 なは 「宜活 巧ボま 面に でし やばらないで ゐる 
時 こを、 最もち 巧 的な 仕事を して ゐこ 時な の だ」 と 辯が したが、 それにしても、 ドイツの 死活が 宜 
ぶ 联のホ 巧 如何に おる こと 極みて 大きい 現在、 宜 锋の總 元締が 言は 巧を きめこんで ゐる ことは、 い 
かに も 物足りな いなじを おさせる 〇 ところ ボ まる 十月 二十 一二 日夜、 彼は 巧 か ラジオを 通じて ナヤ ー 
チルち お 相が 彈の お說 々巧つた。 

「前 罔の 世が 大載 にがいて は、 チヤ ー チル 氏の 巧り 舞 塞で あつたから こそ、 あれ だけの 宜活效 お 
をを ける ことができ たので ある。 今を はま 巧が 違 ふ。 チヤ ー チル 氏の 巧手と して、 がが こ、 じな ク 
てゐ る！」 と 大見得を 切り、 「チヤ ー チル 氏、 サア ロを 開かれよ！ サ ア白狀 せられよ！」 となみ 
かけて 詰を つたが は、 さす ダに 彼 巧 特の案 ホに 巧 おさへ 读 ひ、 嘗て ナチが の 巧爭睹 代に を戰 また 舌 
联 、を じを 都 ペル リンを 巧が 手に 收 めた 當 時の 武を 振りを 化 ば ホた。 

けれども 目下、 事 巧 上 ドイツ 宜な陣 の 組 元締と して 宜綠致 線に ご 一軍を 化 •化して ゐ るのは、 黄に ディ 
1 トリ ブヒ 新聞 畏官 である。 今年 四十 二歲 のがき 盛り、 ヒブ トラ ー 總綺 のをい 信任を 受けて 一二 面 ムハ巧 
のを 巧摄 りを 見せて ゐ る〇ヒ ブト ラ ー の 在る ところ 必ず ディ ー トリ ッヒ ありで、 ヒン ムラ ー 巧 巧陳が 
巧々 と共に 常 じな 統の 側近に 居て 巧 誘 相手と なつて ゐ る。 ヒブ トラ ー 热 がの 陶中 をを もよ く 知 つて 
ゐる 一 人であらぅ〇 をれにクいてこんなエピソードボある0 まる十巧巧日ヒッ トラーな統ボドイツ 
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图會 を召縷 して か 平 提唱 
演說を 巧つ た 時の こと 1 
— おは 正午 開を とい ふめ 
で ユック リ 構へ てゐ ると、 
午前 十 時半 明、 宜 なを 如 
ら 同盟 支局に 電話が 巧つ 
て 巧て、 十一 時までに 歲 
場ク n ル •オ ー パ ー へ來 
て 巧 ひたいと 言 ふ。 早速 
驅 けつけ てみ ると、 ディ 
1 トリ ブヒ 長官 ボ我 々卜 

農晝に 鑄演說 G 梗 f 菱霸 するとい ふ ミ ある。 班は 繁 な？ で 演說を 始めち この 

日の 援の ほんものの 壽は 、いつもと S て 極めて 微溫 的な もので あり、 その 蜜 も 神妙で もと 
なし かつた も拘ら ず、 ディ， トリ ッヒ 長を Q か I; おおは 手を 摂り 眉を 張つ 5 大執 辯で、 どちら 
がを 巧 かがらな いやぅな 巧を 呈 しちい かに も？ ディ 1 トリ ッヒ らしい 微笑ましい 巧？ みる。 




が、 これは、 常々 ヒ ブト ブ ー な 統に 接近し、 その 隨 中を 度な く 知り 拔 いて ゐ るを にして 初めて 巧 巧 
る ことで あつて、 代 辯 者と して これ ある 哉の あが 深い。 

この若い新聞長官采おの下に、 15!1^われ{ホ^|:'札を留とお倒し、 對か宜綠がかの巧がを巧めて 
ゐるのは、 宣が省か西1 部なびか^^1#部でゎる。 か讀省稍報部長シユミツト巧は年齒谨かに 
二十 八、 リブ ベント ロブ プ 外相な 寥 の？ ある。 器 リッペ ン トロップ か夕 ま；^ たゐ たのを 引 
拔 かれて か 巧の が 香と なゎ、 更じ異 數の拔 巧で 情報部 長の 重任に 坐つ たので ある。 彼は リブ ベント 
ロブ プか 巧の ホ も 信任す る智襄 であつ て、 リッ ベント" ププの 意中を なること、 當の リヴ ペン トロ 
プな上 だと 言 ふ 人 も ある 位 だ。 それ ガ けに、 新聞 記を 共同を 見の 席上に がける 應を おり も 極めて 自 
信 タツ プリで、 まるで 自分 ザ 大巧で あるかの やうな 巧 辯を 振 ふこと ボ巧 々ある。 リプ ベント ロブ プ 
對シユ ミ ブトの 照が は、 ヒット ラ ー 教 ディ ー トリ ッヒの 照 係と 共に 二 大名 コンビと 言 ふべ く、 ドイ 
ブの宜 巧 巧 巧に 巧 揮な 保 油を おず る ものである。 スポ ー クス マンた るを まさに 巧く ありたい と 巧 ふ 
ポ 、けれども これは、 ドイツの やう じか 交のを く】 元 化された 獨拔國 家に して 初めて 可 おな ことで 
あらう。 宜傳 ちか 國新閒 部長べ ー マ ー 氏は 『世を 新曲 提 巧』 とい ふ 大ぞも ある 巧 聞を の權 威、 まだ 
一一 一十代の 若手で ある。 

巧々 ベルリン せを か团 記者の 日院は 、一日 二陌 、宜巧 おとか 矜 おのみ 同を 見に 巧が して この 弼ス 
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ポ 1 クス； と s 馨 言 二と ミる。 いつ 畫十 名望を 人 i ポ參 集して なかく 腺 やゎ 

f 宣 なち Q を 見には 外務を 情報部の スタ， 7、 ホ務省 G 會見 には 宜健 省か 國 新聞 部の スタ •ノフ が 
同席す る e で、 一。 ど 似を よつ をと もまへ るが、 また それぞれ i 徵 がみる から 面白い。 宜雪 
のを 見は 謹で を、 ちよつ と 儀 誇 S 合せと いふ 感じ 辜る が、 か馨 ミれ は紫烟 f たる 
宅 養な 討論が 巧は たなたち が 5 的な 化稚を 得て、 取材 上 有 註な のは この 唐で ある。 この 
共同 會 見で、 現董 とし Ti 仁 上る S 、 搔裘 S 依る f お 震で & る。， 5 問題には— な 
法理 論々 絡つ て來 るので、 なかくな 雑で あり、 それだけに またを々 な證ボ 生じる。 み 語を と 
も それぐ 一 かどの 酉 際を 5 になり 濟 をして 論じを つて 管、 な も 園 除法のを 物を 締 いて、 大を 
時代の 巧 夏 やつて ゐる やぅな 妻で ある。 ドィッ 側で もを 《「璧 的」 な 潜水 震を S 立てる 

ためち 髮數人 S 水變 幫寬 《里へ 巧んで 來 T 霸 i 星た 程 だ。 

しかし、 何と 言 つても、 今囘の 欧洲 大巧 乳で 宜が戰 の 中 也を なして ゐる ものは、 戰爭黄 任 論と 中な 

围 引る 零 ホる。 こ G — は 8— ‘ 關讓襄 ずる 寡で あ ミ、 塞會は S & まなを な 固 

に 巧し つける 二と に 依？、 臺 S 場を 有利に」、 中 臺寡ヶ 悼から 下らせよ ぅとして ゐ るの 
である。 宅 も、 幫 S 寞 載で 戰爭 Q 妻 任を なす ゥ つけを T 、 二十 年閒 「ヴ こサ ィユ の 
囊 J に楷み 苦んだ ドィッは、 今 ff が*」 セい と— な— 謹— てゐ る。 
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化 巧 九日の ゲ ー リング ザ 卽巧說 、问 十九 gw 
ヒット ラ ー 總が ダンチヒ 馈說 、十月 六日の 爵 
會演 能、 同 二十四日の リッ ベント n ップか 巧 
ダンチヒ 演說 等々々、 をが りで ある。 まる 八月 
一二 十一 日の 深更、 ドイツが 府ボ ラジオを 通じ 
て、 ボ ー ランド 便を 味の 巧領グ ライヴ ィブ ツ 
故 送 局 5^ を發 をし、 翌 早朝 軍事行動を 起し 
たのな ど、 この 問題に 對 ずる 愼 重な 用 おで あ 
ると 言へ よう。 また 巧英佛 一二 國政 巧は 九月 初 
句 巧 前後して 白書を 公表した が、 これは 耍す 
るに、 開 戟の责 任が 敵國 側に がする ことを、 
歴史的 記述で 立證 しようと 試みた ものに 他な 
ら ない。 ドイツと 英佛巧 国の が異 つた 專货を 
ま 張して ゐる ことは まだ 判る が、 英彿巧 固の 
ポ 、旣 にな ひ 遠つ てゐ るのは どうした 詩で あ 
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らうを 磊一 在寞駐 をを 香く 奪史ま Q 雾 Q 程も なせられ る。 

ドイツは 中音を 味方 12 引た ょ ミ 引 人れ ない 迄 もせ &も霖 中立に 留まらせ 5 を I 
と必 巧に なつ 下ゐる 巧け 12、 英盈 Q 逆 宜なポ 中 畜を巧 さみす 一とを 震 § れてゐ る。 けを 
もこの K にがいて は •あは どうも 芙佛 側に 軍配を 擧 けねば ならね やうに 思 ふ。 そ もく 竟 をは、 人 
瞄の 蓋に 訴 へ、 直接 香を？ 立てる のが i 寞 的で ホる のち ドイツの 宜な 方法は、 どうも 
人閒の 畜に訴 へる ところが がい。 それは をての ドイツ 藉ス トレ 1 ゼこ氏 も 白ら 認めて ゐるや 
う！ i 、 ドイツ人 程 他 困 人 2 理を 解す る ことの 不得手な をは おいを で わる。 卽ち 、ドイツ人 はを 
困 人の 立場に なつて 巧を 考 へ、 その、 む 理に訴 へる やうな i 聲緣二 T スを 作る こと ザ 岳め て ド 
雲な ので ある。 ドイツの 宜ホ は i に 理窟が 夕 い。 例 へば 巧 酉を 義 ずるに してら 「英巧 人の 祖 
ホは 養 だ！」 とい ふやうな 8 で杞元 何せな からか 說 きおす 歴を 論を やつを 妾 お 人は インド 
におして 何を 爲 しを？」 を 「四十 年 前 Q ボ 17 戰爭 では、 壽は二 寞千言 セ 十 人の 爲 女子 
を 愛した！」 を 常 厳 蒙 材料 お 巧は ず、 英薑 なの やうに 囊な トビ， ク を見サ すると、 ^ 

こと ダが い。 ドイツ 宣 萬に 一人の マクミラン、 一人の； 力- ボ ッカ 1 無き ザ 我々 ま鬟 巧を 
官 (？) にはの 足りない ぶじを あさせる。 

ただお M 通信 お陌の おでは、 ドイツは 英驚 固ょ" も爱 居な 艦 度を あつて ゐ る。 これは 巧 一み 世 



ホ大 段の 失改こ 懲りて、 今 罔は 夕 をの ドイッ 側ニユ ー スを 早く 中立 國に頒 ホしたい ためで あらう。 
英 画では 英佛 語な ホの 否 報を を 付けな かつたり 、叉は ましい 制限を 裸したり して ゐる やうで あるが、 
ドイッでは、 新聞 電報は 日本語の ロ ー マ 字 おりで も 何でも お 構 ひない のでる る。 檢閱を 《 ン ドンで 
は、 日本語 お當 がかの 『涼 巧 物語』 誦 譯者ア ー サ 1 ゥ - J リ ー 氏 一人で ある やう だが、 ペル リンで 
は、 日本語の できる ドイッ人が 多い から、 巧當の スタッフを 巧して ゐる らしい。 今み 大戰お 巧 前べ 
ル リンから 東京まで 一時 釉 乃至 二 時間 拭つ た 新聞 语 報が、 現在 檢閱の 時間 も 入れて 一一 一時間 乃至 冗 時 
間で 屆 くやう であるか* i 、 おたち 新閒 記を もさう ひどい 不便は 感じて ゐ ない。 また ナチな お 牌が フ 
ょルキ ッシヤ 1 べ才 I バ ハタ ー が 十月 二十 一日 紙上の 論說 にがいて 、極めて 自由な 態度で 西 除 巧 
努を 論じ、 中立 固の 空氣が ドイッに 不利な ことまで 隱 さずに 尊いた のは、 ドイッ 政 巧の 通信 報道 統 
制 ダ、 争 囘は餘 程 オットリして ゐる ことを 物語る ものである。 

四 ドイッの 國 內宣傳 . 

ナチ ス •ドイッは をの 國 巧から して、 對か宣 なと 同時 じ、 對內宜 な L 2 ら 大きな 努力を を 巧け なけ 
れ ばなら ない な 場に ある。 巧を 政權は デモ クラシ ー 政府と 違つ て、 段內 統一の 確保に 糖えざる 注意 
を拂ふ 必要が ある。 元來 ナチ 黛は、 その 組織的な 宜傳 力を 有 巧 じ 活用して 地盤を 攘 め、 巧 お 的 人 お 
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を 沸き立たせて 遂に 政 權を逸 得した ので あるから、 國內宣 なに かけて は旣に 試祿涛 であり、 ホづ巧 
當な 巧樹を 擧げる ものと 見なければ ならない 。しかし、 今 囘は單 に园內 だけの 問題では なく、 ソゲ 
ィェ ト蹄 邦との 提携に 依つ て ホを 勢力の 浸潤が 豫想 をる 上 じ、 英佛等 敵方からの 猛烈な 國內切 崩 
し H 作が 街き をて 來 る。 チ； ご ンな巧 も 「ヒッ トラ， 政璧 働す 迄は まを 收 めない」 と審 
して ゐ るから じは、 ナチ 改權と 民 おとの 離間 工作に あらゆるを 段々 益す ことで あらう 0 ドイツ 政 おで 
はこれ に對抗 する ため、 ゲシュ タッ ポの蓉 察 力を 背 栽に して 國內 宜傳じ 努め、 あらゆる 機 關を動 負し 
て國 民を を」 呼 おけて ゐ る。 ヒッ トラ 1 總統 はを のを 『わが 岡爭』 の 宅、 ドイツが お寞戰 にが 
れ たのは ュダヤ 的 ジ^ ナ リス ム の故戰 主義になる 园內自 遊 工作の せゐ であると 主張して ゐ るが、 
巧 際、 當 時の ドイツ 有力 節 聞 社長は 殆どを 巧な 戰 的が' 网の ュダヤ人で あつた。 これに 反し 今日は 巧 
閒 なぉが 完全 じ 巧 はれて 居り、 新聞社に 對 する 巧府の 統制 力 も宜俾 おじ j 元 化されて ゐる 。卽 も、 
ディ ー トリ ッヒ 研閒 長官 縣 令の 下に、 巧國 新聞が 長フ リブ チェ 氏が 腕み を 利かせて ゐ るの だ。 政な 
の發表 物は 總 一」 半を 通信 常 N B お通じ 了 公表ず るが、 备 新聞社は をれ じ 譲を 付ける 二と さへ 許 
されて ゐ ないやう である。 例へ ば、 「リッ ベント a ブプか 巧は 二十 セ 日 モスクワへ 赴く ことと なつ 
た」 と DNB ポ發 おすれば、 み 新 就と る これを 一語 一巧る はず 巧 載し、 をれ が 何の 円 的を. おする か、 
どう レ ふ 政治 鬟裝を 持つ てゐ るか 等 装 接は 一切 加へ ない。 また 榜超 V 4 P い；！； B のがけ たも Q 
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をを のを、 巧 興して ゐる 場を が 多い。 

化 軍記を は、 日本の やぅ じを お 載 爭で巧 
をを を ふとい ふやぅな ことは おく、 朽巧巧 
總 司令部 及び 宣 みおの 嚴 重な 監 をの 下に、 
おを された まだけ ダ、 轉化 報道に 當 つて ゐ 
る。 麟 中、 特に 縮刷され た 『を 傳中駭 ( pr ? 
paganda - kompan 是』 は 完全 じ おの】 部 
として 巧 動す るので あつて、 备 記者の 從巧 
記を 一度を 部谭 司令部 報遵 班に 集め、 をれ 
を 記者の 巧 惡に關 おな く、 司令部の 選擇で 
を 新聞社に 削當 てて ゐ る。 だから、 フ 1 ル 
キ ッシヤ ー •べオ ー バ ハタ！ が 特派 貝の 手 
記が ロカ ー ル •アン ツァイ ガ ー 巧に 載る と 
いふ やうな、 日本では 想像 もで きない 制度 


である 暖だ 。故に、 日本の やぅ じ 華々 しい 




執 道 戰ポ巧 ぜられ ると いふ こ ともなく、 從 つて 「00 少尉 巧 刀を 揮つ て 敲陣じ 段り 込み …… 」 とい 
ふやうな 手 じ 汗を 渔ら せる 化 軍紀 も 表 はれる 由がない。 巧 一日 本と 非常に 異る おは、 少數の 例外を 
除いては 部 お 長と か 兵 ± とかの 個人名を 決して 記錄 しない ことで ある。 唯 巧々 は、 某が 换が某 地が 
より 某々 地が に 造 巧した とい ふこと を 知り 得る のみで ある。 がつ て 日本の が 化 記 お 乃至 お 巧 記の や 
うに、 試を に 身近な 親しみを 巧 じさせ、 生々 しい 與 をを おさせる やうな ことの 無 いのも ホ 巳む々 巧 
ない。 かの フ リブ チユ將 軍戰 死の 瞎 のかき も、 極めて 尊 お 的な 筆致で 報道され、 この か大 なる 悲肪 
のま 人 公の 巧を 弔 ふじは おりに もがし い 取扱 ひち であつ た。 

さて、 ドイツ 新聞は まる 八月な 來 、如何なる 筆陣を 布いて 政府の 國內宜 ホを 動を 助けて 來 たか？ 
ず、 こ、 に 振りを つて 見る ことと しよう 〇先づ セ 巧から 八月に 掛けて お雲谎 しく 巧き、 英佛 兩國の 
おなが 巧、 英佛ソ ホ 談 等々 やお 戰 線の 教 巧を 制 工作が 進 巧す るのを 見る や、 ドイツ 巧 聞は 巧が とし 
て 「お 巧 包 团陣」 みちを 巧ぇ 巧した。 ドイツは 第一 次 世み 大戰 にがいて 英佛 側の お獨包 团陣の 網に 
追 ひ つめられ、 をに 悲 をな ホ 巧を 辿らねば ならな かつた。 この 怨み 骨 描に おして ゐる ドイツ 國 民は、 
「お 巧 包 團陣」 とい ふす 菜に おしては、 な 速な 反 應を呈 して 岡 あを 燃ぇな たせる ので わる。 ゲブ ベル 
ス はこの 巧 巧々 よく 巧んで ゐ る。 彼は ホづ 西內宜 なにが つて 民 也の 昂摄を 待つ 作 巧を 選ん 巧。 これ 
を 接 一巧と する。 ホいで 八月 中旬から 下旬に おけて ポ ー ランドの お 势が惡 化の】 をを 辿る や、 今を 


は 河岸を 巧へ て、 ボ I ランド 內 ドイツ、 に對 する ポ ー ランド 人の 巧寫巧 巧の 攻 避を 閒 治した。 これ 
は 西內消 巧と 共に 輸出 宣 なを 兼ねて、 なち 激烈に、 をら 執が に 巧 はれた。 巧に、 九 巧い ょ— 孤’ 争 
が 勃 巧す ると 共に、 ドイツみ 紙は、 虔 おされた ドイツ人の 悲を 見る に堪 へない 寫 輿を お 日毎 曰 燥 お 
し 巧 載し、 固 巧の おなおな 也を 巧り 立てた。 これを 第二 期と 呼ばう。 巧 佛兩因 も 送に まを 執つ て 起 
ち、 巧睽 ほな おの 中む 西へ 移る や、 息 摩截は 第一 二期 —— 和 や 求婚 巧に 入る。 ドイツな 巧は 極力、 兑< 
佛兩 回に おしては な 意の 無い ことを 力說 し、 西部 戰 がで 戰 ふことの 無意味な ことを 强 調した。 ヒッ 
トラ ー 巧が、 ダ ー リング 元帥 等が 代る代る 巧 やの まを 英國 に對 して 差し伸べた 、かやを 勢 だ。 けれ 
ども、 が 巧を ポ ー ランドを 殺された ばかりの 巧國 は、 を 易に その ホ 婿の 手を 挺ら •うとし ない。 ドイ 
ツ はこの やうに や 巧を 巧 望して ゐる 、繰返し かやの 巧言を した、 しかるに 英 固は これに 見向き もし 
ない、 巧 苗 こそ 巧 爭の挑 巧者ち 資 巧者 だ、 ドイツは 唯 その 侵略を 巧ぐ ため 起つ たに 過ぎない —— 
これが 現在、 卽ち第 四 巧に 巧 はれて ゐる ドイツの 言み である。 この 宜 なが 相當效 果を收 めて ゐ ると 
いふ ことは、 大夕數 の ドイツ人 ボタ 際 この やうに 信じ 切つ て 居り、 十一月 十二 日 チェン パ レンち を 
巧が をの 下 お 巧紀で ハツ キリと ドイツの かや 巧 謙々 巧 あする までは、 英图 さへ 悔いを めて くれるな 
らば やかが 再び 到來 する 一 ^ と 信じて ゐた ドイツ人が 欺くない ので も 判る。 我々 第一 二者に 取ク ては 
まさに 驚くべき 巧 ザ だ。 

セ吉 



な 上は 巧 巧 宜條の 我がで あるが、 なたち はずみ 宜を戰 の 特異なる 相 おとして ラジオを 見逃して は 
ならない。 宜健當 局は この 新 鉛を 器を 最大限を 有 巧に 巧 用すべく 巧 力して ゐ る。 ド ツ化送 おでは 
朝の セ 時から 巧 半 十二時に 至る まで セ 同に 互つ て 時事 ュ HI スを 速報して ゐ るが、 その 用語は ドイ 
ツ 語、 ポ ー ランド 語、 英語、 フランス語、 イタリア 語、 ウクライナ 語、 七 ルビア 語、 ス B ヴア ネア 
語、 リ トワ 三ァ語 、ハン ガリ ー 語 及び ル ー マ三ァ 語の 十 j 窗図 語に 及んで ゐる〇 しかも 重大* A 1 
スの ある 時は、 巧な なく 他の 故 送を 中 巧して 刻々 にを おする し、 をた、 新 M でな く 特に ブ ジオを な 
つて 重大 二 HI スを 公ます る ことが がくない 〇巧ソ 通商 おちは 八月 二十日 午を 十 時、 巧ツ 不可 
めは S 立 二十 一日 午を 十 時、 何れも ホづ ラジオを なつて 巧 表した。 どぅい ふ もの か、 午後 十 時の 《 * 
1 スの 時間に 重大 ニユ I スを 公表す る ことが 多い。 故に、 私たち 新拍 記を はな 日 巧に 新聞 や DNB 
配給の 三ユ ー スを 訝む だけでなく、 早朝から 深更を で ラジオを 巧き 逢さない やぅに 注意して ゐ なけ 
れ ばなら ない。 今まで も旣 に何囘 ラジオを おいて 直ちに 至を 巧を 飛ばした ことがあ るか 鞠らない 0 
披で 新聞を 訝みながら、 巧で ラジオを おいて ゐ なければ ならない おたちの 仕 まは、 一日中 巧 挺の 化 
まる 時がない。 

ラジオに 巧る 宣巧 載は、 困 巧 巧ょりも 固榜戰 にがいて 華々 しい 〇ち佛 側の ラジオを 化が なか { 
巧 力を 巧 巧す るので、 ドイツを 宿 酉 巧を 探は 九月 一日 ラジオ おがを 止 令を 公 ホし、 か坦 ラジオに 化 


る* ユ ー スをホ 布した まは を おを なつて 慶斷 する ことにした。 ところ ザ、 斯 かる ドイツ 側の 巧 領‘措 
置に も 巧らず、 十月 十日、 巧 かとして 巧々 怪 々なる 事件が おつた。 その 日 ザが 九 時、 ドイツ 放送局 
巧 時 お 則ュユ ー ス として 「巧 か巧閣 なお 蜡 、巧 巧巧涅 位、 西が 巧が にがいて 十日 聞の 休 巧 巧な」 と 
いふ ことが 發 をされ た。 がな どは どうしても 信ずる ことが 巧來 なかつ たが、 がの ょく おつて ゐる陸 巧 
夕换 本が 付ぶ 扱 將巧や ナチ 黨本 巧のを 部黨 み 等から 寬 括が おつて 來 て、 この ニユ I ス はあくまで 夕 
文 巧と 巧 おにを おする ち 巧、 ジ ー メンス エ場な どでは を 具 集合し、 巧值な シャン ペンを 拔 いて 巧が 
を擧け セと いふから、 これは もう 看が を 通り 巧して ゐ る。 八 千 巧の ドイツ人 じ數時 巧、 やかの 巧ち 
びを させ セ この 怪 なお 巧 件が、 如何なるが 巧 組 おに おつて 巧 はれた か、 か 何なる から < りの 下 じ 巧 
はれ セ か、 未だ も 0 て 判明し ない。 この 怪事件の 直を、 犯人が 一巧 巧 おお 巧され たとい ふげ がパツ 
となつ たが、 これ もどう やら デマ •ニユ ー スら しい。 何れにしても 恐し いブ ジオの 巧 力では ある。 

五 今を の宣傳 載は？ 

今み 欧 が 大巧の 性が ザぞ しく 知性的で ある お果 、宜 が 耽が ザ 巧が に 先 巧して おんで ゐる 巧が ある。 
敢 へて なお 作联を 執らず、 をが 戰の槪 巧から 巧 利な 戰が的 地 化々 巧 得しょうと 努めて ゐ る。 巧 じ、 
巧く 大西洋の 彼方に 在つ て キャスティング •ヴオ ー トを 握つ て ゐる米 西を 爲 つて ヴ * ル ダン 的ホ聪 



が 度 巧され るで みら う。 ホ 固を ホ 方に 引 入れよう とする 英彿巧 苗、 米 西を 中立のを 巧に 留め 巧 かう 
とする ドイツ — この 兩 者の 爭巧 おは、 ホワイト •ハウスに お 巧を 置いて 十字 抱 火 ザ 白 お化しよう 0 
をして、 この ホ 酉 引る 巧は、 必巧 的に 巧爭* 任 論を 提 巧よ <お おし、 みがな を 防がを 展開す る こと 
であらう。 

更に、 今 巧の 西部 截 がは、 マグノ、 ジ ー クフ リ ー ド 兩お塞 線が 互 ひに 巧 壁を なして 巧對 巧して ゐ 
るた め、 自ら 抵 がが 膠着して 活潑に 動かない であらう から、 どうしても 双方と も 行動 時の 巧い 货易 
お 銷戰に 主力を 注ぐ にる ひない。 がつ て、 お 載が を镜 るを 術 的を 摩 栽が 火花を おらす であらう し、 
をた、 大規模な 空な でも 巧 はれる やうに なれば、 そのを 虔な 被を に關 する デマ こーユ ー スの氾 巧と、 
それへの 反巧宣 ホが 巧な される。 巧く して お 火は 益 t 巧を り、 职 局が 夕一兀 的が 雜 性を 巧して 巧る と、 
夕巧备 国と もがに 巧は を へられな くな ゎ、 現在は を巧大 西の おがを 保 〇てゐ るを 段 も、 み 第に お 性 
宜 化に 狂奔す る やうになる であらう。 この 時、 が 思に 备 西のを ホ內 をを 判 巧し、 茵 f 势に對 する 
亞 なな 認 城を 失は ない 巧 明 さが、 おたちに 强く耍 求され るので ある。 おたちは， 宜 ホ、 お宜 がいり 
A れて 百ぶな 巧す る 現下の 田な 巧 局に がいて、 常にが 巧 的な おな 力を « かす 用 怠がなければ ならね。 
我 ま 空に 黒き ドイツよ ゎ、 を かに こ のぞ 葉を せ 苗の 巧胞 巧を へを けたい 〇 ( 昭か 一巧 •一】 •ニニ) 


み S こ r 


巧を ドイツの 徑巧が 制 (おとして 巧费 部面に ついて) 


ナチ スの 思時經 巧が 制は、 現在 主として 苗 民を 活の 巧费 部面に 巧いて 琪 はれて ゐ るが、 その 巧キ 
觀 念は か醇 W か 和で ある。 巧 一み 世 ホ 大が當 時、 軍需 產業 資本家 ポ 莫大な 利 W を あけた 一面、 中 ま 
階な が 下の 一投因 民が をが のぞし みを をめ、 をに おを な內 部崩读 にす いた ことを、 常々 悲巧巧 巧し 
て國 民に 訴 へを ホして 來た ナナスと しては、 また いやしくも 社會 主義々 窝巧 ずる ナチ ス としては、 
このを、 分 取の 不公平に ょる 人む の襄を 極力 恐れる ので ある。 せに 截 時に がける ま 偏在、 卽ち 
拽巧 的な 巧を ま氣の 巧を を 巧 止す る爲 、あらゆる 手段を 謀 じて ゐる〇 

貴 例を 一つ 示さぅ、 ドィツ 西 巧 巧 お含議 (を髙 西 巧を 議機 閒) が 九月 四日 公布した 巧 時洁巧 令の 

巧 十八が 第三 一巧は ホの やぅに 規 をして ゐ る。 

「巧 榮巧冀 及びが 日 巧 街には 特別 手 まを ま 給すべからず」 

これは 肢瞩蠢 を 巧の 巧 生 防止には 璧 つけれ ども、 をた 一ろ 勞街富 延長で 日に 巧を 链 いで 

と 七 



セへ 

み巧をお巧してゐる$;; 81 ^の間じ不巧を巧成卞るせおボある 0 因民の人氣の上になつナチ ス政巧は、 
巧 論に 對 しては 巧 重な 注意を 怠らない 。を 化 省 自ら タガ ホンを なつて、 または ドイッ 巧巧戰 みを 通 
じて を 困 e 巧 巧を li 呼び掛け、 田 民 S 牲 的を 仕 ザ 蒙され ねばなら 皇 由を f と說 いて ゐる〇 
この 我 時活巧 令に ち ホの やぅな がそ ザ 付いて ゐる〇 

「巧が 租芭の 酉 巧 巧を の爲 めには ドイッ 因 民 各自の 巧 巧の 犠 巧を 巧す、 兵 壬は 武器を 執り、 生か 
々おけて 祖 西を お 巧す、 巧 かるな 大 なる 巧牲 におして、 な 後の 困 民 备自ボ そのを 力を 手段を 酉み 》 
民に 巧け、 巧く して 巧 序 ある 巧 巧 生 巧の 巧 巧を 保 話す るは 困 民备自 のを 務 なること 明白な り、 がつ 
て圃民 各自は みの 生 巧 及び 生れに 巧て、 必要なる 制 おにが へざる ベから ず、 がて 茵巧閣 々會 巧は を 
# の 巧 力々 なて ホの か < 公布す」 

なま や 5 な 漂 Q 下 ii 话布 をた 巧け 12、 二 S 禱？ はな かく g で、 賣審 必需の 

巧 おおぶ ひは 生產 お々 巧な したゎ あ 巧したり したを のぅち、 罪狀 まいを は 死刑を なつて 巧 巧され る 
こと ボ規 巧され てゐ る。 

トイ ッお 巧は 巧が 開 巧の 一巧 月な 上 も 前、 卽ちセ 月末から 自動 单ガゾ リンが 制 (1 日 五 リブ トル 
の 勘を) を t 管て ゐ たが、 お 巧い ょ-^ 切迫」 た 八 さす 八日、 生活必需品に おする 切 巧賽が 
を ホいて、 本が 的な 戰時お 巧 お樹に 入つた。 この 制 巧は 更に 二種 類に 巧 分す る こと ザで きる。 


こ) 巧具證 *が これは 日用が 奇 品ち 巧詞 度び 巧錢 品、 贈肪油 謂、 が、 ミルクを び ミルク お 巧、 
巧 糖、 辄 巧、 杠を戎 ひは 如 巧 代用な' ジャム、 巧 在 類、 ホ、 マ ヵ P ニ ー 其 他の 食 おお、 石 巧、 石 お 
(但し洗巧石齡におる、 化巧石^|は二巧な下の巧兒及びお人のほかはおおに入手できない) 等の巧 
K じ當 つて 提示すべき 證害 であ 0 て、 所持 人の お 名 住所 蜡業 等を 記入した 切符の 巧 園に 刷り こんで 
みる 品目 番親 化を、 その 都を 切 かづて 使用す る やうに なつて ゐる〇 このうち 米は、 十月 一 ばい 位で 
なくなる とい ふ# が專ら で、 私たちは、 そのうちに 在留 日本人 ボ剌 みやすき 燒を パンで をべ なけれ 
ばなら ね やう じなる だら うな どと 話し合つ て ゐる〇 また 九月 二十 五日から 方法を 變 巧して、 を お 目 
每に 引み 券が 支給され、 且つな* の 制限 も 一巧 强 化される ことと なつた。 

(二)！！ 責巧可 巧が これは、 前記 胳貸證 害に 含まれて ゐるお 目が かの 生 巧 必需 お、 就中 巧 維 巧 お 
みび 巧 革 巧 品に つき、 申請に 應 じて 當 局から 交が される 引 お 券で ある。 この 制を の 巧 用と 共に、 瞬 
民に おし、 あ 服 巧に ついて 所ち 數① 限を ザを めら れ た。 例 へば、 洋服 一二 着、 ォ ー ヴァ ー 】 着、 ヮィ 
シャツ ーニな、 か 二足、 邱下 六を —— これ ボ限 巧で ある。 自己の 所有 數ダ 公を 限度な 下なる ことを 當 
届 じ 泣 言した 果 合に のみ、 その 不足 巧を 巧充 する 意 ホで 巧 買 許可 證が夕 がされる 。政府は、 この や 
うに！！ ちカボ 制限され るのは、 みして お資 不足の 巧ではなくて、 を 購買を におして 長期に 豆り 分配 
の 公平々 巧 巧す る 巧で あるち 大宜 になつ て 固 民が 得に 巧め てゐ る。 この やうに、 開戰 前から 巧に 

セ か 



- s 

鬟 非常 措置 寡つ 下ゐる s' を< 象世曼 f 苦い i 一 c 資てゐ をら で ホつ て、 また ザ 

擦 この おでは 相 當の巧 活を收 める こと ボ できる と 思 ふ。 

を 等の 購貸 許可 證 などは、 ベ ルリ ’S でい ふと 區 役所な どで 巧せ される ミ あるが、 交付 巧の な 
は 巧すな 巧すな Q 養で ある。 詳可證 喜 尾よ < 手 ミれ るには、 先づ 半日は？ 巧 悟ち なけ 1 
なならない。 從ミ曼 重くな ろ 私たち 新聞記者 《やぅに 特別 忙しい をは、 ホづ綻 《る ほかにを 
方がない。 これを 見ても、 この 許可 證 交付 制を は、 人を おが ボら せる とい ふ 巧 神 的 巧 巧 だけで も、 
晦貴力 制限 e 爲 は、 相？ 勇 & 譯」 了ゐ ると 言へ るで ホら ぅ。 

羣 に附隨 するな 美き なお 奮を 險は 、悪性 イン こ 1 シ 3 ンと 物— 貴で ある。 ドイツ 政 巧 
ダ 八月な 蜜薑額 Q 巧繁發 たた 二とは、 八 さ 壬 二日 《流 震 お 8》 補 赛常も 含めて 百 

八 億 八 千 九夏 T 夕で ホつ た Q におし、 同？ 1 日には 百 一手 二 望 百 巧 マ 1 夕に 逮 したのを 見 
て も 判る これ 12 よ ミ 起る イン こ 1 シ 3 ンを巧 幸る 爲 •を 巧は 暑 腎お令 0 前記 戰時浩 お 
々によつ て 愛 切つ た增 悅を暮 し、 年 收二千 四百 7 る 上 《所得を におして は、 が 來の所 おを 
の 五十 パ ー 七ント を戰時 おが 稅 として 幾 集す る ことにな つた。 

公 巧 依を を 一を おを に 止めて j をに 大增稅 を 巧 巧した ことは、 現下 巧 緊の護 霎を季 セめ と 
は 九 ia :^ に 巧 ドイツ 財 5 農 ザ 奮 イン こ 巧 止に 巧 居た るを むを 巧ず る ことが おる。 ち こを 



府の 巧つ た 一手は 旣に 述べた お 巧縣貴 防止の なめに 运 めて 大きな 巧 割を 巧 じて ゐ る。 

けれども、 を 府 がいくら 路 貴が 制に 巧 起と なつても、 もと < お巧ボ 不足では' いつかは 巧 貴が 
へ 向は ざるを 巧ない。 しかも 公 巧 巧 格ボな 付けに されて ゐる 場合、 たと ひ 巧が は そのを でも、 な 巧 
は必が 的に 下向が を 辿る、 な 巧 ほ 下の 读牲 にがいて お 巧 おを を 巧ム卞 るの ボ 、ナナス 物 巧を 巧の が 
巧で あり' 最 をの 奥の手で あるの だ。 此の 巧の 巧妙な 巧 作と 調を々 ナチ ス短濟 司令部が どこを でが 
按を來 さずに やつて 巧く か —— そこに ナチ ス物 巧な 巧に がける 興 巧 巧き 巧 盾が ある。 その おを は、 
こかを 持に 待たぅ 〇 ( 巧 巧 一田 •か •二】】 


戰 時經濟 統制の 斷面 (ドイツ 資本家を 巧 診す る】 


_ 重工 菜 者との インタ ゲユ ー 

ドルトムント、 ポッフ A 、 王 ツ七ン 、ドゥ イス ブルク 等々 の 大工 業 都市 ポ連 つて ゐるル 1 ルが 方 
は、 ドイツ 重工業の 中 也で ある、 也 巧 部で ある。 こ、 を 打診 ずれば、 を ドイツ ま エホが の歧 かを 巧 
くこと ボ でさる と 言へ よぅ 0 

おは、！？ 時 ドイツ 重工業 ホの 巧 巧を 探る ため、 ポブフ A を 中む に 巧日閒 、夕 巧の 重工業 巧 本 巧と 
の インタ ヴユ ー 々巧つ た 〇鐵銷 みの 大 ぶ物フ リブ ツ •テ イブ 七 ン氏旣 に スイ、. に 追 はれ、 ft 圧は 走 
た、 巧鋪 王と 呼ばれる 某 巧の み邊 にも 兎角の W ボ なつて ゐる 時、 里 工業 資本 巧 じと つては、 をく 「ぉ 
官 へば 巧を し」 である 。化つ て、 おも 彼等の 口から 直接 巧みを 得よぅと は、 巧め から 大して 巧 待し 
なかつ た。 たで、 巧 長まで、 或 ひは また レスト ブン で、 これ 等 ド イヴ* エ窠ホ のぞ 化と 巧し く 巧し 



をつ てゐ るう ちじ、 巧 かしら 言 おのまに 巧んで ゐ る〜 のをぶ 巧ず る ことができる のでは ないか — 
とい ふ、 言は ば 巧め て 喔い氣 持で インク ヴユ ー 々巧みた ので あつた。 

ところ ザ、 な 巧に 反して、 彼等は かなり 巧を におの « 問じ夕 へて くれた、 面白 かつた。 たで、 そ 
のをの 約束で、 こ、 にはた ジ 限られ セ 巧 困を 巧く 槪念 的に しか 巧吿 できず、 且つ、 人のを が々】々 
記 巧ず る こと ボで きないのは、 がの 巧く 法が とすると ころで わる。 

二經濟 統制の 彈力性 
巧 巧の 第一 巧は、 

「巧 時下 ドイッに 於いて、 現在 どれ 化な 巧が 制ボ强 化され、 深化され てゐ るか？ どの 程が のが 
力 性が なほ おへられて ゐ るか？」 

とい ふ 巧 巧で あつた。 これに 巧す る 巧を は 桂め て 面白 かつた。 を、 口を 巧へ て かう 音 ふので ある 1 
「兎角、 人は ドイッの 巧 巧と 言へ ぱ 、一に も統 が、 二に もが 制で、 巧き のとれ ないやうな 統 がが 
强 行され て々 ゎ、 企 おな 巧に 巧 力を ザ 巧 へられて ゐ ないやう にるな しがち だけれ ども、 それは をく 
巧 油ぎ た考へ 方で みる。 匆說 、巧 府の巧 制が 肢 まなこと はす W 巧。 企 お 姪 管の 乂拥 に關 しては、 ホ 
づ 政府の 巧 令 二が はねば ならない 〇 しかし 、をれ なかは、 がたち はを く、 を 業 おとしての 手 瞬を 自由 


八 因 

に 巧つ てゐる Q ち 私たちは 企業 Q 當 ままな® 巧。 こ® 企業を S 」 て 巧く® はおたち 羹み自 み 
であつ て 決して、 な府セ もな けれち をた なで もない。 黨も ホ、 おたちの ヘム まふに おして-正を 
な 理解を 持ち 企業 夕 li 白 由 手腕 寡は せる 二と ザ、 そ Q 图 《畫靈 を 雲に」、 擊を 巧ろ 
結局 羅 Q 利益を？ 質 巧と い 至と 至く 認識」 T ゐ る。 を 二 そ、’ ト イツ 5 業 墨の あ耍 

巧 因で ある。 ど .r か、 が 制に 姑して、 巧 過ぎた 評價 をし ないやう にして いたぐ きたい。」 

このま 張は、 おが 更に 「を 巧經替 をは、 製な の輸 が お向けに 閱 し、 政巧當 局から 何等かち がの 指 
南 乃至 巧 制を 受けて ゐを？ 」 となした のに 對 しても、 同様な 貞容 なつて 謹され たので ある。 
ポフ A 貪》 巧會 化の なま 巧な ミ 卓を いて 「を 業 お營の 望を を强 調して ゐち このが、 
がは 霞 件 じみ 服ず る ことができな かつた ので： ヘルリンに 巧つ たを、 日本を 商な の 支店長に ち 見 
を 叩いて みたところ 「彼 巧 G 吾 葉？ にも、 かな ゥの 養が 含まれて ゐる 。ドイツでは、 人々 のな 
《な 上に 企 巧 OS 力 性ポ與 へたて ゐる やう 巧」 とい ふ R 祭ジま 酷 的で あつた。 

链 けさす こと もな けさす が、 しかし、 その 利 巧を 讓 なく 至け てし まふ ことに も、 ドイツ 化な 
はを めて 9 おで ある。 政 察け ではない。 黨 がまた 「かを をが 巧を 巧き つける。 これは みに 載爭 
窠强蒙 かへ T 來 たらしい。 日本 e 薪 蘭では、 チィ， 七ン巧 SS 因ち 我爭遂 巧に 拥 する ヒ 
トラ， 巧が との お 見の 巧が に ホめ てゐる やうで あるが、 私の 厌扣卞 ると ころでは、 お义 のれ もと 



いふよりも、 いま 少し 現ぞ 的な 巧理 —— 卽ち 「かを」 を おり 巧した ところ じ、 巧を のな ちそめ る そ 
も そ もの 巧 因が 港んで ゐ たとい ふこと である。 

しかし、 それ かとい つて、 ドイツのを 本家たち が この ナナスの やり方に 全が 不滿 であるかと いふ 
と、 必ずしも さう ではない ので ある。 或る 大巧が 會れの お 長は、 おに ヮインの が々 巧け ながらが に 
おつた —— • 

「おたちは、 T 巧 巧 巧 お まの やうな ものです よ。 艳に 巧し こん ガ企ホ 所得を、 そつく ゎ そのを、 
巧 巧 や黨に 届ける だけの 巧 目です。 しかし、 兎に角、 企業 おとして 相當 自由に 手腕を 巧 ひ、 一巧 巧 
备 がに 利 南が 出て、 巧々 のを ま 也を 滿 おさせる ことができ るので すから、 ホづ賴 めが つきを すよ。 
企業ち 替 そのものを 小姑 まに つ、 きおされ ては やり切れません が、 現を の やうな やゎ 方なら、 ドイ 
ツ 民族を 巧の ために 奉な するとい ふ お 持で、 まァ我 俊して 巧け ると いふ ものです OJ 

なの 的 間には、 ナナスの な A 韋 が、 を 燈の 光を をけ て キラ < 光つて ゐ た。 

巧を、 ドイツのを 本夕 は、 よく あ 励して 活動して ゐる やうで ある。 目 本では、 何かとい ふと 直ぐ 
にを 本家 階な の 「時局 認 »」 ボ問睡 となる が、 こちらでは、 旣に認 謝の 問 短を 通り 巧して、 その お 
ななき 資おボ 巧 ホされ てゐ るので ある。 それ 程、 因な の 逃 命が、 なま < しい 切迫 巧を なつて、 彼 
等の 巧 上に のし か、 つて ゐ るので ある。 メプサ ー シ 》 ミット 機に 最榜 おの 巧が ボ つけら か、 ば、 た 


巧に メ 7 サ 1 シ r 、； 卜會 巧の みでは な〜 《イン ケル、 ドル こ、 フ； ケ •ウルフ 等々 のみ 含 
おが、 薑の覃 を巧鞋 にして、 メッサ 1 シ *ミ ット おのみ 巧 お 作に 糞す る 一 をな ども、 皆 
非常時の 重 お 下 じがての み 可能な ザ おであらぅ。 

乙 今み 大聪じ 於け る ドイツの 强巧 . 

ホに、 が ザ 知りたい とみつ たことは、 化 巧の 巧爭 巧で ある。 令み 大巧の 見 巧し である。 

巧 等ち 口を 揃へ てを ふ —— 

「巧々 は 勿論、 を 巧 巧の！^ ちは して ゐる〇 しかし、 是非とも 今年 中に おらせたい 、を' 化ら サユ 
ばなら ね！」 

そして、 彼 巧が これ また 異口同音に 主 おする ドイツの 强味 —— 巧 一次 世ホ大 我に 比しての 强 ホは、 
巧め すれば ホの 一一つ じなる。 . 

(一) をな •巧 巧 お 巧の が削ポ 、巧め てな をな 計晝 性を 持つ てゐる こと。 

を 巧 お 化身の 某氏は 官 つた —— 「前 囘の大 がは を ほ 切符を なつて おつた けれど、 今 罔の 栽爭 は、 
をな 切な & 曼 T 始ま つた。 二れ & 見ても、 農を 局が、 今襄擊 に隐」 T 、 いを S な 計な 

をな てて 萬を ホ 巧して ゐ るか ボ 巧る。 か庶 、が 6 の がの やぅに、 X 院じ 枝を しての 巧 巧なら 



いけない けれども、 今 罔は、 をな •原 巧な あらゆる 方面に 巧當 をの 時 蔵が ある ことは 巧 ザで ある。 
巧から、 今 巧の 切な 制を は、 ヒット ラ ー の 確乎たる ホ 也と 準 傭と を 示す ものと 見て 庭いで あらう。」 
(二) ドイツの 巧 口が、 束 巧 北の 一二 方に 互つ て 開かれて ゐる こと。 

この 一二 方面からの 巧 巧が 資の巧 入 こそ、 ド イブに 活力 巧を 補給し、 その 西は 経 巧 力々 增 おする も 
の だ —— と 彼# は說 くので ある。 巧 中、 世 ホの 大巧が 國ソヴ ィ卫卜 聯邦から ホな や 工業 巧 巧な みを 
ける こと ダで きる のは、 ドイツに とクて 非な なが 傍 件で あると 音 ふから、 私は ホの やうに 切り こん 
でみ た —— 

「しかし、 ソヴィエトが 巧は、】 巧 どの 程を ドイツに 供給ず る餘 力を 持つ てゐ るで せう わ？ i 
た、 果してが わの 約束を 確 巧に 履行す る 誠意が あるで せう か？ 更に、 たと ひツヴ < 卫—娜 巧が を 
出に 坦 せる だけの 物資を 持ち、 且つ、 これを ドイツに 供給す る洩 意を 示す としても 、ソゲ ィち卜 が 
巧は 巧して、 それを 充分 じほ 巧す る だけの 輸送 能力を 持つ てゐる もので せう か？」 

このな の 巧 問に おして 明 巧な 答 辯を 與 へて くれた 人は 一人 もゐな かづた。 何れもす おを 巧して、 
「供給 並びに 徐 送が 態は、 逐 みか 善され つ、 ある やう だ」 とを へたの みで あつたが、 おも あま 〇 
迫 及す るのは 邊 ホした ので あつた。 

た ff 、 非常に 巧 ホ 巧く ぶじた のは' 彼等の 抱な 卞るソ が 巧で ある。 大 あの人は 、ソゲ" 王 卜が巧 


こ對 して、 あまり 巧感を 示さな かつた o 】 巧に 不安と 恐 巧 也と をはいて ゐる やう じ 見を けられた。 
をれ は、 前 大巧を に 於け るお產 おの 跳 巧を 巧 切じ院 おした だ ドに、 その 時のに ぶが まだな ま < し 
く 陶鞋に 巧つ てゐ るた めで あらう。 

巧が 員と 巧 後 施設 

重工 お、 巧に 軍需 工美からの 暑 ホは、 巧して 獻 いやう である。 例を ポ， 7 A 1 巿 にかつ てみ て 
も、 ち パ 1 七 ントや 巧 產柔と 巧す る アイク ホ， フ錢エ 所は、 を 一十 パ， セン ふ應 召を を 曲して ゐ 
るが、 巧需エ おの ポブフ A 合同 巧 巧みな (を ドイッ 巧樓 範エ裝 、巧 エ約二 巧 I 二 千) 及び ボブ フム巧 
巧會れ (ゥ * スト ファ ー レン 州模巧 エ摆) はズ ブト 獻 く、 豐方共 僅かに 八 パ ー 七 ント內 かで ホる。 

をち ミトラ， 草 B 壽 G 馨ホ 九十 五で ミ t と 比？ る 時、 軍重榮 がいかに 巧證さ 

れてゐ るかが 資。 璧 霧を Q がい 上に、 巧 煤勞馨 Q 引 巧を は雜 的に 不可能な やうに 規制 さ 

れてゐ をら、 現在 至 業 i では、 人的 囊 長いて は先づ 不安な さ f を按け T ゐる やうで あ 
る 0 

巧 召 巧 倒を の 裘養證 .も、 •ト イッ ー巧の 統制と 化 織 力と で 巧 はれて ゐ る。 大强 、違 前 給料の 八 
十 パ ー セント あれば、 家族が 匪らずに 生活して 巧け ると いふ 目を を 立て、 な 府が給 巧の ミ 十 パ ー 七 



ントと 巧 巧と を 引受ける •そのは かじ、 子供 一人 替ゥ ニ十 五 マ ー クホ 支給す る。 これで や 均ず ると 
大段原 給の ムハ十 パ ー セントと いふな 字 じなる さう である。 を お のぞ 給 額は およを 二十 パ ー タント、 
/ めて 八十 パ ー セントに なるとい ふ 勘を である。 

みを なと も、 銃な 施な には それ t 細む のちな を緋 つて ゐる らしく、 なは おる 處 で、 漬 々樣 々な 
を 巧を お ± 症に 巧つ たので あつた。 をれ 每を こ、 じ】々 詳述ず る ことは 避ける が、 耍す るに、 がが 
安 巧を 通觀 して 得た 巧 おは、 饒な 旋設が 徒らに お 傷の な もので なく、 あくまでも 理想的に、 を理 が 
に 経 管され てゐ ると いふ ことで ある。 これは、 日本な ども 大いに 參 おにして 良い 點 だと 思 ふ。 

五日 本との 經濟的 協力 

さて、 最後に お ダ 提起した のは、 おたち 日本人に とつて なも關 也の 巧い 這 巧 問題 —— 「ドイツは 
現在、 日本に 對 してち 工業製品 々輸出す る お 力を 持つ てゐ るか？」 とい ふ 巧 間で あつた。 巧齡 、こ 
の問睡 にと つては をの 前提 倏件ダ 重要で あつて、 お來 、較爭 の 武力 巧 爲が衙 極 的に 大 進展を 見せれ 
ば、 この 問題は 旣に考 なの 餘地 がなくなる ので ある。 けれども、 戰爭が 現在の やうな 「怠業が 態」 
を搜 けて ゐる 眼り、 ドイツを 工業は、 なほ 巧 當の較 お 能力を 持つ てゐる ものと 巧る のボ 安常な 觀を 
であらう。 これは、 ドイツのを 巧 補給 及び か货 獲得 等の 賭 問題と 院み 合せて 考 へれば、 自ら 理解 ザ 


兄 o 

行く ことで ある •たで、 惊お 巧の 問題が ホ も 摧閱と 見られる 〇 これは、 がが この お行から ベルリン 
じ おつて 來て 、目下、 巧 お 中の お 川義か 氏のを おを 叩いた 時に も、 大お 同を なおち をして をら れる 
ことを かゎ 得た ので ある。 

ナチ 黨と巧 接な 照な にある 某ち 力を は、 私に 向つ て 力强く 語つ た —— 

「政 巧當局 も、 を セ 巧々 企業 當 奪を も、 日本との 巧 巧 的 お 力は が必 にお 廷 して ゐ るので ある。 巧 
お條 件み 第では、 自國 おの 每 おお 生產 能力を な 分樣牲 にしても、 日本へ 重工業 巧 おを み 巧して を ま 
へない 位に 考 へて ゐる〇 たで、 巧々 ボ勤日 黄 易に ついて 壁 か 不安を おじる のは、 曰 本の 巧閣更 をが 
巧が で、 か 夕巧巧 ダ ー巧 性を 缺 いて ゐる やうに 見える 巧で ある 〇巧 米への 化を をが おゎ にら 巧い や 
うじ 思 はれる おで ある。 この 不ぞ さへ がまされ たなら ば、 巧々 はお 日 K あのた めじ、 巧 巧の 巧を々 
拂 ムに吝 かで ない つもり だ。 現在、 ドイツが 日本に ホめ ると ころは 巧 わて 大きい。 化 クて i た 、 K 
イツ も 日本 じ おして、 巧 當なサ ー ヴ ィスを する 用意を 持つ てゐ る。 これは、 ホして を】 巧の 考 、ご 
はない とな じる。 ドイツを お 巧の 化 おと 官 つてを いと あ ふ 。どうか、 巧々 のこの 見解と ホ芭 とを、 
日本の 巧 巧に 化へ ていた e をたい 。 J (巧 和 1 E 、 1、 】 五) 



二 千の ドイツ 勤勞 者と 共に (な 昔 力行 おの おに 便乘 して： > 


- 一人の 外人 配 者と して 

ドイツ 勞 化が 給 本 巧新閉 局から、 巧甚 力行 国 巧 組 n ペルト •ブイ 號のノ ルゥ* 1 が 巧に 巧 待され 
て 行つ た 一巧 間の 船 上 生活 —— その 巧 固いた 巧 あと、 溫 いち 巧のを 巧とは、 私を 巧ろ 巧 巧させる 程 
であつ た。 歡喜 力行 巧では、 おてから その外 固 あ 巧に、 か 図 新 巧 記者 ポ ドイツ 巧 巧者と 同 巧の 巧 用 
去拂 つてを 加す るが 可を 巧へ て 巧た ザ、 今 罔、 おじは おに 最初に 參加 する 日本 お 曲 おを として、 を 
く 無が で乘 おの 巧宜 をは かゎ、 お 則の 巧ち を 示して くれたの である。 

六月と 日 ハンブルク 港を 巧 巧して、 同 十一 二日 解が する をで 恰度 一 _ 巧 間の が 巧 旅 巧は、 な こちを む 
巧 お々 巧め てを をに 供給した 。日本な 光 局の 巧 待に 巧 じて、 邊 くも 來 を、 巧ぞ 力行 WS おが 日本々 
巧れ る ことにな つて ゐる 現を、 同 曲の 勒勞を お 巧を 日本に お 介す る ことは、 かして 無ち ななこと で 


は*：? いと 信じる。 な. つ勒勇 巧 因の 巧が むな から、 替 おへと 冀去 遇れ て 巧く ことにしよぅ。 
二款葛 力が 凿 とは 

巧る 力行 K (Ns oemef baft :Kraft d 弓 ch Freude ;) は ドイツ 巧 尉 藻 (Die Deale 

Arbeit も font ) Q ホ靜 養で みつて、 巧 倒 s § 令 ニル t •ライ 巧が 義 として 統 をで み- 

る 0 

ドイツ 勞勸 前線ち 資本ち 巧 勘を を 2 て； とし 一」 蠢囊 にな 赏 し、 一大 養婦 照と 
し 一 罰 家 化 力發 揮に 協力 させよぅと する 日 的を もつ て 創設を たもので あるが、 激專力 巧 およ’ 

巧に、 母に 達 e 引 上 やそ Q 雙漬件 Q 馨ポ鑽 力を 愛る 5 の 方法では なく、 S 者を し 
て そのを 重 鹿 能力 義药 喜ろ ためにち 5 に勞 愛び 生活に 對 する 者び と樂 _) みとを 與へ 
なけれ ボ ならぬ — とい ふ認键 から 削設 された ので ある。 

この 目的を 送す るで め 二、 約 七つの 部局 ボ留 かれて ゐろ か、 ホ殿賽 局では、 巧 潮に 巧 楚勤苗 
をたち に ホな み與 へて 暮喜 、新たな 雲を かさる み、 且 ミの 透 蠢 かにし、 知 f がさせ 
ミーと じ 巧 力して ゐ る。 六莲の § 巧错畜 つて 每巧醫 巧 ふ S 巧 巧 — ノ ルゥ r 難 や、 イ 

タリア 草 舅： 寫海 i ち 卽ち二 es 蓉中送 K 5 な ミ S 。 青 倦 少な 余變璧 
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てること にがつて (巧へ ば、 ノ ルゥ ょ I 旅行 一遏瞄 
のを 用は 五-一-九 マ ー ク) を 華な か 頸が 巧が できる の 
でゐ るから、 を ドィッの 割 勢 ホたち が この 故 巧を 待 
壁し、 憧愤 する ことは 非常な もの、 替 はぐ 日本の が 
i みむいなら ので、 幸 遇に 巧 をれ て枯錶 にぶい り、 
たと へ 一二 日ち 族とは いへ、 裘華朽 なれを おしんで 賤 
場に おつた 較 券を たちは、 皆で 記が おを つくり、 時 
時を をして は、 この 一生 一代の 思 ひなに 化る とい ふ、 
を ことにを の 巧 足の 粒も裝 せら.^ る。 ホづ 、ナチ ス 
お 府のお 含 政 庚 中、 裝ち おかして & るな おの 一つで 
わると をへ よぅ。 

C1 口べ 八卜 •ラィ 朝の 

設備と 構造 

六月 セ H の 午を. 八 時までに お揣 せよ との 揺 知で も 

化 巨 


つた ポ 、川 林 こ プル ク畜 寒に 市中々 案 巧して w つわり、 碁？ 巧で 巧 共な 巧 强化留 などを 
論じた ゎして ゐる うちに、 スツ 々リ 時柏ボ 経つ てし まひ、 が 領事の 自巧ぞ を 借りて ホ 頭に « がける 
と 浸な 客々 した a ペルト •ライ 坊 は、 幸 ひま だ その 巧 壯な船 度を 铃壁 にがた へて ゐ る。 大急ぎ 
で 巧に 巧 ゎ a むと、 抽〜 なく 15^ な巧进 曲のう ちに、 ロベルト •ブイ 兜は 岸 巧を 巧 1、 夕 W 立單ら 
る エルべ 巧を！！ かに 下り おめ た。 

B デ， ♦の蔓 に、 セ 室ょり 巧る ミト ブ 1 が 祝畜の 室が あるが、 がは 唯一 人の か 巧 人 巧 ホと 
して、 巧に そ G 中© 一 ま そ 巧 へられた。 要では あるが、 快 巧な 作 名 ある。 ミトラ 1 瓷の S 
まを 見 ホて 貧つ た ザ、 •へ， ドな ど 極めて 设 ましい もので、 その 生活の 巧 まなこと を、 案 內のボ ，イ 
ポぶ ホして おに 巧つ ち！^, プケ 1 ス 々艦 室に 巧く ち 早 巧 船ち じ インタ ヴユ ，ホ 申しを ろ 及と 
が 甲 巧の おち まじ 巧內 される。 

化 長フ 7 ル ケン パ， (巧の な 巧す ると ころに 巧な、 この B ベルト •ライ 號は 巧を 力 巧 是をハ 

をの 奮で & ミ、 本 重 一月 襄」 たばか ゥ Q 藝ち抹 をは I 畜セ千 一音 ク クン、 曼 
孚立ノ ，卜で A ミ 篡擊& は 千 セ 夏 十 名、 爱&は 四 冨 十を、/ 《了 二 千 一音を に玄 

大世蒂 である。 お ま數は 五 百】、 そのうち 夫 巧 用のを が 二百み ゎ、 その他は 大巧 五 人 一 まとい ふこ 
とに なつて ゐ る。 巧を 用 お 室のを 巧が おに 面して 居 ゎ、 一 まも 蒙な をのない のが この おのが 自巧 



巧。 その他、 亮 化せる 毎 巧 場み り、 最新な 備 の大プ I ルザ ある、 巧 助 巧 巧ち のつ いた 大廣閒 あり > 
さすが じ ドイツ ザ 巧る 巧け の卖壯 巧||8 さみみ へて ゐ る。 

このが おの 一人 當ゥ巧 巧は 五十 九 マ 》 クと いふ ことにな つて ゐ るが、 普 巧の 巧 巧なら かくと も 百 
置 十 マ— 夕 はか、 る こと、 四月 巧句ヒ ，トブ ー 巧な ポ乗 おして、 巧 働を たちと 一巧に 一二 日間の が 巧 
々なみた 時、 な 巧 ザ 柔い巧 巧围を 却け て、 皆のと 同じい 巧 末な 毛布に くるを つて 巧た こと、 お 月下 
巧 •トイ フ 義勇軍の スペインからの 巧 巧 輸送に をつ たこと など、 いろ < 興 ホ 巧い おそして <れ た。 

由な さじ 巧ち た 巧 巧者 

» 二日 目 ご ハ 巧 八日) の 午が S 持 巧に、 かの 巧 名な ヘル ゴラント A の 附近を 通 巧した 吿 である ザ、 
その 巧は 白 巧 巧 お、 六 時 二十み の扭ホ 奏樂で 眼が « め たがは、 もぅが 巧た る 化 巧の 洋上、 見ぇる も 
のはた e な ばかりで わる。 天 煮は 上*。 

セ時半、 食巧をならせる南？^の音がお巧をく響き渡る。 お定の夕さに〇いて巧を同壬 「ハイル • 
ヒ ブト ラ ー! 」 と 賴のお 巧々 しを ふ。 をの テ ー プルには、 夫婦 一二な と 若い 巧 働 ホ】 人。 タタの 閒の 
會 巧で、 なは この 巧 ホダ や 巧の それと 異 ゎ、 ボブ フム巿 (ユブ センの 近く じある 工美 巧 市) の アイ 
ク ホ， フ鐵エ 巧の 借 切 巧 巧で わる ことを みつた。 アイク ホ， フ鐵エ 巧は 巧 貝 •度エ おょそ 千 二ち 人 


をち し、 日本に も 3 おの 巧 巧を 砖つ 大工 おで ある 
が、 今年は 巧 業な 來セ 十五 用 年に 巧 當すス ので、 
社畏 アイク ホ ブフ氏 ダ その 記念の ため、 職な •喊 
エの巧 どを 員を この ノル ゥ 4 1 統 海に 招待した の 
である。， 一 かも 冀巧 をには 同伴を 許した ので、 總 
巧は モセ 百を になんで ゐ る。 巧 辛、 汽船 等の なを 
を 部を アイク ホヴフ 巧が 持つ ほか、 I 人當り 一二 十 
五 マ ー クの 小迸錢 をが して ある。 それだけ ぢ やな 
い。 この 一週 閒のお 巧 中、 エ おはが ど閉銷 した も 
同模 であるから 、一週間の 生を 巧 ボ マイナスされ 
る わけで るる、 だから、 この あ 巧の ためじ アイク 
ホブフ 氏が 負 おする 金 巧は、 實 におくべき ほど 莫 
大な ものである 0 

例 令、 餘 計な 利潤を- 材 しても、 どぅせ 固 雄に 巧 
わなければ ならね から、 巧ろ がが をに おぉつ てを 


f せたち ボ得 であるな どい ムあ 巧な 觀 察を すろ ものがない とも 限らぬ が、 兎に 巧、 この アイク ホブ 
フ 氏のを には、 日本のを 本 藻には 眞 似ので きない 化の 太いと ころが ある。 聴エ たちが を これを 非常 
に德 として 「どぅ 巧い、 俺たち の肚 長は 寡いだら ぅ。 これ こそ、 ナチ スの巧 おお 會お義 とい ふ もの 
なの だ 一」 とおに 誇ら かに 語つ たもので みる。 でが お葉 服で 油に まみれて おいて ゐる 人たち が、 を 
華な 巧 巧に 乘り をみ、 深々 と 身 腫の 埋まる 安樂 巧 子に 膊 掛け、 酒を かみ、 阮 〇を樂 しむので ある。 
その 客び の 程 も 察せられる ではない か。 巧 けげ、 この おしいな わを «た としてち きおる" マンスの 
巧 も 巧くない とわ。 

五 船 上 生活の】 日 

を 事が 終れば、 皆 おひ/ \ に歡 ホを したり、 ザ おの 按 椅子に 巧に なつたり、 アコ ー ディォン じを 
はせ て 翰 舞を やつたり …… • 

午前 十 時から 「散 巧 デッキの 百朽巧 進」 が 始まる。 百 巧 巧 進とは、 さても 大きく かおけ たもの だ 
ポ 、これは 面白い 故事 來歴が ある。 今を まる 阻 年 前、 巧る 巧を 力行 圍 おの乘 察たち が、 荒波の ため 
にスッ ヵリ 巧つ てし ま 0 て、 吐く の 何のと 大 匿ぎ。 その 時、 樹 がの もる】 おを ザ發歲 して、 おち 人 
の おを 一巧 まを なみ、 フ ラ/、 千 持 足で 指の お 下を 巧 進した。 ところが 巧隐 いや*'^ こ、 巧ん'^ む 

♦♦ 



# ゲ ちれて ホて > たぅとぅ 一巧 元氣 々巧 巧して し 
まつた。 そのを この 百 巧 行進が、 巧 喜 力行 函 おの 
由 侍み るな 巧に なつた ので ある。 巧 巧 おを 先頭 じ 
一同 手に 手を 化んで、 一 用 二百ぶ 十 米の な ホ デブ 
キを グル-^ 巧り、 その 間に 時々 ダンスを はさむ 
音 巧 曲 民に ふさは しい 巧を である。 

十二時 からま 夕 。巧 a は餘ゎ 結な とはいへ ない 
ボ 、巧 巧の まづ いのは、 何も この 解に 化つ たこと 
ではなく 、ドィツ ー巧の ことで あるから 席め ポゾ 
く〇 食を ス ヵゲ ラブ クお 巧の# を 巧る 頃から、 船 
がそろ < 巧れ 巧して 來 た。 

何しろ、 が おは 生れて がわて とい ム 人が 大巧み 
を 占めて ゐる この 化の ことと て、 あち おがを 巧が、 
お內 おる ところ じ 小 間 お 店が 酝 かにな 巧され る。 
すると、 A デッキの 巧 示 巧に 大きな 巧が 拒 A しく 


おゎが された。 曰く、 「これ も 一生 一度の 链 な！ こんな おがは 誰に も與 へられる ものでは ない 0 
神に 感謝し、 魯び 勇んで 我慢せ ょ！」 これな どは、 いかにも ドィッ 式で 面白い。 侯が 醉 はないで 平 
おな 顏 をして ゐ るのを 見て、 を ザ 巧いて ゐ るから、 「自分たち 日本人は 元 ホ 海の 子と 呼ばれて お 西 
民で ある 上に、 こちらへ 來るお 中、 一箇月な 上 も 荒波の 試 巧を をけ て來 たから、 少し 位の 波は 弦と 
も 思は ない の だ」 とちょ つび り 巧 張つ て やつた。 

S 時半の おを を濟 ます 頃から、 右は の 方、 ノ ルゥ* 1 の 陸地 ボ おかに 見えて 巧る。 思 ひなし か > 
化に 用れ る武も ヒヤリ としてな しい。 セ 時半 タタの 嘲 W ポ呜 る。 さすがに 巧 巧を ボ おい。 巧し ろ 白 
巧 (巧の 太陽) でち をな ノ ルゥ* ^ 1 に 近付いた ことと て、 日の をれ るの ザ遲 く、 九 時半 巧く 日な、 
今更に 持 巧の 窩い ところに 來てゐ る ことを 感じる。 

タタを は 二つの 大巧 巧で、 ダンス、 ビ ー ルの 泡と 煙草の 烟 。おも 多くの 勞樹ま 諸君に なつて ピ ー 
ルを かみ、 いろ-^ 世間話を したゎす る。 二 千 人の ドィッ人 じなる タッタ ー人の 異國 人、 しかも 曰 
本人と いふので をし いの か、 方々 の チ ー プルから 巧 待され て、 巧 痛の 「公 やな々 お」 になか ^^ '' 
かれね ま 巧 ダい る。 

十一 時 四十 冗 分 音楽 終了、 十二時 就寢 である。 これで 船 上 生活 一日の プ B グラムは おはる。 

化か 


】 00 

ホ ノ八ウ * I の フイ ヨ方ド 入り 

第 S 日 目 ご ハ 月 九日)。 超き て腊 室の 窓から ホを 现 くと、 腊 はもう ハング ンガ！ フィヨルドの^ 
にはい つて ゐ る。 フィヨルドとは ノ ルウ- 1 特有の 地貌 であるが、 日本語に 幫せば 「巧む」 とか 「巧 
巧」 とかい ふべき もので あらう 。巧の やうに 細長く ノ ルウ. < 1 芭內 巧く 切れ るんで 夏り、 その 地を 
はな 雜夕 巧を 径 わて ゐ る。 

ドイツでは 爲 をを 理 のた めか 貨を 手に入れる ことが 困難で あると ころから、 な 富力 巧 国で も か 巧 
に 上陸す る ことなしに 勤勞 をを が 巧 させねば ならぬ 。それには この ノ ルウ* 1 の フィヨルド などは 
もつ てこいで 、自国 おでよ その 固の 也 お 巧までは いつて 巧く ことができる 。「船舶 內は 領主の 延曼 
と 認める」 とい ふ 巧 際 公法の 巧 則を、 を も巧蚁 に、 を も 有効に 利用した ものと いはねば なら 30 

フィ a ルぶ 南岸は おい 壁を なして ゐる ところが 多く、 苗い と 二ろ など お 上.^ らい まな ウ千 一一 音 
メ ー トル も そ、 ゎ 立つ て ゐる〇 この あ セウに ももう 巧い 季節は 巧つ て 來てゐ るが、 少し 嵩い ところ 
には、 まだ 巧 雪が 巧く 山髮 にを ひ 入つ てゐ る。 新 崖 じは 無を の 嶺布ボ 帰つ てゐ て、 あ百メ ー トル 落 
下して 直接 おに 入り、 さかんな 號 ホを あげてる る 光景は まに 壯 おで ある。 少し 巧 おの おかな 山窥に 
は 絞を いか 裝ボ ひろが ゎ、 山羊 や 羊の おんで ゐる さまが、 化 上から 恥く 巧 眼展の レンズに おる® 



なの 中に 巧绿 された 白 要の 家、 をの 門口では 子供 缉ボ賴 じ 巧つ て孚を 巧り、 手々々 おつて ゐ る。 粒 
から も 手を おり、 手 ホを 振る 〇見 ておしい 巧 お だ。 

午を、 大ち 間で アィク ホ ッフ錢 H 所の 作業 實化映 轟を 巧る。 中に 巧て 巧る 驗 H 諸君の 顏 には】々 
見* ぇボ ある。 を、 この 船で 私と お 日 一 おにを 辜し、 一 鈴に 甲 おを お步 して ゐる をの 同じ 人たち. な 
の 巧〇エ 没では 巧み どろで ハン マ ー を 振つ てゐ るを 8 人ジ 、今は この あ莖 猫で 安變 椅子に たれて ゐ 
る。 程は 閱 方を 見較べて 見て、 今更の やうに、 その 人た 句の 大きな 窩 びな ひし < とみ 近に 感じた。 
こ、 に ドィツな 會政 巧の 一斷 面が ある。 この 結では、 なな 一家が なエと 同じ 稱赛 にな 泊り し、 一巧 
に デブ キ •ゴルフを 巧し み、 强 々として お 互 ひに 刖 おの やうに 話し合つ てゐ る。 これな ど、 ナチ ス 
の自搜 する 「民族 棋同巧 理念」 の 一つのを 近な 表 はれで もらう。 

七日 巧 交 穂の ひととき 

さん < たる 爲光ホ 巧びながら、 上が 甲が のな 椅子に 接轉ん で、 夕 巧の 巧 働を たちと、 いろ-^ 
な問齒 について 読 じ 合 ふ。 おに 對 する 巧 問の 多くは 「支那 事 巧は いつ 片附く 見込 か？」 「日本は 英 
巧に 對 して どうい ふ 態 だを 執る 0 もり か？」 などと いふ 支郛寧 巧に 關 する ものである。 おはな てこ 
のこと める を 想 巧し、 ベルリンを をつ 時から、 その 巧舒 がけを 用意して ゐ たので、 大巧 日本を 巧が 


一 o 二 

させない 程を の あを はした つも ゎで ある • 

今 こ、 で 注意して 置きたい ことは、 特別の 教まゐ る ドイ义 は f 巧、 普通 一投の ドイツ人は、 
ナチ ス 現在 Q ドイツ 民な 舅 性 iG お f 受け T 、 時に 養 族、. 音 客人 種を 輕ん 乎る— が 
見える ことち あるが、 吾々 日本人に 對 する 認 度と 巧 意とは 一肢に 深くな つて 華ゐる ことで あろ 
甲 論 乙 区 SS ボ酣な 時、 ヒッ トラ， 靑年巧 具が 二人、 ちょつ と自 々たちの 室に 來 てく かと 誘 ひに 
巧ち 隨 いて 行つ てみ るち を 下部 甲扳に ミトラ 1 靑年曲 用の 一區 巧が あゎ、 その 中の 棠會 室に 
タモ函 貝 二十を 女 モ图お 十八 名が 集を つて ル音樂 をを 開いて ゐる ところな のでみ る。 巧を 力行 西 
の 艦には 毎が 海、 蠢 G ヒ， トラ 1 靑年 HQ 晏 真が 招待され て、 を？ 0他& 萬で やる こと 

になつ てゐ るので ある 0 

さておが 室內 にはい るち 西 長が、 另は 、今日は 盟邦の ぶ 人で ある あなたを 我々 の 巧 樂會じ 巧 
待して、？ の 故が の 歌を 聽い ていたぐ きたいと 思つ て おげびした のです」 た ふ。！ そのが 
なを 感 熱し、 彼等の 演奏に 巧く 巧を 巧け たが、 それが たはる ち函 長に 向つ て 「今 巧は 垄〇 まら 
わ 巧と して、 日 ま 踊を お 巨に かけたい」 と 中たち ホづ喬 に、 どこから か 探して 來て >つ た 
棒を 腰に して、 S ぷ 中を」 を やり、 みに 鹿 兒 島 小 原 節を 踊つ ちを で おたちの、 むはを くれな 
けて しを ひ、 彼等は 私に ドイツ 因 おや ナチ ス黨か 「ホルスト •ヴょ ，セル」 を おへ、 おは 彼を こ 日 






本國 おを おへて、 極めて 檢 快な 何時 巧 かそ 巧 
した。 このを 合が おおで、 おはこの】 围の巧 
年たち とスッ ヵリ 仲良しに なゎ、 お 曰 一巧に 
甲 巧で 巧ん ガ だけでなく、 一二 罔 ほどを ちを お 
おに 招待して 夕 なした。 

この 巧、 ヒプ トク ー 巧 年 曲 具は 大巧 間で 船 
ぞ慰巧 ♦々催した が、 合を、 合唱、 舞踊、 寸 
脚、 を 語と を 毎 山な プログラムで あつた。 こ 
れ等お 巧の 進行は、 すべて 巧 巧で 合围 される 
ので わる ザ、 このは か、 化 上 生活の あらゆる 
巧 まが 音 巧で 巧拌 され、 進行して ゆく ので わ 
る。 音 巧を 愛する 苗 民は 幸 馬 だ。 

八 べグ グン 港に 入る 


: 错裤哥 


巧 四日 目 (六月 十日)。 い、 天 おガ！ 今日 

一〇 百 


一 2 

は ノル ミ， を 大のツ 1 * r フィ 3 ルドを 油る •入口から 5 の 巧を で、 た、 ミーれ なにる 八十 

セキ ロと いふ 長いし ごき 爲う な狹 江で 至。 おな 军 一巧に 化して ゐる 巧け ち？ さ 海な 千 
八百メ ー トルの 連山の 巧が には、 な凑く 大きな 氷河 ボ原 つて ゐ る。 化大な 景観 だ。 途中で、 これ も 
窒力巧 受汽お デ T •トィ， チ-がと 撐れ ちが ふ。 獎ホ ー同 甲が Q 瓶を 身 瞪を乘 りなし、 ミ 

ドス ビ ー カ ー の试 令に 合せて 「ジ ー ク •ハイル！ (なお どを S 唱 し、 「グ I テ •ライゼ！ (巧梭 巧 
ようどを 提 叫す る〇 かう いふ 場合に も、】々 拭 令に を 甘て ずると ころな ど、 どこまでも ド イク ま 

ち ’ 

夕方 八 時へ ル ご 港には いる •ベ 1^》 N は 人旱窝 みぞし、 を 巧才 こに ホぐ 大 雲、 ノル ミ 
，唯一の 不巧 おで ある。 お 岸から ぜ 後の 左へ だら，， の ほ ゎじな つた おしい 港 巧 ミ 
夕を を、 ヒ ，トラ 1 巧 年围具 四十 名と 葡苟话 を かみな ザら 「日 舅 蘇の 夕」 を 催す。 •ト イツの 民 
諭には 一 隨に巧 巧 姪 快な リズ A の ものが 多い のじ 比して、 日本 民 韶のメ n ディ ー はおし なべて 哀巧 
巧 痛の 氣を をんで ゐ る。 だから、 一綻に ミした 氣持 になら うとい ふ 持な ち 踩抽の 選 巧に 廚 つて 
しま ふ。 おは 「佐 渡 おけさ」 「ル 巧 節」 等の 個謠 、民豁 から 「巧 呼 玉が」 「おおの 巧」 「二人は 旨 
い」 「こ、 は 稱閔を 何百 里」 「巧 留巧進 曲」 「日の丸 行進曲」 等々、 更に 詩吟 じ 至る まで、 あら ゆ 
るヴ ァラ H ティを 加へ て お ミみ た。 これは、 どを 日本 Q がが ドイツ人 Q お 氣に吞 すかを 見た 



つたから である 0 

がたち が 日本の おな を ホ 酉 人に おかす る 時、 を も 日本的 だと 思 はれる が々 いくら 强切 つてが つて 
も、 化 等 ホ 西 人には ピンと 巧ないで、 おたち 日本人の 單 なる 自己 巧醉 にがつて しま ふ ことがある。 
おたちは、 ル 国人の 巧には いり 易く、 しかも 础‘ 日本的な 歌を 選揖 しなければ ならぬ。 けれども、 こ 
れ がを も 困難な 問題で、 私な ど ベルリン 在住の 日本人 聲樂 おから 相談を 受けて、 いつも 頭を 機ます 
ことなの である 0 

さて、 日本 民廉 のうち 「佐 渡 おけさ」 がま ばれる のは、 これは もう 絕對不 巧で ある 。殊に 歌詞の 
間に 巧む g 子 (これは ハン ガリアの 歌に も ある さう だが) ボ 、彼等に 面白く 蠻 くらしい。 一巧を が 
「巧 巧 玉杯」 も 人 おが ある。 昨冬 お ボタ 數の 外閔 人と •ハ ィェルン 地方を 旅行した 時、 日本の 歌を う 
た ふこと を 所望され、 何氣 なく おのを 校の 歌 「鳴 呼 玉が」 を 歌つ て黯か ホセので あるが、 これが 非 
常の 人 おを 巧して、 また おつて くれと せがまれた ものである 。ところ ポ 、今度 もまた この 歌ボ 大巧 
吝 ばれ、 みむな のになる と、 なに 何度も 歌は せて 自らを の 音 諸を 窜 がける やうな 始末で ある。 要す 
るに、 お 西武の 作曲 法の 中 じ 日本的な 或る ものを 含んで ゐ るからで あらう と 思 ふ。 それから 詩吟な 
ども、 そのを さと ホとは、 勿論、 か 巧 人に 充 々な 理解が できる 答は ない ザ、 しかし、 をの 中に 含を 
れる 巧劍 なお 魄と 精神とは、 言葉の 障碍 物を 超越して 彼等の 胸に 訴 へる もの ボ あるら しい。 これは 

一〇 五 


今を だけで たく、 H ： 公 叫 ベルリンの 或る おを クラブで や 0 た 時ら、 を K 新聞 詰を の萊 プロイセン 肢巧 
の お ヒット ラ ー 靑年留 貫に 閒 かせた 時 も、 其に 著 ばれた ので あつた。 

九日 濁 人の 娛樂 の相異 

ヒブ トラ ー 靑年围 具 等と 別れて 大廣 閒に來 ると、 今 巧は 假裝舞 的 •をと いふので、 を 若 男女 ニモの 
ドイツ人が、 キャブ {はし やいで ゐ る。 元が、 ドイツ人は 餘り巧 俊の ない 方では ない が、 この 铅 
の乘 をは その 生活 程 巧から いつて、 殊に 行儀が 段くな いのも、 まァ當 然とい へょぅ。 なは 蹄る ことに 
餘 りちが 進まな かつた ので、 獨り 甲板の 糊に 巧れ て、 が 黑な 海面を 眺めて ゐ た。 乂廣閒 から 巧れ て 
來る 矯聲や 音樂の リズムが、 あの 音に なつて 幽かに 巧を 巧ず る。 なは おへた。 ドイツ人は 生活を を 
夕 する ことを 一つの 權 利と 考 へて ゐる やぅに ずら 見ぇる。 彼等は 巧ろ 本能のと 巧びたい 位に をを を 
ぞ楽 する。 けれども、 な 等の 生活ぎ 樂 をは、 をれ だけ じ また 摄 めて 安直で むる。 巧 等は なら 經濟的 
に 生活を ぞ樂 ずる 途を 知つ てゐ る。 お 巧らない。 世が 大 戰で完 をに 叩きのめされた ドイツ 間 巧は、 
凡を あらゆる 殺 苦を あび、 むを に廚 へなければ ならな かつた。 しかも、 巧 等は 同時 じを たを 巧 一？ 转 
だが 楽しなければ を 知で きな かつた ので ある。 彼轉 はかくして 、を 直に、 能率的に を沾 をす 榮 ずる 
方な を 巧ぇ た。 



ところ ザ、 巧 ボ赃図 日本は 一 於 どうで あらう？ 巧 巧 的な 學霜 景気に ょつ て、 巧 柳が 等は す さま 
じい 段肢 おりを 示して ゐ ると いふ。 これは、 日本人が 経が 的に 生活を 享樂 ずる 方法を 知らない ため 
ではなから うか？ 日本人が、 澤山 金を かけなければ、 生 巧を 享然 できない と 思ひ認 つて ゐ るせ ゐ 

ではなから うか？ 日本で 
はか、 な 湖 戰に融 へ 得る 齒 
力を 巧臻す こため、 巧 お 生 
活の巧 痛、 乃至 巧ち 化ボ强 
く 輿 ホされ てるる。 それに 
は、 この ドィツ 回 巧の やう 
に、 もつと 生活を 健赏 に、 
を 直 じ 巧 樂 する 方を をを ぶ 
こと ザ 必要 だと 思 ふ 〇ドィ 
ツ 人には 快が もを々 あらう 
が、 この 巧に おいては 、多 
< のをぶ バ きものを おつて 
】 c セ 







iJB 


10 へ 

ゐる • 

おは 急に 巧 梧 的な 意欲を 身內に 感じた。 おは、 思 ふ 存分 踊りた くな つて 來 た。 ネクタイの 至み を 
おすと、 おは 捜々 たる 大廣閒 の 方へ、 大股に 步んで 巧つ た。 

-0 乘員 とすつ かり 融合 

巧 五日 目 (六月 十】 日) は 日 嘴で、 午前 九 時から ヒット ラ ー 靑年强 具の 音ち にょる 嚴肅な 朝の お 
勤めが ある。 天氣 がょ いので 上部が 巧の 磅 椅子に たを 投げ 巧して、 靑年團 の 娘さんた ちと 雜該 にが 
る。 昨年 旣 L 2 日 巧 兩國の 男子 靑年留 なおが あつたから、 今 巧は ひとつ 女子 靑年 国交 おを やつたら 巧 
意義 だら ぅな どと いふ 話が 出る。 たで、 た 子の 場合は 巧 モの累 合と 違 ひ、 殊に 日み 測に おいて 化 表 
波 遣 じいろ < な 難 おを 生じて 來 ると 思 ふ。 しかし、 るら ゆる 困難を 排除して、 この ホ子吿 年西夕 
あは 巧 現したい ものである。 殊に、 西洋の 女と いふと 米國 あた 〇 の も轉婆 嫂を 巧 巧ず る 日本の 若い 
女の人た ちに、 健が な ドイツ 巧を 見せる ことは、 程々 なおで ない お密ボ 多い とぶ，、％ 

今日の 午前で ノル ゥユ ー の 山が も視 ホから 遠ざかり、 艦は 巧び 北海の 薛 化を 巧 立てて、 南へ 南へ 
と 走る 。フィヨルドの 中では 船の 用菌 に】 ぱい 飛び 週つ て ゐた歐 も、 今は もぅ、 二つ 1 二つと 其へ る 
がし かゐ ない。 そろ-^ 艦を】 同の 閒に 、別れを 惜し わがが 抵て 巧る。 


ィ 


は 巧 おを がと をく 巧な のない 閒 おじな つて、 お 互 ひに 「俺」 「巧が」 で 活し合 ひ、 をはな を 巧 
ぶかに 「トモエ ダ」 では 發音 しにくい とみえて 「トミ ー」 または 通信社のを のま、 「ドウ メイ」 と 
ザぷ 巧は しセボ 、解 中た で 一人の 日本人が お 程を しいと 見えて、 私は】 日中 サインを せがまれ、 記 
も 巧 おに 引 狼り 姐され る。 もと < この 旅 巧では、 ドイツ人の 生活の 中に スツ ポリ 飛を むつ もりで 
出を けて 來 たの だから、 交際の ためと あれば、 サインで 手 ザ 疲れる 化の ことは おはない が、 かぅ 朝 
を 修まで ナイン^-- と 追 ひ 姐され ると、 日本のを 視 腹でなくて も サインの 巧 蕾を ぶじて 來る〇 
午後 四時 半から、 スボ ー ツ デッキで 船內 オリンピック 大 をが 開催され る。 ドイツ人 ボ巧摧 せず 巧 
走に 參 加し、 明が じ 振舞 ふのは いつもな ボら 蒙し い。 

運動を もがり、 タタら おみ、 なをの 舞路を も巧ぢ 、總 はいよ < ハンブルク じ 近付いて 巧く。 異 
西 人とは いへ、 かう して 一週間 も 同じ 船內で 兄弟の やうに つきあつ てみ ると、 人種と 図-巧を 越えた 
を 情が 演 きおて 來 る。 おの 胸に も、 ー ホのを あが 療ふ 。おけ ドイツに 來 てから、 今な がわて 巧 あを 
巧 じた！ 


東亞の 風雲 急を お 


く 


第 六日 目 ご ハ 巧 十二 日 )0 朝早く 胺 をを ませば、 おはもう エルべ の 巧 中を をつ てゐ る。 坦 々たる 巧 


が 我 ふ 源 逸 


〇 化 
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诗 のを 景 ダ、 ノル ゥ t 1 の フィ a ルドとは 凡そ 對强 的な 聞夕 々巧へ る。 そろ < 、あちこちに エ结 
の 煙 巧が 見えて 來る 。巧び、 潑剌 たる 巧 勃の 世界へ 婦 つて 巧た の だ。 

午前 十一 時 ハンブルク 懇の 岸壁に 到着。 船を 一同は それ t 市內 見物に 出掛けて 行つ たが、 なは 
早速 川が 總領 專を訪 ひ、 今 井 副 巧讓と 一一 一人、 巧の ビヤ ホ ー ルへ 巧つ て 痛がず る。】 週間 攘 りじ 使ぶ 
日本語 —— 懐し い。 それから 日本料理 塵へ 行つ てを ベた 日本を、 殊に 味呀 汁の おいしい ことわい し 
いこと。 そこで 誇 司を しこた ま 買 ひこんで 、ロベルト •ライ 焼に 歸 り、 ヒプ トラ ー 靑年圃 具たち と 
さ、 やかな 「日本の 夕」 を蚀 す。 靑 卒連ボ うろ 巧え の 「音が 代」 を 合唱して くれる。 

お 十ー ニ 曰は、 いよ {了 船、 倚な の 日 だ。 早朝、 總 內に賣 りに 來た新 問を 貸 ふと、】 面の トププ 
に ホの アン ダ ー ライン 入りで 「天 薄の 事態 急迫ず！」 とおて ゐ る。 私の 思 ひは、 が 望 急なる 巧亞の 
天地に 關 せた。 なは 甲 校の 椅子に 腹错 け、 をの 巧 巧を 手に 持つ たま、、 採い 感慨に 耽らずに は 居ら 
れ なかつ た。 

.今、 自分は かう して ドイツ人 たちと 陸 じく 交踐 して ゐる 。けれども、 それは、 利 當の衝 巧し ない 
範苗 にがいての 話な の だ。 相互の 利害に おいて 閱 がは 微妙と なり 探 刻を 加へ て來 る。 近が、 R 巧 巧 
园 間では、 巧 共 協を 强化 問題が 巧慨 んでゐ るけ が あるのは どうした ことか。 問 凹は これを 大巧より 
おし、 巧 巧より おなければ ならね。 現 おお 西のを 態、 ながの お 巧、 共に 忿 おして ゐる この 際、 日 お 


雨 國の閱 おは 絲來 どう 進んで 巧く ことで あらう か？ る、 どう 進を なければ ならぬ であらう か？ 

固ょり 圆お 間の 利 舊問齒 は 甘い 夕 おを 許さない ので あるが、 凡ては 図 家の 大目 的から 考 へられね 
ぱ ならね。 ほ共樞 軸の 强 化が 巧が 巧 策で るる 限り、 その 目的 達戍 のためには 、相互の 最も 固い タィ 
アブ プを 要する ことい ふさで もない。 しかし、 それは どうして 可能で あるか。 

日本 园巧 は、 十み 巧な じ その お ふところを 認敲 して 飽くまで 或 固な 意を を もつ て、 遵進寸 べきで 
るら を 0 

お ザ あれを 思 ひ、 これを 思 ひ、 果 しなく 煤い 靑 をを 茫然と 見やつ てゐる 時、 巧然 、おの 肩を 强く 
叩く ものが ある 0 

ハツと 我れ に爵 ると、 を こには、 おが このが 海 ホ-最も 親しく 义 つを】 人の 靑 年が、 別れの おがを 
する ために 立つ てゐ た。 

私は スブク と 立 上 ゎ、 逞しい 靑 年の 手を 阔 手で カー ばい 猩 りしめ、 悪夢を 採 ひのける やうに して 
叫ん 巧 —— 

「さやうなら 一 では、 またを はう ぜ 1- ( 昭巧 一巧、 六、 一 五) 



ナチ ス ドイツの 娘子軍 

ヒプ トラ I •ユ ー ゲント 「巧 と 信念」 却に ついて 

- ドイツが 子 巧 

ドイツは 今、 因を 巧げ て戰 つて ゐ る。 完全な 闽み努 巧 巧。 8 にがいても、 ぁらゆる 組織、 ぁ 
ら ゆる 苗 巧 ボ巧具 さた をれ ぐの 任務を 巧 也に を 巧して ゐ る。 をの 宅 も、 ミトラ 1 • T ダ 
ントは 一巧 HE なつて 華 こい 謹を して ゐ る。 巧に、 收禱 巧に、 をぎ 手を に、 赤十字に、 術 生 施 
設 に、 兒ま 保謹圍 に、 また 衔は 病院 あ 問に 大 をの 巧 固々 して ゐ るのは、 ヒット ラ ー •ユ I ゲント 中 
の 一な が、 ド ミ 享 靑年留 「美と 信念」 部で ぁろ 雲 かるべき 二十を 前を のな たちが、 § の 
を 急に ながと 起ち 上つ て、 饒 後陣の 窮 一線で が睽 まの 規律を もつ て 活動して ゐ る。 まさしく、 おを 
の 巧 子 軍 をんで い、 雪ぶ 0 ち 非常時 反 6 つ 了二契 け 謹す る ドイツ 華累 、平常 どの や 

ぅじな 絵 立てられ、 訓保 をを けて ゐ るか —— その 货 括を 解剖して 見る ことにしょぅ。 


口に ヒット ラ： •ユ I ゲントと 呼ぶ けれども、 この 中には 男子 靑年围 の ほかに ドイツ 女子 靑年 
(Bund deu な Cher S が del 略稱 がが M) が あり、 ユマタ •リユ ディガ ー 女史が 画 長と して 綻 

率して ゐる〇 この ドイツ 女 
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祭 わ お..：；：：：..： 


子靑が 西は 更に 一二 部に みた 
れ 、十 おから 十四 おまでの 
か 女 部 (Jungm か del 略稱 
JM)、 十四 歳から 十と 歲ま 
での 女子 靑年宙 (巧義 の B 
DM)、 更に 十と 歲 から 二十 
一をまで の 「美と 信を」 部 
(BDM.-wel-k =G す ube 
und Sch6nh を t:) がそれ 
ぞれ 年齡即 にお 織され てゐ 


な 巧む 巧の O な r ただと 巧」 


】 一巧 

る。 巧 十 セな になつ た 少女は すべて、 ヒブ 
トラ ー 絲綺 の韵生 日、 四月 二十 目を：^ して 
「契と 倍 念」 部に 入部ず る ことにな つて ゐ 
る。 を 初の 一年 閒は 義錄 制で あり、 其 技は 
同 却 中に だまるな り、 或は また ナチ 裳の 婦 
人 部には いるな り、 巧 入の 旨 ぉおを とい ふ 
ことにな つて ゐる〇 現在 クレメンティ ー ネ • 
ツ ー •カステル 女 おが 部を として、 冗 十 巧 
な 上の 部な を巧褲 して ゐ る。 

をち < この 「美と 信念」 部は 一九 一一 一八 
年】 巧 十九 曰、 ドイツ 靑年 統監 バル ドゥ I 

ル • フナ ン • シ1ラツ ハ巧のな令によつて 

が おされた な' 織で あつて、 十 セな から 二十 
一歲定 .しの かイ る巧诞 し、 お 智を瞻 かしろ 
巧が な 健康美を を くんで 巧く ことを 目む と 


す ミ そのな す ザが のぶ ホ V 5 辟で 舅 約 世 ホ ぷの铺 這に あ？ を 諭で ある。 「.巧と 負 ふ.】 卽 
AJ いふを 稱 は、 ミ SQ 露を を？、 義 にな ゥ いれた も Q である。 二のう ち 信 f いふ 墓 
につ、 ては、 ドィツ 女子 巧 年 曲 長 リユ ディガ ー ち おの ホの やうな 替ザゴ 巧 瞭じ說 明して ゐる 

「巧々 は租固 ドィツな び ヒット？ 讓を A 极沪 宿缉」 更に 將來 この 信念を をの 子 器 魂に 植 
袭つける^^うな巧^^^つくゥをた。 かく」了二を民抜社な囊 化つ了祖巧^^ィツはみ久に巧ぇ 
るで あらう OJ 

シ ー ラブ (巧 乾は 「巧 子には 力を •ち 子には 美を！」 と 叫んだ が、 しかし、 この 莫と いふ 曾 葉は、 
ナチ ス •ドィツに とつて は 新しい 特殊の 意講內 をを もつ てゐ る。 ヵソリック 的 影 懲の强 るつ た 中な 
人 關の綺 神と 肉强 とを 巧み 1) て考 へ、 锦 神は 高贷 にして 替 契な もの、 巧 結は これに 反して 醜 
惡な ものと 考 へられる 傾向が 强 かつた が、 民族 社を 主義では、 古代 ゲルマン 人の 思想に な歸 して こ 
の兩 者を、 が】 綜合の 觀 念に おいての み考 へる。 從 つて、 從來の やうに 內的奠 と ルの 樊 とを 區 別し 
てち/る やゥな ことは せず、 葵を 一つ？ 占い 統一 槪を にがいて Q み 把 揺する。 天與 の 精神 雙 

び 巧 懐の 某 巧を おを な 調 巧にまで 巧展 させる これが ナチ ス •ドィツの 规 念に 於いては 展 高の 發 

であつ て、 贈 巧に よる 虛 節の 美し さな どは 問題に しないの である。 精神と 巧體 とが 詞 和を とつて 避 
まし、 巧 かの 巧し さが か 部に をみ おて ゐる やうな のが、 ナチ ス •ドィツ 瑶 おの 葵 のて ある すな 


一二- 

は ち 健康を ふこと ダ 日本 堂 c 美 s 要な 耍 素と なつて ゐる 《である。 病的 莫 などと いふ ものは、 
この ナチ ス ツ では、 人々 の認畿 のかに あるの 巧。 シ ー ラッハ 統監 白く、 

「巧 神と 肉 おのうる はしい 綜合 こを、 を々 しが 期ず る 美で ある」 ち 

=1 「美と 信念」 部と 職業 

% 

「美と 信念」 部のを S 況で 少女 部 や 女子 靑年 部の それと 異る點 は、 をき 一つが 谋同蹇 じ 適を 
する ため G 教育に 重 結を 超いて ゐ るの じ對 して、 前を は そ Q 部 具と してな 同 生活に 結びついて 個を 
々充 かじ 伸 屡を 巧させる ことを 敎育 目標と して ゐる點 である。 すなは ち 「美と 信念」 部に がける お. 
ちと 寶 練は 各人の 個性 や 巧 向を を 進し、， V れ 等が.^ く..^ と 素直に 仲び る 可能性を 與 へる ことに 
巧め てゐ る。 從 つて 巧 《5 が 杏 避け、 妓 たち 宅 さる 巧け 自由に 薑規傅 喜る やうに おけて 
ゐ る。 をして その 姐が 主婦 S 生活には いつても 、 S また 養戰 線に 立 つても、 與へ をた 人生の 
課題を 正しく 解いて 巧け る やうな 敎 まを 與 へょうと する。 部 具は 大部み 結婚 適齡 期の おでめ るが、 
毋じ 花嫁 教育な どに 震す ミと なく、 运 的な 睹髮育 衾；、 社を 敎慕 關 としての 巧が を 
巧す ことに 巧め てゐ る。 

「黃と 信を」 がの 巧を おちは、 を 年 二 巧から 阵巧 にか b てむ はれを- ，おお オリンピック を控 
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が 5 細 Sf 


棘窠 お茲大 をに がいて な离 
湖に 達する 〇 ヒット ラ I • 


莊 線との 共同 主 偕に か、 る こ 

恨 の 巧技 大 をには、 か 論、 か 

^ 女 部 や ホ 子 巧 年が から も參 

^ がする が、 年 おの 關 係から 

i 「美と 信念」 が 具が 大部分を 

节 占める ことは をが である。 
巧 

が この 大 をのを 围巧 勝者には 
ヒット ラ ー が統ボ 握手して 

その 勝利を 巧 福す る ことにな つて ゐ るので、 いやしくも、 何 かの 瞬 業を もつ 部 具は、 日閱錢 へたを 
巧 能を がけて 顯權を 巧 ひ、 この 榮 がに あづ からぅ と 巧 力す るので ある。 これが、 どれ だけ 部 貝の 緊 
張を 促し、 をのを 能を 向上させる か 判らない。 まさに、^‘ 美と 信念」 部が 中巧譜 中に がける が大の 
ものと 言つ てよ からぅ。 




巧 「美と 信念」 部の 信谈 四ヶ條 * 

「ミ と 信を がが その 指導 方 かとして 捐 けて るる ものは ホの 四ヶ條 である。 - 

(こ 巧赛罗 年 e 藝終了 後、 更に お 育的訓 f 寶晏る ことみ， 白 發的じ i ずる 化にまで 
巧 描 的に 訓 なする こと。 

(二) 民族を 强< 乎る た 含は を人ポ 震で— ことが S じ必 •零み る 妻を 屢」 、この 認 
激を適 當な挺 育 及び 健全な 生活 方法に ょつ て 巧 現す る こち 
ご 云 個性の 明瞭に あら はれた 趣味を き 生活を おくる を ふ 文化的 誤輕の 究明に 巧め お 巧 住宅. 

衣服 その他 日常生活を 超 挟-的 じ祠 成す る 準備を する こと。 

(四) 各人の 嵩 も 巧 及び 特珠の 辟 ハ 味に 麽ち をれ ぐの 詹研 お會 (をを —i 穿昏 なご 
にがいて 修费 する 巧を を與 へる こと。 

をを もつ て みても、 一を 畫の挺 位 向上を 重視して ゐるミ 判る。 をは、 「女子 韋 もま 
た 男子 羣と 同じ 方が にょ ミ 教育し なぶ ばなら ち 女子 Q 場合 長いても、 警 の囊は ホづ 
度 巧に 潭 をる。 链育的 訓練を おつての ち、 む 的な もの、 精神的な 這に 眼を 巧け させる のボ まを 
であらぅ」 とい ふ ミトラ 占が Qs が 神に 則？ ゐる Q である。 從 ミ 辜 靑年段 Qg 傍り ミ 


お 现巧巧 るけ わ にて •;' たな 巧な 「をな とお J 


とん ど S みの 二は 游育 にる てられ、 最も 巧 
耍な 敎育靜 目と して 組繪 的な 腊 す 訓練が 勃 
也に 宵 巧され てゐる Q である。 シ— ラッハ 
統監の 脊を穂 かぅ。 

「民族 社な を義 的な 遵動 場で スポ ー ッを 
ずる 女子、 ずな はち ナチ ス •スポ ー ッ敎師 に 
ょつ て指緯 される 女子は、 とりもな ほさず、 
わの つから ナチ ス 化が 輕 的に も敎 育され て 
ゐる ことになるの である 〇」 

そこで 「美と 信を」 部は、 部 貴が 何 か 一 
つ 趣 巧 じ 合つ たスポ ー ッな同 研究 會を選 巧 
し、 一巧に 一 罔は これに 出な する ことを 要 
綺 する。 スポ ー ッ 協同 巧究會 にはい ろ < 
な 穂 類の スポ ー ッが 包を されて ゐる 。がへ 
ば、 陸上を お •かか •庭 巧 •巧投 .お 潔- 

】 一力 



スキ ー •スケ ー ト 等々 けれども •巧す の 中む となり ま枉 となつ てゐ るのは、 何と 晉 つても 强澡 

である。 巧 揉と 曾 つても 無味乾燥な それでは なく、 様々 な樂 器の 伴奏で 巧 ふ音樂 舞踊で ある。 この 
中 じは 茵民 舞踊 乃至 お ± 舞踊々 が 巧した もの もを まれて ゐ るが、 ドイツの がたち はこの 舞を ま 憂を 
むから 楽しんで やつて 居ゥ 、これは 單に禮 ち だけで な < 情揀 おすに も 巧なず ると ころがを いと 音は 
れてゐ る夕巧 巧な 輕裝 でみ づ^^ しい 綠の茫 生の 上に 立ち、 陽光を 惜 みなく 浴びながら 音樂に 合せ 
て统 ね、 飛び、 走る 彼女 等は、 ホ 盛を 健康 じする じと で まらず、 精神を も自 がに 明朗 淸 純なら しめ 
て 巧く。 そして ここに こを、 资 二の 國 民を 產み 育くむ 健康な ドイツ 巧 性の 用意が なされる ので ある 0 
この やぅに 「美と 信念」 部では、 スポ ー ツ を獎戚 して 部 具の 齒位 向上を はかる に径 めて 熱 也で あ 
る ザ、 これは 巧々 じと つて 示唆ぶ き 問 揮を をんで ゐ る。 一が に、 女を をは 巧 門 そがた 後は いろい 
ろな 條件 にが 巧され てスボ ー ツを巧 ふ 機 會が少 くな り、 運 勘 不足になる ことが をい。 なかんづく 
我 案 巧 線に 立 0 巧を には、 このが 巧が お 著で ある。 學ほ 時代の 鮮 かな 血を とはち 切れる やぅな 健康 
がみ 巧 じ 表へ て 巧く。 これは 特に 日本に がいて 著しい。 けれども、 民换 のな 康問 囲々 考へ るを じと 
つて、 これは 看過で きない 重大問題 である _。 この 巧 あずべき 巧 向を 巧 止す るた め、 ナチ ス •ドイツ 
では 「美と々 を」 巧 具の お 育に 對 して 特 則の 閱 也を 寄せ、 巧 力 的に スボ ー ツ 々おのして ゐる 。例へ 
ば タイピスト や デ パ ー トの巧 負に しても、 勤務 時 巧 むら 解 化された をは おぐ ホ 子靑年 巧の 椒化 をを 


て 迸 動绿こ あら はれ、 巧で 胡 かに 劈し くスボ ー ッに 汗を 巧したり、 绳巧 舞踊に 興じたり 卞 るので ゐ 
る。 巧龄 な’ 空 あと 目 光とは、 彼女 等を 轉 場の 铺涵 したを なから 教 ひ、 巧 目のを をに 數 する お 望を お 
へる。 …… この やぅに して 「美と 信を」 郁 負は、 冯 巧を 卒業した を も 同谋に スボ！ ッ 々巧し むこと 
ボ でき、 ホ じ 巧るべき 巧い 使命 —— なをな 母性と しての 準 傭を す、 める ので ある。 こ、 に、 「癸と 
信を」 巧 巧 育の 特汝ボ をす る。 

五 ナチ ス •ド ィブの 女性 觀 とお 性を 重 

ナチ スは巧 族 社を 主を を 巧 巧と して 巧け てゐる だけに、 民族の 將來 とい ふこと について は 沼大の 
閱必を もつ てゐる 。そして】 民族の 巧 かしい 將來 は、 健を なみ 代阐 巧に バトンを リレ I する ことに 
おつて ゐ ると 考 へる。 僮を な 次代 困 民を 巧て るのは 巧を の 任 巧で ある。 こ、 において 括 性の 健康と 
いふ ことは、 最高を の ほ 値を もつ て耍 ホされ るので ある。 「美と 信を」 が 負は 大部分 結婚 適龄巧 じあ 
るの 巧から、 この 健全な 巧 性た るべき 用惹ボ 最も 熱む に 巧 はれなければ ならない 。女性が 自らの 健 
庚 巧 進に タカす る ことは、 をに 彼女 自身の 利益と いふに とぐまらず、 また 質に、 民族 炼同 おに お 化 
する 巧な であると されて ゐ る。 この やぅな 理由から、 「美と 信念」 部では、 いろ^^な 方面から 健 
をな 巧を たるべき 堪 備わを を おへて ゐ る。 ドィッち 年 指を 部から 巧 行され る パンフレット おの 中に 




i 一 

もを の やぅな 誦 類の もの ダみ 
.く、 なに 民が の 血統に 瞬 ザる 
辟說藝 ボタい。 おお 前の 純潔 
とい ふこと もこの 觀朗 から 裝 
商く 叫ばれて 居り、 大戰 なの 
お亂 時代な 來 いさ、 か 授んガ 
かにな えたち 巧觀念 も、 技 近 
では かな 〇引締 つて 巧て ゐる 
かに 見える。 

ナチ ス •ド.；. ッ の 化み 觀に 
がいて は、 巧 女 同 樵な どと い 
ふ 思な は撐 斥し、 女は 女らし 
く、 巧に 巧 性と しての 巧 値を 
おく Ar 】 ろに、 との 巧 巧の 裙 
巧が 存 ずるの だと 悅< のでえ 


る。 シーラ ザ (神 茲式つ 。ふ 0 

「巧々 はもは や 男女 同 巧 論の 時な 二ぶ ホんで ゐ ない。 なぜならぶ 、わが 巧 族 社な を義 謂^ •にるい 
ては、 男女と も 巧 宿を もつべき では；： J くして、 おの^^ をの ネ資 巧び 天性に 相應 した 獨自 の權 利を 
もつ ベ、 まだから である。 靑年 はおとしての 巧が を、 なたち は 女と しての、 更に 巧と しての 構 利を も 
つべき である OJ 

更に シ ー ラッハ 統監の 女性 旣を豬 かう。 

「ドィツ 彼は ドィツ 農 Q 中に なわ、 裂 ご、 かつお 來 わが 養 S 性と な.。 巧る やう 薑 ホが 
磨し. なければ ならち なぜならち ドィツ お 技の 群がを な ふ 琴 ホは、 ホら しい 女、 をして 人生の あ 
ら りる 犧 粗と 較 をと をを Q 夫と 共に 願。 巧くべく、.} 莽な 這を 巧； とを もつ てゐる 妻を 必要と す 
ろからで ホる OJ 

なたち はこれ をを 當 ずる おおを ドイツち 子靑が 巧な リユ ディガ ー 女史の 言に 巧みと る ことができ 
る。 曰く、 

「我々 はだ 來 誇。 を もつ て 人を の 園 ± に とつて をの】 をの 伴侣 となる やうな なを 巧て わけて 巧 
きたいと お ふ 〇 n マン ティ ックな 夢に おれ、 なを おいたり なつたり 踊つ たりし かで きない やうな 巧 
な 0 くゎ あけょう とは 化しない。 巧々 はおに、 猩 しく 現 おの 上に なち、 自己の 理 なぞ 現に 巧つ てを. 


力を. 馈 注しなん でを の链牲 となる やぅな 縫を つくり あ ホょぅと なず るので ある c 奇 年は ほ 治 的を 
壬に、 をして 巧たち は、 をの 政治的 兵 丈に とつて を もょ きがち たるべき 强< を 私なる 女に 較哥 さ^ 
なければ ならない OJ 

ホ 「美と 信を」 部の 戰時 態勢 . 

すへ てを 規義一 化して しま'^ ことに 转珠 Q 才能を もつ て ゐるド ィッ 人は、 をの 舒年进 動の 泪城 
と拽 能に がいても、 完 をな 制 器に 成 巧して ゐ る。 嘗て Q r 胁 服の 處 女」 は、 裳を 阮隙 された 
陰 轉な蠢 にがいて 巧し きがを の 夢に 巧 問ず る 巧の 姿で あつち おし、 今や 「制服の 廚 女」 ホ、 
嵐 荒れ狂 ふ泻頭 仁が いて 逞し さ 信念の 热 & 巧け ク 、岡 ふ おたち Q 姿で ホる。 嘗 T は 憎みが あつち 
今では、 强 さとが かさ ボま 班して ゐる〇 

わたくしは 欧洲 戲爭 の巧链 する 直前、 享署晏 部の 巧 待を 受けて、 ベル。 ン 近郊の-, 美と 信 
念」 部 夏期が 暇を おを 轟した。 そして 部 具と 同じ 日課に 從 つて 巧 動し、 同じを 寧を とり、 また 「拉 
の 夕 (苗を 吕 abencOj にも 參 如して •つぶさに その 坐 巧 おりを 巧な した。 女を 生 あり、 タィピスト 
あり、 H 湯 勤務 まみり、 デ パ 1 卜の巧 貝 あり、 種々 雜さな メンバ ふを ながら、 寶ら晚 辜な 
がな プ 》 グラム じ從 つて お 巧 正しく 生を し、 をく】 つの 巧が たる お矜眨 をな して ゐ るのを おて、 し 


たくしは 非常にむ を 打たれに。 - H に 副し むと いふ おげ で、 巧阳 かが 衙 も、 ゃ養 なぉ 巧の】 つと なっ c 
ゐ る。 ‘ 
「むの 夕」 じ 討 訝を したりを 咱 をした. リタ おな プ 》 グラム じな つて 摧 巧す るので あるか、 をの お 
はを、 巧めてじッ トラ1む統をおた時が巧おについて詰リをツた0 か女らしい^と换おなもク 
て、 段を 巧 かしながら ヒブ トラ ー 巧な について 村 請る のを 擠 くけ、 わたくしが 規 ドイツの 芳い 化た 
にしみ わたつ て ゐるヒ ブト ラ I 崇拜 のを ボ巧 當权强 いもので みるのを 感じた 〇 ミた 若干の 時節を さ 
いて、 指緯 請が をの 口の 時 審ニュ ー スにナ ホス 的 註拽を 加へ つ、 部 具じ驗 巧ず るので ゐるジ 、をの 
お 底した ナナス おがむ 敎 育には 巧く ほかは：) か 0 た。 

この ナチ ス のにむな された 「费 となを，- 部は、 ドイツの 戰巧树 勢が 野なず るに つれ、 ドイツな 子 
をの前槪部ぉとして、 ぉ八^1^設の巧一ぉでまず^^----口猎しぃ巧巧を3けることでぁらぅ。 舆巧大">2 
のた め 巧 難の 道を ホむ わが 口 本に もな た、 この やうに 巧 固な 婉 一組 •紛が がしい もので ゐ る。 

£ir 乂 瓶を くト インよ わ控 かじ 刷 回のを を おん’ で^こ Q ことを 點尝 する 極めて 切なる ものが ゐろ • 

• P ぶ 一 ち 一 〇、 お) 


1 二お 


】 二 巧 

試が の 中 C K ィ ッ大學 


ー ロが な 力 邸と 六 啓 

巧 巧の 巧ち 巧 W 段 U をら な转 な、 おがす。 猜 いなお やけ 曲， の对 為べ 食 却が レー」 けつた。 しかし， 
を わに も おらず、 ドイッ 輯 ‘ K をのを おは 糾 をに 平 巧で を。。 これは 一粒、 がに がる S であら ぅか Y 
拳を は をれ を 一一つ のが イン ト からな おしたい。】 つは ナ クスむ 0 下 じがけ る 大巧の 帖狭吿 おで わる。 
いま】 つは、 今が 踩洲大 なのが びる 特巧 なな 化で ゐ る。 

一九 号 卒 初頭 ナチ ス ながむ 靖を控 巧して な 巧が を、 ユダヤ人 なお 詞放巧 々、む 侣 なを 『搜パ H 
お」 ル 强 行は、 ドイッの 大 をを かなりな み 的な 巧に 於いてむ 巧 させて しを ツた 。巧は ばを 巧と むが 
S の 較時お 制 化が おに 早く わらを々 巧 はれて ゐ たやぅな もので ゐる 。大巧な 巧の 「口 なな」 とな 
鱼 の-たお 也お投 J とじ、 較 料が シら たむな お。 下 じがし 摧 ゎら 八 巧 巧る お；：：^ では、 巧に 二み^ 


和 紐に 註して ゐ： か。 就 ザめ つ だ。 をれ づけに 今を の 場を、* き 姑る ツ うぷ辣 狂の 沒 因、 むの 巧 巧ぶ、 
先づ をの 超るな 巧が 巧和づ たと 育 ひ 得る ので ある。 

さて、 が 巧の 戰爭を 較力的 だとす るなら ば、 ず 罔の 大戟は 智能 的で める ところに をの 特異な 巧な 
が ある。 な パ ー セントの な 味に あける 国な 热力戰 として、 巧ぶ る やうに 戰 火が 道ひ捣 がつ て 巧く。 
地が な、 けれども ヨリ 深刻な 戰爭お 態で るる。 この ことは、 まを 直ちに 大 學の驟 時化 景じ 反映して 
ゐ る。 嘗てを 國巧人 フィヒテ ボ乂學 のな し. 一から 狗子 化しを やうな、 また、 錢お幾 十 巧のを 生が 西な 
戟 なの 抒をお 化で 染めた やうな、 そんな ヒ P イプ クな巧 致は、 分 日では をが おられない。 在る もの 
はた ♦、、国 お縱力 載に がける 一つの 割當 てられた 任務を を 贊に果 ，) 巧く 大 をのを である。 

二學 術のを 重 

巧戰當 巧、 英佛巧 因を いよ < 敵に迴 さなければ ならない と 知つ た ドイツは、 さすがに 壁 かみ わ 
てた かたちで あつた。 ベルリン ほか ロケ 所の 乂 をを 蜂して あとは を 部閒銷 してし まひ、 ミネ ルヴァ 
の； 讲も 今やを.〜 マルスの 神の 膝下に ひざ まづ いたかの やうに 見えた。 けれども、 ドイツ 挪の かや 攻 
势 がいよ {無効に なつて 長期 戰 必至と なるや、 ドイツ 政 巧 もこ、 に 一時の おおより 醒め 一し、 長糾 
載に お 席 する 物むな 動 お駐 制のを 備にを 力を が': 狂し おした。 この 時、 新たな 松を なつて 見直された 
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のが、 實に學 術で あり •をた、 その 巧究 育成 機 開た る大 をで ある。 

囊舅髮 遂行 言 S を 爲すも e は囊 Q 勇で &る。 ，) かも 寨奚 固な を 色、 俊 巧な 
寞の 培？ を わけがない。 髮 5$ 藥貧改 曇 明が 何ぶ ゎ も 强<靈 を 了 ゐる今 ち 

自然 科を e 分 巧に がける 货力 8 二 そ、 ホつ 囊 es とされなければ なら A — かゥ考 へた ドィ 
'ソな 巧は、 今度は SS 術 e 保證育 愛た め 力を入れ 出」 X 蒙ので ある。 

この 新 方 かを 巧 確に 宜 巧した の ボル スト 文相の ミ* ン ヘン 巧說 である。 

ル イ 文相は 去る 十一. 育 四日、 ミこ ヘン H 葉 蓋に がい 三— 馈 がを 試み、 を ドィツの’ 2 
並びに 學 生に 向つ て 巧 おけた。 曰く、 

「困 巧 及び S の 領域に がける 多 -K なる 需耍 、例へ ば S、 技巧を じ おする 謠 要は、— 巧閒々 
能 ふ おゎ 短縮す る 二と 霎求卞 る。 毛 Q た 《仁 今後は、 を 年皇學 期 制と する。 また 冀の 推が と 
共に 現在 £1 講」 T ゐる寞 を W ホ Q 大をち 追，^ 閒 校」 二と、 なる でを ぅ。 君の が 進 
する 合言葉は、 を 術の 巧 重で ある 〇」 

この 巧が の 音 後 十二月 セ！ II 、 なおは 布 吿を远 して、 巧る 1 巧 八日ょり を ド.^ ツの 大巧 ‘ホロ 
ホに を 巧び おおす るを、 公を したので もる。 



互戰時 大學の 特別 施設 

現在、 ドィッの 人的資源で 一 あ 不足して ゐ るのは、 醫 をと エ 棠技涧 をで ある。 截爭 がなら 端的に 
耍 おする 腐 業み 巧 だからで わる。 政府 もこの 問題に ついては 一で ならず 頭を 機ました 結果、 を 生の 
應な 兵に 暫時が 昭を與 へて 大 をの 講義 乃至 貨 習に 巧 おさせ、 試験 ボ終 つたら なぐを たがな に 歸らサ 
る —— とい ふ 方法を 執る ことに かした ので ある。 その 結果は 壯觀 である。 動 亂勃發 U 來幽 茲屋 敬の 
やうに 淋し かつた 大 をの お 室は、 なち 陸海空軍の 制 股で 埋められ、 一風を つた 戰時 風景が 描き出さ 
れ たので ある。 更に、 が 前の 二を 期 測 (semester〕 を 坂して S 學期制 (Trimester) を 採用した か 
ら 、例へ ば ス學 期を 要する を 科を 今までは ー ニケ 年 か、 つたのを これからは ニケ 年で 終了し 得る こと 
とな 0 たので ホる。 かくして 應 召を 生に 對 しても、 をのを 業を 中斷 する ことなく、 短 巧閒に 裸擇を 
終了し 得る をが 開かれた わけで ある。 また 理工科 系統の 大を 附屬 研究所に おしては、 政府から 巧が 
的 並びに 財政 的 援助が 豐 をに 巧 へられ、 醫科 方面の 巧 生に 對 しても、 いろ-^- 特別の 給 輿 制を 等が 
整備され つ 、ある。 

この やうに 自然 巧を の部內 は、 國巧 热力戰 態勢の ために 却つ て その 地位を 强 化した かの 感が ある 
が、 一方 巧 神 科を の 方面は どうで あらう か？ このち は、 自 なおを の やうに あまれた が おには ない 
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けれどら、 しかし、 ホな ポも巧 境に あると ら嘗 へない。 とい ふのは、 旣じ畏 幼： 巧を 塘语 したな 府 は、 
文化を を 西なら しめる ことは 閔 i み 百年の 大計に 巧き、 民族 永遠の 巧隆を 巧ら す 所な でない —— とい 
ふこと を 反省ず るが 辟 ごを 巧戾 して 居り、 從 つて、 靖神 巧を の 方面に 對 してら 巧 常め 理解を 示して 
ゐ るからで みる。 を投 たちの 間に も、 榮か 化を しつ かり 大地に つけて 思索 巧 巧して ゐる をが 歡 くな 
く、 なに、 ペルリ ン大畢 の巧學 シユプ ランガ ー 敎お のかき、 別に 诗 局に 阿 わると ころもな く、 悠播 
として あ 索し 隸義 して ゐる樣 子は、 を だ'^ ドイツに もを がいいい 驴を ボ巧ク て-もる —— とい ふ 席 
じを 抱かせる。 

四 ド イブ 學 生の 學術 精神 

現 お ドイツの 大巧 「生は、 大部々 ヒット ラ I 宵 年 巧 及び 勤 巧考化 傑の 訓練を 煙て 來て るるから、 大链 
にがいて 索 直に 民族 社を 主義を 信奉して ゐる をが 多い。 大を內 にがけ る 巧 族 社を 主齡 ドイツを を财 
盟 ( NSD-S さ dentenband ) の橫斷 的な 織は かなり 緻巧じ 行渡つ ており、 をの 學內 運動ら 巧 當活潑 
である。 み 生 蹄盟は 開戰と 同時に 機關お 「運動 (Die Bew 苗 旨ち」 上に 於て その 態を を 間 巧し、 
巧が への 協力を 宜 音した が、 これけ この お 瞳の 性 巧から 考 へて、 常が 過ぎる 程當 がで るる。 

大を 生は 大巧に がいて、 おお 民を お 時代から のを 較ゎ インテリ 3 やぅな 較每 おおには 持つ て邑 、レ 


や、 たぐ】 つの 娃 おとして これを サ をし、 ヒット ラ ー 巧し 綺 のな. でるな、 に始 つて 巧 かう とい ふな 持 
—— かう いふを おが 支旣 的で ある やうに 見える。 をして 載 爭に對 するな 情を お立てる 代りに、 巧乂 
を 制の 暗い 電 粒の 下で、 辩 かなりと ち硏 巧を 巧け て 巧 かう …… とおへ てゐる やうで ある。 一見 退な 
的に 見える が、 ドィツの 巧が、 を巧椅 .神に、 一れ じむつ て 巧 持され 命 赋を茲 いで 巧く にな ひない。 
ベルリン 大 趣の ホッペ 巧 畏も铅 なに 封して - k *!* 鱼は爲 なよりも 能 薄 的に ぶく 勉 なして ゐ るか.* っ 
だ」 と晤 つた。 

戰 争は、 をの 聖 泣を なしく ゆずぶ る。 しかし、 一心-一、】 どんなに ななの 廚は荒 狂は うと も、 ドィツ 
^ •起しい を巧掉 がに、 をに をの お K ハむ シほ _‘ム みことで たらう。 (がわ 一 五、 一、 へ) 



口 I ゼン ベルグ 會見詔 


ホ 史的 森み §1 年た る I 兀四〇 竿を' 送 0 てを e 第二 年を 巧へ 空 一 气—は ご リン 巧 中 
マル f テン 通 革 至賽 ナナ 袁苑夕 がに。， ゼン ベルグ 巧を 訪問 お。 ナチ ス •ド ミ 
の^^— 指導を として 哀く Z こ， ド こ 1 ゼ ごルグ 巧は、 最近 韓絲 のれに 巧 ふことは か 
くずは ハリに 或は ミこ ヘンち 震 奔西定 、熙洲 新 巧 巧 謹の ために 超人的 お 動を つです てゐ 
を 見を 込み も ミ _^藉を受 まれた が、 特に 盟邦 日本の 勇 新 § ためとぃ を 

Lrri て くれた— る。 記者は i 薑產 曇れ si ち 霞 

^ み 空 B め ミる ゃ— 慧 、 i — にを とお i — に 8 i 色の ネクタィを 
つけ ミ-ゼン ペル グ 巧は、 上 3 に 微笑みな ダら 記を のまを 堅く f し& る。^ い ^ 

^ どこまでら 革命家 舅。 まみ S —、 義用難 葛 4 まれ T ゐ— さぃれ をに」 了、 た， 

ゼン 《ルグ 巧と 巧 ひを 0 て ん E を •八、 


「ドイツ ザ對 ミ或專 Li 劈 利を 占みた 項. を 二ぶ、^ 过诚过 召が：^ 巧屋妥 韩 巧と」 一'- を 場 ご‘ 一巧。 
と 思 ふ ザ、 ドイツの 戰 をに 於け る植巧 地な 偉に 關寸る 煮を を祠词 みしたい 〇」 

ホづ巧 問の 火 登を 切る と、。！ ゼン ベルグ 巧は 速記ず るた めじ 傍に 控 へて ゐ るか 贼替の 手許を •チツ 

と 見つめた を、 口を 巧く。 

01 ゼン ペル グ 「未だ ドイツが 對 英戰爭 遂行の 途上に あつて、 補 满ぶ問 迸が 現 貫の 化 治 画に 翊 はれ 
て 來てゐ ない 今日、 殘 念ながら 具链 のな ことを いふ ことは 巧來 ない。 しかし お 見 だけを 述べれば、 
ドイツは アフリカ 大陸 等に 巧び 植民地を 獲得した 振 合、 粧 くまで 植民地 原を 巧の 生を 補 お 基と い 
ふ 建前で 進んで 巧く であらぅ。 卽ち随 巧 地 原住民の 社な 的な 統 をが 道し、 之を ドイツ おに 改革す 
る やぅな ことは 巧 巧る 限り 挫けて 巧きたい。 をれ がその， エ地 及び 住 おを 健全に 發 達させて 巧くな 
をの 方法で あると 信じる。 

友 巧 「巧洲 は軟洲 人へ、 アメリカは アメリカ人へ、 某 巧は 巧な 人へ とい ふス al ガンボ、 世み 新 巧 
ホ 瘦設の 巧 導お理 として 叫ばれて ゐ るが、 をれ ならば、 之を 更に 措し 造め て アフリカは アフリカ 
人の 手へ とい ふことは m 巧ない か。」 

口— ゼン ベルグ 「それは 查然 問題が 違 ふ。 アフリカ ± 人は感 あのに 見て 又 民族的に &」 词 なして 自 
お 的に な 治ず る 能力が なけて ろる。 なつて アフリカ 大 座は 化の 高度 ホ 巧 園の 植民地と して、 お 料 

二 3 



r らお 

§ 店 としての みなつ て 巧くべき 造な にる る。 巧々 はこ かを 措 導し 開な して 巧かねば ならぬ。」 

友 お 「一つの 巧 族に をのを' 活阀 として どの 程度の 較留を おがず る ことが お 巧る か。」 

P 1 ゼン ペル グ 「生活 固を 或る 特 をの 地' 巧に 固を 的に 甚 巧る ことは 間違つ てゐ る。 をを 固は 或る 民 
砖 のをの 時の 力に 感じて 伸縮す る 化 巧の もので をる。 巧 族の 發展 力に 從ク てを 巧团 が揀大 される 
とい ふ 意味では 生を 臣 にがい 瞬 おはない ザ、 しかし、 また 一民 族の 陵 照 力に にだが あると いふ 親 
巧 的 段階では、 をを 西は 自らなる 錦圍 におを される とい ふこと が おがる。」 

ぶな 「貴 著 『廿 世紀の 師 話』. をの 値を 見ても 辟る 適り、 貴下は 古くから 印度 問 勘を 巧 巧して をら れ 
るが、 將來 巧國の 敗戲じ 化. つて 大英巧 国が 自巧 作用を 起して 巧く 場ち インドは どの やうな 道を 
辿つて巧くであらうか〇,- 

。 ，ゼンべ ルグ 「インド人はお巧巧舜な巧族でありぶては郑かしい文巧の華を開いを】とボホミ 
けれども やがて 人種の なを ザ行 はれた ため、 その 花 も 遂にし ほんで 了つ た。 民族の 純化 性を 巧ち 
した ことこ そ インドを 寮な せしめた な 大の巧 因で ある。 こわは 將 巧に も禍投 として 巧る であらう。 
イン ドボ 英廣の 巧 辉を脫 して 巧 立して 巧け るか どうか、 をれ は 一に か、。 つ-. し インド 人の 更を力 か 
巧に ある、 我々 は 勿論 をれ を 請 望す るが、 インド 自 々ボ活 みし 淸第 しなければ ならね を々 な 巧が 
的 巧 巧が あると 思 ふ。 做 力 本な ではなく お 挨自を 3 力が 巧 お ‘ v ゎ 。。 J 


論ずべき 話題は 盡 きな かつた ボ 、外にぶ 訪 をが 夕殺 詰め かけて 待つ てゐ る。 記者は 質問を 巧 切る 
に當 〇、 ， 口 I ゼン ベルグ 戊の 靖 ホを 活じ 就いて 訊ねを。 

「自 々は 音 おがが きで 特にべ— ト ーヴ* ン の シン フ ♦ニ ー を 聞く のボ樂 しみ だ。 その他 ギリシャ 
時代の 捶築夥 刻な どち お 的なら のに 趣 化を 持つ てゐる CJ 
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趣 巧を 巧る n I ゼンべ ル 
グ 氏の なには、 孜 おを 論ず 
る 诗の銳 さは 彩を 巧め て、 
化 巧れ た 苦 巧 人の 面 於が 現 
はれる。 半時 間な 上のを 見 
を 謝し おまず る おを に對し 
差し 巧した をは 溫 かつた。 

(的 か ー ホ、 一 、5 


5 


西部 戰線 一一 一巧 轩 (これ ジジ ー クフ リ ー ト巧 だ) 


_ 田 巧異變 

十】 巧 十】 日、 ドィツ か禱 省の か 巧 記者 留巧 同を 見は おな、 オランダ 問題で 满钱 した。 シ ュミブ 
卜 情報部 長を 中 也に、 巧 蘭 巧 境 巧 張 說に關 する が 爲 f ボ 白熱 化した の だ。 支局に 餘 ると、 一本の 
訓 否が 待つ てゐ た。 「巧 軍 オランダ 國內 侵入 稅 アリ g 巧七ョ J —— とい ふめ だ。 直ぐ 日本 大使館に 電 
おを かけて、 オランダ 入園のを 證 につき 巧 合せる と、 今日から 急に 制 披が唆 おとなつ て、 殆ど 査證 
を 得る 望みは 無い と 言 ふ。 これは いょ< 怪しい 0 しかし、 宜 がちに 巧 合 つても、 恐らく 證巧當 はく 
れ ないだら う 。もう、 危險を 冒して 巧 掛ける ほかは 無い 〇 果して 巧け るか どうか 判らない ボ 、兎に 
巧、 つかを るのを* 悟で 巧け る 所まで 巧つ て 見ょう。 

巧う みむす ると、 おは ホ々 巧び 超つ て截 く】 おの 国境 行 切なを 手に入れ、 巧裝 ちそ こ/ \ に ベル 



リン •ツオ u 驛を ぉ發 した。 十二 日 午後 一博 五十 五み。 雨空 だ。 

十一月 十二 日 (日 巧) を、 小雨 

前途に 目 巧の 無い 旅 巧 だ。 どうなる か 判らない 。車窓から 眺める 堇く 垂れ 下つ た雲ポ 化しい。 

私の 乘 つて ゐる急 巧は、 ハノ ー ヴァ ー あたりから 巧 ど 备驛で 軍用 列 草を お 越す。 皆、 西へ 西へ と 
巧 〇てゐ る。 踩に巧 革す ると、 兵隊は 大巧に 軍歌を 合唱し、 なか. 元氣 である。 巧に 化 おな のは、 
ドイツ 軍が 世 ホに 誇る 新 鉛 機械化が 像の 西部 移動で、 裝甲砲 革、 通信を、 が 害 巧 辛 等を 巧め として 
か赛 辛に 至る まで 機械化の 巧を 盡 し、 十 あ輔の 連 お 革が いくつ もい くつ も 長 巧の 如く 瞄 つて ゐ る。 
乂野苯 や 氏が ゐ セら、 「機械と 兵隊」 とい ふ戰爭 ル說を 物ず る ことで あらう。 

食堂を でむが の】 中尉と 向 ひ 合つて 坐つ たので、 試みに、 

「一 ほ ドイツは、 ほんた うに オランダ へみめ 入る つもりで せう か？」 

と 巧いて 見る と、 

「それは をく ヒブ トラ ー 總 病の 胸 一一 一寸に ある ことで、 我々 の现ひ 知る ところで はありを ホん 〇唯 
巧々 ドイツ人は、 やるべき 時には 檢お 的に やりな <闊 民 性で ある ことを、 知つ ていたで きたい 。今 
も、 巧 巧に さう 言つ て 永の 別れを して 巧た ところで すょ OJ 

こ 一 ± 


ニユ八 

と 昂然と 言 ひ 切つ たが、 新婚 一週間 目 だとい ふなは、 さすがに 巧 善の ことを 思 ひ 凹して わ、 眼を 巧 
ぢて 煙き の 烟を晩 深く 吸 込んだ。 

化 おのが 空は 早く をれ やすく、 五 時と いふのに もうあた 〇 はな 晴 だ。 享 室の 中には、 蟹の 光の や 
うな 適 巧燈が 唯一 0。 時々 機 閱苹の 煙突が 吐き おす 火の 扮が化 火の やうに 明るい。 

-國巧 方面の ダイヤが お化して ゐ るの わ、 巧 革の 進行が 態が 段々 不規則 じな つて 巧る。 少し 巧つ て 
は 止まり、 少し 進んで はまた 止まる。 荒野の 中で 長く 停 草して ゐ たりす る。 午後 九 時 頃、 眞晴な 巧 
ザ 巧ら しい 所に 止まる。 を 掌が 巧て、 こ、 で 皆 降りる の だと 言 ふ。 巧けば、 こ、 が 國お瞬 ベント ハ 
イムな の だ。 二 時間の 延着で ある。 ホ ー ム やを 札 口 じは、 多 おの 瘡兵や 函境裝 察 お 具 ザを 戒の 眼を 
錠く 光らせて ゐ るが、 幸 ひ 愤單な 取調べを をけ ただけ で ホテルに 入る ことが お來 た。 荷物を 室に 置 
くと 早速 巧 おに 降りて 來 て、 そこに ゐる 主人 やおに 話し掛ける 。世間話に ことょせて 何 おな くを々 
のこと を郎 いて ゐ たが、 こいつが お臭いと 既ん だか、 二人とも 段々 お 寄を お ホに する やうに なつて 
巧た 〇 スパイ 巧 ひに されて はかなは ないから、 い、 加が で 切 上け て 塞に 絲 る。 睛义 をを 上け て べん 
リ y ま 局に 语 おを 巧け、 巧 巧への 打電を 依賴 したを、 表へ 巧る。 

何とい ふ 巧さガ 。弦の 上の 暗 巧で ある 上、 完を なな 火を 勃な 3 で、 巧 一巧 夭 地の 閒 、光一す ぢ すら 
おい。 こ乂 な' 招 さが 一陪 この 世の中 じある のかと おふか だ C 



人口 ー ニモの 小さい 巧、 その 眞 やに カフ* 1 が一 巧 ある。 ドアを 排 して 中へは いると、 兵隊と ± 地 
の おで 巧 及で ある。 腺 やかな 音楽に 合せて 阮〇巧 クてゐ る。 ドイツ人は 自 固の 軍備と 戰岡 力に 充分 
の 自信を 持つ てゐ るから、 こんな 國 境の 巧に がいて すら、 巧の 不安 も膀ぜ ずを 奢いて 生活を 輿 しん 
でゐ るので あらぅ。 けれども、 この 兵孩 たち も あすは 載 擦へ 向は わぶなら ぬ 身 かも 知れない の だ。 

ヵフ* 1 を 出て ホテルに 歸る途 すがら、 おはいつ の昭 にか、 日本で なの-つたた 巧駭 「区 填の 叫」 
を 口吟んで ゐ た。 

二祕密 おを の 監視 

、• * 

十一 巧 十一 二日 (巧 席-) を後靖 • 

ドイツ ダ 巧みす をの 续 壁と 呼 魂す る 「西の 壁」 ジ ー クフ リ ー ト叟塞 線は、 この ベント (イム 附近 
まで 延びて 來てゐ るので、 おは 國巧 におつ て 巧へ 下つ て 巧きたい とぶ ひ、 ホテルから 自動 単を 注文 
させた ところ、 タッタ ーな しかない タ クシ ー が生悅 な 階で 動けない と 言 ふ。 ほんた ぅの 故睹 か、 そ 
れ ともなの い、 巧 巧な のかなら ねが、 兜 じ 角、 自動 單が なければ 化 方がない、 巧卑に 飛つ て 巧 ホち 
巧 じ 在る 図 境の 小け エル テンへ. 间 ふ。 エル テンは ドイツ 領 がな も 深く オラン グ巧 にお 入つ てゐ るな 
みの 尖昭に 位ず るを' 要 おむ 按お である。 アムステルダムまで 僅か 九十 巧たら ず だ。 

ニニ 九 
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巧亭ボ 東方 ミ* ン スタ ー 巿へ向 ふを 中、 革 窓から 叟義線 3 】 部 ザ 見える が、 この 方面は 對 ホ査傳 
のた め も あつて か、 人に 見せる やうに 造つ て あるので、 格別 輿 味を 惹 くやうな 巧 も 無い。 ミ ユンス 
夕 I はるい ヵトリックの ザ 巧で、. 落 著いた 感じの する 大を 町で あるが、 今は 巧 全 おが 灰綠 をの 覃腮 
で 埋ま 〇てゐ てを のがは 更に 無い。 軍部 だ。 ミユン スタ ー から 更に 南下して ユッ センの 北部を 通る 
と、 この 邊 はさす が ドィツの む臟 部と も 言 ふべき 重工業の 中 也 地 だけに、 巧 空 施設が 水 も 漏らさね 
程 巧 届いて ゐる のが 卑 おからで もがる 〇 ' こ、 は、 ドィツが をの 科を 的 設備の 巧 力を 誇る 西部 巧 空地 
帶の をを にあす るので ある。 市の 周 固には、 大きな 巧を 紀ん で蔚が 抱を 捉 付けて あつたり、 又は、 
主を 大きく 盛り上げて 商 角砲陳 地を 築いて ゐ る。 聽音 おがの 兵隊は 一刻 もを を 離せない が、 他の 兵 
除は かなり 退屈ら しく、 巧 辛の 中から 手を 振れば、 向 ふ も 喜んで 手を おつて 答へ る。 胸に 择 した 花 
を 巧な つて 単 窓から 投 ける 女學生 もゐ る。 どうせ 屆 きは しないの だが、 兵 際 もこれ をを 止める 巧な 
をして 笑 ひ 興じて ゐ る。 巧 笑まし い 情景 だ。 ' 
陽が 西へ 傾き 始める 頃 巧卑は 私の 目的地へ お々 近附 いて 巧つ たが、 おの 坐つて ゐる革 室に おを だ 
とか列单5^£^^の戰時焉設婦等が用ら無いのに廚に來たり、耶きに來たりする。さてはをおしてるな！ 
とは 思つ たが、 私は をの 時は が別氣 にもな めずに ゐた 。エル テンの 一 0 手前の 驛 エン メリ ッヒに 著 
くと、 汽巧 はこ- •で 止を つて、 これょり ホへは 自動 寧で 巧く ょゎ ほかに 途ボ おいとい ふ。 仕方なく 



下を ずると、 ホ— ムに ゲシュ タブ ポ (國な 祕密蒋 察) が巧艰 つて ゐ て、 乘 をを】 人 一人 檢杳 して ゐ 
る。 おも おを してを の 前まで 巧く と、 了 巧を の 時、 ゲシュ タッポ が 他へ 注意を 巧け てゐ て、 その 横 
に 少し 旗 ザ お 來 た。 おはこれ 幸 ひと 彼の 橫を薰 早くす りが けて 改札口へ おけ 降 ゎると、 改札な も默 
つて 切符を をな つて くれた。 しめた！ とば かり 爵の轉 內を熙 けがけ て 道路へ m て、 自動を 屋の 方向 
へ 大急ぎで ホいて 巧つ てると、 もの、 百 米 も 來た頃 だら う。 巧 後から 「止まれ！」 と 呼 止められた。 
振 ゎ 向く と、 ゲシュ タブ ポが 自轉 苹に乘 つて 追 おけて 巧て ゐ たの 巧。 巧 事 休す 一 

彼は おの あ 券を 取り上げて、 巧 おせ 所まで 同 巧を 求めた。 仕方なく なに 隨 いて 巧く と、 途中で、 
さつきの 車を や看津 綺が步 いて 來 るのに 巧を ふ。 さて じこの 連中 ポ巧吿 した ナ！ と氣ボ 付く と、 
おはず むか {となが なつて 巧て、 すれ違 ふ時默 つて 腕み せけて やる と、 向ム でも ばつの おさうな 
巧を して ゐた 。しかし、 なは をれ なか、 巧め てが 辭 であり 巧た。 とい ふのは 自 みは スパィで も 何で 
ら なく、 がか も おしいと ころが おい。 をれ じ 新聞 おを にを つては、 つかまつ たとい ふその 事ボ 、旣 
に】 つの ニュ I ス になる、 この ホ どんな 凤 になる 巧ら うか？ とい ふ 巧 ホが 巧いて 巧た からで ある 0 

一二 盟邦 記 著への お 息 

巧埼い 屯所では、 巧づ おの 旅け 目のを な 問され た。 おはこ こぞと ばかり、 t . 巧な、 世が 中 じドィ 
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ツに 開す る 逆を ながな 沒 して ゐ る。 今 巧の オランダ 侵入 說 等ら をの 一つ だ。 自分は、 ドイツと ちが 
開な にみ る 中な 巧の 新 問 記を として 巧 巧を 關 窺し、 正確な 講 'がを 報道して デマ •ニュ ー スを份 おす 
るのは、 自分の 爲 すべき おお だと 信じる。 巧に、 君は 胸に 緒 お 章を がけて ゐる 。をは ドイツ人の 中 
でも、 特に 遵拔 された 祕巧お 察で 低いて ゐる 生粹の ドイツ人 だ。 君の 脚に もし；^ いか V のを 巧 也が 
在るならば、 母に 自分を 採 放す る だけでなく、 巧ろ 授 助して くれる のこを 職務に あ貿な 所な では あ 
るまい わ！ しから、 今や、 一刻の 链 がらを されない。 自分は 直ぐに も 質 地 調杳に 赴かなければ な 
ら ない。 どうか、 巧け て 巧く ことを ホして いた ♦、.またい」 と 必死にな つて 搜 々親き 立てた。 なは 巧 
くな 組を して 考 へて 〇 たが、 「宜しい、 友邦 日本の 記を として、 今 同は 特別の な 計 ひを して 上げょ 
う。 その 代ゎ、 をの 行動は 完全に が 察の 監哲 下に 置かれる ものと を 知され たい」 と晉〇 て、 巧く 宙 
化して くれる こと、 なつた。 おは 一生 强命 だ。 なは なほ も ホ 下つ て、 「さう 分つ て くれたなら、 こ 
の 上 更に 力を 豬 していた きたい。 こ、 は 未 おの ± 袖で 、巧の 樣子 もょ く 判らない 。どうか エル チ 
ン までの 自動 辛々 が旋 していた できたい」 と 頸み 込んだ。 ゲシュ タブ ボの錄 おだから 自が辛 も 直ぐ 
じ來 て、 おは ホッ とした 氣 持で 因 境への 道を ないだ ので あつた。 の セ 巧で 巧简図 巧に 達し、 自動 專 
は 固ぶ 巧に 巧つて をる。 ゆるやか じ 巧れ てゐ る】 つの 小川、 それが 國巧 だ。 小川の 向 ふで 羊が が；；, 
かにを を おごて ゐる のが、 をぐ 目と みの 阳 にぶえ る。 陽は もうがん でゐ るが、 夕诗 をの 基のを ボリ 



巧に 陕 じて、 巧く 金 おを 巧いた やぅ だ。 巧 かで ある。 意 ホな ほどな かで ある。 ゲシュ タブ ボの 巧ぶ 
なお 放から、 洒境絲 に巧當 緊張した を 気を ななして ゐ たおは、 巧ろ 超い ち涅 をぶ じた 位で ある。 

エル テンに をいて 早楚を おに お 頭す ると、 軍用 宿舍じ 巧る ことを 巧を される。 小 巧い をの 上ガ。 
あてが はれた 室で § を莖理 して ゐ ると、 また ゲシ * タソポ がは いつて 來 て、 殺 掘り 葉 掘り 審巧さ 
れ る。 ドイツ語の 會話練 おのつ もりで、 快く】々 お 答ず る。 半時 閒 化の 後、 「今 巧は 外 巧な 续 止す 
る」 と言殘 して おて 巧く。 . 

タタを とる ため 食 壁へ 降りて 巧く と、 將校や 下 丈 宫等ブ 大勢を 卓 12 ついて ゐる 。譯 人な どこの 图 
でも、 やる 事 話ず 事 ダ 簡明 直截で 氣持ボ をい。 直ぐにを と 友 巧ち になつ てし まつた。 今. 巧は おが 酒 
を 振舞つ て、 大いに 談じ合 ふこと にず る。 ドイツの 軍人は 特に 酒に 强い 。たてつ，、 けにかん では 蘇 
静跃發 だ。 一人の 威勢の いい 少尉が、 「日本は ずるい」 と 言つ て おに 喧 つて か、 つて 巧る。 「日本は 
なぜ 今、 極 巧で 芙 図と 戰 はない のか？ なぜ 香港を あらない のか？ なぜ 新嘉 巧を なめない のか？ 
白々 たちは、 日本 ザ 今 極東で 英 國と戰 つて、 英國を 巧 後から 脅して くれる ことを 期待して ゐ るの だ。 
口 本の 側面を 巧々 待つ てゐ 私の だ。 口 本は ドイツと な 力して 巧园 をが み投 ちに する 氣 はない のか？」 
とを みかけて 來る 。「そんな 得手勝手な 蔚誦 はない」 とおが 强く反 政ず る。 皆、 口を 揃へ て、 「なぜ 
日本は 早く ソゲ ィ H 1 卜蹄 巧と 不可 11:^ 約を 結ばない のか？」 と 集中が おを おせて 來 る。 …… 蘇 論 
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一巧！！ 

じ 巧れ ると、 わを ひに 自國の 巧 豁を歌 ひを ふ 。ドィツの 巧 歌を 合唱す る〇し かし、 をと ひどん なに 
醉 つて ゐて も、 どんなに 騒いで ゐても ラ ザ オのニ ュ—ス な 送が 始まる と、 急じシ ー ン として 謹 おす 
るのに はお、 むした。 をれ ほど 時局が 重大な の だ。 

がは 今 巧、 特に 軍の が 意で 軍用 電話を 使用 させて 巧 ひ、 東 巧へ 打電す る こと ポ巧來 た。 側で お 除 
が おいて ゐ るの だが、 日本語 だから 皆目 判らない。 しみ^ 日本語のを お ホを 麽 じる。 

巧 軍 駭內の 晒 會政巧 
十】 巧 十四日 (火 曙) 晴後さ 

巧 起きて をの ヵ ー テンを 則く と、 西南の 方に ラィン 巧が 洋 々とがれて ゐ るの ザ 見ぇる。 巧 場は が 
して ゐ るが、 巧が 相を におい。 西部 固 境は 現在 雨と 霧のを 節で ぁゎ、 從〇て 西が 戰 巧で も活張 なお 

專巧動 ザ巧來 ない と いふことをべ ル リ ンで巧いてゐたが、 巧地に觀てかが^5いとょ<巧巧する 

ことが 化來 た。 南の 方は もつ と 巧が 夕 くて 天 おが 惡 いとい ふから、 西が 联 線の 展养 して ゐ るの も お 
理 はない 0 

巧を の 巧、 兵 煤が 「この 日本人に 巧を 冗つ 御馨 しろ」 と 給仕に 命じる。 なは そを に 巧 山を ベ 
られ ないから、 二つ だけ 食べる と、 「我々 は澤 山が ふ 持つ てゐ るの だから、 五つ 位を ベて く と 




をが さかんに 勸 .め 立。 こ ルぶ ぶず しも 宣海 
だけでは ない。 軍の 兵站部は を 料 おが 巧 制 
をの 巧 ホに 在る ので、 璧ぎ にを おおを 入を 
する ことが S 來 るので ある。 巧 類も豐 富で、 
きの ふの 夕食に 巧され た ビフテキ など、 お 
には 戰爭勃 巧な 來 初めて 巧 ふ 家 華な もので 
あつた。 が 巧の 世 ホ 大戰 末期に がいて は、 
軍换內 兵卒の 不 滿巧發 からを にを 西 的 f 
が 起つ たので、 今 罔は その 敬を おむまい と、 
軍當 局は 兵が を 倦ませな いために 一 i 命 
である。 ぶな も 充分に まを する し、 且つ 上 
は大將 から 下は 一 兵卒に 至る まで、 を 部 同 
一の ちを である。 また 長く 巧壞 巧に 留め お 
くと 兵 陳のお f 辟が するとい ふので、 お 
ぇず 交替に 休暇を おへて 绩休 させて & る。 

一巧 k 
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一四 わ 

しかし、 何しろ 二ち 巧- 上の 大世帶 なので、 绿ホ みのを もを たを 方 もな く 多い。 そこで 瑰な 巧が！# 
線 方面では、 「歸休 兵 列を」 なる ものを 特別に 仕立て、 、巧が 兵を 故 巧に 送り 屑け るの じ大 をで あ 
る〇と ころが 面白い ことに、 す踩 巧の 給 まが 庭い もの だから、 自 みのをへ 巧ち 爵 つても、 めしが を 
づく なじられ、 また 直ぐ 兵 營へ爵 りたがる 兵豫 ボタい とい ふ。 軍 踩內の 「社を 政策」 こそ、 ドィツ 
じがいて 刻下を も 興味深い 研究題目 であら ク。 

ホ 巧の 大酒を の お 度で ぞ 人たち とスブ カリ 巧 致け たちだち になつ てし まひ、 皆い ろ*^ 親切に 化 
話を 燒 いて くれる。 一 化を 大尉が おを 巧蘭园 境まで 棠內 して 赏地檢 々を させて くれる とい ふので、 
巧の 自動 革で 宿舍 をが おする。 团 境の 巧 開で 案內の 大廚が オランダ 宫 葱に 專 情々 說巧 すると •「モ 
んな デマが 世 ホに 流布され る ことは、 オランダ じな つても 大きな 不利を だ。 どぅか 詳細に 調查 して 
いたできたい」 とい ふ 返を、 おは 查證 おし じ 特に オラン グ領 巧には いる ことを 許された。 しかし、 
オ クンダな 巧には 何の 異がも 無い。 步巧ボ 退 巧 さぅな がを して ポン ヤリ 立つ てゐ る。 续 巧に 晚が① 
場 光が や はら かい。 

用 固 稅朗の 前に トラ ブクジ 列を なして 並らん でゐ る。 巧る 苹 には、 魏がボ 出 ど 巧んで ある。 他の 
単には、 なが キユ！ ネ * 1 詰 込まれて ゐる 。皆、 オランダから ドィツに 溃 入され るを おな なの 巧 0 
をた この おお G - おには、 頻 M 連 おの 按 おが あゎ、 長い 長いが か 巧を がさかん に 西へ 巧つ て ホる。 供 



こ 5 る巧铺 をに 間く と、 その 貨ザ こは ドイツの 巧 巧 ザ铺截 しでみ る さう 巧。 オラン グ词 巧に 「巧 入」 
して ゐ るのは、 理 おでに なくて 石 巧な G である。 をして 活潑な 物々 § が 巧 なれて ゐ るの だ。 お ザ、 
獨 軍の オランダ 侵入 晚 はを が事货 無根で ある ことを 確 黙した」 旨證 昔す ると、 「一刻も早く 巧语す 
る 必妥が あるなら、 實 ちじち 用 お 話を 巧 巧な てす る、 その 化 どんな 便宜で も 計ら ふから」 と、 今を 
は ドイツ 側から 销 化する 始末 .…； ドイツ ザ 如何に 世 ホち 諭を 氣に かけて ゐ るかよ く 判る やうな 氣ジ 
した。 おはこ、 で、 國 巧の 巧が を寫 巧に 巧つ て 冠きたい と あつたが、 ベルリンを 巧壞 ずる 時、 今を 
の お 巧は、 どうせつ かをるに 違 ひない から、 寫巧携 など 持つ てろ て、 巧つ ていろ {誤解を 超させ 
ては 1 と考 へて、 寫眞 機は わざと 巧 巧して 來 なかつ たので、 巧 念ながら どうに もなら ない。 節め 
る 0 

ちに 今日は 巧 白 国境線まで 南下、 ドイツ 哥 大本を が 設置され てゐ ると けされる ア ー ヘンへ 頭を む 
ベく 欠 也す る。 エン メリ ッヒ より ケルン 巧の 急れ じ乘 る。 ケルン ー巧は 軍の 巧 動が 實に さかんで、 
物々 しい 空氣 がをおして ゐ る。 ちよつ と 大きい 工場な どには お、 「われ 等斷 じて 屈 照せ ず」 とか、 
「巧な は 巧 利々 をむ J とかい ふ 戰巧ス n 1 ガンボ 大きく 貼り 助され てゐ る。 巧いた ことには、 かの 有 
をな ケルン 大寺辟 —— ゴシック まの 歴史的 捷築物 じら ホ、 この スロ ー ガンボ 攝 々しく おつて ある こ 
とだ。 おれな ぶを 巧へ る。 

一田ん 


1 巧 八 

お 陣中 風景 

この 邊は 第二 線 Q 芝 か、 糞 Q をい Q ポ曼 つ。 なは ヶルン？ て ヘン S 汽 辛を 待つ てゐ 
る 間、 「おぢ いさん 中段」 とで もげびたい やうな】 像に 化を つた。 なは 昨年、 上 おや 南京で も 相を 年 
巧の お换を 見掛けた が、 これは それ どころではない 。この 中隊の】 人に 話し掛け ると、 自分は 八月 末 
に 巧 巧が 生れて、 「たうとう 年寄の 仲間には いつたな 一」 と考 へて ゐる ひま も 無く 召集され たの だと 
言 ふ。 人の 良さ さうな この おつさん は、 巧 中から 初孫の 寫 度を 大事 さう に 取 巧して 見せて くれたが、 
まる-^ と 太つ た 可 巧い いちの 兒 であつ た。 

をのう ちに、 この！！ 頭で】 つの 小事 件ボ持 上つ た〇 上品な 身なりを した 一人の 母親 ボー こつ 位の 可 
巧い い 娘の 手を 引いて 「おぢ いさん 中 疑」 の 前を 通らう とする ち 一人の み隊が ィキ ナリ その子 供 
を 抱き あげてし まつた。 そして 巧ず りしながら、 「お、 可を いいお 壤 さんだ！ 歲 はいくつ？ お 
庭さん の 名前は 7 ンナ いふの ぢ やない？ いやきつ と 7 ンナ JJ いふに まひない！」 などと 夢中に 
なつて 叫ぶ G ち さつと 急 li 自分 G 絮 二と 煮 ひ 芒た Li 達 ひない。 彼 墓は 二 G わ f んに似 
てゐ るの 巧〇を して、 名は アンナと いふの だ ！ おは 巧う 想像した。 巧巧自 々の 姑を 橫 なり されて 
ムブ としたら しい おお も、 を おがが つたので あらう、 同情 保い 目れ をして このが ちしい 南 育を 化む 



てゐ る。 おは 何 か 脚 じこみ 上け て來る もの々 巧 じて、 を 0 と 腐を 巧いた。 

ケルンから T 1 ヘン 巧の 巧 単じ乘 る。 他の 乘 をが 皆、 ジ U {猜疑の 眼を なつて おを 見る のは 餘 
りお かで ない。 日本から 巧つ て 來セか 国人で、 日本で スパイ 扱 ひに された と 苦情を 漏らす 者が ゐる 
ポ 、なるほど 愉快では なかつ たらう と、 今、 白みの 身に 引き 較べて 同情が 湧く。 

ケルンを 巧て 小 ザ 時間、 ザュ ー レンの 近くで ドイツを 新 銳戰鬧 巧 メッナ ー シュミ ブト 第 百 十號ダ 
十 機 編 除で ちの やうに 西方へ 號び まるのを 見る。 ア ー ヘンに 着いた 時は、 日は もう とつぷり と 暮れ 
てゐ た。 瘡兵や ゲシュ タッポ のを 戒ボ 相變 らず嚴 重を 極めて ゐ るが、 幸 ひ 瞬の 轉內 は燈火 管制で 暗 
い。 なる だけ 隅へ 隅へ と 暗い 所を 選んで ホき、 をに 今度は つかまらずに ホテル •ク ヴ* ッ レン ホ ー 
フに 辿り着く ことが 出來 た。 ホテルに さへは いれば、 旣成事 黄を 主張して 何とか 追拂 はれずに 巧む 
とい ム おがして 一巧む だ。 早速 ホテルから 當 地方が 大の 新聞、 ナチ 黨機關 紙 ゥェスト ドイッチ ャ 1 
べオ ー バ ハタ！ の 編错 局に 電 おを 掛けて 貨 つて、 主筆に を 見を を 込む。 較ぐ來 て くれと 言 ふので、 
お掛けて 巧つ て、 主筆 マラング レ 氏と いろ < 話しを ふ。 泣り 一遍の 怠 見し か 述べない ので、 堂 か 
ガッ カリす る。 しかし、 これは 望 わ 方が 無理 だ。 

-巧 を ホく。 お 火 管制の 巧 暗な 中 にも拘らず、 獲し い 兵隊が 洪水 じが 流された やうに ホいて ゐ る。 
理を 巧には いる。 おを はを 部 兵隊た。 巧理 店を 恥く。 こ、 も お 較で滿 お だ。 どこへ 行 つても おお 一 

1 M 化 


一 五 o 

兵隊！ 兵隊！ である。 この ア ー ヘンに、 ュュ プレン スと いふ 人口 十 セ 萬の 巿 には か骑 ないやう 
な レス トランボ ある。 試みには いつて 見る と、 こ、 る 軍人で 一 ぱい だ C しかも、 円本なら ならく 脂 
校 だけし かはいらない ところ だら うが、 こ、 でに 將校 だけでなく、 一巧の お 隊が淺 山は いつて ゐる〇 
また、 他の諸都市では、 ヵフょ 一やバ，などは大巧十二時か一時が看なでるるボ、 こ、は特に11時 
をで 許されて ゐる とい ふので、 東京へ 语教を 巧つ た 後、 この 巧で 一を 大きい ヵフ 1 1 へ 巧つ て 見る 0 
こ、 ァ ー ヘンは 西部 戰 線の 黄 一線に 屢 する ので、】 齒に 若い 元気な 兵睽ボ 多い が、 をの 連中が それ 
ぞれ ホち 達を 同 粋して 巧て おかさう に 踊つ てゐ る。 ドィツは 今、 を さしく 「兵隊の 天 同」 かも かれ 
ない。 

六ジ I クフ ブ ー ト據 I 
十】 巧 十 冗 日 (か 罹) まを 晴 . 

今 ほは いょ-^ 「酉の 壁」 ジ ー クフ リ ー ト線を 視察す る 日 だ。 しかし、 並 大巧の ことでは 見られ 
ないだら う。 下手を IV ると つかを ツ て-一 まふ。 ベッドの-中 でら’ 朝食の 際に も、 頭の 中で いろ，-^ 
巧 戰を絲 る。 か 口は 一つ、 本む の ー ァスクを を ばせ る やうな 请 報を 打ちたい もの だ —— この ことおり 
が朗 みょ 粒して ゐ る。 
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ホテルの 达配 人に 巧ヴむ 
んで 自動 単を 一 發别谨 して 
巧 ひ、 をづ ドイツ、 ナ ラン 
ダ、 ペル ギ 1 S 因々 填 じ 右 
る 「 S 廣見峭 察」 へ 巧 ふ。 
巧を はは づれ ると、 もぅ、 
お 塞 巧設が 腿には いつて 巧 
る。 おはな め述轉 手に 音 ひ 
含め、 お 巧 や 監視 おの 立 0 
てゐる 箇所は、 巧 光を 急ぐ 


C を 盈の旅 巧を らしく おせか 

ける ため、 且つは 步巧じ 誰何す る 時 閒を與 へない ため、 全速力を なつて お超させ、 誰も ゐ ない 综巧 
はユ ，クリ と 徐行 させた 。それでも 、、皮/もじ 銃 削を 巧き つけられて 雜 何され る ことを々 だ。 

なるほど、 巧に 違は ず おおの 化 殺で ある。 野を 越え、 をを 巧え、 化を 跨いで 骑 おと 空の 彼ち へ 連な 
つて ゐるホ おは、 一插な 化な おおを 人の 的に おごせ る。 「モダンな 居の お 巧し とで もを ばぅ か。 ホつ 


一 五 二 

第一線に 幅の 巧い 鐵條 網が 布 かれ、 そのうし ろち 卞の巧 雜を潭 いて、 無數の 戰毕鹿 紫が = ョキ < 
頭を 疫 けて ゐ るが、 をの グ n テス ク さは、 宛ら 繪に 見る 赃獄 のかの 山で ある。 を も お 也 させられる 
のは ヵム フラ ー ジュの 巧が な ことで、 例へ ば、 一見を 通の 巧 おの おらし く 苗つ て ある 所が あつたが、 
がが T を そのが を 通り過ぎる、 中から】 人の 巧 駭ボ戶 を 開けて 出て 來 たのを 見る と、 巧く 勿れ、 中 
には お 股と 控 銃座が 物凄く 巧いて ゐ るでは ないか。 ト ー チヵな の 巧。 

と ある 巧は づれ のこと である。 が 巧に を既 おの ゐな いのを 幸 ひ、 草を 停めて 展 空して ゐ ると、 巧 
くで 逸んで ゐた セつ 位の 可 巧い い 子供が おの 側へ チ 3 コ<蹈 けて 來て 、いたいけ ない、 だが キヴ 
ッ パリした 口 巧で、 「こ、 はおり 見て はいけ ない 巧な の だョ〇 早く 巧つ ておくれ 3」 と 言 ふ 。こんな 
小さい 子供に も、 ジ ー クフ リ ー ト巧 をの 重 おさが おへ 込まれて ゐ るので あらう。 私は ぶは ホ！^ み 
ながら、 この 小さい 度围 をに が 意を 巧して、 直ちにを こを 立 まつた ので あつた。 

巧を の 巧 一線は 巧に 早く 巧 巧して 居り、 目下 第一 一線な 下の ザ强 工事の ため、 お 萬の 動 巧 ホ 仕* 身 
が 妻な 兼 巧の；^ ホな けて ゐ る。 まさに、 案の 始皇巧 もは だしの 大 築が である。 ここを 規 おした 日 
本の 某將星 ポロ々 巧め て 巧が して ゐ たの々 思 ひがす。 

ア ー ヘンに 引 おして 巧 享じ乘 る。 一路 ベルリンへ 歸 るの だ。 こ、 四日 問に ぶつて 巧を した S 巧 巧 
の 行程 ザ、 まるでを の やうに な ひは される。 ラィン 重工業 地稱を 通過ず る。 锭 をを つた ドィッ 兵に 


s 威され ながら、 多数の ポ！ ランド 巧 巧练が 潮で 饼 かして ゐ るの が專沒 から 巧灣 される。 がの 巧 巧 
に 坐つ を 人の 詩では、 卫 ッ七ン がな では、 捕 質が 道路工事 や 建築 工事に も動貨 されて ゐ ると いふ 0 
巧 巧 ばかりで はない、 摄練 時間な かの 兵 嫁ボ娜 やおを おひ、 度 巧の 手足を 巧 ふのに 大童のを 飼を し 
てゐ る。 錠を 執るべき 兵瞬ボ また、 錠を の 活動に 參 加して ゐ るの だ。 ドィッは 今や、 國 家紋 力を 學 
けて 戰 つて ゐ るの 巧 ザ 深い。 

お專 ベルリンに 歸 つて 來 て、 をな 省で か 人 おを の 同 巧たち に 巧す と、 「許可 證 無しに 行ける 笞が 
ない」 と官 つて、 なか < ほんた ぅにし ない。 お 自身は、 さして 宫隐ガ とも 感じな かつた ので ホる 
が、 そ乂 なに 危晚な 巧 巧 だつ たので あらぅ か？ ベ ー マ ー ル國 新聞 部長は おの 爲を 叩きながら ぞ〇 
た —— 

「日本の 新聞記者に はわる いわが ゐ る。 今を、 君を 烏が おの 注 怠 人物と する！」 

(巧 お 一四、 二、 一 一呂) 


-さコ 



一 乃し 


ベルリン 日 訝抄 


冗 巧 十日 (金 巧 日) 

蟲が 知らせた のか もノれ ない … .： ーハ诗 二' ぶづ トク 错 かて、 鬼づ词 二 巧で をみ て卜 子っ ちな 一 ぱ 

いじ お 娘の 泡を こすりつけた 時で ゐゾ た。 巧 か、 ヶタ、 マシ ィ语 話の ベル。 巧を かとぶ つてを 話 端 

に 飛びつ くと、 を 化 おの 非常 招集！ リブ ベント 《 ップ かがが 重大 戟 明を 诞 表すろ から、 巧 時阳卜 

みまて に かお おじ 鼓つ て もら ひたい とい ふ。 時が をを る とちやぅ ど 六 時半、 あと 十み しかな 

> 〇 

倭の 卑 は、 約 一巧 離れた ガ ラ— •チに 巧け てあつた 。毎朝 八 時に 象の 前まで 持つ て來る ことにな つ 
てゐ る。 持つ て 巧る まで 巧 0 ては 居られない。 ずぐ ガ ラ； •チ じ 竜 話を かける と、 か い 誰ち ゐな 
い。 もぅ、 自 をで 巧け つける ほかにて けたい t 大 なぎで なの 石が おを 落ず と、 おも 洗は ず、 む も お 
かずかへ 巧び がす。 


ク 


IK しく 巧 速つ たを だ〇 朝の ホ線ボ 、巧な 樹 の鈴辣 に、 うづく やうな 綠 をに 銳く反 がして ゐ る。 巧 
け i おけた。 一を 底 命に 码 けた。 しま ひには、 上衣を 脫 いで 职 けた。 息せ ぎ 切つ て 単に 飛 梨り、 ハン 
ドルを 提 t ) と、 一円 おに か 誘 省へ！々 通 規別も 巧 も あつた もの ぢク ない C 夕义點 でも スピ I ド々 
装め ず、 强引じ 巧つ きつて をる。 ほかの 自利-峰は、 この 權 幕に 恐み たか、 向 ふの 方で 巧ょ けて 捏し 
て くれる。 ティ ー ァガん テン 適に 巧る 急々 1 ヴ では、 惰 勢の ためじ 苹が 横つ 號ぴに 飛んで、 朝の 帯 
ホの 老 海人を あと 一寸で ひき 巧，) さう になる。 速を 計を チ ラブと 見る と、 針は 百 巧！ 巿內の 制 股 
速力の 十 巧を 二倍な 上 も 越して ゐ る。 …… 外務省の 前に 単を 巧々 て 時計を 見る と、 六 時 互 十々、 も 
うを 刻を 十々 適ぎ てゐ る。 急いで 二階のを 見 室へ と昭け 上る。 

室には いると、 もうかれ これ 二十 人 ばかり 集つ てゐ る。 皆、 股 さうな 睡れげ つたい 眼つ きをして 
ゐ る。 先 づ索毕 く 集つ て ゐるお 觸れを 見 わたす と、 AP の 0 ブホナ ー 初め 米 國入六 セを、 イ タリ！ 

人 一一 一四 名、 日本人 二を、 ほかに ハン ガリ I 、 ル ー マ* ァ など 小满の 記を ボー 人位 づつ この 瞬間、 

巧は 「ャッ タナ！ J と 直 おしを。 白 蘭 進入 だ！ ベルリンに 二」 名； W 上 も 駐在して ゐる ベル ギ ー、 
オランダの 記を が 一人 もゐ ない のが 何ょりの 證據ガ 。もう、 興 ふ お 地は ない 〇 早速 デン マ ー クの記 
をを お まへ て、 いきなり 「抵抗は 强 いやう か 本？」 と 姑く と、 「まだ 何も 剌ら ない」 とい ふ あ舉〇 
「ドイツの お設 する 中な 図が、 また 二つ ばかり 植ぇ たれ」 と宮 ふと、 がは、 ーヶ月 前の 採 刻な が检 

】 五 五 


t 


一ち か 

を 思 ひ 財して か、 た 微笑して すを ず ほめる 0 

セ 時半に なつても、 か 巧は まだ あら はれない 。巧 そろ^-- ジリ^ してく る。 とにかく この間に 
童 急報を 一本 飛ばさう とい ふこと になり、 寧を 支局へ 走らせる。 タイプを 叩きながら、 もうと つく 
の 昔に ユ * la 1 ク から フラッシュが 飛んで、 a 本では 事淸が 詳細に 判つ てゐ るの かと あ ふと、 何 
巧 かば か-'--- しくな つてく る。 语報用 巧を DNB 通信社の 程 信 室に 持つ て 巧く と、 常 直の オペ レ I 
タ ー ザ、 こんな 早くから 何の 至急 報 かとい ふやうな 顏 をして ゐ る。 まだ 何も 知らない のかと 思 ふと 
おの 毒になる。 しかし、 說 巧して やつて ゐる餘 巧は ない。 大急ぎで か務 省へ 引返した が、 まだ か 巧 
は 來てゐ ない。 けれども、 紀を围 は 旣に丑 十を 近く 輿つ て 居り、 それぞれ 倩 執を 持 まつて は、 あ、 
でもない、 かう でもない と 屈いで ゐる 。中には、 「もう オランダ 首府へ I グが 占領され たさう ガ しと 
ぶ もらしい お々 して ゐ るの も ある。 「巧に 敎干 名のを 下を 部 おが 白 巧 兩因內 に 著 盛した さう だ」 1 
かう 言 ふのは 米 因が をで ある。 さすがに 巧が 早い。 

待つ こと 一時間 半、 八 時半に なつて 渐 く、 リッペ ント B ブプか 巧が をを 現は す。 黑‘の ネクタイ、 
巧な 色の 制賊に ナナス 名！ 負を と 錢十ホ 章な が 用、 蛇 巧 不足の ため かお 色は 幾分を ざめ てゐ るが、 
.口許に 微笑、 >. がべ、 眼は 底 なれね 巧驳に 巧いて ゐ る。 

「ドイツ 政府は 巧に 早くから 英約お 巧の お爭政 巧の 巧 おがを 巧に あるかを ょく 知つ てゐ た 。 ..：； J 


と 口を 切つ セ 外相は、 一語々々 力强 く、 對白蹲 兩國政 おち 會を 巧み あける。 か 巧の 演說 は、 大 をの 
お 力に 乏しく、 みして うまい とは 官 はれない ポ 、かう してみ 交が 文菩 等を 萌讀 する おになる と、 裝 
にが 錫 あり、 調子に 驳 りが あつて、 なか < 堂に入つ たもので ある。 

俟 はか 巧の 巧 向 ひに 坐つ て 巧を がけて ゐる うちに、 巧と もしれ ね 載 おがを 身を つ、 んで くるのを 
をぇ た。 也 腐に がみる やうな 感じ だ。 ま 年の 九月 一日な 來 この 戰 争を 理 つて ゐ たな 裝のヴ H 1 ルが 
が がれて、 いょ {その ぞ粧ボ 露呈され るに 至つ たので ある。 英 獨腐裙 鹿を りめ 巧 固が 閒始 された 
ので ある。 たうとう、 大戰の 本格的を 階にまで 到 遠した のガ 。侯は、 今自 々の 立つ て ゐる拙 おが、 
世紀の 一大 轉挨 期に 直面して 拙と ゎして ゐ るのを、 身近に ひし < と おじた。 「歴史」 のな を < し 
い 检襄を 巧いだ。 

本 

日本の な利赖 切に おに 合ふ最 が時瞄 —— 午を 一二 時までは 、夢中に なつて タィプを 叩いた。 手が お 
れる ほど タィプを 叩いた。 仕事に】 段を がつ いて ホヴ として ゐる ところに、 一通の 軍事 郵便が 眉く 0 
親しい S 中 おわら だ。 スタンプを 見る と、 西部 段 線の どこから か、 と 日 前に 出した ものである。 ア 
ドレスと しては、 いつもの 通ゎ、 一 五 四の セ C とい ふ おが 獻な扱 宇が 並んで & る だけ だ。 巧を にに、 
お氣 のい、 をり をで みの やうに 奪いて をる。 

】 五 セ 


「哀 らく 巧無沙 ホして すまな かつた。 おのが 域 部隊が また < 移動した ので、 便りを する i ょ 、去が 
なか 0 たの だ。 僕 等は かお、 這 大な務 についた C 
僕は らう 恐らく、 生きて おる ことは あるを い。 しかし、 僕が 姐 段の ために 一 输を捧 けた 場を に 
も、 ホして 悲しんで なぞ くれるな。 男と してなら 誇らしい 巧を 神から おけられ たの だから …… 」 
侯は、 この 文 巧を 訝んで、 今 さつき 巧つ た 電報 —— ヒット ラ— 総統の 「西部が 線の 兵に 吿 ぐ」 を 
な ひ 化した。 それは、 言々 お々 火を 吐く やうな 文す で遵 ねられて 居り、 

「今やみ 着の が 松は 至れり。 ドイツ 民族 千年の 遇 命 この 一 載に みず 〇 われ 等を する 子 巧の ため 巧 
ひ 巧かん！」 

と 結 叫した 歷史 めを 文で ある。 總 綺の烈 々たるみ 意は、 全 将兵の 陶隐に 約 火を が やし、 今や、 ド 
イツ 大 軍の 壬氣は 大いに 措つ てゐ る。 この 丈 氣の岛 操は、 我々 の 寧ろを かとする ほどで ある。 聯合 
軍の 空氣は ペル リンでは おる 由 もない が、 しかし、 この ドイツ お古の 击 なは、 巧ら く 聯合す におし 
て 巧 神 的 ほ 勢を かち 得る に 足る であらう。 ドイツの 兵隊は、 いざ 培を 碟と なると、 インス ピレ ー シ • 
ンを 得た やうに おくなる 。このげ なを 吞 みこんで ゐるヒ ，トラ ー 總 がは、 またを 大 なお おとい ふべ 


巧 十一 诗 過ぎに なつて 潮くな 逢に つく。 冷 中 フ* ミナ (キャパ レ I ) の 前を 通り、 ぶい 中の 哥な 
をな つてみ たくな つたので、 草を なめて 中にはい る C :: 何とい ふさ 巧れ 方ゴ！ ベルリン 巧 一を 
誇る ままな 大巧 間 ザ、 まるで 巧 半の 键乳涧 みたい に 叙が として ゐ る。 今 巧から ダン スガ 神を 巧に な 
つた さう で、 辖 一人 踊つ てゐ ない。 こちらの 盛り場は ダンスで もつ て ゐる〇 ダンス わつ ての 盛〇结 
巧〇日 本の やう 二のを 半の 淺酌 值唱 とい ふ 狸い 趣 巧の ない こちらでは、 ダンス ザ缺 ける と、 急に ひ 
どく さびれて 見える。 

給 化に、 「どうだい、 西部を 塔は？」 と赃ホ 引く と、 ペル モットを つぎながら、 「いょ {巧 固と 
正面 切つ て 巧 ふの だから、 大變 です ょ」 と 言 ふ。 この 男は 五 度 だ。 美 國に對 する 强 がりを 巧 語ず る 
まとても、 巧國巧 倒の 困難 さを 知つ てゐる ことは、 この 男と 同樣 である。 ドイツは、 今まで】 おも 
大帝 西を 抑へ たこと がない。 それだけに、 英 國じ對 して 本能 的に 一目を 還いて ゐる ことは、 前駐损 
巧國 大使へ ング 1ブン 巧の いみ じく も 巧 摘して ゐる 通ゎで ある。 

その 曰 下 開山ち 國じ おして、 ドイツは ず、 死物 狂 ひに 巧つ か、 つて 巧つ てゐ るの だ。 その 氣视 は、 
その ホ 意は、 ま请な 眉間に 現れて ゐ る。 ドイツ 凶 おジ巧 劍 になる の も 無理は ない。 このな 劍ぷ意 致 
ごみは、 今を こを、 老大 英國を ± 俊の そとへ 押し出す かもしれ ない。 をの 可能性が 多を にもる 。今 
をの成巧が、 百パーセントの興ホをもつて注目される巧^:^である。 


置 月 十四日 (火 巧 日) 

オランダ 巧 巧 令官を 軍に 抵抗 中止を おを。 

互 月 二十 八日 (火 巧 日) 

胺ホ 巧を すと、 錯戶を 適して さしこむ 巧の 光線 ポ 、今 3 もまを 请天 である こと々 語つ てゐ る〇コ 
1 ヒ ー を 巧' りながら 新聞に 股を 通して ゐ ると、 一つの 巧 t 货吿 がい 一い 換 のを 意を 惹 いた。 小さな つ 
つましい 巧吿 では あるが、 それは 舊皇な ウィルヘルム 中 お (幫 皇太子の 畏巧) の 取 巧を 報ずる もの 
であつ た。 

皇子 ウィルヘルムは、 わがを のを 人的 傳統 に忠 巧なる 模範的 將校 として、 祖國 のた め 
に 生き、 而 してを の 一命を 捧 けたり。 今、 底知れぬ 悲しみと 其に、 その 巧运を 送る …… 

漢は茶 巧を 登いて、 窓 硝子の そとを 眺めた 。そこには ぅつろな までに 澄な つた 五月のを ポ 、靜か 
な 巧の 呼な をして ゐた〇 僕は 更に、 オランダ、 ド ー ルンに ある 老巧 巧の 上 じ おひ々 部せ た 〇 n ン K 
ン への 轉 巧を ま 国政 巧から 勸 めら れ て、 「余の 英京に おく 時は、 わ ザ ドイツ 軍と 共に 進ち ずる 時で 
あらぅ！」 とを へたと が へられる 昭が —— ホー H ン ツ* レ ル ンみの巧巧なる逃がは、 をたこのホ、 



どの やうに 効いて 巧く ことで あらう わ？ 

觀 しく 作る 洋服の 服地 購な證 をを もら ふために、 十 I 時 頃 家を 巧て 宜傳错 へ 巧く。 巧の 室で 雜談 
して ゐ ると、 巧が、 ラザオ の巧聲 機から 「霞 鳴 吹奏 曲」 が 劇 巧と 鳴り 咨 いた。 この 雷鳴 かを おは、 
臨時 特別 三 ユ—ス の 故 送を 知らせる 前 おれで ある 。雷が 画き わたる やうな、 ま 化な 旋律 だ。 

巧を 澄ます と、 アナ ウン サ ー は、 ホづ ベル ギ I 固 王 レオポルド ニー 世が 無 化 件 降が を 申出た ことを 
装 高らかに 吿 けた 後、 語を ついで、 「我々 ドィツ 國 巧は、 わが 獨軍 のな しとげた 巧 祟に 對 し、 滿隆 
のが 熟々 痒け、 限りなき 誇りを 族 ホる ものである，- とおぶ 〇 アナウンスは 錄 いて か 奏される 西が 

「ドィッチ ラント •ユ ー ペル •アッ レス」 〇 僕が 差 出した 手を 强く渔 りおした 宜化 省の 役人は、 

「ベル ギ ー 閔 王の 態を はなか^^ 立 破 だ」 と 言 ふ。 「見た まへ、 オランダ をの 他夕 くの 園の たを は* 
を、 國± と 園 巧を 見 喪て、 蒙 虞して ゐをぢ やない か！ 若い レオ ボルドー ニ世は、 ををまで その 聞 ± 
に 培 まつて、 をの 兵卒と 共に 脚 雨の 中を くで り、 自己 I 身の まを をはから なかつ た。 をに 阵 化した 
とはい ふ もの、、 巧に 見 上け た 巧ら しい 態度 ガ OJ 

侯は 巧つ てゐ た。 をの 時、 转 の槪裡 にお、 鶴を で 見る ハムレ ブトに の 通つ た レオ ぷ ルド 岩 おの お 
が、 寂しく クロ ー ズ アップ されて ゐ た。 



11一時お、身强はあいたし、ス氛は上々なので、急に思みたつて乂しぶり二、ヮンゼーのゴルフ. 
リンクスへ おかける。 ち あ 室には いると、 おの n ッカ ー の ホ 隣り に、 新しい ネ ー ム カードが つけて 
みる。 番人の おや ぢに どこの 國の人 かと 班く と、 ドィツ人 だとい ふ。 僕は、 「これで、 たうとう 巧 
若いた 束！」 と 言つ て、 なや ぢと 一緖に 笑つ た。 その わけは かう だ —— 

俟 がま 年 この クラブに 入を」 た當 時、 溪の n ッカ ー のち 隣り には、 ボ I ランド 大 なリプ スキ ー 巧 
がるた。 をの 巧は、 ち やう ど ダンチヒ 問 巧ボ沸 おしはじめた 時で、 リプ スキ ー 大使のを ボお巧 紙上 
に 現れない 日は ない ほどで あつた。 隣り 同を の 絞 だから、 一巧は 同大 使に をつ て お 巧したい とな ひ 
ながら、 一日ら巧きあはずに過ぎてしまひ、 をのうちやがてポーランドの滅亡となつてしまつた0 
十月 ..：： 十一月 … .： 「リプ スキ I 」 とい ふ カ ー ドの 字の み、 巧い 更あ 室の 隅に 残つ て、 當 人のを は、 
永久に こ、 から 消えて しまつた ので あつた。 僕は、 ロッカ ー の 前で 服を を更 へるな に、 このうつ ろ 
なネ ー ムカ I ドを 眺めて、 時代の 潮流の なし さを 身にしみて おじる ので あつた。 

間ら なく、 この a ブカ ー に 新しい ねし がは いつた。 ノル ゥ王 1 公が 舘が 武官 ぺタ ー ソン 大巧 1 
けれどち、 巧 巧 W ノル ゥょ J 進な にょつ て、 この^も また、 すぐ 消え まらねば ならない お命じ 資 
かれた。 それは 匹 月の 中 わの こと —— 括び からにな つた 口，々 1 をぶ やゎな ザら •巧は、 「今 巧は、 


ペル ギ I かオ ラングの 武 宫ザ來 る嗎番 だネ」 と。 ブカ I の もや ぢじ 言つ て 笑つ た。 しかし > ミ あ 目. 
には、 ネお 本元の ドィツ人 ジ占 おした S で、 こ、 に、 おみの お 治 情勢と 共に、 を轉 おを ゎな かつた 

「通 命の n ツカ I 」 も、 をに 巧 息の 時を 見 巧す こと、 なつた 〇 

さて、 この！！ ツカ ー の おや ぢ は、 若い 時を フランスで 碁した とい ふだけ あグ て、 物の ちへ 方な ど 
だ ドィツ人 鹿れ して 居り、 時々 辛热 なお 巧を 吐いたり して、 なか^^ おもしろい 巧で あつた。 ゴル 
フ •クラブに 集まる を函の 政治 お •ホ タ官 •ザ 業 家な どの 話を 巧いて ゐ て、 をれ に彼獨 巧の お轉を 
かへ ておして くれる ので.、 僕に とつて はな か-'^ おもしろい、 いが 多く、 いは ゆる 「信ず y き 巧- 
で はない にしても、 確かに 毛を の變 つた ニユ ー ス •ソ '-ス の】 つで あつた。 ところが、 今 巧の 戰争 
が勃發 する や、 俄然 急轉囘 、大 の國家 主義を とな ゾて しを ひ、 口を 巧いて 出る のは 熱烈な お齒 論。 
今日 も 偏 巧な ドグマを 披り まは ずので、 ほんた うの ニユ ー スを敎 へて やる と、 か^, になつ て だ 致し 
てく る。 結 中を で n 1 ス にはて、 ワン •ラウンド のをい^ 氣 持で クラブ •(ウスへ 引き あけて ホる 
と、 待攘 へて ゐ て、 僕を 說 得しよう とを める。 うる^ おや ぢ た。 

六月 四日 (乂哩 日) 

フラン ダ ー ス 、アルトア 方面の 包 おなお おな 了、 粹お殺 鼓 百 二十 萬な 上。 

ニ ハ 3 


i 1 ハ 匹 

六ち 五日 (か嗎 日) 

早朝、 を 載 パリを めざす 新な 勢 闊始。 

六月 十日 (月昭 日) 

朝刊を 手になる や、 ィ タリ ー に 開す る 記事は ないかと、 眼を 皿の やうに して 探す。 ィ タリ ー の 多 
戦いよ < 切迫 —— とい ふ 巧 報が、 昨夜 おそく 某 方面からは いつたから である。 

本 

畫 、スペィンの アポ ガドお 特波具 C を 支那 お理 塵へ 案內 する。 

この 男は、 五月 十日 職 軍が 西部を 勢を 闊始 した 當日 、かお 省の 新曲を 見の 巧 上 庚を 見つける やい 
なや、 「筋領 を 印度に 關 して、 何 か 情報が はいつ たか？ 日本は 一 お、 お 巧 東 印 おを どうす る 0 も 
〇 か？」 と强 みかけて 教 むに 巧いた もので あつた。 彼の 考へ 方に よると、 この 経が 無二の 機^に、 
日本が 規領を 印度を をのを 配下に おめ ない とい ふことは、 およそ 想み のでき ねこと であるら しい。 
化は 親日 的で ある。 をれ だけにた た、 日本の 態度は、 まだ るつこくて 「見ち や 居られない」 らし 
い。 この やうに、 我々 のちへ 方と な 性が 的に 遠つ てゐ るから、 彼に 日本の 巧亞 なな 場を 巧 巧させる 
には > ホつ が 本が なお 如ら おおして 行かな けれは ならない。 まが 巧 巧の 皿を ユヴ クリ黨 わながら、 



いろくな 與 ぶから 恐 切に 請 巧して 巧く ちなら、 東な 巧 秩序の 硬 茜な どを かなり 了解 レたら しい 0 
とじ かく、 こちらで g 印 問題に 關 むが もたれて ゐる ことは、 恐らく 日本で な 像す るな 上で あらう 0 

幸 

夕刻 六 時から、 を 健 省の 新 巧を 例を 見に 曲がす る。】 通りな 疑 隐答ボ 終つた 時、 かお 巧の な 人が 
立つ て、 「と 時から リ 7 ベント n ブプか 巧の 巧 急な 明ザゐ るから、 すぐ 外務 當の税 邦を 詩 室に 集つ 
ていたで きたい」 と 言 ふ。 まを も 培を. 裳 明 だ。 大急ぎで ゥィルヘルム 颈を機 切り、 向 側の か 巧 省へ 
おけつけ る。 聯邦を 籍 室には いると、 そこには、 巧 か 兩图の 大國热 が 壁に かけられ 、巧が 皆は 旣 じ、 
日 1 マからの 中链な 送を なへ て ゐる〇 

イ タリ ー の參 巧！ やがて、 ムブ ソリー ニ首巧のさびめある毁が、 ロ ー マ市おのお狂せろい1^が 
きを 伴 契 じして がいて くる。 . 

白 蘭 造 入、 イ タリ ー 參巧 …：. かくして、 歴史の 宿題が 一つ一つ おかれて 巧く。 あ、 でろ ない、 か 

うで もない —— と、 巧々 が 迷 ひ おんだ 課 極を、 「時」 ボ自 がに、 お 賴作じ おかして 巧く。 ホッ とした 

ぶじと みに、 巧い おし さが 脚を かすめる のは 巧な であらう わ？ 

♦ 

巧 巧 十四日 (を 巧 日) 


ゆうべは 巧 方の s 時まで なんだ。 

とい ふのは、 かう だ。 巧に 十一 日、 巧 軍の 先頭は ち 鞭 パリの 巧 北方 二十が、 オア ー ズ巧 巧に 到 違 
して ゐ る。 だ り、 十一 二日には、 パリ 市 巧に 進入 しないを でも、 巧み 位 じは とつつ いて ゐる はやで 
ある。 一刻ら 早く、 パリ 入が S 速報を 手に入れたい。 しかし、 ニユ ー ス統搁 の 完查に 巧 はれて ゐる 
こ、 ドイツでは、 さう いふ 特種 去 得る ことは、 ホづ 不可能と 言つ てよ いほ ど因雜 である。 朝早くい 
ら 、方々 へ 手を おして 打診して みたが、 さつぱり 剌ら ない。 そこで 夜、 を 巧の 化峯 をた へてから、 
クライスト 通の ジ •ッ カイ •バ ー へは かけた。 宜み省 若手 官 まのを 例 集を が あるのを おつて なる か 
ら だ。 仲間に 入れて もらつ て 一緒に わみながら、 いろ < 情報を 巧 おしてみ たが、 だ 局 巧 領を得 ホ 
に 終る。 まに 歸 つてべ ブトには いつたのは 四時。 巧の なかい この頃の ベルリン のこと、 て、 もうが 
のをが 白んで ゐ る。 一一 時閒 ばかり 段つ て、 をた 支局へ 巧 かける 0 

十敎 種の 新聞 摇 誌に 眼を 適し、 おがを 讀 み、 觀測窜 を 巧ち、 一息つ いて ゐ ると こわ li 、 がの お 培 
か 奏曲！ 時計を 見れば 正 十二時 半。 パリ 入城を 教 ずる 特別 こ ー ス だ。 

「今や、 勝利に 巧け る わが 巧 巧は、 激 々パリに 入が しつ、 あ 〇 まず」 —— マナ ゥン サ I のな は 甲 
ない。 ‘ 

ジャンヌ •ダ ー ク のをが は、 今 巧は、 送に 現れな かつた。 ち 載 パリの え路 I 今を フランス 反が 


がいかに お戰 をな けょ ク とも、 す 都ぶ 毒 ダす 巧的改 化を 意み する ことじ 巧り はない。 巧 进‘力 味 神は、 
ナナな 構の 基礎を 巧 固 じ レ、 ヒット ラ ー 總 なじ 對 する 閔 巧の 祟 おと 信 巧を 一巧と 袖め る 作用を もつ。 
これまで ナチ スの改 がを 白眼 規 して ゐた 自由主義 的な ドイツ人を でが、 今 R 、 用 もない のに 苛 巧を 
かけて きて、 「どう だ、 ヒブ トラ ー 總統の 手 並は！ いつもながら 鮮 かな 切味 だネ ，一と かつ かけて く 
るから、 「君は 一 摇い〇 から ナチ 黛 具にな つたの かネ？ J とひ やかして やつた。 

ポ ー ランド 作戰は 終つ たが 西部 戰 線が 原著し、 ドイツ 國民ボ 陰を なをを 前にして 巧 傑な な 分に 釣 
されて ゐ たおには、 一部 國 民の 政府 じ對 する 感 巧に 多少 不安の 樣 子ら 見ぇな いでらな かつた やうで 
ゐる〇 をして、 何れの 國 にも 見る やうに インテリの 閒 には、 當 局の 巧な、 措 谊に對 し 一し 巧當に 巧い 
が詳を 試みたり 、皮肉な 諷刺を さへ 口にず る もの もないで はな かつた 。しかし、 令 や 東に ポ ー ラン 
ドを 一擊の 下に 巧滅 せし ろ 更に 酉に 轉 じて 白 蘭 蘭 固を 席卷し 、フランスの 首都 パリを み 略す るに 
至りて は、 逞しい 現貨 が、 あらゆる 巧 疑と 內政的 不安を 扮碎 してし まつ セので ある。 

’ 「をづ い 物を を ひ、 破れた 靴下を 履いて ゐて も、 おれ 達 ドイツ人 话 、こんな お 力を もつ てるる の 
だぞ」 —— 道を ホく 龍 も 彼 も、 かう 官 ひたけ なおつ きをして ゐ る。 

A 

六 巧 十 セ 日 (月昭 日) 

1 なじ 



十 冗 日には、 ヴ* ル グンの 空 お塞が 留 をした。 十六 日こぷ 、巧 軍は コア— ルが をな リ 、今 為、 左 
異 のか 足 おみ 部隊は、 マデノ 線の が 面を 阮け拔 けて、 毕 くも、 スイス 巧 巧 じ も 達した 。もうかうな 
れば 、フランスは、 軍 毒 的には 全面の 败 北の 泣 命じ 置かれを わけで ゐる 。降伏す るか、 それともを 
ち どこか 植民地に 逃げて あくまで お 我を 叫ぶ か —— フランスは 今、 を 後の 關 頭に 立つ て & る。 更 
に 今 巧、 ペタン 元帥を を 巧と する 軍事 巧閒が レイノ ー 巧 巧に とつて 代つ たとい ふ 情報が はいつ たが、 
この 政 ホは、 フランスの 態を にどう いふ 變 化を 巧へ るで あらう か？ これ 等の 觀 測は、 お 重を 期さ 
なければ ならね。 そこで 朝早くから 、日本人を ち、 海軍 武官、 大使 铭參 まを 等の 諸氏を 歴訪して、 
をの 意見を 叩いて 翅る 。フランスが、 單巧休 戰を申 巧た 場合の ドイッ 僻の 條 け、 を； 区ネ 止な 塔の み 

斑 的 方法な どが 廣留に 上る。 

♦ 

まから、 ヒブ トラ ー •ユ ー ゲント 本部 じ 女子 靑 を 留 「契と 僖 を」 部 指導を マン ネ マ：：： VI •ヵス パ 
1^問卞る。 歲はまだ二十一ご二、 ゥイーン巧みといふだけに、 巧乂澄んだ巧弹の糊绿しいおさん 
である。 それが 五十な 上の 部 具を 指 巧す る 人とは 思 はれない 位 だ。 巧 時に おける 若い 女性の 巧務と 
いふ やうな ことにつ いて、 日本の 例を 巧け たりしながら 、一時間な 上 も 話’」 こむ 〇健废 で 快を、 縣 

巧隹 をな 巧牲 となり 巧る やうに 巧 巧す るの ザ、 現を 巧 ホの 目 ざして ゐる目 侯で あると 言 ふ。 ナチ ス 


惟 ホ 巧 じついても 論じ あ •ょ。 化頃會 つた ドィツ 女子 靑ザ 巧最商 指導者 ユッタ •リュー ザ < ガ ー ち、 を 
たこの カス パ ー も、 その他 ナチ ス敎 育を 受けた 若いた 性は、 わしな ベて ナチ ス 世が なを 確ず たる 信 
念と しても つて ゐ る。 

ホ 子靑年 巧では、 智 育と 德 巧が 少し 疎かに なつて なる のでは ないかと 思 はれる ほど 巧す に 力を 入 
れて 、健康な 母性を つく 〇 あげる ことに 巧 力して ゐ る。 この 駐 で、 ドィツ 民族 將來の 素 巧 向上は、 
径 めて 巧る い 希望に 照され てゐ る。 目 本 も、 ち 段 千た. の 大計を 考 へるならば、 將來巧 おとなるべき 
若い ホ 巧に 對 して、】 を 樹 おした 指導と な 育を 與 へるべき ではなから ぅか。 若い 女性の が 巧な 風潮 
は ホの 化 代を を こな ひ 民族的 發 おの 上 じ 暗 於を 巧ず る こと 大 なる ものが あると 育は なければ な 
らね〇 

车 

巧 途フリ I ドリ ブヒ 街を 走つ てるる と、 をた^^ 例の 註 词か寒 站ボ询 え 巧した。 午な 豆诗ガ U す 
ぐ 幸を 巧め て、 最 寄の ラグ オ 店の 前に 巧む。 揀埋 機から 流れ 巧る をは、 ペタン 佛 首相 ポ 休載を 申出 
たこと、 ヒヴ トラ ー 緒梳 ザム ブ ブリー 三 首相と をぶ する ことこな つた g 日を 健へ る。 アナ ウン サ I は 
更にを を 張りを けて、 「我々 ボ このた 史的 爵 がを みを もソ て轄驗 した ことを、 我々 の 子 巧は を 0 と 
むから おむ ことで ありませ ぅ」 と 叫ぶ。 



1 セ 0 

侯は この 時、 巧に 意 かな 專 件に 巧つ くは した。 倭の すぐ 側に 立つ てゐる おの 良い 老婦 人が、 ハラ 
ハラと 巧を 流して ゐ るの だ。 ドィツ人は 一 超、 いつにな つたら ち 巧 天に なつて ちぶの だら う —— と 
疑 はれる ほど •どんな ニュ ー ス にも 冷靜で あるのを 見谓れ てゐる 僕には、 この 老婦 人の 巧が、 巧 じ 
不思議な ものに 思 はれた。 或 ひは、 最愛の 息子を 戟 場に 失つ たお 巧さん であるの だら うか？ 或 ひ 
はまた、 が 大戰の 屈辱を 女む に 刻みつ けて 忘れな かつた、 めで も あらう か？ 

をれ はどうで もい、。 倭は、 何とも 言へ なが 肅な氣 分に 巧 たれた。 アナ ゥン サ ー が、 「これから 
S 々間、 戰 死を 追 巧の 默禱に 入りを ず」 と吿 げた 時、 倭 もまた、 そのを 綺 人の 傍に 直立した ま i 、 
おかに 探 眉して 默 禱に聪 つた。 

六月 十八 日 (乂昭 日) 

ヒヴ トラ ー 热統 •ム ブソリ ー 三 首相の ミュンヘン 會該。 ， 

ムハ巧 二十 二日 (十 一昭 日) 
n ンビニ ー ュュ のを じ わい 一.」、 獨佛 休載 倏わ 詞即〇 


六月 二十四日 (月昭 日) 

夕刻、 宜铭 省で フランスの 一ー ユ ー ス映壺 々鞠る。 宜僖 省の 役人が、 占領下の パリから 持歸 つた 物 
である 0 

ドイツ 兵 捕廣收 をの 場面が 巧て くる。 を くやしさうな 顏 つきを して 居り、 上 巧に 白 ペンキで お號 
を 巧 たれる 時に も、 いま-^ しさう に、 上 おを 巧 貝の 前に 突き出して ゐ る。 をれ から 化を 所へ 向 ふ 
時には、 み 列 式の 時の やうに 豁 がと 巧 進して ゐ る。 不敵の 面 現 だ。 

これを 觀 て、 僕は 非常に ももし ろく 思つ た。 ドイツの ニユ ー ス映 をに 批て くる 騎合巧 捕 巧 一み、 き 
朗かな 面 持で、 ダラ'^ と 巧 動して ゐ る。 兩 を蓋較 してみ る 時、. は、 今 寞戰の 巧 巧の' かして 
偶然で ない ことを かるで あらう 。兵隊の む 構へ と戰即 精神が、 巧め からを 然違 つて ゐ るの だ。 これ 
では、 勝敗の おは 巧から 巧ら わで ある。 我々 は、 ドイツ 大勝の 原因を 檢討 ずる 時、 いは ゆる 「新を 
器」 の 巧 整な どに 餘り とら はれない やう、 ち 分注 意し なければ ならない。 巧 軍機 お 力の 優 段、 こ 巾 
は紹 おじ 見逃し 得ない 耍献 であるが、 同時に また、 聯合 軍が 鈴 〇 にも 弱 かつ わと いふ 事货を 忘れて 
はならない であらう 0 

本 

巧 魄が賤 條み巧 二十 S なじは、 俳が ホ戲 なめの 詞巧 巧な が ドイツ 政 巧に 適吿 された 時から ス帖 巧 


後に、 休 戰ボ黃 巧され るを 規を されて ゐ る。 そして、 旣じ 昨夕を り、 a , マ 近が で 俯かが 載を 巧が 
巧 はれて ゐ るから、 今晚 あたりは お 戒を耍 する。 支局の デスクを 瞧れず じ 待 料して ゐ る。 

はたせる かな、 午な 十 時に 稳 鳴か 奏曲が 博り 鍵く。 辟が 化戰條 約が 今タ セ 時 十五み に 削 巧され、 
をの 通吿 がと 時 一二 十ぶ 分に ドィツ 政府の 許には いつをから、 いよ {明 二十 五日 午前 一時 一二 十五み 
を もつ て、 西部 載 線に おける 軍事 巧 動が 一切 停止され る —— とい ふので ホる。 莊 夏に 湧き起る ドィ 
ツ國 欺-ド ィヴ チ ラント •ユ ー ベル •アッ レス」 …… 。遂に、 西部 戟 装の 燃は 鶴 まつた ので ある C 
巧る は、 お峽を 挟んで 英 巧の 巧 閔の みだ。 

至急 報を 打ちな へたと ころへ、 お 詰の ベルの 音。 ヒット ラ ー 靑年図 幹部の J が 巧を はずませ なが 
ら 、「今な 君の 仕事が がつ たら、 ひとつ 一巧に 棘が をを けたい」 と 言 ふ。 

「よろしい。 をい を 同 おで おがしよぅ！」 と、 侯は をへ てな 話を 切つた。 (がか 1 J 、 ホ、 一一 五) 


パル ヵン 巧觀從 軍記 

一 一を 乘 をい をいで！ 

巧 巧の 深い 靑 空に、 铅雜 作に ちぎつ た 白塞ボ 巧んで ゐる〇 

四月 S 十 H 午を 一二 時、 ベルリン 西北 巧 シ王タ ー ケン 軍用 飛な 場では、 S 發ユソ ヵ ー ス冗二 NET 
J が、 か 調な お 音を 巧 かせながら 叫發を 待つ てゐ る。 おは 今、 巧 軍 哥令部 特別 仕 立の 飛行 おに 搭乘 
し、 アテネ 入 巧 一あ乘 をめ ざして お立たぅ として ゐ るの 巧。 お々 たる 爆音は、 おに 快い 巧营を 巧へ 
る。 をれ は、 新 巧 記を として 一を 乘を化 ふ 功名 也 だけから ではない 。人類 文化の：^ か； 〇い へ乘 りこ 
むと いふ、 まだ 見知らね か鄕 への 愤塚 でぁる。 聖地を 巡禮 する 旅人の 懐 ひで ぁる。 

アテネ ー •そのを は、 私の 巧 じほ かしい 餐を もつ てるる 。ペリ クレス や デモ ステ ネスの 事跡を 巧 
巧おく畢んだのは、 中をにのおたの時間でぁつた。 ソークラテス、 プラトーン、 アリストテレース 

一ち 旦 


をが いたのは、 向 ヶ岡の 寄宿 寮で ゐ つた 〇 をして ちれは、 なの 魂の 成長 あと 別物では ない。 ホ— マ 
1 の英お 詩を 讀 みながら、 なは、 いつかは 必や ギリシァを、 をのを 都 アテネを 訪れたい とを 願した 
ことで あつた 。をれ がは からず も、 今、 ドイツ 標授 .軍の ゐ とを 迫つ て 入城を 急ぐ こと、 なつた ので 
みる。 私は、 谈巧 しな かつた 適な の めぐりあは せに 搪 きもし、 また、 專び もした ので ある。 

午後 一二 時 十ろ ユンヵ ー ス 輸送機は をのち 體 をを 中 じが ばせ た。 おの 方向は 東南、 一路 ゥィ ー ン 
へ！ ぶ 手には、 春光を おびて 鈍く 光る ハ ー フ H ル 河を 隔て、、 ベルリンの 巿街ボ ほの 强ん でを ぇ 
る。 右手には 、ナゥエンの 無電 塔が 神經 ななおを ピリ-^. させて ゐる 。霞が だいぶ 化て きたらし く、 
巧廣ボ 光つ ては をり、 まつて はまた 光る。 がは 手帳を とり 巧して、 

南へ とはで たく 異 春の 雪 
と、 俳が 泌に最 巧の メモを 語き いれた。 ‘ 

武も齿 てきたら しい。 さうた うに 搖れ る。 バルヵンの 風雲 急な ゥ とい ふ函 じだ 0 

ドレ ー ス デンの 上空を、 千 米の 商 度で 過ぎる 〇奠 しい 巧 郁。 エルべ の帶 は、 もうを 模様 巧。 

手の すいた 馬 倍 ± (下 击 官) が換牆 室から 出て 來て 私の 横 じ 腰かける。 胸に 数十を をを つけて ゐ 
るので、 どこで 殊 敷を たてた のかと 巧く と、 昨年 西部 驟 紐の パリ 巧 巧に 參 加した の だとい ふ。 

「六月 一一 一日の 午を でした。 おの 乘 つて ゐ たを 巧範 媛 おが ハィンヶル ー】】 ボ パリ 巧 かの 載锦 工場 




を换 をしての な 途 、五十 巧 ばかり 來で 時に、 礎. 巧 フランスの 戰閔淺 十数 裏にと りかこ まれて しまつ 
たので 卞 。必死 じな つて 應哉 しを したが、 なじし ろ 多勢に 辨 勢、 した、 か谜统 朝を 巧ち こまれて、 
私は 右 肩に 星な をを ひました。 見れば、 操紹 ± も 虹 達磨に なつて やう やくが を あやつつ て ゐるク う 

な 始末 — もう、 いょ 
いょを 後ゴ と觀 をした 
時、 が 方の 昭逐 機メッ 

サ 1 シュミット】 1 0 

が數機 あら はれて、 敵 
巧を 適つ ばらつ て くれ 
たのです 。おはち 傷の 
ため 半ばな 也狀 趣に 陷 
つて ゐ ました ボ 、巧 死 
の と バランスを 
失つ た 機と がな じか X 
0 て、 はたしてを 地 ま 
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で録ゥ つく ことができる かどう かと、 揉が 女の手 もとを 一位 じ 見守つ てゐ をした。 丈は 巧 白な 
巧を して、 必死の みおを 纹 けて ゐ る。 謹は 右に、 左に、 上に、 下 じ、 大きく 搖れ ながら、 ょろめ 
くやう にして 空中を みいで 巧き ます。 やつとの ことで、 基地まで たどりつ きました。 

あとで 班いた おです が、 地上 巧 お 兵た みもフ ラ-^ に醉拂 つを やうな 飛行機が 歸 つて 巧た ので、 
いつたい どうなる ことかと 思つ て、 固 唾を 呑んで をの 若控を 見守つ てゐ たさう です。 しかし、 お専 
にを 陸し 5 U . ヘラ 1 が 止つ た Q で、 一 齊に歡 呼 Q をを あげ T 操 お 席には しり こみました。 をして 
喜びの お 手の 手を さし 齿しセ 時 …… - 

こ、 まで 一氣じ 語り 誠け た 這 信 丈は、 一瞬す 菜を 切つ てまし さう に 息 みぞんだ _ . 

「あ、、 をの 時、 璧 もうこと 切れて ゐ たのです。 義務を 完 をに 某して！ ：•；• 」 

この やう じ お奇な 較歷の 持を とは 思へ ない ほど 涅 かな 舒 をした 馬 信 壬の 眼 も、 その 時異 おじ 话く 
ホつ て や々 て 巧 力】 ぱいに たまつ た。 な もまを、 をれ 巧る 淚を 拭は うとら しな かつた。 

「おは 幸 ひ 傷 もな ほり かう して 生きながら へる ことができた のです。 そして、 を 方 巧 務でゆ 
つくり 靜ぞ して ゐる やうな わけです ょ OJ 

なは、 巧く つぶやいた。 

プラ ふの 上を をお 述 して ゐる頃 だが、 下は j 面の 巧 雲に ぉけたて、 醫 がを くきを い。 商 



を 計は、 ニモぶ 百の 敌 字を 措して ゐ ふ。 

おたちは、 さらに 生と 死の 問留 について 語りる つた。 軍人 緖神 を誦 じた。 をして おが、 

「巧々 は、 大きな 全 おの 中の 個と して、 いつでも 全隘 のためにを 命を おけ 出す 巧 悟が なけ ei ぶな 
ら ない。 をの 娱 合、 巧は 聖く 美しい 〇」 

と 胃つ た 時、 彼は 信を に充 ちた 態度で 晉ひ 故つ た —— 

「けれども、 生きる とい ふことは、 どうしても 生きね くと いふ ことは、 モット 價 健の 多い モヴト 
矣 しい ことで ホョ ー」 

これは 確かに、 彼の あまりに も 深刻な 駐 験から うまれ 齿た かか 叩 ，5, であらう。 しかしが は、 目ネ 
の 兵 深なら まを おの づ から 則の 言葉 ボ ある 巧ら うと 考 へた。 こちらの 軍人は、 將校 たると 兵卒た る 
と々 問は ず、 や 巧です ぐに、 「巧に セくない」 とか、 「生きながら へたい」 とかい ふ 言葉を 口にする 0 
したがつ て、 捕 巧に がする 规を も、 日本とは をが ちポ つて ゐ る。 歐洲 人に ぞ はせ ると、 日本人の 巧 
巧 じ おする 觀 念は、 どうも 理解が ゆかむ とい ふ 。日本軍 人の 美談を 話す つもりで、 かへ つて 逆の 巧 
巧を 生じる こと すら ある 。をれ なら、 この やうな 生死 賴を もつな 等が 哉爭じ 弱い かとい ふと、 みし 
て さう ではない。 ドィツ 軍人が をの 巧 例で ある。 巧す るに、 人生 巧、 生命 おの 投本 的た 整 兵から 巧 
る时 巧で ホら う。 

-ホセ 


ー ミ 

とまた この 「生ま。 くと いふ ことぶ、 モット 黄し いこと だ」 とい ふ哥 葉には、 犯し難い 蔚 疑の 
综が あつた。 私は、 反駭 もれ 評 もせず、 たで この 言葉を、 口の 中で くゎ かへ しく ゎかへ し 味つ てみ 

ち J 

を 眼と いふの か、 うと <瞬 くなる。 な 中から 仁 丹を 巧して 抱んだり、 膝を つねつ たりい ろ^^ 
と エホを こらして みる けれども、 どうに もなら ない 暇氛 がの しか、 つてく る。 思へ だ、 この ニケ 月 
ばか 〇、 ほとんど 滿 足な 陸 暇を とつて ゐな いの だ。 む 岡 か 巧の 來 巧、 そのが 岡 か 巧が ベルリンを 路 
れた 翌日には、 待つ てゐ ましたと ばかり じ バルヵン 联 浮の 勃 發 —— 平 巧 一 お 日 四 五時關 しか 股つ てゐ 
ない。】 生 一代の 働き 時 だとな つて 緊張して ゐる ものの、 さすがに た 謀の 合閒 には 度れ が 巧れ はて 
くる ものと みえる 0 - • 

何分 ぐら ゐ假陛 した もので あらう か？ 氣が ついて みれば、 もう 巧 一寿 陸地 ウィ ー ンの 近くに 來 
てゐ るら しく、 巧手 遙 かに、 ド ナウ 河が 鈍 < 光 つて 見える 〇 r 美しき 背き ド ナウ」 だ。 を だ 冬の 名 
留を おじる ベルリン 附近とは ちがつ て、 この 邊 はもう をく のを 昔を、 燃え 巧る 若芽の 巧 ひ ボム ンム 
ンと千 米の 上空を でたち 昇つ てく る やうな 巧 じだ。 そのみ づ< しい わせる やうな 新條じ おつて、 
白 や ホの 花 ザ おき こげれ てゐ るの ザ 見える。 

々ィ ー ンの 巧が 段 下に ひろ ボ つてく る。 をの 读 中に、 がの やうに を^り 立つ サン •シュテファン 



なを —— いつもながら 印な 的な を だ。 

午を ムハ時 十み、 巿お 北方の ア スペル ン 空港に 着陸、 グランド ホテルに もちつ く。 

夕を を ぶら りと 散 ホに おる と、 なまね るい 風が 肌 じ 巧れ る。 ウィ I ンは 、おにと つては 四を 目で 
あるが、 いつ 來て みても、 この ± 地の もの や はら かい I か固氣 には 也を ひかれる。 この 巧には、 ョハ 
ン •シュトラウスの 血が まだ かよつ て ゐる〇 

アテネ 入 巧を 明日に をへ てゐ るので、 自 基して、 寄席を】 つ賴 いたごけ で ホテルへ 院 つた。 ベ ブ 
ドには いるな り、 巧 略の 巧になる。 

II ベ 八グラ ー ド綠巧 0 跡 

お 巧 一日 (木曜日) 

午前 九 時 五分、 ア スペル ン 空港を 離陸、 東南 方 —— ベ ルグラ》ドのち向へなをとる。 ふだんなら， 
美しい ウィ ー ンを まるのに は强い 別離の 巧が 動く ので ある ザ、 夕刻には 目 おす アテネに I あ乘 だで 
きる とい ふ 今、 いさ、 かの 感傷 もない。 むしろ、 也は をへ！ 先へ！ といそぐ。 

ド ナウ 河が 後方に 見えなくなる 巧から、 前方の 魏货 おの ノィジ ー トラ ー ト 湖が 見えて くる。 大き 
な 湖水 ガ 。その 中 ほどから ホけ、 もぅ ハン ガリ ー がで ある。 この 一 帮は巧 化. 拱 水地帮 で、 いたる と 

; 化 


ころ 滿 々たる 水が をれ てゐる c 

バ コニ ー 森を おえ、 ブラ ッ テン 湖を 进 ぎて 巧ぶ ことし ばらく、 十涛半 巧、 左手から ド ナウ 巧が 這 
ひょ つてく る。 さきほど おたちに 則れた ド ナウは、 東 流して ブダペストの 岸を 洗 ひ、 さらに 南を し 
てこ、 にを を あらは したので ある。 

ド ナウ 巧を 越えて、 ち ユ I ゴ ー ス ラヴ ィア 巧には いる。 いょ <戰 地に 近づいて 來 たの だ。 県强 
卞ミ ‘ 

こ、 にも 見る かか 地 巧。 クラ、 ノィ ザブツ などの 水 巧が 樹 巧の やぅな 美しい 浸を をく りひろ けて 
ゐ る。 その ホは 一 壁 千里の やお、 區鉛 正しい 巧 巧のを あひボ 、芝居の 引 幕を つくりで ある。 をの 中 
をを る 道路の 上を、 (ン ガリ ー 巧が 巧 造して 行く。 大部み はお 巧が がで ある。 か地囘 巧の 培を 進め 
る 彼等に、 な 上から 敬意を 表する。 

ド ナウ、 タィス 兩 巧の 合流 地が あたりから 飛 巧 おは おもがず る ド ナウ 河に 巧つ て 進む。 ベルグ ラ 
I ドは すでに 近い。 驳倏の 道路が 南へ 向つ ては しつて ゐ る。 この 道を、 フ* ン •ワィ ヒス 将軍 鹰下 
の 巧 軍機が 化部睽 が、 お あお 窺の ごとく 蕉 進して 巧つ たの だ。 今 もな ほを々 たる 巧恆 がた つて ゐる 
やぅな 氣 がする。 

飛 巧 おが 下がし 始わミ t を かが 方に、 ニクの 大きな 朽 がを 巧して ゐる のが 見える 。われが、 ドナ 



ゥとサ 》ヴ* の 合流 點 であらぅ。 をの 誦河じ 巧 まれて ゐ るるたり に、 嘗 しい 人夕の 群が、 だん { 
と (ブ キリ 視 巧の 中へ がび あがつ てく る。 ベルグ ラ ー ド 巧！ 午が 十】 時半。 

がは おおから 立ち あがり、 n ン タブ クスを 両手に 固く 招んで、 何物を も 見逃す をい と 身 構へ る 0 
飛行 巧は グン < 下降して、 一二ち 米の 离 おまで 降りる。 大きく 旋 罔を 始める。 

先づ 眼には いつたのは、 ベルグ ラ ー ド 市 北方 •ド ナゥ 巧に か、 つを 鐵橘ボ 、中 ほどで お 巧に 巧玻 
されて、 水の 中へ 崩れを ちて ゐる こと だ。 をの 巧 おの 用り には、 河水が なく、 俊な く あ 立つ てゐ る。 
さらに 見 わたせば、 西方 サ I ヴ * 河に かけられた 续橘も 巧が の谋牲 になつ てゐ る。 

王宮、 陸 巧 おその 他の 宫廬泻 、軍裔 工場 拙靖 などを をむ 河 まりの 一 おは、 巧 空 毎の 染中 巧授 をを 
けたら しく、 完 をに W きのめ されて ゐ る。 键け おちた 家 富の ホ 廓 だけ ボ 、無氛 ホに 一一， キ 巧き 
立つ てゐ る。 巧 巧 だ！ 

を も ひどく やられて ゐ るのは、 中央 巧享 場で ある。 ひん まがつ た線豬 、半々 ふつとんで ゐ る巧閱 
卑 。プ ラブ トフ* 1 ムは無 巧に 巧つ てゐ るのに、 そのす ぐ 煤の お 巧が 動つ ぶしに 披 巧され てゐ るの 
を おさして、 

「ホラ、 ごらんなさい！ プラッ トフォ ームは全が手ボつけてないでせぅ0 すぐわボ軍が利用し 
なければ ならない からです ょ。 しかも、 その 側の 卑巧 ボ完 空に 叫きつ ぶして あるのは、 これ こを、 


を 降下 爆 お 機の 威力です ョ 。 J 

と、 隣の 霞 信 ±が 巧う ちずる。 まつた く、 潑嚷 すべき 命中率で ある。 しかも •一段 巧 巧の 巧が〕 巧が 
は ほとんど 彼吿を かう むつて ゐ ないから、 獨 空軍の 爆 摩を 術は 商く 評價 されなければ ならない。 

飛け 機は、 數 なのな 罔を おへて、 東南 方 ソフィアの 方向へ 向 ふ。 おは、 遠ざかり 巧く ベルグ ラ ー 
ドの 廣 おを 眺めながら、 こんな ことを 考 へた —— 

「ユ ー ゴ ー ス ラヴィ ア はまた なんとを かなこと をし でかした もので あらう 。自己の 國力 をち へず 
をく 無结な 騒ぎを ひき 超した ものと いふ ほかは ない。 この 戲爭 の發 端を なした のは > S 巧 二十 セ 日 
み 晓のク —デタ ー であり、 をの 中 也は ユーゴ ー 空軍の 靑年將 校たち であつ た。 しかし、 巧 空 單を局 
の 話に ょると、 をの ユ I ゴ ー を軍自 おの 抵抗力が すでに 極めて 微弱で あつたと いふ。 充分な 實 力を 
もた やに 化氣の 巧に 逸つ て 駭爭を おつぱじめた ユ ー ゴ ー 軍部の ま 巧 もさる ことながら、 それに ひつ 
はられて 理性を 失つ た 七 ル ピア 人 もまた、 罪を 免れる ことは できまい。 巧に、 一二 國條 約が 盟の條 が 

• -ク 

として、 ユ ー ゴ ー スラ ダィアは その ま權 及び 領± 不可侵を 獨伊兩 図ょり 確約され、 r 軍險は 進駐せ ず」 
との 一 化を とつて ゐ るので あるから、 なにも さう. 皿が 變へ ていき ゎ 立つ をでの ことは なかつ たので 
はなから うか？ おおを 起した ばつ かりに、 元ち 子 もな くして しま ふやうな お ホ じな つたので みる 0 
しかしながら また、 さう < 巧 かの 方式で おかで きないと ころに、 民族 お 情の な 力が あり、 巧際拍 



なの 迷路 ザ務 たはつて ゐる とも 音へ よう。 ユ ー ゴ ー ス ラヴィ アの崩 がは、 ま 那お日 焦 ± 化と 共 こ、 
いたましい 民族 お 脚と 昔は ねばならない OJ 

广 

•• I ニ ソフィアの 横顔 

ベルグ ラ ー ドから ホは、 反廣地 巧、 山が 地帶 とい ふやう じ、 だん^^ ± 地が をの 皴を 深く してい 
つて ゐ る。 この 邊は 、ブルガリア からな 巧れ こんだ フォン •クラィスト 將巧鹰 下の 快を 部踩ジ ー路 
西 進、 ユ ー ゴ ー •ギ リシ 7 兩 軍の 間に 太い 換を巧 ち こんで、 「ヒプ トラ ー 戰 法」 の眞 面目を 發禪 した 
作® 地域で ある。 をい 綠 にお ほ はれた 山と をの 閒を辖 つて、 白い 絹糸の やうな 道路 ボ钱 サぢ もは し 
つて ゐる この 白 ホ も 今を の戰爭 ては、 すくなからず 蘇 化に ホく 塗られた ことで あらう。 

いよ-^、 プル ガリア 函境 にか、 る。 二 千 米臺の バルヵン山脈 ボ 、白雪 をい セぐ いて 聲え 立つ て 
ゐ る。 みに ミジ， 1 ル 山 (镑高 二、 一八 八 米) は、 どこか 樣 をを 思は ず 山を で 美しい。 

この 山並ボ だら-^ と 平 ぼへ 下つ ていつ たと ころに、 首辄 ソフィア ポ横 たはつて ゐ る。 ほを じ 舞 
ひ おりた 飛行機から 眺める と、 獨特 の黑い 服装を した 百姓 女ボ 田畑で 働いて ゐる のが 見える 。プル 
ガリアに 來た —— とい ふ 腐が 深い。 

ザを 一時 五み、 ソフィア 西方の ず 用 飛行場に 着陸。 まる 四時 間の 飛行 だ。 


一ん 间 

巧を軍ボホ同使用してゐるとみぇて、 ドイツなザ^並んで居〇、 ドイツがを兵のをも敦夕く見 
られ る。 ドイツ 機 足 比べる とを るで 玩具の やうな プ知 ガリア 轉ザ 、巧な したやう に 隅つ こに 巧 かれ 
て ゐる〇 ド イブから 巧い 型を 買つ たもの らしい。 

ブルガリア 兵は、 顏付も 販裝も ホ 巧の お 嫁を つくりで、 すぐ じス ラヴ 巧 人種で ある こと ボ 判る 0 
ドイツ 兵に おしては 曼 おして 巧が 上らない らし < 、どつ ちボ大 おさんだ か 店子 だか 料らない やうな 
かつかう巧。 私におしても至つて親切で、 がが<^お々とゎ站して、 この軍用飛巧巧をパテ---な 
しまは つても、 誰 一人 文な々 を ふを ザない。 ’ 

巧 巧には いる。 おいし さうな おを や チ - n レ ー ト が】 ばい 並んで ゐる〇 ドイツで 生活して ゐ るを 
じと つて、 先づ 眼に つくのは かう いふ お 物 だ。 買 ひたい。 しかし 化の 巧 中には、 何しろが 巧ボ あを 
ゥ急 だつ たので、 ドイツ 巧の マルクし かはいつ てゐ ない。 「マルク ダ 全な 洲ホ 支配 卞 べし」 とい ふ、 
まるで、 フンク 經巧 巧で もいだ きさうな 巧大 なお 想を おして、 マルクで 巧つ て くれと 巧 ホした が、 
プル ガリア も 巧立國 、なか^.,.- ゥンと 言は ない 〇 レヴ 7 でなければ いけない と 音 ふ。 ところが、 
この 通商 巧 ホのを 中 じ、 相手が どうい ふ、 む 境の 變 化を 超した もの か、 紙 巧は いや ガ が、 巧 巧な りを 
かつても い、 とい ふ。 飛び たつお ひで、 財布から 五 マルク 錄 がを つまみ 巧して、 チ •コレ ー ト とむ 
挨 へる。 しかし、 みとで ょく < ち へて みると、 チ • n レ！ 卜 おおが 五 マルクとは、 をた るを ゎに 



巧く づく〇 

チょブ 、僕 も飢 るて るナ ー 

こ、 おは、 自分ながら チ，， トホ さましく なつて 巧 巧した • 

この 飛 巧投 では ガソリンの 巧 給が できない とい ふので、 ソフィア 巧 かの もう 一つの 辦巧 場へ 巧く 
ことにな り、 ソフィア 上空を 巧 切つ て 飛ぶ。 見 わたす ところ、 特 則に 目立つ 建物 もがく、 何の 巧哲 
もない や 凡な 额 巧で あるが、 たぐ、 屋梭 瓦が ほとんど 全が 赤 左で あるの が. い^いが あつて 矣 しい 0 
十分 ばかりで 他の 飛 巧提に 到を。 給油 時間を 利用して 巧內 へな 事に 站 •かけょう とい ふこと になつ 
たが、 み ひにく 自動 単が をが ふさがつ て ゐて一 塞 もない。 一一 一十々 ばかり 巧つ た あけく、 たうとう ホ 
十字の トラ ブクで 迸 ばれる ことになる。 何の 因果で 巧 物 同が の 取扱 ひを 巧け るの かなと 思つ たが、 
しかた ダない。 きたなくて ガソリン 臭い トラックに 乘 りこむ 〇 しかも、 道路 ザ わ そろし く惡 いとき 
てゐ るから たまらない 。おり わと されない やうに、 菌ひ のが じし ボ みついて ゐる 固は、 かがながら 
あを りい、 かつ かう ではない。 かう して ドイツ 化を 兵 や 日本人 やが ごつ たに トラ ブク に碌 みこまれ 
て涅 ばれて ゐる さまは、 どうょく 見ても、 まづ 捕な としか 見えない ので あらう。 通 巧 人が みんな ジ 
» ジロ 見る ことわび た，、 しい。 こつち はこつ ちで、 仍 わての ソフィア 肪問 なので、 をし くて 通行、 
を ジロ-^ なめる。 

】 八 五 


一笑 

これ ぢア 、どつ ちが 見物 だか 判らない ナ！ と、 なは 思は ず 苦笑した。 

がは、 ブルガリアに 勤して、 その 首都 ソフィア じ おして、 さうた うの 期待を もつ てゐ た。 かねて、 
ブルガリア 廣 民の 較育 程度が 比 巧 的 底い ことを 閒き 、また、 ベルリンで つきあ ふ プル ガリ 了 新巧紀 
をの レヴ ょ ’ V かそれ を 裏を する やうに 感じて ゐ たおは、 ツフ ィアに 着くな り、 その 期待が 襄 切られ 
たのを 直觀 してち 望した。 いくらな ホとは いへ、 家屋は きたない し、 道路は 粗惡 である。 子供は、 

於 かいで ホいて ゐ る。 まづ 、どうしても ミホ 國 としか 見えない。 これでは、 ミ 巧條約 じか 盟 して 軍 
駭を進 おさせられても、 當 がの 成 巧 だとい ふ氣 がず る。 その 國 力を 考 へて みる 時、 加盟を 時 困內に 
さうた う强い 異論が あつた こと なぞむ しろを かしい 位で ある。 獨 軍の 進駐を 巧む ことは、 をく 不可 
能で ホつ たと 言へ よう。 

をれ にし てら、 またなん と ドイツ 兵の 多い ことか！ 紅顔の 兵 巧、 おつさん の兵睽 、陸軍の 兵镑、 
を 軍の 兵隊、 さてに 海 寧の 兵隊に いたる をで、 ドイツの 兵隊が 巧に 氾 渥して ゐ る。 映を おのを 襄お 
を 見る と、 「も 好みを 樂會 Wunschko 艮 er ご 「ユダヤ人 ジュ ー ス さを siiss 」 とい ふやうな ドイ 
ツで^^が少か映聋ボいたるところで上映されてゐる。 おは、 こ、ソフィ 了に、 バ ルヵ ン へ ヒタ"'^ 
と 巧し よせる ドイツ 南進の 波を、 はつ きりとお じたので みる。 

トラックに しだみ ついた.、 でツ か，^ で、 少 々ば ツが惡 かつた が、 王宮の 前を 巧 おを をしながら 通る。 



小ぢん まゎした 黄を の 違 物で ある 〇ホ チル •ブルガリアと いふ 當巧筑 一の ホテルの 前で トラ ブクを 
すてる。 人口 一二 十 巧の 都市に をづ巧 鹿の ホテル。 「捕 度」 の 一 おが ド ヤ< ときたない トラック か 
ら 降りて 巧た ので、 ボ ー タ ー 等ボ めんくら つて 巧迎 へる。 あ ひじく 肉な し 日に ぶつつ かつた が、 •卜 
イツでは をべ られ ない ほんものの オムレツ や、 プル ガリア 特產の 赤祗賴 酒な どに ホ 巧を 滿化 させて、 
いを いでらとの 飛行場へ 引返ず。 目的 拙 了テネ への みちをい をがなければ ならない からだ。 

午後の 瞎 四十み、 ソフィア 飛 巧 湯 離陸 -!1 サ n 三 力を 經て アテネへ と 向 ふ最お nl スに 飛びた つ。 

刻々 に 小さくな シて 巧く ホ おの ソフィア 巧 巧を 見やりながら、 

僕は いつたい 何 だら う？ 

と考 へた。 

或る 獨立國 の 首 おに、 一人の か 図人ボ 、空から 軍用機で 舞 ひ 降りて 來 る。 彼 はなおを もつ てゐな 
い。 いはん や 入國の 巧證を や。 をの 闺 のち 带も 所有して ゐ ない。 そのく せ、 勝手に 方々 を ほつ、 き 
巧り、 飲みを ひ、 わ まけに 買物まで する。 をして、 稅關の 門 もく ぐらずに また 空へ 舞 ひ 上つ て 巧く。 
いつたい、 これは 何 だら うか Y これが ドイツ 軍人なら、 話は 判る。 ドイツ人の ジャ ー ナ リストで 
も、 窥 はなつ。 從 軍記を として、 當然 ドイツす 鹰の 資格を 認められる からだ。 しかし、 ドイツ 軍人 
でも 何でもない 他 因の 新閒 記を が、 この やうに ふるまへ るのは なぜ だら うか？ わを らく ドイツ ザ 

一八 セ 


一; 

巧 思の 從壁記 おとみな されて、 この 認婚の もとに、 ドイツ 巧 人と 同 横の 特别 待遇が 巧 へられる ので 
もらう —— と、 おは 自分勝手に 解 縛して、 良む の 巧 まを 免れた。 

巧 メタクサス 線 チロ ニ カ 

飛 巧 域は、 スッル マ溪巧 にがつて 南進す る。 巧 軍 進 巧の コー ス 巧。 

を勃鬧 園々 巧を 巧 西に をる 榜窩二 千 ホの 0 ドぺ 山脈、 それを 銳 がな 削 刀で 南北に サブと 切つ たの 
が、 スツ ルマ溪 をで ある。 上空から 見ても、 その 隐蛟 なの ボハヴ キリと 判る。 その 中を、】 すぢの 
細い 道 巧が、 巧ね を やうに 曲がしながら 通じて ゐ る、 まさじ 灭隐 だ。 

この 沒 みから 進入して 巧るな 軍を 迎 へて、 これに 鐵の 一擊を 加へ ようとい ふの が、 ギリシァ 側 困 
境の 耍塞 メタクサス 線で ホる。 その 强 固な こと マ •ナノ 線な 上と いはれ、 さすが 巧 巧の ドイツ 山岳が 
深ち、 一一 一日 S を 攻め あぐんだ 按壁 である。 

おは 贴 々見 お. り、 睛を据 をて、 この 娶溝 線の 片が でる 認めたい ム巧 力した が、 を 中から を 人に で 
ち 見つけられる やうな、 そんな 閒の おけたち ので あらう はずが なく、- 转 をながら、 をが 認める こと 
がで きな かつた。 たぐ、 ドイツが のを 巧 却 おであらう、 ち さおが にわた る 橡お化 部が のが 列が、 巧 
へ！ 席へ！ と をんで 行く のが 見えた e 



南へ 巧く に從 ひ、 山をから 樣 しさ ザ 巧ん-^ 夕 はれて、 ミの やうに も《 し セ山瑰 の 連なりに 
巧 化して 巧く。 そのを 閒 々々に、 大きな 湖水 ポ いくつ も、 鈍く 物 舜氣に 光つ てゐる C この 邊の 田畑 
は、 巧 四角に 區 切つ てあつて、 ハン ガリ ー 方面の それが ち 方 おな のと、 ももし わい お 照を なして ゐ 
る。 こんな ことが 判る のは、 巧 行旅 巧の 喊物 であらう。 

今朝からの 晴 をは、 いよ < その 澄明 さを おしてく る C 地上のを 踩ら 、巧手な を あを なまと つて 
ゐ る。 そのを 搜〇 重なりの 果 に、 靑梅 をの かや 線が 遠く、 長く、 おえる？ 

サ P - 一力 巧 だ！ 

と 叫んで、 がは 岐を沒 らした。 サ a 二 力 港は すで じ 近い。 

サロ 三 力は、 今み 戰爭 における、 ドィツ 軍の 黃一戟 が 目 縛で ろつ た。 し セが つて、 巧這濟 一巧 作 
巧 S ま 力は サ P 二 力 占領に 注がれ、 四月 九日、 ヴァル ダル 溪 谷より 常 ド」 た 戰を部 巧の サ n 二 力み 
入に より、 マヶド 三ア截 線の 大勢は こ、 に 決した ので あつた。 この やうに ま 巧な 段が 巧 値を もつ サ 
n ュクガ けに、 おの 興 ホと 閱必 はおに 巧 かつた。 

午を お 時 冗 十五々、 サ n 二 力 上空に 到達、 巧 行洽は 一二 百 米を で髙 度を 下け て 大きく 旌 同を 姑め る。 
巧ら < と ゆるやかに 巧 おしたお 型 的な 港町。 わ 揃 ひの ホ 瓦が、 が靑の おにげえ て 美しい。 巧 巧 
もの ものぶ、 たい-) わ 彼 あを 受けて ゐな いが、 おを 近くを 爲 つてを る換遼 線路は 裝 巧々 ゎを K 棉じ 

一ん 也 


一 s 

楼 がされて ゐ る。 港 巧では 棋 沈され たぶ 图綺送 解 令 巧な された か 上 飛行機が、 をの 殘 おの 一部を お 
面 上に あらは して ゐ る。 をの おは さうた うじを い。 なま/、 しい 瞬爭 のに ほひが する。 

五 オリン プスの 神々 

サ 。二 力から ホは、 卫 I ゲ海の 上を 飛んで アテネへ】 直線に 向 ふ コー スを 造ぶ C 
巧 巧 千 米 ，1— 

空は、 驾 強の 巧を で惜 みなく 巧み わ-こ‘ 〇、 おは、 それを 哄 して 靑 水晶の やうに 黄し い。 侵い まで 
じ 透きと ほつ た 海の 表 回には、 微 おの やうな なボ ふるへ てゐ る。 をの 微 粒は、 お 光を 受けて、 金に 
ホり、 錫に 光る 0 

や ザて、 右手に、 白雪の 冠を いたぐ くち 人の やうな 山塊 ザ あら はれて く。。 オリン ブス 山 だ。 海 
拔二千 九 百 十八 米の この 山は、 聖く崇 < 、雲の上に をえ て、 いかにも 神話に 出て きさうな 山を であ 
る 。をり からの 夕陽を 受けて、 山膊の 望は をを に 巧き、 今にも、 ゼウス 巧め オリン ブスの 十二 神が 
現れて 巧 さう である" 

私は、 中を 時代に を 謎した が リシァ 神話を 巧 レくな ひ 巧した。 少年の 空想に 致を おへた ギ リシ 7 
神耗 3 彩ん は、 十む 年の お、 またもや がに、 おい 昔への がを 擅は せて くれる の だ。 



スキ アト ス 身の上 空を 通過ず る 頃から、 いろ-^ なみ 彩ボ視 をには いつて がる。 見 わたせば、 解 
あの 島唤ボ 海上に をんで ゐる 。なるほど、 看板 じ 偽りは なく 「夕島 お」 だナ —— と 思 ふ。 僅か 二十 
日 前には、 この ホたり を、 英國絕 船が 自由自在に 動き 過つ てゐ たのに、 今は もぅ、 をのが だに 見る 
ことができない 〇 情勢の 早い蠻 化には、 いまさらの やぅに 蘇 かされる。 

このを 手の 陸 端の あたりには、 ラリ ヴサ 、ヴォ n ス、 などと いふ、 獨 •英 •希 軍め な戰 地が ある 
はず だボ 、飛 巧- 链 はぐん，， \ ホ をい をいで、 早く も エウボイア島 上空に さし か、 る。 

このを に、 ず 罔、 「ヒット ラ ー 戟 法」 の 新機軸 —— 钟官 もどき の八艘 飛びが 巧 はれた ところで あ 
る 。四月 十九 日、 獨谭 機甲 部 像が、 オリン プスの 天險を 巧いて テッサリアの やな じ 雪崩れ こみ、 な 
直る 陳ら 巧へ ず ラリッサ、 ヴ * n ス 、ラミア 等の 要害を 拔 いて、 テル モピレ ー のち 載 湯へ ひた 巧し 
じ 進んだ 時には、 ドイツ 軍の 進お路 は、 當巧テ ー ベへ 向 ふ 本街道を なる ものと 信ぜられた 。ところ 
が、 あくまで 人の 意表に 出る 「ヒプ トラ ー 戲 法」 は、 こ、 でも また 奇手を 案批 、一巧 除を して、 お 
か、 エウ ボイ ア なじ 渡らせて 敵め 虛を 巧いた ので ある。 同 部 採は、 エウ ポイア 鳥を 一氣に 南へ 蹈け 
拔 けて、 今度は また、 アッと いふ 閒 に、 巧び ヒ ラリと 本 ± へ飛ぴ 巧り、 巧 ホ 石火、 お 後から 戰 略な 
助 テ ー ベ (アテネ 西北 方 五十む) をよ 領 してし まシ た。 これで、 ち辄 アテネの 運命は きまつた ので 
ホる。 

】化一 


ホ 深 巧の ァテネ 入城 

夕间ポ 刻々 に 迫つ て來 を。 

残光が、 はかなく 暮れな つたを に激 つて ゐる 〇南駭 らしい、 夕の やぅな 3 巧 だ。 

と 時 一一 一十み、 大きな 飛行場の 上空 L 蓬す る。 旋 同ずる 飛行 據の 上を おわろ すち を 重を 巧り 
めぐらし たを 樣 や、 數 多くの お搂 された 飛行機が 見える。 飛行場の 局团 には、 野 管の テントが、 お 
なに、 規刈 正しく 並んで ゐ る。 

これが、 ァテネ 市 化 ホ ーー 十五 巧に ぁる ク トィ 軍 巧 飛行 搔 なの だ。 着陸。 

ス 1 ッ T スー 箇を さげて 飛行機から 絳 りたが は、 これが 「神々 の國」 に 印ず る 猜ーホ 巧と 思つ 
て、 力强く 大地を 巧みし 《ち 見 上ければ、 ほを りと 明るい 空には 半 巧の 月 ザ か、 つて、 それを 
巧 切る 時 烏の やぅに、 メッサ ー シュミ ブト おが、 ヒュ ー ン^^^と をを 巧め て 11_, く。 

がの 种 おは、 極 おじ 緊 巧して ゐ る。 お 巧の 宜 なち 付將 巧が ぉ 動 革の 夕涉 じは かけた 間の 時間 も、 
むだに 使 ふまい と 思つ て、】 人の ドィッが 空 兵と】 铭 に、 據內を 視察して 强る〇 こ、 の 巧 巧、 そこ 
の 草 巧に、 十五 巧な の 巧弹が 無数 こころが つて ゐ る。 みん とすぶ ぶを 裝窗 をつ けて ゐ る。 

「巧 巧が お 下す るを 中で、 この 音榜 おを おを が 物 おく おおが おいが りを 巧ず るので すが、 このが 



り だけで、 たいていの ちぶ 沖 3 々まな-っ さかてし t ひ乏す ■*」 

と、 なを 兵が 說巧 する。 - 

飛け 場の 西側には 、長大な 格納 巧が 卜な ばかり 並んで ゐ るが、 これ 等の 格納が には、 巧れ な 一つ 
ついて 在ない。 ところ ダ、 そのが 方に 坦か 八て るる 巧 希 巧 避の 彌行 機は、 一つ 巧らず 動 巧し に役碎 
されて ゐ る。 「なぜ、 ついでに 化 おが も 巧を しな かつた の だら うか？」 とお はなをおに 辱 わて みた C 
この 巧 問を 受けて、 

「へヤ •ドクトル！ これこを、 わダ急巧下巧劈機獨おの荫前です！^^!」 

と、 かれな さお、 すこぶる 得 寂で ある。 

「が 巧 巧は、 わ ガザが ホの 作戰 にす ぐ おはなければ ならないで せう。 いはで 大專 ながを です ょ。 
だから、 满巧投巧巧の際には、 ををつ'けずにソ1ブ として起くのです。 をの'5^はゎ、 が巧巧から五 
十. 米 も おれて はゐ ないむ 上 巧な 棋 は、 かたつ ば. 一から を效 なく 叩き 巧して しそ ゾても ゎを たう。 な 
ゎ、 これを わがを 海て 巧な がの お 力と 巧は ずして、 ソモ がと 中子べき であり ませ- ン か！」 

がを 兵 先生、 しま ひじじな 挽 〇巧 でんる。 

がに なのみ 辯 こお 了され てし まつた わけでは ない が、 これには むから 巧 わした C ベルグ ラ— ドの 
場を もさう でもつ たが、 を < おかな 巧 投〇お 板で ある。 かうな ろと、 一つの 「巧 铜」 とさへ 巧べ る 


巧 年の 芭两佛 作秘の 時は、 格納 巧ら なにも いつしよ くた に 巧 おし 盡 されて ゐち をれ から 一 ま、 
その 巧 おを よくが 巧した ドイツ 空 巧は、 「今を は、 格が 庵には 手を おれない」 とい ふ 方れ ホが 用し 
た 〇 1 つの、 大きな 巧 ホで わる。 もちろん、 今 罔は、 巧 空 巧の ながや 地上 巧を 砲乂 がが 巧よりも 巧 
拐で、 餘裕 結々 と 巧が を 巧 巧で また —— とい ふことは あらぅ。 けれども 、ドイツを 軍の 巧 おお ホが、 
この】 年間に 著しい 進步 をを けたと いふ ことは、 まさに、 爭 へない 薄 質で ある。 巧えざる 研究と 進 
ホ —— こ、 じ、 ドイツ 軍の 强 さを 說 巧す る 鍵が 祕 めら れてゐ よぅ。 

自動 単のを ホに 巧つ た將 校が 舒 つて 巧ての 話に、 アテネ 巿 との 请倩窜 話 線を ち 巧 軍が 退却ず る睽 
切が して 巧つ たため、 アテネ 巿 との 連裕が 非常に 惡 く、 いつ 自勒毕 が詞逵 できる か 判らない とい ふ。 
む 細い 話 だ。 

しかし、 私を ガッ ヵリ させた めは、 自動 単の 問菌 よりも、 音信 诺 話の 不適で ある。 傳か 途中 二十 
五 巧の、 こ、 と マテ ネ巿の 間にが いてさへ こんな 狀態 なの だから、 ベルリンとの 馬 話 巧な なち ま 
づ 、問題に ならない と 見なければ ならない。 おボ ベルリン お 避の 時から 持ちつ S . けて 來た 一巧の 望 
は、 入が 第一 语を ベルリン ま 局じ谱 話で 送る とい ふこと であつ た。 そのために、 ま 局の 同 おは、 わ 
ざ わざ 勤務時間を 延ばして まで、 おの 巧批 しを 待つ てゐて くれてる はず だ。 しかし、 もし それ ダ だ 



めだと ずると、 ると に 避る 方法 i 避の 蘇 巧 傅 託送な どは、 ゐ まりに も遲 く、 かつす 確 黄で ある。 
せつ かく、 お自 をが アテネに】 を霖 をし てら、 送信の ち 法がなければ、 新 巧 特派 貴と しての 任務は 
果せない。 いク たい、 どうしたら よいだら うか？ おのむ は、 深い 地底へ めりこんで 巧く のみで あ 
った。 

あたりは、 もうな 靖 である。 をの 暗い なかで、 なの 足ち とに まつは りつ くちのが ある。 よく 見れ 
ば、 一巧の 小犬で ある。 みを 悲しげに クン/ \ 鳴らして ゐ る。 今頃 こんなと ころに うろついて ゐる 
のは、 きつと 宿無し 犬で あらう。 この 犬の 主人は、 今度の 戰 每で戟 死した ので あらう か？ 捕 煤に 

なつた ので あらう か？ をれ とも また、 どこかへ 逃け てし まつた もので あらう か？ 私は、 較 

爭の悲 がを、 身近に ひし {と なぜずに は 居られな かつた。 

こ、 まで 來て 居りな ザら、 眼と ♦の摧 離の アテネ 巧內 には いれない とは！ おは、 おを くひし ば 
つて、 了 テネ市 巧の 方角を 眺め やつた。 や 時なら、 厌 かに 空に 映る' 妈 のを かりが 見える ので あらう 
が、 現在は 燈乂 管制 ザな 重に 施行され てゐ るので あらう、 巧 巧が 爲一 をの 中に 化 巧して、 街の あり 
かを 知る よすがは 何一つない 。たぐ、 仰ぐ 空には、 深く 絡めら れた辆 おの 星が、 二 千 五ち 年、 古代 
ギリシア ま 時の がを 宿して 光つ てゐ る。 古代の 神强 とお々 の 神話と を 物 請つ て くれさう ‘ v ある。 

聞 じす かして 時計を 見る と、 針は 八诗を おして ゐる 。円本との 時差 セ 時間、 東京は 今、 午前】 二 時 
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でゐる 今ら し ベルリンへ 第一 否が 送れ、 ば、 ま 局で タィプを 叩く 時間 一二 十々、 ペル リン、 をな 間 
二 時間 乃至 ミ 時間と みて、 いくら 遲く とも 朝の 七 時には 本社の デスクに 屆く はず だ。 たと ひ あと 五 
時間 遲 くな つてら、 同報喬 話さへ 使へ ば、 夕刊に 閒じ 合は せる ことができょう。 をァ 、どうじ かし 
て、 一刻も早く アテネ 巿內 にはい りたい。 さう して、 なんとか てつと りを い 方法で 送信で きない も 
の だら うか？ 

本社の 編輯 室の、 殺な なつた 光景が 眩の 前に をんで くる。 「同 お y ! J と 叫ぶ 叟 。その 原な々 巧ん 
で 超け おす 給仕の お ..：•• 。 

十分、 二十 分、 一二 十分 … .； 時間は 遠慮なく たつて 巧く。 毯は 、今日の この 日を で、 「巧」 とい ふ 時 
間のを 小提 位を、 これほど 長く 感じた ことは ない。 ふだんは 巧いた こと もない、 巧 中 時計の かを 刻 
むを が、 今日は、 ハプ キリと ヵナ.^ 巧な じみつ てく るので るる。 しかも その 搜 かな 音が、 をた な 
ん とを 地惡く 神経を 巧 立たせる ことか！ それは、 執 巧な 惡 がの 巧 音に 巧え る。 

時た を、 巧く のな に 自政华 のへ， ドラ ィト ザ 巧め くので、 もし や迎 への おわと なつて、 胸を とき 
めかす が、 をのを、 なつた 方向 じ、 ちをひく 人 巧の やうに おえて しを ふ。 巧 梓した ごじに、 お切ら 
れ たえ 留は 大きい。 

U 1 十み …… 一時. 5 …… 



おの、 むは、 み窠 じいら/ \ してく る。 あせる まいとは 过 ひながら も あせつ てく る。 巧を に對 する 
ともしれ ない 巧 おが、 荒れな ふ あの ごとく、 ムラ..^ と 胸中に 燃え ひろがつ てく る。 おは ジッと J . , 
てゐ るのに 堪 へられ なくなつ て、 を こいら にころ がつ てゐる 石ころを 靴 ホで 议 りながら、 あちこち 
かき まは つた。 さう かク ずるう ちに、 なは ふと、 ょく 舞を の 上で 俳 傳が然 躁の氣 持を 表現す るのに、 
石を なる しぐさを 巧 ふのを ぶ ひ 巧した。 ハ ハア 、侯 もやつ てる ナ —— かう 考へ ると 同時に、 がは 自 
分の 現に やつて ゐる ことを を捉 的に なおで きる やうなら、 すこしは 也に ゆとりが あるの だな と氣 が. 
ついた。 さう 氣が つくと、 氣掉ボ だん-^ 巧 着いて きて、 おは、 いくら あせつ たつて なるやう じし 
かならない の だから、 ひとつし ぶとく 酸々 据 をて 待つ て やれ —— とい ふむ 境に 巧つ ていつ わ。 「が 
めました ョ 、どう 節め た、 節め られ ねと 節め た」 などと、 口ずさんで みたり した。 

なま あた、 かい 南飮 のをを にも、 地を 包 ふやうな 冷氣 がしの びこんで きた 〇 なは、 みえて 風邪を 
ひくと いけない から、 飛 巧 磯の 中にはい つて 待つ ことにする。 今 巧は らう 望みない にしても、 とに 
かく 稻义 だけは をいて ゎかう とぶ つて、 巧中葡 巧の 光を たょりに、】 を お 命、 入城 防の 前を をした 
ためる。 をき なへ て 時計々 見る と、 すでに 九 時半。 

あたりは、 をく 靜か である。 なに か 聞えない かと 巧を 澄ましても、 巧 かな 物音】 つ閒 えない。 巧 
わみ なおした る靜 けさで ある。 これが、 較 地の 巧で をら うか 3 おは 裝 つた。 私は メモを を 巧し 

】 至 
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て、 今にも 消えて しま ひさうな ほ 中電燈 のな 光で、 ホの やうに 蕃 入れた。 

歸わ である。 ただ 靜か である。 この 巧 ふで 化 队い載 爭が巧 はれて ゐ ような どと^、 な 
像 だに できない 睛 諮な 巧で あこ。 

この 傑々 とした 辭 けさは、 おの 蹄 想を、 嫌 倉の 回を 寺へ もつ ていつ た。 お ポを生 時代よ く链 レに 
巧つ た佛日 庵は、 固を 寺の 巧內 でを 特に 巧 まつた 辭 かなところ こ あつた。 おは 今げ 円 庵の 一室に 坐 
つて ゐる やうな 氣 がした。 大お神 巧の 讀經 が閒 え、 木 おの 音が 間え、 ぞ師の 一喝が 鞍いて くる やう 
な氣 がした。 i … おは 靜 かに 股を 閉ぢ て、 安らかな 陪 なに 耽つた。 

何十々 たつた もので あらう か、 巧 か、 龍 かが、 

「自動 寧が 來 た！」 

と 叫んだ。 おは 反が 的に 飛げ あがつ て、 飛 巧 機の そとへ 超け 巧した。 

明るい ヘッドライト がを ついて 巧る。 見れば、 (1 ケン ク n イツの 镇 をと CD とい ふか 巧图 のが 
章を つけて ゐ る。 ドイツ 公使 倍の 自動 草な の だ。 おは 勢よ く飛乘 ると、 j 目 散に 「神話の 都」 への 
道を 急いだ。 ヘッドライトに おされて、 カ ー ヴの 樹木が、 パ ッと現 はれて は パッと 消える。 時 違 八 
十 巧 r カ ー ヴを 切る ごとに、 革の 片側 ボス ー ッ とがく。 

十を ら宏 〇た权 、おが、 巧手に 巧 中 培を の靑い ホが 搞れ たと 思 ふと、 おとした 鼓、 J 號令 



キ ー ッと タイヤが 乳つて、 を 巧 単。 步哨の 銃 劍と學 錠。 アテネ 巧が 門の 交通 檢态 なの だ。 

逛轉 をは 横 巧な 男と みえて、 

ドイツ 公 お 粒の 公用 每 だ。 お瓷 無用！」 

と 高 飛苹に 巧る が、 檢査の 兵 際、 そんな ことで にへ こまない。 却つ て 巧む 其し とみた か、 執 拭な 訊 
問を 巧； ねる。 同乘の ドイツ 兵まで、 軍 お 手 巧を おして 調べられて ゐる 〇お虽 な蒋储 ぶりに、 しみ じ 
み、 戰 巧へ 來 たとい ふ' おおが する。 占領 後間 もない からでみ らう。 . 

沒乂を 削の 時間で、 どこを どう 巧つ てゐ るの かを 目 判らない が、 た ぐ、 夜目に も、 廣い 道路と 大 
きなら 里 W お树 だけは それと 判る。 一を 架の 緊張に、 おの 眼は 化の やう だ。 

立が た ホテルの. なで、 ぶ ザと 定 る。 で 閱の巧 脇に、 お備 おが 二人、 不動のを 勢を とつて ゐる 。拔 
がで ある。 ろ 

中へは いつて、 こ がちを な ホテル •グランド •プ レタ ー ニ* だとなる 。この ホテルは つい ホ H 
までち 围お巧 軍司令部 であり、 イ ー デン か 巧 も 宿泊して ゐ たが、 今は、 巧 軍 前線な 巧 令が が 超 かれ 
てゐ る。 なる は ど、 豐 々たる もの だ。 蛟 場の 上の 语氣 時計は、 ち やう ど 十 時半を 巧して ゐ る。 

とつ つきの 大巧 間は、 をと ゎぐ の ドイツ 軍 お 校で】 ばいで ある。 大 おが ゐ る。 む おの おかお 巧 


二 00 

がゐ る〇睦 巧、 を 軍、 H ス •エス (親 巧 誤) ドイツぶ あらゆる 制賊ポ こ、 に 集まつ て ゐる〇 

「おを だけで 一一 一十 人 も 巧て ゐ をす ョ」 と、 が投 の巧ボ おの 巧に さ、 やく。 

夕 をには いる 。こ、 も、 ドイツ 巧 人で 超滿 な。 やつと 一つ 席を 見つけて 腰をおろ ずと、 巧く の テ 
I ブルで、 ゥィ ー ンで ょくを わけた おを ジ韵 をと】 巧 じを 察を し 一し ゐ る。 ハハァ 、ゥィ ー ン のをを 
が 巧て ゐるナ —— と 思 ふ。 

朝からの お 行軍で、 ぺ n /、 の空膀 。さつ そく パンに 呀 りついた が、 こ、 の パンは わ そろし くま 
づ い。 キ 年に わたる 勤 か較爭 のが 鳄 であらう 。を 後、 ギリシァ 挺 草を とゎ ょせてみ ると、 これは を 
たさす がに うまい。 紫な々 ゆつ くり 吐き出しな ザら、 •、如い 隣室を 見る と、】 人の 將 薄が、 わい；^ い 
の 幕を じ とりまかれ てを 談 して ゐる〇 おは、 オ ヤッ！ とおつ た。 あの 綺と いひ、 口 おとい 、)、 S 
かに 東南 お 方面 霉總 司令官 リスト 元帥 だ。 

これは インタ ヴュ ー もの だ！ 

とぶ つたので、 すぐ じを 傅 省 貝のと ころへ 飛んで 巧つ て、 なんとかを 見の 幹旋 をして <れ と 巧み こ 
む〇と ころが、 リスト 元帥は を 巧の ブロ シァ覃 人 かわみ」 で、 新聞記者との インタ ヴ a 1 などは がま 
れ ないだら う、 ことに 現在 バルヵンの ルを 情勢が 極めてが 妙な 折で みるから、 なほ さら 會 見の 許可 
を 持る 巧 能 おはない とい ふ 返 巧。 あの 手 このを で 粘つて みた ザ、 お 原 •引 ホを 巧され てし 4 ふ 0 



これが よその！ 一な b、 一 母 本人に ぶ 0 つかる 非常手段を とる とか、 副官の 「馬」 をが る謀祁 手段を 
使 ふと か、 あれ や これ やの 四十八手を 用 ひる 餘 地が あるの だが、 杭 削の 隙胁 のない ド イジでは、 を 
んな ことは 絕對に 許されない。 いさぎよく 請め る ほかは ない。 

自分の おに 戾り 、煙草を くゆらせて ゐ ると、 いろんな 話ボ 巧には いる。 

ギリシァ 軍の 捕虜は、 を却釋 化された とい ふ。 今 同の 戰爭 で、 ドイツは 初めから、 正面の がは 職 
爭挑發 を 巧 園で あつて、 ギ リシ T 闊 巧は 飯と しないと いふ 方 かを とつて きた。 をれ は、 四月 ス 日に 
ドイツな 府ボ發 哀した 動 希 通熙の 中に 巧 記されて ゐ る。 

ス拘 巧〕 な 上の 理由に よつ て、 ドイツな おはを の 軍隊に 封して、 英覇 巧を ギリ シマ 領± よりな 逐 
せよ と 命令す るに 至つ たので をる。 ドイツ 政府は こ、 に、 ドイツ 軍は 斷 じて、 ギリシァ 段 巧の 敵と 
して 進餐 する ものでは なく、 また ド イソ 巧 民は、 ギリシァ 巧 民と 戰ひ 、これを 巧 侮 せんとす るち 柄 
の 毛頭 もない ことを、 特に 强調 する。 ドイツが ギリシァに 對 して 巧へ ざるを 将 なくなつ た 一巧は、 
英国に 巧 けられた ものである。 ドイツ 政 巧は、 速 かに 英固 侵入軍を ギリシァ 領± から 駐逐 する こと 
によつ て、 ギリシァ 固 巧と 欧^ 同 越に ち K 苔與 をな す ものである ことを 信じて 疑は ない。」 

これに 加へ るに、 ドイツは 今み 戰爭 における ギリシァ 軍の 敢岡綺 賄を お視 し、 ヒット ラ ー 化統は 
特に、 お 巧め 捕沒に 巧劍を 許す とともに 、アテネの 無を 載 丈の 墓を ギリシァ 近が 兵が 引 おを お備す 

:一 〇一 
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る ことを 許した ほどで ある 〇 いは ゆる 「武人の るを」 をを 基しての 庭證 である。 

綺谋轉 あには、 ほかにもう 一つ、 現が 的な 理由が ある。 をれ は、 麥 のが 楼糾 にあた つてを 窒別化 
下を 巧ぐ ためで ある。 ギリシアの 不作は みして ギリシア のみの 不幸で ない ことを、 ドィツに 巧者ょ 
り もょ くな つて ゐる 3 だ。 

さて、 この ホテルは 滿 具で 空室がない とい，、 i ので、 方々 へ请 話を かけて 探した か；^ い、 やつと ホ 
テル • n スモ ボリ ー ト に】 室を 見つけて、 そこへ 移る ことになる。 

スーツケースをさげて、 星月巧をザく。 どこからともなく、 ラィラッ クの花が巧つてくる。 なま 
あた、 かくて、 猫の 巧啼 でも 聞え てきさうな 夜で ある。 巧國 だた ア —— と、 しみ- 思 ふ。 

午を 十一 時な が U 、 一お巿 民の 適 巧は お禁 されて ゐる とかで、 ほとんど人 适り はない。 深 < 巧ん 
だ 鞍け さ。 時々、 ホ 巧の 龍 何す る 巧が 銳く靜 をを なる。 

埼い 中を 哥 ね/ \ て、 やう やく ホテル ' n スモ ぉリ ー トじ たどりつく 〇 もう、 二 時を 迸ぎ て ゐる〇 
五 時に 起す やうに 巧 場に 詞んで 一一 一階へ 上る。 

窒：： r る ま 〇〇 つけでは ない。 む 細い な 給の たに、 壁の 探な なボ けんやり 巧び 上つ て 石る。 しか 
し、 ベッドの な ホが 白 < 巧 がた レで、 み i づ /\ピ 至ん がで をる。 ザ リシア じを いと かいふ 巧を おも 
ゐさ うにたい。 



かさい 机 こ 向つ て 日記を つけながら、 肆 地で、 と'。 わく 一つの】 おに ありつけた ことが 化を せなん 
で、 どんな 室で も 文な なんか 言へ た 義理では ない —— などと 考 へる。 

一一 一時。 倒れる やうに 横にな つた お 許に、 お 甲 部 除の 進軍のを でもる らう か、 卑稳の 霞く おる をが、 
どこから ともなく、 遙 かに 傅つ てく る。 

巧睦 。 

七 ホ 恐 巣の 巧 じ 祈る 

お 巧 二日 (を 巧 5 

左 お 時、 ノックの 巧に パット 飛び 超き る。 勢 あまつて、 巧 補遵ザ ニー ニ ホフ ッ 残んで おに 巧ち たが、 
をん たこと ぶかを つて 居られぬ 。大急ぎで おを 磨き、 挺を 刹り、 服を 着る。 今日は パル テ ノン 神 股 
に詣 でろ ので、 ヵラ ー のな 新しい のをつ け かへ る。 

牠 聞と 集內記 をと りなして、 今日の 見物 塚を 地を 巧 究 ずる。 耍點 だけは メモに とつて、 作 齡計お 
にが 虽を 期ず る。 

下へ 降りる と、 ち やう ど セ 時。 を 堂には いつて 朝食を 注文し、 をからを を 見 上け ると、 一 旣の呈 
をない 快晴で、 巧の 光が おにし みて 痛い。 はてしなく をみ きつた 驾 儀を おめ てゐ ると、 悼 お 時間 タブ 
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タニ 巧 間の 巧むな どなれて しを つて、 新锋な 活動な が 身 巧 じな つてく る。 

この ホテルは ホモ ニア ス廣 もじ 面して 居り、 道 巧を 隔て、 たくさんな ヵフ‘ 1 ポ 並んで ゐ る。 が 
いた ことにに、 それ 等の ヵフ- 1 が、 巧のと 時と いふのに 早く も超滿 具、 おを がな 巧 上に 垃 かれた 
テ I プルに 倚つ て、 これぶ また ノン ビリ と挪排 をす、 つて ゐ る。 トル n 風の 小さな 规耕 茶碗に、 そ 
の お 倍 もみる コップの かの なをせ —— 初めて 見る 殿には、 すこぶる 奇お である。 そして テ ー ブルの 
側を 鋒 ひながら、 巧い はだしの 子供たち ボ 、胡 巧の やうな ぶつ < の 一 ぱいつ いた 菜 子 パンを 巧り 
がいて & る。 何の ことは ない、 ま郡禪 である、 上海で ある、 おを である。 I おの 第】 巧を をむ ガ〇 
ど ょく 見て る、 淸 漫な泻 ではない。 しかし また、 この 東 巧 的な 亂雜 さポ 、なじ ある 親し さと 氣を 
さとを むじ させて くれた こと も 事 ザで ある。 

私は、 この ゴミ {と 動く ギリシァ 人たち の 表情から、 殷較 ギリ シマの お 淸を讀 みならう と 巧め 
た 。しかし、 それは むだな 努力で しかな かつた 〇规辨 じ 口を うる ほしながら、 のん ベんだら ゎと い 
つまで も 何やら 論じ あつて るる 中年な 上の 男、 お氣 力な おを した 靑 年、 巧 ホな 口む をを つた 巧 化む 
の 巧 —— みんな シャア /.\ として、 どこに 戰 爭ボゐ るかと いつた 顏せ である。 得 化された § は、 
みまり めだたない やうに 茜 通りの みを が，、 やう 訓令 ブ でて ゐる さう； をれ でも 女と 手々 紐んで 
巧 ホして ゐ る必隱 もの もみる。. 



おは、 意 かな 感じが した。 失望した。 「循を 持つ て なれ、 然らずんば 循に娛 つて がれ！」 とい ふ、 
あのち 代 ギリシァ 人の お魄 は、 今は らうない ので あらう か？ 

ち やう ど そこへ、 給仕 ボ规排 を 運んで 來 たので、 

「ドイツ 軍が にいつ て 巧て ゐ るのに、 ア テ米巿 巧は あまりく さつた 巧は して ゐな いぢ やない む。 
いつたい、 ギリ シマ 人は ドイツ人を どう 思つ てゐ るの か ネ？」 

とおし かける。 給仕の 眼に、】 爵 、チラ ッ とお 巧のを ザなん だが、 おが 日本人 だと 判る と 巧め てを 
也した やうに 語り だした。 

「アテネ 市 おは、 ドイツ人に 敵意を も 0 て 居りません 。ドイツ 覃が入 巧して. 來た 時に、 巧は が 花 
を おけたり 短 草を 贈ツ たりして 迎 へたのは、 巧よ 〇 の證據 でず よ。 

だつ て さう でな う。 ギリシァに 截爭 をし かけて きたのは イ タリ！ でず 〇 をの イタ リ ー の 巧を ポ惡 
いもの だから、 强 巧の ドイツが、 見る じ 見 かねてたい 0 •て 巧を のです。 ギリシァ 巧 巧を おとして 較 

ふので はない と、 ヒプ トラ I さん もは つきり 育つ てゐ るで 化う。 だから、 おたち ギリシァ 人 も、 

ドイツ人を おんだ 〇 ずるい はれが ありを せんよ。 

それに 御な のと ほり、 ドイツ 軍の 巧 規は段 匹で ずから、 が おは ドイツ おを な 巧して ゐ をず。 しい 
しあな た ..：； 」 

二〇 ぶ 
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と、 彼は ゐ たりを 見 まは して、 イ タリ ー 人 ザる.？ 一い 对な 確め たな、 なを 从を めて嘗 ふ。 

「もしは いつて がた のが イ タリ ー 軍 だとしたら、 韶 はを なんが ひを すょ。 ギリシァな 巧來イ タリ 
1 のが 設齒 にず ると か、 を 別 範圈下 こ 巧く とか、 いろ < のがが るります ザ、 をれ では とても ぉつ 
て 行きますまい 。ギリシァ 巧 巧は、 どうか 他拐疾 じち 酷され るなら、 辞な する ドイツ人に 治め てら 
ら ひたいと 思つ てゐ ます OJ 

盟莉 イク リ ー のこと なかう 哥 ぶれて は、 な も あまり 渝み でない シら 、ひとつ 說 致して やらう かと 
なつた が、 先を をぐ、 を 早く バタ ー み パンに ずり つけて 口 W みへ な ふ. りこむ。 バタ i を巧搏 になつ 
ていため た 卯の 円 玉 挽、 巧り 商い 測 巧 …… 久しぶ. リ に、^ 心い iw ク いいの 明を だ。 をべ かつて、 を 
巧 切 巧を 出さう とジ ケットへ 手を 入れて、 こ、 では 切れが いらない の だと 氣ボ つを を わしくな つた 0 
巧を を拂 ふのは 忘れても、 切符な 巧 子のは ちれない ほど 切な 制 巧に 巧れ てし まつた ことを おへて、 
「ドイツの 統お はほんら の だ」 と、 今 さらの やう じ 思つ た。 切符な しでは たべた やうな 巧が した、 夕 

うに なれば、 日本な どで も、 た 粉 巧 制に おず るで やが 起らない やうになる だら う などと おへる 0 

八 時、 巧な-器を 房に をへ 巧る。 とたんに、 强烈な 太 情の 直が が、 なの 巧に •巧に、 をを 一が ゎか 
る。 南 图の睹 光 だ。 なろ ほど、 さう いへ ば 昨日 譯巧 粉で、 一氣に 十に な 上の 泣 巧を 巧び 巧して 南 
へ 下つ て 巧た の だ。 な 候の 急 故な 投化 もを が だ。 か 蜜を 室に 踐 して 來 てょ かつた とも ふ。 



こ 分々 ろの 下に、 巧效 。ん閒 ザう ご々 いてる る。 しかも、、 璃發 健. が だ。 巧に、 ドイツから がた 
をむな には、 ユダて がめ だつ。 なく 挺を 延ばし 黑い版 S けた ユダヤ人 巧 侶が お 曾れ たやう に 
•ソロ-* 步 いて 巧〜， 一 S 蹈 《中に 5 て、 夕 。シ 7 人® 巡 勇、 ドイツ 兵に 3 襄 たがら、 
汗が くで 交通 裝理 にを たづて ゐる〇 もう 卽呵 一ー ドイツ ま 夕通签 理ボ實 巧され*-.- なる から おく。 をく 
どこへ 巧つ てら、 「ドイツ 化」 の 早い のに じ 《。わ y せら かろ。 

オモニ マス 輿 苗から マテ、 不 のな應 パ 本ピス ティ ミゥ 巧を 2 下つ S く。 道 縫は 阔 一宇 ホな 上 も 

を、 立派に S ミれ て ゐミ。 K 卜な词 々寡 蛮 2 が、 いたる と 二ろ 吴 さく 营出 だを てゐ 
る〇巿 巧の 武器 禪薬 蹲が を 禁止す る布吿 だ。 

通行人は、 もうみ を夏慧 S を 着て るる。 3 宝 ぉてゐ ない 《は、 なを、 ドイツみ とか 
化 方 か， S 婪又〇 て 來た者 ばを で ホる。 小麥を 《豐」 た 若い 女 或 望を 但 眼鏡を 力け てゐる 
のじかい^〇いでるろ ぉをろしく魅惑叟印あを受ける。 地舊ドイツ巧を見おれてゐたせゐでぁ 
らラ D 

しばらく 巧く ち 左 则岳大 な 建 却 ザーニ 透んで ゐる 4; 壽ちミ 7 多 f でを ミミつ 
とら 白 望に 卯を 萬 亡た 襄ギ？ ソ 7 ま讓 で、 イオニア 烹 なを 巧 ひて ゐ 。。前庭 二げ を. りれ す 
巧雙 .心 どの 巧と 調が して、 ちけ 了テネ のけを 段 巧 冀を轉 ちて ゐ ろ。 

二 0 セ 
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舅の 涵一詹 にはい る。 一人 0 ドイツ 累買 物を」 ぶう として ゐる ザ、 ドイツ語 ダ おや ぢに 通じ 
なくて 困つ てゐ る。 8 でな ホいで やる ち 巧く 措を S た 後、 「どを ら來た Q か？」 と 尋ねる。 
ご リンを だと 音 ふち さも ほし さう ち自 々も ベルリン 子 だと 言 ふ。 それから、 一一 入と もアク 
ロ ポリス 見物 e 途中と いふ 二と ボ がり、 おは 囊れ I と 二人 房を 並べ T かき おす。 

ょく 見る ちは たち C なつを なら 送 《奮 0 霉で をる。？ 澄ん 墓 じすつ さ たな 
錠。 力* も 男ら」。 端正な 顏で 古巧ギ 9 シ V ， Q 膠 篡_^& かょは をた やうな S でを る。 をれ に 
比へ て、 街 上で 見る ギリシア 人を に、 いかにい は ゆる ギ 。ミ 型の 想が 稀で ある ことち ドイ义 
と 比較し 了い かにを 相 じ 見える ことす 話に 巧けば、 ギリ ミでは、 過き 一千 年間に 非常にな 
雑な 人種 閒 e 混血が 巧 はれ、 現代 ギリ ミ 人には、； ご X 、 トルコ 人、 を X 、 ユダヤ人、 
マル 又、 7 ラ矣 人、 H ， ナプト 人 等 G 血が 混つ 了ゐ ると いはを。 おが 蠢ナ J •ドイツの 巧 
導 的 超-論？ 1 ゼン ベルグ 氏の インタ ヴ r をと つた 時、 同氏は、 古代に 傅秀蔓 化を もつ た イン 

ド 養が つ ひに が 8 謹 i ちた e は、 人幫な 患が 行は 廷 からでみ ると 雪、 器 純規性 

を强 調して ゐ たが、 ギ リシ KSQ 原因 も、 巧 ひは、 へぃ、 S のが 粹性奚 に 求められる かも お 
ない。 

ゆっ へを をを した ホテル •グ ラ；- ド •ご夕 ，この 寒 通り 補ぎ るち 豪に 巧る いかを のな 


ちちが 王化 公 詞の中 じを、 りなつ てゐ る。 王宮の 前には 棘る 戲 + 一の 基が あり、 スヵ ー ト附の 巧 巧な 
賊裝 をした 近 街 おが 二人、 大時代 的な ホき 方で 藍 前を ゆき、 して ゐ る。 これが 昨夜 話に 化た ヒット 
ラ I 热が 特刖が 可の お備 おな ので ホな。 公 超は、 ほとばしる やうに かきが た 新が にお ほ はれ、 ジ ー プ 
と 見つめて ゐ ると 抱が うづき だし さう である。 

むせる やうな 若葉の 巧 ひから 逃れる やうに おを 上げた おは、 一瞬、 ハッと 息を 巧んで なち すくん 
だ。 見ょ、 眼の 前にを え 立つ 巧兀 たる 岩山を！ アクロポリス なの だ。 しかも その 頂上には、 化 お 
な パル テ ノン 神 跋が朝 陽に おがと 巧いて ゐ るでは ないか 一 

おの 尚は 感動に ふるへ た。 なは 境き つく やうに、 この 蜜なる 丘を 見つめた。 冷 薬 まや アルバムの 
寫眞 から おに 描いて ゐた 映が ダ、 今 現 巧のを をと つて 現れた の だ。 せり 上つ た 舞を の やうに、 巧の 
ゃから 孤な して そ、 り 立つ てゐる このを は、 一種を 巧な 美感を 構成して ゐ る。 

をは、 化石した やうに なつた ま、 動かな かつた。 同行の 巧 おもまた、 ジ I ブと 立ちつ くして ゐ た。 

二人が また ホき 出した 持、 なは 巧を におし ひし がれた 巧で、 つぶやく やうに 語り だした —— 
「わたしは 今、 少年 時代から のをを をす ことができて 巧慨 無を です。 一度は 欺渊 文明のを 祥地ア 
テネ をな づれ たい i これは わたしの 長年の 谨谋 だつ たのです。 わたしは 滿 足です。 しかし、 今日、 
このを だを 載 友 P とがつ ことが でさない のは、 なんとを おを で たをりを せん。 P らまた、 この アテ 

二 C 化 
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ネ に： おしては、 おりない 馈 像を もつ てゐ ました。 ギリシァ 戰 線に 巧てから は、 巧轻 のが じ も、 巧 宵 
の ぉに も、 きつと 一巧に アクロポリスを 訪づれ ょうと、 何度もく りかへ し..^ 約 あし あつた もので 
した 0 

ところ ボ 、をの P は .； … 」 

こ、 をで 一氣に 語つ てきた 彼は、 巧が 語を 切る と、 をの ま、 殊 つてし まつを。 不思隸 に 巧つ て 彼 
の おを 现 くと、 も ゎ 上つ てく る 感情を 一を 寝み 巧へ ょうと 巧 力して ゐる らしく、 限は ホく 充血して、 
小 鼓の あたりが ピク 動いて ゐ る。 なは、 やう やくに して 言葉を 褲 ける —— 

「 P は テル モピレ ー 辑の激 戰で化 烈な戰 巧を をけ てし まつを のです。 わたし ボ贷- 巧 後方の 價城 

巧 所へ 琴つ i , た 時、 pe 息は ま 寡 〇 ましち わた e 手を をたがら ミ 提わ§ つた 香 葉れ、 

了 テ ホは もう 近いのに！ 

とい ふ】 語でした。 

アテネは もうない のじ わたしの みには、 この 一哥 f おがま だ绿 いて ゐるク うです 3 〇」 

なは 摂を 流さな かつた 〇 けれどち、 巧の 蝴 はなくな 上の な 動に 餅； はれて ろ。 らしく、 をのな 巧は 
をむ に 硬直して ゐ た。 

化 も龄齡 なな 動に 巧 たれて、 おむか 哲裝 さへ をし 巧な かつた。 二人は 言葉が なに マク 《 ポリスへ 



のな を绿 いだ。 オリン ペイ オンの 岡趾 、ディ オ ニソス 劇場、 ホ ザ オン 巧墳 避な どを 賴 々じ 逊ざ 一' •け 
けば、 道な 早く も、 アク n ボリス 西側のを 〇 口にさし か、 る。 太陽の 直が じだ ばみながら 、大理石 
の 道を 蹈んで 入口に 達ず る〇平 常は きつと 入 撰 料を とる の だら うが、 今は ドイッ 兵は 水戶お 巧で あ 
る〇門 をく ぐると、 すぐ 股の 上に、 ペン テリ n ン產白 大理石 造りの プロ プュ リエが 幾え てゐ る。 日 
本なら、 さ しづめ 山門と いつたと ころで ある。 プロ プュリ H の捷 舆を絕 貧しながら、 さらに 頂上の 
や 地へ と 登つ て 巧く。 階 おの 太理 石は ひどく すりへ つて、 靴 ザつ る {すべ ゎさう で ホる 0 
「こ W 石の やうに、 アテネの 庭を ら既 雨に 曝されて きたの だな ア！」 

と、 同 巧の 兵げ が、 獨 りごとの やうに 音 ふ。 

お < 光る 大理石の 間には、 强棠 、野菊、 巧 慰な どの 花が 一面に 巧き 亂れ てゐ る。 採 疑の なは、 今 
.にも 赤い 滴が した、 りさう に 質 ホ记 。化の やうに 赤い。 二人は 巧せ ずして、 戰ち P のこと を あつち 
アテネを 前にして 寂しく 迹つ たおい P のこと を ..：； 。おたちは 立 止つ て 也から P のち 福を 祈つ た。 
ホ おおの 花に 杭つ た。 

股の 前 じは らう、 パル テ. ノン 神殿が 延お 瑰黯 なをを あらは して ゐ る。 葵し く お 刻され た 被 風を ま 
へる ドリア お圓 なは、 巧 金を に 古さび て 里 巧な 癸 おを 巧し おして ゐ る。 お 巧され た 解か. ち おの 癸 

である 0 
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私たちは 前 殿 G 束 側じ诞 つて、 遵累 破片ら」 い 大きな 石 S をち 空は、 お上げる 巧 もみを 
るかと 思 はれる だか ゎに 靑 い。 をの 驾 巧を 切り刻む やぅに、 たくさんだ ドイツ 機が ス ーブ< と 飛 
びかつ て 巧 < 。あれが ドルニエ 偵察機、 あれ ヴ ハインケル 楼お 殺、 るれ が メッサ ー シュミット 較閔 

按 と、 お 段が 一つ^-^ 敎 へて くれる。 西南の 方 巧には、 ゆるやかな 超 伏を なして 搜く オリ— ヴ 

巧の かなたに ピレウス おが 見え、 をの 巧 ふには、 水 群き 描 中 海が 巧る < 光 つて ゐる〇 

このを のず 瞬と 西 端の ニケ 所には、 巧ぎ 重 商わ 砲 較が協 門を 開いて 待機して 居り、 西側の 窩が砲 
薛 地の 上には、 ドイツ 巧 横の ハ ー ケン ク n イツ 巧と 靑 地に 白 十字の ギ リシ 7 お 政と がが おんで 立て 
ら れてゐ る。 ほかの 占が 地の やぅに ドイツ 軍 巧を 巧け ずに 普 適の ドイツ 巧む をな てた のは、 欧洲 文 
化の 指を アテネ ボ をを あずる ドイツ 挪の 巧い 配慮から がを もので ホ 〇、 ギリシァ 固が を 並立 させた 
のは、 ギリシァ 巧 3 奠 おた 駿 辟ぶ ゎを 巧して、 ヒット ラ ー が 巧が 特にが じて 巧は せ t ことなの であ 
る。 聞けば、 この ハ— ケン ク P イツ 旋 を視揚 ずる 時、 アテネ ホ內 のち 名な 上の 図 民を 巧 巧 おが、 5 
い 旗竿を にの 上まで エッサ^-- 抬 いで 上つ たとい ふ。 おはこの おを、 おちし々 いと 思. ンて閒 いた。 
私たちは それから、 代 お 的な イオ ーー アお巧 エレ ヒテ ィオンを 錢 おしてを め 北壁 卜こ 立つ た 〇ぶ下 

じは、 人 〔焉 ISMJ 裏が ひろぐ とおた はつて ゐる 。一勇 山-」 圈を T をた— 若が の 巧の 
やぅむアテネ巧巧* をのアテネ巿が大巧に抱きか.^ へ てゐる巧玉の民 —— をた が、 この アク C ボリ 



スな 的で わる 〇恐 へぶ ニモ ぷち 年の 过 たでぶ め 
る。 今、 この 改 巧の 日を 迎 へて、 このを 上に 投 
るち 化 ギリシァの 武将たち は、 いつたい、 いか 
なる 感慨を もつ て陷落 アテネの をを 見守る こと 
でゐ らぅ か！ なは 足 もとに 血を 流す ホ 捜窠の 
花を 邮る ながら、 「す 草 やつは もの ども ポ梦の 
跡」 とい ふ 一巧を、 しみ-^ と 思 ひ 起さずに は 
居られな かつた。 

綺巧 じつく。 いつの 間に か、 ドィツ 兵が 一 ば 
い 見 御に 巧て 眉り、 この 兵 深さん たちを めめ て 
の 五々 閒寫眞 尾が 大第昌 でる る。 か才 のない な 
眞屋じ 育 はれる ま、、 神殿の 國巧 のぶで 巧を に 
がを 玻 つてみ たり、 をを 仰いで 数千が の 巧 巧の 
をに 巧る やぅな 段 刻 極まる 限が をして みたり、 
いたるところに 微笑ましい 風联 がくり ひろ けら 
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れてゐ る。 まづ 、典理 巧な な 上りさん 風 操で みる。 

をの お：！ で、 兵 おと 阮い 挺を を かは して 別れ、 おは ひとりで 化錢の トル n 巧へ と < だゾて 巧つた 0 
圆 お-.」 窓との 閒が數 の 巧と 投の やうに つま ゎ、 まるで 奥の がの やうに 見える ビザ ン ナン 寺 隣。 パリ 
の モンマルトル にぶく ゐる やうな、 狹く 機い 路 み、 階 おがの 細い 坂道。 心 かいの 子供。 ボソ <步 

くな 梅。 …… これが、 近代 アテネの 現實の 妾な の だ。 なんとい ふ 大きな 差異で あらう と、 替 

は 今 さらの やう じ、 頭上 商く 聲 える アク P ポリスを 仰ぎ見た。 これが、 同じ おおので 佔の 巧を でを 
らう か Y 私は、 或る 近代詩 人のう たつた 唉 きの 矜去あ ひ 化した 

アテネを 見た 者は 不幸で ある 
若き 日の 夕の すべては 
この 近代の おの 光景を 前にして 
いづこへ かおえ てし をム 
をの 昔への あなを 
- 今日の 現が の 中へ 

どう おめ てょ いか 刺ら たい 



A ア ブネの ヒブ トラ 1 

ドイツ 軍の 占領を、 ギリシァでは、 ドイツ 避 祟と ギリシァ 货常 ドラ クマと ボ並 巧して 讀 用して ゐ 
る。 比率は、 占領 前は ー マルク お 四十 六 ドラ クマで あつたの が、 占領 後は ー マルク 對 五十 ドラ クマ 
じ 固を された。 たいして 巧 利に なつた はずでは ない ザ、 物價が ギリシァ 政 巧の ストップ 令に ょつ て 
巧 付けに されて ゐる ため、 我々 ドイツから 巧つ た‘ をに とつて は、 すべて ボ 格安で、 いかにも 非 巧に 
巧が な 爲眷巧 場で 夕お したやぅな 氣 がする ので ある。 そこで 大いに 贸物 をと いふ ことになるの であ 
るが、 そこは 用意周到な ドイツな 巧、 今までの み 占領地 統治の 經験 にかへ りみ て、 今 巧は 軍人の 巧 
巧に なをな 制限を かへ てゐ る。 まづあ 本的對 巧と して、 覃 人への 軍禁巧 付を 最小限を にを で 削が 
し、 その上に、 隣 お 許可 證樹 度を 採用した。 賠貨 許可 證の文 管を お韓 して をせば ホが とほり であ 
る 0 

一九 四 一年 四月 二十 八日け 

時 巧 軍司令部 命令 第一 说 おお 

A 禁令 

アテネな 二が ル 巧 人ノ白 も牌貞 ハ、 ソノ 何 タルト ヲ 閒ハズ 、卽時 コレ プ疑 ムス。 瞬 
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買 ハ、 な 巧 軍司令部 發巧ノ 蹲 貴 許可 請 二な テノミ 巧 〈ルベシ。 

か 商店 ハ、 巿を局 ヨリ、 本證替 二對シ テノミ 商な ヲ巧巧 スル 旨 ノ指あ ヲ巧ケ タリ 0 
を おお ノ臟入 (、アテネ 巿ノ 物を 療 給が 態 一一 省 ミ、 コレ ヲ 全か蔡 止ス 〇化シ がを 店、 

巧 茶 巧 等 二が テ ハ、 捉金ヲ 交 拱フを 人、 軍 おノミ かを スル 事ヲ 得。 違反を (む 重こコ 
レヲ 處罰ス 0 

アテネ 巿駐巧 軍 苟み部 

この 禁令を 訝んだ 時、 なは】 つの 解 邪氣な 挿話を 思 ひ 趣した。 ま 年の 巧を、 パリ 陷を なをに なの 
親ち である ヒット ラ ー • d 1 ゲントの 一が がが パリに 科嚴 したが、 歸 つて 巧てから の おなおに、 彼 
は 次の やぅな 笑 おが パリでは やつて ゐる となへ て くれた。 

或る】 人の 英巧間 謀が、 ドィツ 軍人の 制服を 着用して パリで 暗 巧した が、】 囘も巧 巧せ ずに 
衝 くこと ボ できた。 ところが、 いょ < 巧 おを 完全 じを 巧して パリを 立 まる 日、 つ ひに ばれて な 
誦さむ てし をつ た。 いつたい どぅした ことか。 それは 彼ボ 巧手に 上產 物の 大ト ランクを さけて ゐ 
なかつ たからで るる！ 

巧 まみを なを 巧 潮に 檢 巧して、 新しい 庭な を おがに 巧 巧す る —— これが、 ドィツの 大きな 特色で 
え ゎ、 をし いお 巧で ある C な怜 今回の 弦复を 局の 果 防な 處坦 には 卞ク かゎ お必 したが、 巧が。、— て 



A ると、 あんょり 成 也ぶ. がりして は晋ら かない。 な も •ト ィツ 贯に從 軍して ゐ るな 上' もし かし セら 
この 禁令の 冠 用を をけ るか も」 れ ない。 なんとか 便 おを 講じて もらは なければ ならん と 思 ひ、 さ 0 
そく、 词の ホテル •グランド •ブ レタ ー - 二に 化 向いて まがで 巧 ホー， ると、 か國 人と 思つ たせ ゐか 
を輕 になち マルク々 を 軍票と ドラ クマに 巧 巧して くれを。 巧 入は、 一 萬 ドラ クマな 上の 札束で 快く 
ふくれて るる。 買物を すれば、 「巧の 湾 巧 雄 J も 研究で きて ニュ ー スの たねに もなる —— と大 いこ 勇 
みなち、 すぐに ホテルへ とつて なして、 香 巧に 「買物の 案內 をし ないか」 とかけ あ ふと、 眼の 魄い 
このを 頭、 早く も 人の なぐる ひを 見て とつた とみえて、 二つ返事で 引受ける。 

ホづ 洋服屋 だ。 アテネで 一濟 六き い 店には いつて、 「な齒 製の 服地が なしい」 と 言 ふと、 店の おか 
ら山 ほど 持つ て 巧て 並べる。 なるほど、 みんな Made す England と 商標が 巧つ て ある。 マヴナ 
をす つて おおず ると、 まさしく 純ち だ。 さつを く 一靑み ミヤ ー ド ばかり 買 ひ ホめ る。 

ホには 種草屆 。「巧 逆の 店には もぅ 英園巧 煙草は 資 つて ゐ ない が、 たつた 一巧 スト ブクを もつ て 
ゐる 巧が ある」 と 音つ て、- 苍 頭が 窠 巧」 て くれる。 見れば、 おの 好きな ゴ ー ルド •フレィクの 小 巧 
巧 十 笛を つめた 大 箱が 畳いて ある。】 目 一箇と いふ ペル リンから みると、 一 あに 數百本 買 ふとい ム 
ことは から 恐し いこと である。 しかし 巧 氣を ふるつて 「をの 大 箱を くれ」 と晉 ふと、 「《ィ かしこ 
まリ ました」 とい ふ あ 事。 かぅな。 とを つかを しくな つて、 み々 と大を 購實を もくろん だが、 いく 
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ら 「自白を 義 控濟」 の アテネで もさう は 巧 应ボ 釘さない。 例へ ば、 巧 ハンケ チは ミ 枚、 チ-コレ I 
卜 は巧芭 …… とい ふやう に 一を せな 下し かを つて くれな かつた。 海上 封 銭を されて 將來始 入の 見を 
ダた、 す、 スト ブクを だん <お ひつぶ して 巧く ギリシァと しては、 やむをえない ことで あらう。 
けれども、 ジ* 二 I •ウォ 1 カ ー の ウィ スキ ー とか、 ポ ルスの n ニャ ブク とか、 ほ 心も趴 がま だた 
くさん あるのは、 さす ボに 長年 英米 佛乾 おの 勢力下に 資 みを 巧け てきた 國 である ことを 肯 かせる。 

たぐ わ もしろ いと あつたのは、 靴下は、 男子用で も 婦人 用 でら、 ドイツ おな ボタい ことで ある。 
ドイツは 、囲 巧では 麻 下の 巧 人を 转じ 厳しく お 眼して、 それを か ザ 獲得の 輸抵 用に まは して ゐ るの 
である 。をた アテネ 巧內 での 商店で も、 每菓が 壁 かの 不安 もな く 通用し、 むしろ^の 貨巧ド ラク 
マな 上の な 用々 巧つ てゐる やうに さへ 見えた が、 これは、 ドイツ 巧の 威力と ドイツ 园 力の 充巧 とを 
示す ちのと して おましい ぶじが した。 

亞巧 が的氣 巧から くる 生理的 必要で あらう、 お 店は をが、 お 午から 午後 云 時半まで r まちの 時間」 
をと る。 が も 巧 物を 忿 いで、 正 かす こし 前にず る繪 裝咨屋 にはい る。 はいつ てない たこと には、 ヒブ 
トラ— 化統 のの 賴检 をな おを にして たくさん おつて ゐ る。 をれ も、 惡 おのみる 沒を などでは なく、 
巧く まじわな ものである。 ドイツ 巧が 入 おした と 思 ふと、 らうず ぐに ヒット ラ ー が統 の^ 咎を巧 
クてゐ る。 この やう だか 才 ない 早 装け、 いづたい 、巧め てい、 のか、 おしてい、 のか？ を ひなが 



らおへ 出る。 - 

表では、 新が の巧予 がうる さくげ 巧して ゐる 。二種 ばかり 贸 つて ひろけ て 見る と、 さらに おいた、 
みんな 摘つ て、 巧一廚 中央に 大きく 乂ッ トラ ー 總統の 病强を 巧け てゐ る。 巧. 据 なを 則に して、 ヒ， 
トラ— 憩 統を羣 おおき 山上に なた せた 巧 巧ら ある。 おを らく オリン ブス 山の つもりで るら う 〇おは 
これを ちた 時に、 ちむ して こんな 礫 固を つくりあげた おお 阮の巧 力を、 むしろ いぢら しい ものと ぶ 
じたので ある 0 

化 街 上の 避 お 

を 食は、 アヴょ 《 フ とい ふ氣の 利いた フランス 巧巧替 で。 

おを ベルリンから 绿んで 巧た 飛行 捻の が 空 兵たち と】 おの テー ブん に给 る。 おしてみ ると、 みん 
な、 す ひたい 物を 山 ほど 岐の 前に 見ながら、 す 巧を 給 おされな いために 貸へ なくなつ て淺念 だとい 
ふむ。 ち やう ど その内-の 一人、 卷 信女 W が 今日 結む 二闲年 記を 日 だとい ふので、 「留守 ホして るる 
巧さん に 何か妃 おおを 巧つ て爵る やうに」 言つ て 二十 マルク ばかり 軍 罵を 诞 すと、 非常に をんで く 

れち 

を 薄 半ばに をな を おが 側へ 巧て、 「巧 おを 巧の 巧 巧 巧に 巧す る ことじな つたから、 巧の 八 時まで 
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一二： 0 

に 巧つ て 巧 れ」 と哥 ふ。' むザピ - N と强 る。 巧 事 もを 二/、、 に まつて、 示 テルへの 道を 急ぐ 0 
燃— み 天 《下 に、 i は 沒步寡 巧で f ろ了ゐ る。 おは 巧 ばみ なが。、 人 ごみの 望みいで 
巧く。 大 をの 前を で ホルた 時で ある。 なは 人と ぶつつ を？ っに.； ミて みおを 淚シ たが、 たもを ち、 
ギ H プ として 立 もす くんだ。 巧手 も怜 立ちに な シてゐ る。 

二 巧 一二が 

「シュ ミ ヴトぢ やない か！」 

「友 蚊ぢ やない か！」 

二人は 问 がに 叫を。 をして ホの 强 間、 ほと を抱綻 せんぶ かりに 固く^^ 手を 搔り みつて ゐち 
がらろ いなは もぅ 淚 ぐんで ゐ た。 

たんと いふ 巧边 であらぅ か！ を 巧は お直 ひに 入 遠む かと 疑つ た ほどの 奇あ である 0 
「かひた かつた ョ！」 

「た ひた かジた ョ！」 

二人は をた 同じ 官繫を 吐いた。 . 

この 年若い 雙み おご ミトは、 なのを も葫 しい、 「俺、 貴镇」 でず ぴあふ 友人の 一人な のち 
装を 检 暇に ヒ ••'トラ ー ュ！ ゲント Q 背が 運動を 硏 おして ゐる繫 を、 私の ぶ 人には 二十を が 



をの 靑年 ザタ いが、 シュ ミ， 卜 もま々 をの 中の 一人な でで ある。 巧め T なりを つたのは、 一昨が の 
ミ 巧、 彼が まだ ザ ー ベリ， ツ ホ 兵を 校の 女官 候補生で あつた 頃 だ。 大戟 おを ずる や、 少尉に がを し 
てを 一線へ が 勃， シャン パ ー ユュの 追を 戰 、ヴょ ル グンの 攻裤戰 などに お々 たる 偉 動を たて、 巧 十 
字す の 一れ.、 二 殺を 雨 方と ももら ひ、 憐隊 巧付將 たと して る 游を瘡 つ、- し 凱旋して 來 ちそれ から 
一年 近くを ふ 機を ザな く 過ぎて 巧た の だが、 今な つて みれば、 顏は 逞しく 陽に やけて ながい 歷軟の 
功を 物語つ てゐ る。 眼は 銳 くが 詞淸 神に 燃えて るる。 

なは 彼の 話を ユック リ聽 きた かつた。 む ゆく はかり 語り あ ひた かつた。 しかしな ザら、 私は 今、 
電報 記事を 專 くと いふ 義務を なつて ゐ る。 この 化 巧は、 絕對 に塊黃 できない 緊急な もの だ。 

と ホい へ、 を 別み、 ば、 いつの 日 かまた. 巧を できる ことで あらう！ 友人は 巧 人で をる。 おは 戰 
地で ある。 誰が 宵を の 日を 巧證 できょう か！ 

送 通 五み もた、 ない のに、 がたち 二人 はつひに 、或が の 化 おか たかはさなければ ならな かつた 。巧 
手を 握りみ つて、 何を も/ \ 巧ち おつた。 思 ひ 切つ てち あに がれた ザ、 なは 十步 ばかり 巧つ てを を 
振 巧いた。 シュミット もを たお 巧い に。 もう 一度 巧 おつた 時 •彼ち まだ お涅つ わにら が ひない が、 
物 巧い 綻杳 は、 をの 時もう 二人を 別 化み に 引 巧して ゐ た。 

なは ホテルの ちに 防け こむな ゎ、 をと じ 0 く 即糕の おを 巧*.' のけ、 提 ゎは-いふ々. うに、 
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二 一三 

「化 巧 だ！ ホ 導 巧—.」 

と、 けんだ。 

上を をぬ ぎがを をし わると、 なは なな か廷 やう じ ペンを むかした。 —— 手には、 油 巧が ミト 
リ をんで ゐ わ。 

-0 従軍記者の 槪み 

約 東の 八 時ず 二し 前に 記事を 普き なへ、 3 K ティと いふ 大學 なく 《レ X ト ランへ 蹈 けつけ て宜な 
省 具 じ手譯 す。 ホッ とする。 けれども、 ホッ としたな かを、 一 化の 不安が 胸の 底に 磯んで ゐ る。 
なた して 珥速養 じべ ル？ ノ憲に 屈いて くれる であらえ 7 ほかの 記？ はちがつて、 一を 
架の お 薄* 時駕 S を やうな 二と がるつ たら、 をれ はを さ S な 傷 ミる。 ま那 でも 飲洲 でも 
をで あるう もち 記を の 苦 也ち こ 1 ス 薑を菁 くと いふ ことぶり も、 むしろい かにして そ 
の 普。 た 二 r 5 てつ ミ 早く 送る をい ふ點 にる るの だ。 ぞ 際、 これ 仁は 命 S まる 愛で あ 
る J かるを こじは、 进不運 とい ふ 「運を の 於が がず。 人 專を盡 した 後は、 もう 神に f ほかは 
ない。 なは、 瞬時 も fs」 た 二と がない 雨 S 別 Q 御 守を 固く 摇〇 しめて、 むから 神の か 越を 
祈つ ち - 。 ' 



むを まざらす やうに 箭萄 巧を なじ。 なか-— っまい。 料理 も 味は い、 ザ、 どうも 見る とこ々、 こ 
の タリ シァには 巧 斑が あまり 曾な でない々 うだ。 巧の きれが、 ドイツと あまり 違は ない ほど 游 い。 
なお 輸入 因で あるから であらう。 

を蔚中、 巧日午前义睹から入巧分列ゴボ巧はれるといふニユ ースがはいる。 ヒッ トう1總婉ブホ 
る だら うか Y とい ふこと ボ話涵 の 中む になる。 巧る 來 ない、 ち やう ど 半々 でろ る。 

ヒヴ トラ ー 練な ザち 代 ギリシァ 文化に 載して 異常な 閱む とを をの 念を もゾ ことは、 すでに あまり 
にも 周知の 専 貨でゐ る。 「ヒ ブト ラ ー 樣 ま」 と 呼ばれる 近代 ドイツの 違 築な 式が、 ギリシァ 連 築の 
影 巧を 夕 分に 受けて ゐる ことは 巧 門 おの ひとし < 指摘す ると ころで める。 

ヒット ラ ー 細が 倒 人と しては、 もちろん、 ずぐ こも 飛んで 巧たい であらう 。しかし、 諸 巧の 政治 
の、 軍專 的、 か夕 巧の 專巧ボ これを 許す かどう か Y こ、 に、 刹 就の 分岐 おが ある 。とにかく、 わ 
もしろ い 判じ 朽 だ。 

巧な のな 巧 ゾサん だから 踊り場へ でも 抽 かけて、 アテネの 巧さん と 南國の 春な 二閱 るの も わるく 
ない —— となつ たボ 、巧け ぱ 、ダンスは 禁ム されて、 キャ バレ ー などは を 部 閉鎖され てゐ ると いふ こ 
滿 めて、 ホテルへ-山 迫々 骑 る。 途中 カフで— などを 观 いてみ ると、 どこも こ、 も、 ドイ V の韋 人で 
慰滿貞 でる る。 了テネ 巧は. •今、 ドイツ おが 滴ち 强れ てゐ るの だ。 こんなに 大勢の ドイツ人が 踊り 
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巧へ 巧つ て ダンスを 始め ミ， そか こを かごいで あら ミ ダンスを 裝 止し、 キ* ごふ S さ 
せた わけが なるほどと 巧 かれる。 

- - 入城 分列式 
置 巧 S 日 (± 巧 日) 

隣り の 室ても、 巧 ひの 塞で ち、 さかんに ドア々 ノプク たる 昔が 細、 含。 を 《哥 じ强‘ •苗まして、 

か 許の 時計 & 見る 呈 時で ホる。 人 舅 S 聲 る軍矣 みを 叩き起され T ゐ る® で ホら う。 が 
も码 まる。 早く 起きて、 ヒ ，トラ ふ統 がは たして 乘 りえで f かざっ を倘察 おかつ をら 
巧。 . 

忿 いで 8 をす ませて おへがる ちがの 囊 はも 三部— 巧 f れ 下、 お 傭ち イツ 兵が I ぱ 
。並んで ゐ る。 早 愛巿 巧が 物を しさう にを まつて さ了ゐ る。 巧 察 機が ほ 空飛 巧 & して 適る。 
をは どんより とを つて ゐ る。 

をガ 時間が あるので、 人 ごみを わけてぶ らくな. がする。 道端 じち マテ ネ名吻 の靴强 きが ホら 
リブと 並んで、 うつろな をで をを 呼を ゐる 。小さい 子’ けま異 、誰から 敎 はつた 0 か、 「シ ユ！ 
プブツ ユンく (靴を 腾ま まかう)」 とを やしげ な ドイツ語で ドイツ 兵た を 呼びを ミる のち 



むしろ あはれ である。 

その 中の】 を 小さい 子供の 前にた 止つ て错 をな に乘 せる。 をはと つ 位で あらう。 見れば ホろ { 
の服を：^巧て、 むき巧しのなブ こぶかわは臨物の膊が流れおてゐる。 こんな小さい年からひとのがを 

磨いて 生きなければ ならない とは おは、 思は ず 額を をむ けた。 をの 視線が、 隣り で これ も 靴 

を 磨かせて ゐる ドイツ 兵の 視 おとかち をつ たので、 おは 控く 會釋 した。 すると その ドイツ 兵 も、 お 
にを 释 しながら 話しかけ てきた —— 

「ドイツ人には、 とても こんな 商寶 はでき ません ょ。 だい、 ち、 ドイツでは 人手 ボ不 足で、 かう 
いふ 悠長た 仕事へ まは す勞働 力は まつた くありません ね」 

アテネに 靴磨きが 多い のは 空 氣が巧 殺して ゐて巧 おがた つからで あらう。 靴を 磨かせる ことは、 
かしてな 巧な ことでは なく、 むしろ 日常 必 .儀の ことな S かもしれ ない。 をの 謗據 には、 當 人が 靴 磨 
き でら やり さうな 後い 子が までが、 ほかの 子 おの 前に 立つ て 靴を 磨かせて ゐ るのを ょく おかける か 
ら〇 一同 五 ドラ クマの 相裝 なの々 十 ドラ クマ 挺ら せたら、 大皋 びで、 ほかの 子供たち にも 見せ びら 
かしては しやいで ゐ る。 膝の 展と思 ひ あはせ て、 询ボ つまろ 思 ひがした。 

じヴ トラ ー 總 がは、 殘 念ながら どうら 夕 さう にない。 化統ボ がるな わ、 もつ と エス •エスな どが 
はいりこんで 嚴 まな 誓 ホを やる はず だ。 おかけで、 入 お ホの ニユ ー ス •ヴ ゾリ ユ—が 十分の一 W ' 下 


に 巧つ てし まつた • 

九證 、薑； 為 巧 講囊 なにぶ い ミ王臺 富には 禦弯か 設け 了を？、 ミ S じは、 

早く も、 ドイツ 閔巧 軍の 將 星、 S 國條約 開 巧 頭み か交函 などが ぎつ しり 詰ろ かけて， むる。 アマ ティ 
ア スを路 から パネ ピスー K ィミ ゥ谊へ かけて な、 道の 兩 側に、 禱と 見物ち イツ 累隙谓 ミ、 

人垣を つくつ てゐ る。 薑夏寶 側は 蓄 •トイ 义の特 誤で、 ミトラ， • T ゲンぶ 剖な 

をつ け 巧 少年 ル-女が 、ハ-ケン タ B イツ e 小 憂 鬧手じ 蓋んで ゐる 。蓄 ドイツ人は、 戰爭中 も 

裏と MK ' S ? て毒ポ 、ドイツ 夏 お 後は 琴 f わ霄 人と— ぞ婆 的な S を 巧つ てゐ る。 

「一 化 組」 投お などは をが 見られない 0 

靈擊喬 ひの ホテル •グランド •ブ レタ ，ニ ユな吴 きな 捷 物の 塵 上 じは、 离 お震ボ 、今 
にも 火蓋 & 切らん ばか ゥ に」 て、 巧搂 S ん れ ，と 待を まへ てゐ る。 じつを、 人 城 まのを 
中に ド カ I ンと 巧彈が 巧ち て來 たらた まらない。 

日華い ふなら ち やぅ ど 花 f といつ た i 揉、 時々 や はら かい 講ジ をて くる。 

ヒ トラ 1 が坑 はたして 巧ら 夕九時 五み 前、 策 南 救 方面 軍 化 巧令宫 リスト 元帥が 閱兵 塞に をる。 
正 九 時、 閱兵臺 がの 軍樂 おが 安 S カイ ザ！ H 1 ガ 1 行進 助を 吹奏し 始める ち 7 マティ アス 
巧 ふ 巧 G 方を、 7 ルプ K 山 ぉ 震が？ とわ 摧し T 來 る。 お璧 山岳 地 巧で 音 記ち がする 苦が な 



なめて 乃-で でる らぅ、 みの： 巧は ぶ 調を に诗 けて！ い 商魂を 社. ホて， 。しむし、 ル ざつじり し 
た聰裝 をして ゐ るのは、 いつもな ボら 、ドィツ 兵の か 嗜 みのを さで ある。 

巧 巧な おを とおな ぶ迪ツ たので、 何 寧 かと 思つ てを の 方を 見る と、 隊化 堂々 と 藻 下 禅 邻沫ガ 逆ん 
で來 る。 四月 二十 六日 早朝、 n リント 地み をな 染」 て、 英國谭 をな 妓 させた 殊動 甲の 英 おが 塚 だ。 
ヒブ トラ ー •ユ ー ダン トの 子供たち は、 感激の 極、 聲の 招れ る ほど 「ハィル- とお 叫して ゐ 
る。 元帥げ を あげてを 禮 ずる リスト 將 軍の 額に も、 音 ひしれ ぬ 盛 謝のを ボ なぶ。 

この 時！ はるか 巧のを に 銳い燦 音が 蹈 きわたつ たかと 思 ふと、 たちまち、 編睽 飛行の 數百稱 が 
上空を 黒く お ほひ、 辑の ごとく 北方のを へと； 消え去つ た。 

上空の 飛行な と 地上の 落下 蜂 部隊！ ず ばらしい 舞臺 なみだ。 

この 息づ まる やぅな 一芬が 終る と、 一二を 巧を 先頭に 褐げ てィ タリ ー 诗 ザ 師巧が やつて 巧る。 これ 
は 誰に も 意 ホな ことで をつ た。 

次には、 親衛 師画 「アドルフ •ヒット ラ ー」。 この 師菌 は、 今 皮の 戰爭で 一を の 難所を 引受け、 ビ 
ン ドス 山 婚の踐 なを 楚ぢて n リント 錄 口に 到達、 パトラス 海峡な 嫂つ て、 ぺ 《ポ ネソス 半島へ なめ 
入つ た輔 鉛で ある。 熱烈、 一 A おを。 觀衆 のどょ めき。 

巧いて 幣械 化師西 ：…. 戰單が 固。 無お軌 逆の 駐 音は 商く 欠に がして、 選樂隊 のか 劈ず る 巧 造 肋が 


ニニ 八 


蠢に巧され^まふ。 二2会る攀哼\ろが.器議をま0るたゎ12見 了、 ギ。シ7 人まこ 

ガ呆 がと して ゐる〇 {ブ 
「これ ぢァ かな ふわけ ボ ない！」 

などち 辱 的.# 榮を ちらず？ ら ある。 餐兵理 《大巧 進 こを まさに、 畫の旌 巻で あ ミ。 

病が 囊 をし んポ りに、 十 時 十ろ 一時間 呈じ をえ おか 列 式は た 了 I がは、 ホテル S 
つてち 報 をを く。 室を は 蒸される やうに 暑い。 

二 I アテネ 娘の 淚 

正午 前、 空は 再び 細 碍じ诚 れる〇 

巧へ 璧 。背 英固 i 草々 貫つ を庙へ 行く と、 るを £ ほど. 5 たもの ザら うを 部寶 切れて • 
しまつて ゐ て、 一本 も 3 てゐ ない。 早い もの だ。 これ 莫 部分の ギリシァ 商人が、 衆-い 將巧 のこ 
とは 考 へず ち 手 持 憂 どし く巧挪 いてし まふから でを ミ 
ゴルフ .1 多」 曼 5 たい 惠 T 、 ニニ ー軒 i 奮— てみ たが、 ど— 羣 

てゐ ギ 1、 シ、 T 、 u も ゴルフ •コ 1 ス化 める だら •っに、 ボ— ルを 一つ も資 つてろ‘ ない とは どうい 
ぶわけ だ？ しと ふしぎに ぶつて 巧 じる こ、 



「が 度 おがみん な 斑つて 巧 0 てし まつたん です ョ ー 」 

と 吐き 拭す やうに 营 ふ。 vb ゴル 7 む 0 英國 人で も、 まさか、 逃げる 時に ゴル 7 •ボ ，—ル 辜 持 
つて 进げ はしまい。 二尝冀 S 間 仁、 襄切 つて 逃げた 英固 人に 對 する ギ "シ T 人 0 慈が のぞいて 
ゐ ると 思つ て、 おは 巧 味 深く 聞いた。 

がは、 もクと ギリシァ 人の 化ら むむ 境を 閒い てみたい。 おしみ か、 諭め か、 巧 ゎか、 いクれ かは 
知らね ボ 、をのな 持に お 接羯れ てみ じい。 

この 時 おは、 昨日 ハン ヵクを 月つ た 裝身具 店に おきやん なおが ゐ て、 お 互 ひに いろ/、， わ だ 口を 
た、 きあつた 時、 「あしたの 莫 は、 も 店から ダ もらへ る」 と 音つ てゐ たのを 思 ひは し、 わの 坡な 
らお 巧手に なつて おしやべ りする だら うと 考 へた。 さつを く 巧つ て 誌つ てみ ると、 きさくに お ホに 

肚 てきて くれる。， 5 奮ん、 ドイツ語は 全 管 や ベれ W いが、 壽はご 1 タンな》 ら 持ず。 ガ 
から 英語で 巧ず と、 なのい、 お 巧手 だ。 

ヵフ* 1 で 巧 ミルクの 巧を 艦で ツぶ しながら、 「ドイツの 兵 瞬さん を どう 思 ふ ザ •」 と 巧いて みる C 
「ドイツ Q 養 さを たしかに 强 いわ。 巧から ギ リシ 7 人は みを 簽」 了る 二と ょ。 信用して 
る ことち を S 證採 に、 わなた アテネ S 女は みを、 いつも どは りお 化粧して 堯を步 いて ゐ るで 
せう。 もし、 どんな ことを さむる か纠 b たいと 思つ たら、 (イ わたしは こ、 におへ ておりを す I 
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とい ふやうな 目立つ たお 化が をす るは ずポな いぢ やない の 。これが なによりの 歷據だ わ。 

巧け ど^ イタ リ ー の兵换 さんは だめよ。 ギリ シマ 人 みんな ばかにし てる わ。 だつ て あと 一たち、 
イ タリ ILi は霎で 食け なかつ たんで 卞も Q 。 & なち 今日の 人が まを ごえに なつを でせ ミイ 
クリ i が 通る 時、 裏が んな 巧して セ か 巧を じ？ みんな クスく 笑つ てた わ 0- 
こ、 でを は 巧を 黯 つて、 イク？ 巧の 作截な 浸を ふむ をえない 一時的な もので あつた ことを 
《得させよ うとした ポ、 蔓は預 なじま 入れな かつた。 1; 彼女は、 すじ ヒス テリ プクに 巧の わ 
をギ * 巧 しつぶ しながら、 訴 へる やうな 調子で 言 ふので あつた 0 

「あなた 方 y ホ 化したち ギ 9 シァ 人が ばかな こと，， ^ したと わ 思 ひに たるで せ ミイ ザと なんで 
巧り じなら ない酣 じ慧 立」 T 西を う」 な ふなん て、 鼻 Q さかない 養と わ考へ じなる で サミ 
巧け ど、 ほんと じし かたがな かつたん だ わ。 どうに もなら なかつ たんだ わ。 これが、 大固 のが 巧み 
になぶ 小 固 e 进命 とい ふえち あたした ちは、 こ Q 巡 命を、 甘を しなけ おならな いんだ わ， 
アチネ が— した + 气 この 巧の § は 、みんな わう ぎつ て巿 おじ 巧び かけた わ I 
を々 たる 膳を で この 大きな 不幸を 迎 へよ！ と …… 」 

彼女の 眼に ち キラリと 光る ものが あつた。 おは 黙つ て 测巧茶 巧を 口へ もン ていつ た。 

がれる 時を がを 聞いたら、 H ヴ ァンジ* リアと いふと 答へ た。 



ニニ ピレウス 巧の 巧 0 
S をを、 ピレウス をへ 巧 かう と 思 ひたつ。 

ホテルの 支配人に 賴ん で、 タ クシ ー を】 を 傭つ てき てらら ふ。 支旣 人が 「この 巧は な ボが證 しま 
す」 と 音 ふだけ あつて、 見たところ 親切で お直さうな 遇轉手 だ。 しかし、 その 白 お 尊と きたら、 い 
くら 古典な 重の アテネで も、 すこし 時代が かりす ぎに 化物で をる。 

「この 辛は、 今、 博物館から 引 巧して 來た のか ネ Y 」 

とから かつても、 別 にわこり もせず、 

「なア 三、 ピレウスまでは 十 巧たら ずで ずから _ 

と、 えらく 巧 もし さうな おを して ゐ る。 をの 顏 付に 信用して、 ともかくも 出かける ことじず る 0 
ごみ^^して 巧い 下 巧を 西南 方へ 通りね ける と、 ピレウス 糖へ 一直線に 通じる 自動を 道 おにむ る 0 
この お路に W たと たん、 おたちは 止 煙の 煙縣 .につ、 をれ てし まつた。 巧 軍機 甲 お隊の 進軍な の だ。 

ま 巧辛ボ 適る。 鞋截專 が 通る。 装甲 自動 军が 通る。 ォート バィが 通る 〇 何物を も 巧し ホ さやん ば 
やまない 巧械の 流れで ある。 

この おれを やゎす むしてから、 おの 自動 毕 に. また トボ < とおりない 進軍を おける。 もの、 冗 
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巧 も 進んだ おで ゎらぅ か、 化な、 前の タィヤが 
バンクして しまつた 〇運 轉手ボ タイヤを な 巧へ 
て ゐろ閒 、なは プ ラリと 横手 Q 空 器 ホへ ホい 
て 巧つ た。 を こには、 一本の 燃の 木が 立つ てる 
る 。初めは 注 通に とめな かつた ボ 、その 側へ 巧 
つた 時、 何氣 なく 梢を 見上げる と、 下から ニ ホ 
ぶかり のと ころに なにやら 書いた 巧が 巧ち つけ 
てるる ではない か。 オヤ ッと 思つ て讀ん でみ る 
と、 ホ ペンネで 太々 と、 

こ、 では ギリシア 兵の み敢飼 
英國 兵は 知らぬ お 

とな 巧して あるの だ。 

じつ さい、 今度の ギリ シマ 戰 線で、 英词 軍が 
ギリシァ 軍を 矢面に立て、 J ん いて、 巨 かわち ょ 



速け 化を になを のな がつ たことは、 ひどく ギリシァ 巧 巧を：！：？ なさ ホ だら しい。 ケオ スな (ア チネを 
巧) では、 ギリシァ 砲 兵隊が、 逃け て 巧く 英控軍 巧 輸送 おに 對 して 杭乂を がせた とい はれ。 化で を 
る 0 

幸 ひ パンクは 一 罔です み、 おょを 四十々 ばかり か、 つて、 やう やくめ ざず ピレゥス おに たどりつ 
く。 すこし ごみ' しては ゐ るが、 ずで に 古くから ペリ クレス 等が 力を いれて お 管した でけ めつ て、 
ちが アテネの 表ぶ 酷と しての 巧な をを へて ゐる 。おを いだく 一二つ のをに、 も 嬰の 町並が 美しい。 

を 頭に 化つ てた わたず と、 をづ 、ち 固巧睽 輸送船の おおが 眼には いる。 完 をに 擊 化されて マスト 
巧け 稽面 上に のぞかせて ゐる もの、 半み ななして ゐる もの、 巧んで はゐ ない ボ义 巧の ため 錢 がを 綠 
の やうに むき 巧して ゐる もの 等々、 さを'^ な い 姿を 見せて ゐ る。 輸送 結に やう やく たどりつい 
て 海上に 延 れんと ずるち おおめが けて、 「ダ ー リングのを 隐」 を 巧 下提巧 機が、 舞 ひ おり、 祇 びく 
だり、 息つ < 問ら 巧へ ずな 爆を 加へ セ敎慘 な光黃 が、 今な ほ 股 前にが 彿 とずる やうで ある。 ダン ケ 
ルクな 上の 較 がと いはれ るの もむ ゎは ない。 

… .： 幻想に 化つて ゐ たおは、 巧が、 巧 後で 荒々 しく 脊ひ爭 ふ 度に 巧に かへ つた。 投 なつて 見る と、 
なにやら 風采の ょくない 巧が、 遇轉 手を つかまへ て わめ またて、 ゐ る。 氣 のい、 逝 轉手 はなに かボ 
ソ 言 ひながら、 これを なだめに か、 つて ゐ る。 お はつか/ \と 二人の 巧へ 行つ て、 「いつたい、 
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5 巧 

なにを 厨いで ゐる のか？」 と霉 ねて みた 〇おが ドィツ語を しやべ つたのを 閒 くと、 をの 巧は おのぶ 
じ 防き なほ ゥ 、これ も ドィツ語で、 

「* は、 あなたが 日本の 新 問 おを だとい ふこと を 聞きました ので、 是お あた：， において いたでき 
たいと あつて 巧し かけよぅ とずる と、 こん 畜生が よけいな とめだて なんかし まずんで、 つい、 巧を 
荒立て、 しを つたんで すが ミ… 。肚 いていた できたい とい ふのは、 ほかで. . t な いんです。 英固 人の 
卑怯 さです t む 等は 今を で、 この ギリ シ T とい ふ閔 をさん^ 殿り ものにした あけく、 とぐ のクを 
りは、 わたしたちを 裏切つ て 謹げ てし をつ たんで ず。 わ 错がこ 手を われがちに 逃け て 巧く 時の 醋巧 
なて いたらく は、 わん、 いを お 世しても 胸が ムカ^''-^ する！」 

と、 こ、 まで まくしたてた ザ、 よほどぶ 巧を らしく、 それから ホは たつて しまつて、 喉のを たりを 
まし さぅ にもぐ-'^.^ させて ゐる〇 

お 巧 J の 致しい 塞を 巧に しながら、 むは さつきの 巧が 契し いなを おしく をら せて 巧つ た音蔡 を、. 
おかに なみし めて. 0 た。 

「これが、 大國 のがみ みに なつ セ 小国の 巧を とい ふ も よ。 あたし セち け、 この類を を ド； おしな 
ければ ならな いんだ わ。 



一巧 綺譚 「を 歡を あと 巧し 物語」 

午後 八 宵から、 7 テ ネ駐劉 ドィッ 公使の 巧 持 晚を舍 じ 化 席。 

隣り にお. をい お 校が 坐つ てゐ るので、 名前を 聞く と、 クヌ ー ト センと いふ 巧. 软道 班が のが 巧堪 
をで ある。 が祭畫 をと いつても、 ドィッち のをれ は、 ほかの おおと 同じく 巧 一線に なつて 載 ふので 
ホつ て、 この クヌ ー ト センを はお 群の 巧を が あつたら しく、 胸間に 錢 十字 章を つけて ゐ る。 

生 巧の ペル リン子と いふ だけ あつて、 きび'^ した 齒切 のい、 口詞 で、 いろ"^ とわ もしろ い 段 
をみ 巧 窺款を 聞かせて くれた。 マヶ ドニ マ 致 巧で トルコ 人のを じと まつて ( 1 レムを 見學 した 巧 巧 
とかなん だと わ、 珍談を おが かい^ ci おび 巧した が、 その 中で を も 人を 笑は せた 一け を、 こ、 で お 
かする ことにしよう。 

巧は、 アテネ 陪 落の 直前。 クス ー ト セン 巧は、 ひとり 自動 革を 操縱 して、 第一 燃の すぐ おに ぴつ 
た V つきな ザら、 南へ-^ と 急いで ゐ た。 めざす は アテネ だ！ 

巧然、 モータ ー の 故障 .；.； 修理の 時間なん かない ：：： をの おおした 自動 卑 のうち、 まだ 巧へ さう 
なや クを 一む あを して、 お 巧ち々 錢 ける。 

テル モビレ ー」 げの険 巧で、 またら 故 巧、 パンク。 チ* ッ . ！ と 思クて あたりを 是ま はすと、 巧り 
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から そこには、 巧は されて 绿路 へと 巧 ふ ザ リシァ 哲 捕虜が 數千名 巧して ゐ る。】 計を 窠 じた 巧は、 
ぞの 上に 立ち わがつて 大を 巧に 叫ん ガ —— 

「ア チネ におを もつ をは 集まれ ブ ー」 

たちまち、 どや < と アテネ 組ポ がへ おる 〇 】 人々々 職業 調 森ボ巧 はれる 0 その 結 巧、 巧は 
ご 名の 捕 巧ち 7 テ 本への 同行を として 塞び 出しち をの 一一 一人とは — 、拳 阮湛 手と 自動 草 修巧エ 
巧の 巧エ と、 それから ホテルのを お 人。 

なぜ？ まづ 、故睹 自動 辛を 交通の 那班 にぶらない 場所へ 押 上け て 巧く には、 拳 岡 選手のを 刚力 
ダい る。 みに、 本蜡 さんが おての もの、 修 擦を する。 それなら、 ホテルの 支 酷 人は いつたい 何の 巧 
にたつ のか？ そこに クヌ ー ト セン 先生の 深謀 遠な が 澄んで ゐ るの だ。 時閒の 開な 上、 アチネ にを 
< のは どぅも 探 更になる らしい。 巧 暗 巧の アテネで てつと り 早 < 室 とを. 祟に あゎつく ためには、 ど 
ク しても ホ チみ のま お 人を つかを へて おかなければ ならね！ 

しを その上に、 この 一二 人は、 アチネ への 2 矢の ごとし 巧。 空随 になへ かねて ゐる ことは いい 
ろんで あるが、 一刻も早く 装へ なつて、 あ 族のを じ 自分の この 巧 薄な 拘を 見せて やりたい、 戰巧も 
を お 至す えなら 冗氣 だとい ふこと を细ら せて やりた —— をの 巧 黨で必 は】 ばいな のでる る。 
だから、 ホの ホと 巧し をず るに もな にを する にも、 をろ しい ほど お劍 で、 ふだんの 力の 二倍 かほり 



巧す やうな わゥ さを。 お s で、 を §遵 賓 上で たび* 養 や パン タが みつたを か、 はらず、 
この 従を 畫 をと 捕 巧のを 换な S は、 橡 お-よりもず つと 早く、 めざす アテネに 深り こむ ことができ 
たので ある。 モ して 1 

「わたしたちが^0ツ^」いめた、かぃな事じありつけたことはもちろんですョ0」 

かう クヌ ー ト セン 君が 話を うちきつ た 時、 おは 附 けがへ て 言つ た — 

「わなた はもう 一人 巧蔚 をが 具して 來 るべき でした よ。 それは、 トルコ 欧呂の おや ぢだ I」 

「ア ((ハ プ 、を こまでは 氣が つかな かつた 一」 

彼は 渝 おさう に 笑つ た。 

中ぶ、 おの やうに を 巧く 澄んだ 巧 夜で ある 。月光の 中に 词れ さうな 孰が する 0 
ホテルへ 舞ら •っと 何氣 なく 南 .一 だ 空を 仰いだ おは、 異の 中に 7 ク n ポリ A の 丘が 期々 とがき お 
して ゐ るのを 見掛 して 立 止つ た。 巧輔 なをで ある。 ま 間の 南軟 的な 巧る いを とちが ク て、 今は、 む 
しろが 麼 的！ i さへ 見える 厳かな 山を で& る。 激しい g がの 破 巧 力、 それを 劣らぬ 人間 《破 適 力 じ 
がへ てきた もの、 祟 高さ ボ あらを てゐ る。 それは また、 人類の 知性の 不賽 るを でら あるの ち 
がは をを ク 、む お ホを むびたがら、 この 控 なる たと 相 おして ゐた〇 
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§ 八 

一 五 V ブシア 靑 年の 悲憤 

豆 巧 四 目 (日 巧 日) 

ず 日 もまた、 をの 技け たやぅな 宵 空。 たジし 風ボ强 い。 

今日は、 いよ < n リント 地 映 巧き ガ 。なま < しい 載 場 疎を なので ある。 

夕 堂で 朝食を とつて ゐ ると、 案 巧 巧の ドイツ 公使 お 具が やつて 來 る。 はたち 位ぶな 靑年 巧。 ドイ 
ツ 人を つくりの 巧々 し、 ドイツ語を 五 お 流暢に 話ず ので、 初めは ドイツ人 かとな つた ダ、 おがのと 
き抽 いてみ ると、 アテネ 生れの ギリシァ 人 だとい ふ。 手に おつて ゐる Deutsche Nachrichte 一一 
fuer oriech さ land (ギリシァ 獨お 通が) とい ふ 操 題の 新 巧を 見せて くれる。 占 巧を 發巧 される や 
ぅにな つた ドイツの 機開戚 である。 巧 一面に 大きく、 n ラ n グル 新を 相の お 「陸 おに 吿 ぐ」 が 巧て 
るる。 做々 として 人の むを おかず 名文 だ 0 
ギリ シ 7 人よ 

現 K 々な既 しつ- •、この 不幸なる 巧 命を 迎 へよ！ 

巧 君は、 ギリシァ 軍傳 がの 名 おを 陵る ために、 マラ ツン 、チル モビ VI の 感± のを 苗 
らしく 巧な じを ひ、 つ ひにち おきで おれて 街れ たので ある。 



かくの ごとく 因 民は が々 しく 巧つ たので ある ボ 、誤れる 政 巧に 迷 ひ、 つ ひじは をの 巧 小一と 口 巧と 
々を 冷て た 前 困 王 および 巧な おのた めに 破が に 倍つ たので ある — とがき、 をを に ホの ごとく 朽い— 
して ゐる〇 , 

ザ リシ マ 人よ 
巧な する ことな かれ！ 

われ 巧は、 を 力を 巧 注して たちわ ザら う* 

余は、 慶 民备 良の 巧 巧なる を 酉 也 じ 信 巧ず る！ 

タリ シァ 青年は、 が豎 および S おのち 任を 化昭 した 壽を 指さしながら、 ホ 痛な 講詞 で 曾つ 
た 1 

「国を 約け す ものは、 無 ま 巧な 政治 おの 巧き みたり ばつたり のな 巧です よ。」 

をへ S 。 

ヵフ ュ ー にに、 あ ひか はらず お ぞザギ ，シリつ まつて、 吞氣 さう に 如 巧を す、 つて ゐる〇 
-ヵフ* 1は、 巧から晚までが具化やうだポ、 いつたい、 この人たちはいつ仕まに巧て樹くのか 
ネ？」 

と K くと、 おがは 化ぢ いる やうな 面 持で をへ るので あつた 

一 i 


「朝から 挽まで 规緋 ばかり 飲んで るんで ずち 夕 ，夕越 一 ぱいの み羣 もい、 から、 瞄國の 迸を 
について 考 へて くれたら な T! 、 • 

御を 知のと ほり ギリ ミは 至 戰爭の 結ち 一九二 四年卜 ごと 隻をお援 を 結びました 夕 
この 時 トル n から 琴 T 來たギ 。ミ 人 《數は 百 軍 夏 及び ま」 ちを は ギ？； ことつ て、 
實に 重大な— 醫 で」 た。 を e 時&來 、探 刻な 夕葉問 留ザ起 ミ、 7 テ 達— 窟が ふぇてき た 
のです よ。 をし 了 5 愛な 除い T」 まふには、 ギ 9 ミ 人 S 人囊寫 向が 走 ま名强 すぎと 
のです。 ほんた うちわたし たちの 園は、 いつ 立直る ことができる のでせ うか？- 

なの 巧には、 言 ひ おね 鬚な 色が 浮んで ゐち 

おたちは さらちい ろくな 問 巧に ついて 語り あつた。 彼の 話では、 ギリ ミ运 はおよ を罕巧 
人 動 巧した うちを の 半を 堂が 摇虜 となり、 英困 軍は 約 六 萬重壓 したうち、 一 養を が 捕 寒 
になつ たを ふ。 ち i はわ もに 孩洲兵 わよ ぴニ ュ ，ジ1 ランド 兵で をつ たらし、。 

- 々柿 巧の 「葬列」 . 

♦ 

ホ 時 四十 冗み が發 C 

コリントまでは 层一ぞ ホる？. わ 蒙ろ 丈ン "、，なし こた 妻 わ S を わは なら ヒレ ゥ 



スの謀 哥诗 油が に 立 寄つ て ガソリン々 もら ひ、 四ち コリントへ 巧け て 因 道々 ちる* 

道路は ょく 錦裝 されて ゐ るが、 兩 側は ほく {の 赤 ± 。稍を 荫 などの 强熱帶 植物 ボ繁 巧して ゐ る。 
遊く には、 オリ ー ヴ樹の 拙が 灰綠化 につら. ¥ソ て 見ぇる。 

やがて 道は 海岸へ が、 ギリシア 、ペルシアの 大海 戰で 有名な サラミス 岛を 左に を 一し 鬼る。 道の 片 
側には、 ギリシア 草 捕 おの 列 ボ巧蜡 として 無 被に ないて ゐ る。 將巧 も、 兵卒 も、 みんな 破れき つた 
類を して、 西から 策へ 步 いて 巧く。 ぺ n ボネ ソス华 島まで 追 ひ つめられた あげく 捕 度と なり、 持ぶ 
されて 家路を たどつ てゐ るので あらぅ 0 

捕媒の 群は、 默 々として 患い 足を ひきずつ てゐ る。 無言の行 列で ある。 

木 富に 硬を おろして、 自 々ひとりで 傷の 手當 をして ゐる をが あるかと 思へ ば、 待ち かねてを 中 ま 
で財迎 へに 來 たを 族の 者と 抱擁して オン < 泣いて ゐ るなら ある。 夫婦 巧 擁して ゐ るかた はらで、 
いたいけ ない 子供たち が 呆然と 父親の 顔を 見つめて ゐ るの も あはれ である。 

道端は、 捕虜 3 「葬列」 の ほかに、 破瑰 された 戰 単、 商が 砲、 トラック、 焚 甲 自動 単 等等で 一げ 
である。 みんな 道の 閒側 にみ ふむ けに ひつく り 退つ て、 めをや < に破壞 されて ゐ る。 なをのを 中 
を、 ドィツ 軍のを 弹下巧 縫 谜に化 はれて 巧邊 されたら のらし い。 ところ ボ ふしぎな ことに、 巧 嫂 物 
は 道の 巧 側 こだけ 巧た はつて ゐ て、 綺裝淺 なには 疵 一つつ いてなない。 阮 行ぶ さ軍絲 校に がくと、 

二 田 一 


二 田 二 

巧な は 妥巧甲 課 S 遵巧 のために できる 巧襄疵 にと つて ぉく 必妥 ザ& るので、 急降下 3 おな 
は、 わざと 囊島 物を 化は ずに 道路から 或る 霞 杏 ぉい T 議を 落し、 g . 芳な蠻 で 這 路上の 戰 

卒 などを 道端へ フブ 飛ばした の 巧と いふ 0 

巧 巧には を 中 じ 首を 巧つ こんだ 自動 卑ボ あちこち 巧た はつて ゐ る〇モ のかには、 ぷてン な 
の 輸送船 ザ、 S ? みつぶ をた プ 9 中細 まやうな をを 見せて ゐ る。 适を曼 8 接た どゥ つかう 
と 巧まで 乘 りつけ にもで ドィッ 軍 荒 お Q な 巧に あつて、 船 も 革 ももろ いい 户 、& へない を 巧を 
とげた ものに ちボ ひない 。血を みれ になつ て邮 きたてる 巧が、 まだ 巧に 塔いて くる やうな 氣 がする 0 
南 園の 皂氣に 死 蒙 巧 臭を 故つ のを わ それて か、 死骸は てつと り 早くと りか セ づけて しまつて る 
る々 をれ でも、 巧つ て觸の 巧な くた かつて ゐる のがと ころ'. にころ がつ て ゐる〇 巧 こげと なつ 

た 馬の 穿 も お化して ゐ る。 そ Q まは 0 には、 皇 Q 囊 の 花が 一面 長 農れ てゐ る。 

ホ坦 巧の 原 ご 隅、 一 ま 燃の 木の 下ち 蒙の 1 由が おまつて ゐ る。 巧詳 かと おつて 見れ ち 

養の かを 養け 齊たご •ヘラ 1 を ミ、 一同 頭々 たれ T 哀繁 「われに ひとり 《域 一を りき」 

を f 合唱し Tfe だ。 不幸、 てで 度 巧 髪を とけた 空の 窒の ために、 さ、 やかな 達のを 
り-をい となんで ゐ るので あらう。 お 妾 中から 既蜡 して、 な々 しく 勇ま 冥 席を 祈つ た。 

巧が、 巧掉 いたろ ところに、 ドィッ 巧 却 お ザ 分を して わを してる る。 なの-つの おなさん たちが、 



養 さぅ 二 裏け」 た 赤 §0 陶やぜ & 見せ 了、 囊夕」 を、 違を」 を、 海を 愛したり し 

てゐ る。 オリ 1 ヴの 霞で なにやら ひとり ほく そを みな ダら 手 おを 啓いて ゐる 兵隊は きつと 暮 
のを 人へ 華 こいを 動で も 知らせて ゐ るので ぁらぅ。 冕は、 ベルリン か、 ミュ ごン か、 そた 
もまた、 ティ n ルの 山中 か？ 

巧 まの 巧は、 ぃ 0 のま じか 巧额の おじかは つて ゐ る。 巧 近くまで 巧额の 巧に お ほ はれて ゐる 
巧 巧の はら 丘に つで きおに いる 
捕 巧の 「葬列」 は、 依が として 巧いて ゐる 。默 々として 巧いて ゐ る。 巧默の 流れ だ 
ひつく り 返つ た 我 車、 自 輩の 列 も 巧いて ゐる 。氣 がつ いてみ るち を か锋の 寧の タイヤは】 
つ殘ら ず—.;^ か Li お まられ てゐ る。 すぱ らしぃ 早業で 專 がに ドイッは 養 農の 本を ネ 
元 巧け あると あ、 むず る。 

自動を は、 か 崖の 中 おを なつて をる。 眼下には、 エジ •■ナ 巧が 替 々とひろ ザり、 をの 上に、 エジ 
1 ナ なをは じめ - K 小お數 S 養ガ がんで ゐ る。 ベル 9 ンで化 お 的 窒活舅 著 中 仁ゐる おにと つて 
ホ、 この 巧を 地中 おめ が 長に 巧が ぶ？ かると、 をク たく かを ひを おじる 舊 。大きな 8 でぁる。 


- 七な 下 傘部赏 0舆± と 語る 


二 田 田 


自動 寧は やがて、 同じ 方向へ むちて 進む 楼榜化 部 像に 迫 ひつき、 をを 一っく を 迸る。 
一壺、 _養 、一一 養、 四 基 ....： ち 初めはす ぐに— 睽を 迫 越して しま ふ ものと 思つ て^ 丹念 こ 計 
て^ 寡、— たうと う— け ごまつち S 」、 ざ？ つまつ 壽で 質に^ 巧 B 
A 上 も f てゐ るでは ないか！— ら< 、覆戲 拙へ 向つ てゐ るち ゐらミ 

へと く— i と 二 ii ねい 童？、 お fi 、 もうかの 有名な コ 

^ン i 寞—を 養ゐち 置か、 喜呈橋 i さむ」—— なは とま 

を。 力ら一 と 襄のホ 所に おへを て、 囊 架設の 軍 橋を をり 

ながら 進む。 ひどい 赤 ま蹇。 - S る ぉゎ 力へ り 

こ、 はもう ごポ ネソス 半島で あ ミ 西の方 遠く じち ミイ ディア、 才 。ノス、 ケ ，ルモ 、ナ 
リアな ど 一手 一一 言 塞 SA が、 今な ほ應 をいた •、いて？ き 5 ミ おし、 この^ 

は 平坦な 草が で、 鬟委な 飛 S でら 靈 で— やうな 拙 勢で るる 

てち けだしおぁつミむきの場所でぁる。 ドイッのぷ下み讓ら 、 おをらく、かェレ^^^^^‘^ 



夕沒二 巧、々 ざず n リントの 巧こ奇 く。 身 這な 巧劲 などに ょつ て强あ 的には 巧 名で あるが、 魂が 
は、 人口 一 萬に もたらね さ ぴれた 巧に すぎない 。こ、 じは、 四月 二十 六日 午前 セ 時半、 n リント 地 
峽 附近 じ 飛 降りて な 草の 邊路を お 節し、 英國お 一千る を 捕な にした ドイツを 下 か 部隊が 幕督 して ゐ 
る。 さつを く、】 人の 若い を 下 蜂 兵を つかを へて、 當 時の 模 钱を閒 いてみ る。 

彼の 豁 にょると —— 

コリント 奇 製の 命令が くだつ をす 六日 早 蹲、 ま づ戰岡 機と 急降下 巧 塔 巧が ぉ 動し、 職 聞 機は 果 
なな 链銃 掃が で、 急降下 據臀拽 は 得な の ダ イヴで、 大地 も 燃えん ばかりの な錄 をく はへ、 お 巧 息せ 
りと みる や、 閒髮を いれず 一群の 輸送機が ゐら はれて、 落下 蜂 兵を】 面に ばら 撤 いていつ たので あ 
る。 をれ で ドイツ 草の 巧 普は 非常に 鞍く、 ごく 僅かのを がを 下 中が たれて 負傷した にず ぎない。 

「わたしの 舞 辟り たと ころは 靑 草の 得で、 ホ搜 粟と 野热の 花が おき がれて ゐ ました。」 

この 兵隊さん、 なか < 詩人で みる。 ご 

「たで、 いまだに 思 ひは しても' 巧を なのは、 大事な 线 橘を、 英國 軍の 時計 仕掛 躁朔 で螺披 されて 
しを つたこと です OJ 

ともあれ、 巧 等 落下 命 兵の 倒き は、 胸 閒の续 十字 專ボ をす やぅに、 巧 群で ある。 がは、 彼の ホな 
がい 武 退を 祈つて 巧い 逼 手を かは し、 巧 等の 搞廣 じしたち 回 おのな を 巧へ と 巧を をら せた。 

二 巧 五 


二 四た 

一八 笑 ふ 補 海 

捕 巧な を 巧は、 町は づれの 野 巧の 中に ある。 戮が おを 無播 作に はりめぐら したがに、 千 人ぶ かり 
の 捕 度が ゴロく して ゐ る。 英本図 兵、 濛州 兵、 三ュ ー ジ！ ランド 兵、 インド お、 ビルマ 兵、 パレ 
スティナ お 身の ユダヤ人 兵 等々 …ミ さすがに、 太陽の 沒 する ことなき 世が 巧 鼠 だけ あつて、 ヴァラ 
エティに をむ 巧 華 おでる る。 ほかに ユ ー ゴ ー 載 線からは る t ここまで 退却して 巧た セルビア 兵 も 
まじつ て ゐる〇 

セルビア 人は いかにも 巧 彩な おを して ゐ るが、 英図 人は 至極 朗か である。 「お 臨に なつた からに 
は、 まづを 命じ 別倏は あるまい 。自分 一個に 閱 する かぎり、 截爭 はこれ でな つたの だ」 とい ふ 固持 
である。 がか じ 詔り、 明るく 笑 ふ。 今 さつきまで ギ リシ T 巧 捕虜の 「葬列」 を 化む てきた ばかりな 
のに、 こ、 には、 なんと また 「笑 ふ 捕 巧」 が ゐる〇 

たぐ 「坐き る」 とい ふこと しか 考 へない 人間の 群で ある。 生きて ゐ るかぎ り、 朗 かに 笑つ て ゐる〇 
巧 おになら ぅがなる をい が、 そんな ことは おかま ひない ので ある。 「をき る」、 そこ じの み、 唯一に 
してな 上の 希望が あるの だ。 

「をき ねく とい ふことは 、モット 键し いこと だ」 ！ おの 巧に、 あのな 上の お 阮が瞥 いて 來 た。 



ぞ因巧を一人クかを、一、活：一か*;>^^と、 このちはゥ* 1ルスをれの巧富でゎる。ホ.巧には、 こと 
し 二十 四歲の 妻と 生を 六ヶ 巧の ホン 巧が 淺 つて ゐ ると 言 ひ、 類み もしない のには 中から 一校の 約な 
をな 出して 見せて く 化-る。 おもれ ダの 黄し い 細君が、 まる^"" とふと つた 兵の 子を だいて ゐる稳 質 
だ。 しばらく ジ ー ッと 見つめて ゐ たが、 つぶや < やうに、 

「この 子に ミルクは たみ あるかな ア？」 

と 言 ふ 0 

やがて おを かへ たやう に、 「英 园搜の ベルリンを 装は どう だ？ さぞ ひどく やられて ゐる 巧ら う 
ナ？」 と肆 ねる から、 「巧 図 機は 時た ま ペル リンまで やつて 巧る だけで、 たいした ことは ない。 被 
害ら、 とりたてて 言 ふ ほど 大きい ものでは ない」 とを へる と、 

「ィャ 、そんな ことは ない。 たしかに ペル リンは、 ひどく いためつけて ゐる はず だ。」 

と 言つ て 頭 張る。 

「僕が 蓋 人 だ！ 目 巧を 巧 1」 

と、 がは 力强く 叫んだ。 

「ベルリンに 住んで ゐる俟 が 良 也を もつ て 言 ふこと に、 節 じて をち ザ ひは ない。 君たち は 自分の 

围のヴ •チ オ宜 なに 搂 おさむて ゐ るの だ」 ときめつ ける と、 向 ふ も 食け ては ゐ ず、 「ィャ 、令 巧の 巧 

二 巧 七 


一 商へ 

爭 では、 奠戰 とちが つて、 逆に ド ミ 例の 宫 なが 巧妙で、 ち 因 糊は いつもち 震 胜で鍵 だ。 だ 
から、 信用で きる のは、 むしろ 英國 側の ニュ ー ス だ」 とま驗 する。 

おは、 別に ドィツの 辯 護を しょうた ふので はない。 たジ 、豪 ダを めを て、 を 誤つ た觀念 
をいだ かせて ゐる ことが がまんで きないの である。 なにも 捕蔚 なんかと 読 論を しょうと 思つ て、 は 
る ばる こ、 まで やつて きた わけでは ない が、 彼等の 迷妄は 是非とも をいて やらねば ならぬ。 

とちへ て 一つ''^ 货 例を ひきながら、 英 國側宜 がの，^ らくり を說 明し だした 時、 がちち 
內の宜 锋省 具が、 自動 享の 中.^ ら大 をで おの 名を 巧んで ゐ るのに 氣が ついち 巧發 なの ミ。 

話を うちきつ て 革 じ飛乘 つた おは、 煙草に 火を つけながら、 なにも 巧實を 知らない 英図 おが、 を 
强 になつ てを 朗 かに 笑つ てゐ るのは あを まへ だと 曼ち だろ かはい さ， っに なつた。 

一义鎌 ひかけ た 刺 熟 

立 木な どボ しだいに 影を 長く ひきだし てきた 0 

革の スビ j 卜を だして、 n リント 续 橋への 道を いそぐ。 ひろ^^ とし 寞 慕の 中の ホ 主な 畫つ 
ずぐ 進んで ゐ ると、 巧は 急に つま づ いたやう に 止る。 まるで 常し 穴の やうに、 遇 河の か 心 かが 大な 
探く きり 、 S む」 ゐる シら だ。 幅は 二十 お米裝 一、 もる らう か、 幅が がい 巧け 仁 深さは® 倍に も 



見え、 ほとんど 直角に をん りたつ 兩 岸の 壁は、 さながら 研ぎ 寸 をした 刀で たちきつ たやう。 

纹 橋ち さつきの 落下み 兵が 言つ たやう に、 完全に 爆が されて、 ゎづ かに 兩 端ち 鉛の やう じへ 
しまが つた 錢 をが ぶらさが つて ゐる ばかりで ある。 無 巧た 妥 だ。 きりたつ た絕 壁の 先端に 立つ と、 
巧が のために 地潑ボ ゆるんで ゐ て、 今にら 足 もとから 崩れて を 落して しま ひさう である。 こは いの 
を か i にがまん して 下を 规 くと、 はるか 底の ち、 通 巧の 化は 深淵の やうに 澄んで、 绽 骨が お 本、 魔 
神の 手の やうに 突き おて ゐ る。 

橋の 快 じは、 英国 巧の 巧が 砲 陣地 ボあ つたので あらう。 破搜 された なが 砲の 殘 なの 側に 禪丸 やい 
ろい ろな 傭 おや 兵隊の 携帶 おな どが、 所 かま はずめち や {に 散 机して ゐ る。 英國 兵の 谎て ふため 
いて 逢け るかつ かう が 眼に うつる やう だ。 

巧が の 夕陽は、 あか < とお 戰娱を おして ゐ る。 

なは、 なに かしら 也を ひかれる ものを 感じて、 上等な 巧围製 煙草の 空箱 や罐 詰な どが ちらかつ て 
ゐる 草む b の あたりを ほ 個して ゐ た。 

フト なの 腿に とまつ たげ が ある。 體を かで めて 拾つ てみ ると、 一枚の 細長い ホ片 である。 長さは 
八十 樓 、括は 十 樣ボか 〇 だ。 をれ だけなら 何の 奇 もない が、 この 布片 には 剌 結が ほどこして ある。 
中み に 巧を のな で 王居ボ かぐり 巧し’ てみ り、 をの 下 じ ホを で リボンを あしらつ て、 その リボンの 中 

二の 化 


二 五 0 

に、 黑 がで 巧芭 さを 1 and P'irm 誠 ザ 堅固と 错 つて ある。 をち 王冠の 左側には 黃 をの 絲で ミを 
と 魚つ て ある ボ 、をれ とお 稱お をな すべきち 側 じは、 たぐ 1 らしい 字ボ 半分な ひかけ て ある ばかり 
だ。 その エルの 字のと ころには かが さして あゎ、 その かには、 まだ 二十 授 W 上 もな が 巧つ てゐ る。 
これは いつたい 何で あらう か？ 右側には 何とい ふ 字が な はれようと したので あらう か？ 

おのち 語の か 厳では、 wood luck (幸運) とい ふ 字し か 想 おできない 。すなは ち、 1 の 半々 と あ 
との S 字を 搂し たま、、 この 剌铭は 未完 巧 にがつて ゐ るの ガ〇 日本の 千 人 かを まねた ものが、 この 
巧 巧が でもち よい {巧 はれて ゐ ると いふ ことを 聞いた ボ 、「巧 ザ、 堅固」 とか 「幸運」 とかい ふ 
字な の 選び 方から みて、 巧 ひは その やうな ものでは なから うか？ しかし、 それにしても、 兵巧自 
身が 抑活 をす るとは、 また どうした わけで あらう か？ 

なに かほ かに 判 斷の材 巧は ころがつ てゐ ないかと、 があ必 にかられ ながら、 おはな ほ も その 附近 
を 巧 念に 探し ホめ た。 やがてな は、 布片 のを 見場 所から およそ 二 米 ばかり 巧れ たと ころで、 とゎち 
ら かした お 巧 じ まぎれて ゐる 一裘の 寫爲を 見つけ 巧した 。名刺 おの 小さい 寫 がで、 その ゃには、 二 
人の 巧 女が テニス 服で ネットの 前に 睦 じく 立 並んで ゐる 。巧は 二十 セ 八、 ホは か V ホ】 0 二つ 越 
えたと ころで あらう か 〇 1 一人と も、 を 族 タィプの おおの あるを おで ある。 署 ぶは ないかと 思つ て、 
巧を ひつく ゥ拡 してみ たが、 スミスと いふ オック スフ ォ ー ドの おお 厚の 巧を ボ 穿く おして ある だ J 



この 二人が オブク スフ ♦ 1 ドに 住んで ゐる ことは 巧いたい な 像が つくが、 をの ほかには 何の 手感 
りもない。 だいいち、 この^15!^?31;と布片の持主が同一人であるといふことすら、 これをザ證ずる何物 
もない の だ。 た ご、 一一つ とも ニ ホ ばかりの 近い 距離の 中 じを ちて ゐ たとい ふだけ である。 

おの 空な は、 しかし、 こ、 じ 一つの スト ー リ ー を 作り あげた —— 

この 二人は、 ォ*: クス フォ ー ドの 上流を 庭に 巧つ たを 人 同た である。 男は、 バルヵンの 風雪 急を 
吿け ると ともに、 故國を 觸れて 遠く 巧征 のな へのげ る こと、 なる。 女は、 別醋に 際しで、 巧へ 針と 
ホ卷を 贈り、 載陣で 無聊の 時は 刺銘 をしながら 自分の ことを 思 ひ おして くれと 賴 む。 男は、 め おを 
巧つ て、 時折 おみを 化して は銳 つて ゐ たが .…： 。 

ともあれ、 この 物語のを 人 公は、 いかなる 運命 じみ ま はれた ことで あらう か？ 剌谢に 「幸 逃」 
を 祈つ わか ひ あつて、 無事に 逃け まること がで きたで あらう か？ それとも また 「幸 逝」 を 未完な 
にもて た 遮 命 その ま、 に、 武遇 つたなく おいを 輕の苑 を 的ち たこと でを らう々？ 

猎ら 知る をはない。 

巧 松は お 也に、 コリントの 巧を おして ゐ。 C . 


二 五 二 

(なほ、 なさ 一の コリント 地姨 で、 ドィッ 巧が •ハル ヵン 作 戰中巧 ひた 唯一つ 荆期 的な 新既 おの 
おを 見る ことが でを たが、 軍が にを する た 《、こ、 に 震で きむ い ミ逆储 とする。) 

ネ 

歸途を 急ぐ。 

道路の S して 狭くな つた 拙站 にさし か、 つた 時、 なたち の 革 等ぐ 前を 蓄 して ゐ た霉づ 
をち がふ ドィッ S 烏 冀と 鐘’」 て S へ 墜落、 乘 つて ゐたギ 。ミ 慕 庚たち は 革 かへ 巧 十 
出されて 氛 描して しまつた。 もし、 なたち の 革が らぅ 囊 ホへ 行つ てゐ たら、 スピ 1 ドが ついて & 
る だけに 巧し く轉 落して、 おたち 《命は 至な かつた であ、 宫 。きは どい ところで 命 拾 ひを した 台 
けだ。 ホブと 脚を なでおろす。 

專 がに 巧れ が 出 5 て、 ； ク y く 震ゎを する。 輯を 腿に、 南 歐 的な 霉ポ さやかに 美 

しい。 海 沿 ひに 白壁の 家が 多い。 

しろき 壁 赤 お 粟の 巧 あを き 水 
巧 海、 伊東 間 そつく ミ 海薑路 を定る 二と 一辱閒 、夕方の セ 時 巧く に；* に 居つ く。 

アク P ポリスの をが、 お 想す る 巧 人のを ぅに おい。 



II 0 別離のぅ に 

いょ，'' \ 、あすは お 蠻と きまる。 

アテネが すツ かり 氣に いつて しを つたなに とつて は、 刖饌の 情の 例々 として 遠る もの ダ わる。 す 
くな くと も、 アク n ポリスは、 是非もう 一を 訪 たい。 

ョ シブ、 徹夜 だ！ 

なは か必 した。 出發 前に、 朝早く アク n ボリスへ 登つ て やれ！ 

ホテルの 室で、 荷づ くりを したり、 日記を つけたり する。 … .； をのう ちに、 隨ボ なんだか 痒くな 
つてき た。 「オヤ ヴ 、を かしい ゾ ！」 と 思つ て 裸になり、 化 あなどを 丹念に しらべる と、 はたせる 
かな、 大きな 南京 田 ザ あら はれて はた。 さソ そく ひねりつぶした ボ 、をの 時、 私は、 「久しぶり だ 
なァ！ と、 切られ お S もどき の巧舊 のがを 舞 じぇ なかつ た。 がへ ば、 南京を とは、 窩 等を 校のを 
宿 夕 を 出て な來八 年ぶりの お 近な ので ある。 衛生 設铺 がを 備し _ し しかも 寒い 氣 候の ドィッへ ホて か 
らは 、南京虫と いふぶ 前が 頭から 消ぇ去つ てゐ た。 ところが 今度、 商獻の 不潔な ところへ 巧た わか 
げ で、 南京 巧と 久 々の對 面を する 光 おにが する ことができ たむ わ。 きツ と、 こむ も 今 おの 化 霉が巧 
の i つい あ ひ 出と なること でを らう。 


二ぶ 凹 

拿 

冗 巧な 日 (月 钟日) 

午が 四時^! をろ'^ あたり ザ 巧る くな つてき たので 巧 かける • 

谤 王ち 前 SS まで 來て ァク 。ポリスを 見 京た 私は、 朝 陽を 受けて 會に 輝いて ゐる ごテノ 
ン神 段を 見坦」 了、 思は ず 巧 乏聲を わけた。 日中 li 見る 右ち ついた を、 巧に 見る 嚴 かなを .；；• と 
すがつ て。 寬る § パル テ ノンは、 華やを をで ある。 ぺ 。クレス 當 時の 巧を 時代を げばせ る 
にを る きらびやか さを もつ て ゐる〇 

をる やぅに してを のをまで 登りつ くち 門衞ボ 、「ドィッ 軍 入を は、 キ前八 f では いれな 
い」 と官 ふ。 おは 斌 めず、 「き 分は ド ミ 售從覃 して ベルリンから 來 たを だが、 今日 f ことに 
なつた G で、 是非 も 三度 變」 て？ た G ごと 斜食 頼き むと、 二ち ミ霉が 管た か、 

特別に 門を あけて 入れて <れ た。 

魔の アク a ポリ 5、 壽の ドィッ 兵數 るを 除いては 人が もない。 沒 として ゐる〇 

神殿々、 む ゆく ばを 賽」 たを、 衰 北壁 上に 立 ミ 見 わた 至、 罕 には、 ま 巧惡 巧い 吸々 
から 醒めさら 矣テ芝 舅、 なじ かを ど寞 ミ、 くす ん裘を i 愛見 ミ舊 はつて ゐ 
る。 この 巧 停 e 費 f ッと 見つ 《て f ぅちち おは、 ひごろ 愛誦す る 裳 W なを、 口ずさまず 



じ 居られな いやうな な 持に なつた。 

譜 山河 巧ぇ さり ゆか ば疫 しさの 

はてなん 國 ぞけム もが ゆく 
それは、 深く、 强 く、 はてしない 爲 泊の 思 ひで あつた。 

本 

午前 九 時半、 タ トィ 飛行場が 陸。 今日は プグ ペストまで 飛ぶ 巧を だ。 

ェ ー ダ 海の 上空を 飛ぶ。 下を 見 おろせば、 な 紫に 探々 と 澄んだ水 窩 貴な 色 だ。 

お々 と 浮ぶ 嵩々 は、 もう まク たくの 夏 化粧で、 いきな 浴 あ 模樣を くりひろげて ゐ る。 をに 巧れ る 
白浪は、 人 おが 遊んで ゐる やう だ。 

十 時 五十み、 サ P U 力 飛行場 着陸。 給油と 黃 をのを、 午後 萃時 四十 分離 陸。 

ゆうべは 一秒 も 限らず じ お 巧した ので、 け ふは む 上で グ ブスり 熟睡 。空には 夢 もない とみぇる！ 

I ニ ブダペストの 一巧 

0 

眼が さめて みると、 眼下には、 ド ナゥ 河が 巧 やかに 流れ、 それに 路 つて 人口 百 五十 巧の ブダ ぺス 
卜 巧が ひろ'^ となた はつて ゐ る。 葵 しい 都 だ。 


おおと 偏 巧の 巧 ウナ ド 


二ぶ ぉ 

ザ 後 四時 半、 巧 東方 二十 巧の 軍 巧 飛行場 こ眷 
陸。 氣 のい、 ハン ガリ ー の 兵隊が 大势 寄つ てま 
て、 さかんに サインを せびる 0 • 

ド ナウ 河の 中に 浮ぶ、 マル ガレ ー ト なの ホ テ 
ル •パラ ティ ヌスに 巧 宿、 さつを く硫 巧を の 助 
呂 にはい つて 汗を 流す C 水不 おの アテネで 1 囘 
も 風呂には いらな かつた r けに、 をの あゎがた 
さは ま セが 別で ある。 浴室に、 どこから か 美し 
い 小鳥の 聲が閒 えてく る。 

をを、 巧の 散步 におる。 燈乂 管制がない だけ 
に、 巧は 煌々 と 巧る く、 ド ナウ 巧 面に 映ず るれ 
が あでやか である。 ブダペストで おを 畜- よを た 
のは、 おいしい 料理よりも なじよりも、 この 明 
るい 巧の 街で ある。 一年 半 堂趙火 管制のを 黑 
の 巧の 中に おしてき わ おにと つては、 むしろ 巧 


が お 乳す る ほどの 巧る さ だ。 「巧る いなもみ つたの 乃な T ! J とな 从 はず 0 

アリゾナと いふ ここ 一流の キャ バレ ー にはい る。 純が たる パリ まだ。 る 前は 忘れた が、 モン マル 
トルの なんとか いふ キャ バレ ー をつ くりで ある。 女 レスリングが ある。 巧い 水着 一つで とつく みあ 
ひ、 しま ひじは、 をの 毛 ふむ しりあ ふを ねまで やつて みせる の だから さうた うな もの だ〇 おは、 こ 
れを 見ながら、 ベルリンのを 活が 、いかにき まじめで 健を であるか をを 0 た。 また をれ でなければ、 
載爭 にも 騰 てない と 思つ た。 

二 II 、ノン ダリ I 軍の 凱旋 

瓦 巧 六日 (乂竭 日) • 

お 時 起 ホ。 を ホに、 巧綠の 葉が 光つ てるる。 

溫 おの 朝風 宮じ はいり、 巧り ない 撫 おで 朝を をず ホす。 

見物と 買物に 巧へ がる。 物 價は髙 いが、 お 物は 豐宮 である。 

巿の 中央に 「自由 巧结」 ボ あろ。 こ、 には ハン ガリ ー 國 巧が キ 巧に 巧 端され、 をの 下に 巧 おのな 
壇が つくつ て ある。 花 巧の ザバ 中に け ホ、 靑 、巧、 いろと りぐ の 花で 大 ハン ガリ ー の 地 固が おき だ 
され、 巧 お ± の 失地な 巧ら たじして ゐる C を 3 秘樹の 巧 おには、 これ も 花で ホの やうな 智 。のが か 


一一 五八 


苔 かれて ゐ る。 

われ 神を 信ず 
われ お 巧を 信ず 
われ 永 おなる 神の 正義を 信ず 
われ (ン ガリ ー の 巧 巧を 信ず 

了 1 メン 

居 巧に 薑 Q 質的な 失地 裏へ、 その •囘 f がふ 交ン す， 主讓神 0 をら は每 ある。 を 
して これ S 蓋が を S 言れ、 大； す 1 囊 《理想が 實 营た髮 、餐て 半炼が 竿頭 

まで ひきあ けられる ので ある 0 
ザ じ、 徹底した 國巧數 ちで ある 〇凄烈 な 民族的を 願で ある。 

巧い 濃！ i ぅたながら、 薑囊を 雲 道路 0 ミ 巧く と、 雲—® SC 人垣を つく コ 

て、 雜杳を 極めて ゐ る。 邁す がゎの 人に 何事 だと 閉 くち こ ガリ i ご— ゴ —5 ヴィア を 
就旋 して 來る e 巧と 言 ふ。 さつ そく、 人垣の 中に もぐりこんで 見物す る ことにする。 

蓋 九 時、 御 巧た る Is 曲と とら に、 rv ヵリ， 軍が 雲 道 おを 寶 行進して 來る 。重して* 
巧 墓で—。 驚、 望から おた 却較 かもしれ ない。？ み— も、 f」 く— し Tf 。 お 



嫁の 顏 は、 みんな 靖 やわ 巧。 

歓迎の 民衆は、 ち 地囘復 の巧练 をはた して 凱旋して 來た これらの 勇 古に、 必 から 執 巧な 棘が を あ 
びせ てゐ る。 员 ぐんで ゐる者 すら ある。 

この お 激の巧 狸 魚に つ、 まれながら、 おは 今 さつき 見て きた 半 巧と 大 ハン ガリ ー 地时 とみな ひ 巧 
ベて ゐ た。 

あれほど 悲壯に 失地 罔 巧を おつた ハン ガリ ー 固 民が、 をの 目の の 一部を 達した 歡 ちの 巧は、 な も 
充分じおおすることボできる。 しかし、 囘復ずべきろ姑は、 をだ<-かい^0心おつてゐる。 たとへ 
ば、 ル ー マニアとの 領王 調を 問題ら、 まだ 終局 的には 巧みして ゐ ない。 しかも、 失地 罔 巧を お 願す 
る 困は、 みして ハン ガリ 1 1 因の みでは ない。 お 南 欺の あらゆる 國 々が、 をれ t に 「正 當」 な 失 
地囘 巧の 要求を ひつ さけて、 互 ひに 機. 曾を 窺 ひ あつて ゐ るでは ないか！ 茨こジ しき 前途では ある 0 

はたして、 あの 半 巧は、 いつの 日 か 竿頭を で ひきあげられる ことで あらぅ か Y また、 か、 る 日 
がいつ たい 巧る もので みら ぅか？ 

がは、 東南 おのかな しき 宿命を 思は ずには 居られな かつた。 

凱旋 郁 巧の 巧 進は、 なほ〜 おいて ゐ る。 巧 呼の 聲は 、まず--^ 高くなる ばかりで ある。 

二 五 九 
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い 

午後 一時 四十 五み、 ブダペスト 巧發 。いょ/ \ を 後の n 1 スだ〇 

スロヴ ァキァ 上空を 通過す る 頃から、 風が 化、 巧 雲が ホら はれ、 なか/、、 難が で ホる 0 
天 侯は、 しだい じ惡 くなる。 寒くなる。 

幸 ひま おもな く、 五 時 五十み、 シュタ ー ケン 飛 巧 場に 着陸す る。 ス —ッケ ー スを さげて 地上に 降 
り 立てば 寒さが ぞく-^ 身にしみる 0 

南歐の ぁた、 かさに 比べて、 をは まちなん とい ふ 寒さ だ！ 

おに、 外套の 巧を 立て、 前を お < 合せた。 • 

思へ ちな がい、 波 潮 じ 巧んだ 肇巧 でぁつ ち 飛 巧跑離 四千 巧辦巧 時間 おょそ 二十 時間、 上 
囊過菌 六 ヶ閔 、欧洲 大陸を 南北に 巧いて 飛んだ わけ だ。 きの ふ 辜 地中海の 蕉故 にかを てゐた 
のに、 け ふは もぅ、 朔風の 中に 巧され てゐ る。 をい はす だとを ふ。 

ベルリン 巿內 への 自動 尊を 待つ て、 格納 庵の 前に さて ゐ るち 诺信 +W が 近寄つ て來 て、 
「ぁな-^^昼つ-^くいたごた軍票で、 なにかい 、紀念曼家內に貿つ て歸つてやりたかつたの 
です が、 巧 物が 非常に 制限され てゐ るた 《、思 妾ぅな 物が 巧へ なく 5 念で」 た。」 た、 いくら 



か ± を 物を 巧つ て來 ましたから、 あなな から おたち 二人への 辟树 だと ミつ て、 を 巧を 嘗ば せて やり 
ませう 。どうも ありがたう ございました OJ 

と、 あらたを つて 禮を音 ふ。 をして ていたいに 別れの 挨 がを 述べた 後、 カ チ ー ンと强 を 合せるな 禮 
をして まつて けつた。 

をの 隆 々として 逞しい 後を は、 なに かしら 力强 い、 たのもし いものを 感じさせた 〇 「どうしても 
生きね きたい」 とは 言 ひながら も、 イザと なれば、 香んで 巧 身 敵中へ 飛び こんで 巧く 綺 神の 强 さを 
感じさせた 0 • 

こ、 ドイツには、 快い 南 既の颂 きは ない。 けれどら 、瞬し い 北風の 試練 ザ ある。 巧烈な 試練に 耐 
へぬ いた ドイツ 错 神が ある。 

わづ かご 一巧 閒で バルカンを 席を し、 英國 兵を 一人 淺らず 大陸から 追 ひがす ことができ たのは、 お 
に ドイツな の お 器 や 裝備の 巧 越に を ふ ばかりで はない。 をの 原動力は 、寅 じ、 逞しい ドイツ 綺 神に 
あるの だ。 

この ことを、 おは、 今废の バルカン 戰線從 軍で ハッ キリと 知つ たので ある。 

これが、 最大の 化搜 であつ た。 

巧々 日本人 も、 據 しく おへられなければ ならね！ 鈴 おされなければ ならね！ 

一一 六 一 
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巧し い 榮晚の やにが を ふん まへ てを ちながら、 おは、 かぅ 也の 中に 叫ん 巧。 

_ (昭か ー ホ、 ホ、 


一 



巧 露 戰跡祕 祭 記 


- 進 わ ドイツの ウクライナ 違設 

キエフ々 塔 落し T を だ 二週間 餘ゥ 巧と いふ のじ、 化盧に 着いて みると、 るう ウクライナの 捷設エ 
作に 必巧 になつ て ゐる雲 を 局 Q 力强 い意氣 込みが ひし^^と 感营れ る。 牛ユ 7 《巧 全 おには ま 
だ 生 こい 轉废 S つて ゐ るが、 戰場 はもう お 百 SQ モスクヮ 郊外を で 進ろ ホ 巧の 巧 巧が を々 
されて ゐる 程の 巧 巧な ので、 このな 墟の 中に なつても、 戰爭 そのものは、 をれ 程 現 資じお ぜられ な 

い。 をれ ょウ も、 巧璧 中を 新」 い 巧を G 若？ かま 凹 喜ょうと 巧 力し 了ゐる ドイツ 民族のを 
り 上る やうな 若い 生 勇が、 グ ，と 身 か ii 迫 ミ お y られ る？ みる。 予 はめ 州 名 《困な 記著围 
一巧と 共 li 二を の ごじみ 乘 し、 プ ルツ H ミス ル (舊ポ i フン ド) を ツ騎固 境に を、 お戰の 
巧を 粗 ゎ 乍ら、 ベルリン 巧沒 巧 日 目に キエフに 姐 ゎつ < ことが 巧來 た。 

妄ー ニ 


一一 六 巧 

プル ッょ ミス ルから 載卑の 大逆 過 驟ザ巧 はれた ダ プノを 通過、 ジ トミ ー ルを 經て 第一の 目的地 キ 
エフへ と 道を なる。 キてフ に 近づく につれ 戰場 らしい 巧 おボみ 第に 盛り 上つ て來 る。 念 降下 おに お 
ひ 下 ボられ て、 まるで 玩具の やうに 巧す > ひし がれた 五十二 顿の 怪物 戰 革を 始め、 較 草、 自動 卑 、馬 
等の 巧 おがな 秘 の有钱 をを のな に ま 現して ゐ る。 ずが 道具を 手毕じ 枝んだ 避難民の 群は、 平 巧に 歸 
つた キエフ ヘキ H フ へと 暖の やう じ 道路を 巧： めて ゐ る。 かくて 我々 は 幾重に も 張り 遇ら されて ゐる 
巧 ホの 陣地 線を 越え キ卫フ の 巧に 入る。 ソ聯 巧特の 破巧戰 術の 妳 は、 巧 程 市中の あちこちに 認めら 
れ る。 キエフの 敍座 通り レ ニン 巧な どは 半々 をく 壞 されて ゐ るし、 水源地、 お 梧 所な どは 片つ端 か 
ら 叩き 巧され てゐ る。 码の ゃじ 約 千 個の 地霄 と、 六 百 個の 爆藥ボ 仕掛けて あつたが、 巧軍ボ ななし 
て 入が したため お 破 じ 到らず、 巧 舊は觀 をに 歡< 濟ん だとい ふ。 

を链 として 巧る とが •巧は たいした ことは ない。。 シア 獨 得の ド ー ムを 持つ た 黄し いお 會 、歴史的 
な オペラ 劇場な ど、 を だけは 昔ながら じ 驚え 立ち、 n シア 都市の 巧と るが けられた キエフは、 千年 
のが 統 のを 巧 〇 を 未だ 誇らしな に 止めて ゐ る。 こ、 では 兵 像、 勤勞 奉仕 圃、 トット 組織 (道路建設 
巧) などの な 方な 綜 おが n シア 捣巧 等を 動かしを 渡に 動き、 披壞の 跡 もぐん-^- を 片付けられて、 
四日が からは おな 建彻 には 電氣 もつ くやう になり、 ホテル もを 部 巧 帯：' 用ながら 曲り なりに 開業して 
居る。 がの 治安 も 厭 調に 朽 巧して、 ゲ ー •ぺ 一 •ゥ— の 恐怖政治から 開 故され わ巿 民の 巧に もちを 



ザ 註れ、 哥哥 のを 班 にないつ ちの々 むしろ づ？ ん でなる やう だ。 還 覆な J マルク、 十 ル I プルで 搜巧 
に 流 迸が 始まぃ、 ぉ得 後間ぶな いに 拘ら ず不思 謗な 程の や爵 さで 日' なを 活ボ やな じ 同 巧して ゐ る。 

一方 ドイツの 對ソ 作戰の 一を 大きな 目 操と なつて ゐた ウクライナの 農業に 對 する 工作は、 化 おを 
み 也と してが はれ 一」 ゐ るが、 ドイツの やり方は、 今迄の やうに 共產 主義に ょる 機が 化大な 主義を 止 
め、 主 地 じ おりない を 曾を 持つ てゐる 農民の 本能に 順應 して、 ± 地、 お 畜 、農み 等の 诗 なを 認め、 
なを 大典 瓶に 巧骑 させょう として ゐ るので ある。 この 方面の 工作に 當 つて ゐる巧 威を 達は、 この 巧 
留 について 巧た にみ の やうに 言明した が、 ウクライナを 業 工作に ついては、 これな 上な へて 何物 も 
おけな へる 必耍 はないだ らう。 

「我々 は 厨 •則と して 巧 巧の 主 地、 家畜、 農具 等の 私有を 詔め る、 をた 共産主義が 從來 巧つ てゐた 
を お 化 大農 卸を 强 止し、 健を 大農 刷を 煤る。」 

從 つて トラクタ ー の 値 用を 止め、 農 巧 じは 窥畜の 使用を 獎 鳳し、 牛馬の 所有 數 、家族 數 等から 巧 
り W し セ 耕作 能力に 據 じて 緋 地を 割 嘗てる。 そしてを の 收樓の 一一 一割は 農民に 與 へ、 巧餘は 村の 財產 
として 羞し 巧させる。 若し 度 巧が この 義務を 完 をに 果 した 上、 更に それな 上の 耕作 餘カボ あるな を 
には、 その 耕地の な 锋に對 しては ス 割の ななを 認める。 また、 ウクライナ 巧 靖の度 業な 巧 おみは、 
ドイツ 側と ウクライナ 化を 委 具との み錄 でかを ずる。 產 物は、 侄じ查 欧洲を 巧 ひ 巧る とい けれ、 今 


二 六ち 

までは 巧 産 主 達の 誤れる 改帮 にょつ てこの 要 ホを 滿す こと ポ が ホな かつた が、 將 巧は ドィツの おお 
下に 新しい 農業 方 ま々 採用し、 歐 が 新 秩序 巧 設の大 离裝に 貢 巧ず る だら ぅ。 (明か ニ ハ、 一 0、 一へ) 

’ 二 巧 おを 上の オデッサ 

オデッサ 陷ぷを 這 かに 四日 目 そ 等の 自動 単が、 波高き 黑 海岸のと ある 小ない をの 上 じ 違した 巧、 
予は I 瞬ハプ とおを 吞んで 立ちつ くした。 オデッサ だ！ をの 空髙く おお 味な 黑燒が 溝々 と 立ち上 
つて ゐる〇 載 争の おな ほ 渡き オデッサ 市 巧を 遠望して、 予の 也は 遺が にと きめいた。 巧 眼鏡を 眼に 
あてれば、 オデッサ 海岸の 前面には 急降下 お擇按 のた め無殘 に破換 された 赤沉 1 翰 送 船が、 敗を の 交 
々巧た へて ゐ る。 その 向 ふじは、 遠目 じ も をれ と 判る 诗破 がされた オデヴ サのお 賴げの 巧が 煤つ て 
ろ^。 巧ら < 辟 油 タンク ボ巧 がされて 燃えて ゐ るが-で わらぅ。 

自動 苹は遠 力を 早めて 一路 オ デブ サ へと 急ぐ。 道端には 木の香ら お々 しいん—. マニア おの 墓 傑が 
立ち並び、 をの 巧 段に 散亂 する ホ覃兵 击の鑽 兜、 どず 漂い 閱 々度 巧して ひどい 惡 をを 發 ずる お 格み 
巧な 等が、 むし かつた オーブ ッサ寵 お戰の 巧を 种 試つ てゐ る。 

.♦この 凄を な 光 某と 著しい 對 照を なして ゐ るら のは、 構* として おみへの 途 をを ぐ每遺 お谭 巧のは 
れ ばれし いおで ある。 しかし、 巧每 がを 化 亥の おに 姐 ゎを いた 矜 、みおに が 等 も 待つ て ゐるも 0 は 








一巧が であらぅ か。 それは 住む にがへ ない ほどに 诗 巧され を 巧 家で ろる。 暗然と して、 今更の 巧に 
砖爭 のを 禍をお ふ。 

巧巧の入口じは±ををを巧にも巧み度わたバ リヶードがおおじ張り繞らされ、 お數の錬おが巧氣 
巧惡く 巧いて ゐ る。 

バリ ヶ ー ドの 前 じは、 巧 謂 「モロトフの ヵクテル」 とい ふ 大きな 壺 が、 巧 つも < 並べられて ゐ 
る。 これは 窗の 中に ガソリンを 詰め、 いざ 白兵 段と なつた 時 おお 又は 敵の 賊卑 におげ つけて これを 
读 いてし まふと いふ、 ノモンハンの 故智に おつた ホ 巧 得意の 新 武器な ので ある C バリ ヶ ー ドの 他に 
もち 家のを にはを 部 丈 裳ボ寶 なく 賣惡 ねらた をを な巿議 準 併が 盜ク てゐ る。 

赤 貫， が 撤退の 巧 堤防を 窠 して 黨哉 術に 进 たた： e 、 道路は 水浸しと なり、 予 等の 自動車 も 巧た 
か 立往生を せざる を 巧な かつた。 巧の 灶 々じは 巧れ なく 堅固な バリ ヶ ー ドが 構 葬され、 巧 巧 も闊が 
一つの 大きな 巧 塞と なつて ゐ る。 巧 家の ガラス 窓は おどを 部 巧 巧し、 完 室な 家は ホづ一 おも 巧つ て 
ゐな いと 言つ てょ い C 

採に 海岸が 頭 方面の な管ボ 甚だし < 、燒 けがれた 勢 おの 群がな 骨の おに-- ョキ < とおつ 立 0 て 
ゐる C 

此 おに 居拴 つて 館 巧联を 目の 當ゎ 見物した 巿 おや、 を暖 較に參 がした ドィッ あび ル ー マー こノ 巧を 



巧 等の 話を 絲を すると、 筑減 哉の 縷樣 は乂铺 なの 通りで るる。 

オデッサ 攻餐は アン トネ スコ羅 首相の 希望で、 ル ー マー ーア軍 ザを 齒と なつて 巧 か、 八 巧が 3 がら 
包團 睹を徐 々じ壓 縮して 巧つ て、 九月 初旬には オデッサを 陋 る十キ n の 地が まで 謹过 しわ'‘‘ 化 おに 
ル ー マニア 軍は 九 百 二十の 拖 口を 揃へ て 砲弹の 雨を 降らせた。 同市 班備の 赤軍は 南 お & び 巧 方の S 
方面を 完全に 包留 された が、 東方の 海面が 空いて ゐ たためを 错缚 々自 ぉじ お 入す る こと ザが 巧た。 

しかし、 九月に 人る と共に 段々 缺乏の おが 瑰れ 、十月 こ 入つ てからは をく 矫ホ廣 3 巧 約 •を呈 して 
さた。 を こで ホ 軍 巧 令 部は オデッサ 捆棄 のみ 清を 固め、 セ バスト ポリから 瓦十轉 嗟の 軍ぶ 辑送 船を 
巧び 寄せて、 十ち 十四、 十五の 兩 日に 互ぃ. 總 退却を 巧つ た。 これを 知つ た獨羅 空軍は、 逃げる 論を 
おを 追ひ强 期の 雨を 降らせて、 オデッサが で總計 ミ 巧 二 千 巧な 祭な した。 巧け て 十六 日 午後 一二， 時 •頃、 
獨羅 両軍は 步武 堂々 と オデッサ 入城を 間始 し、 を じ 语查に 占 相」 たので ある。 

巧罐兩 軍は 入城す ると 直ちに 巿 巧の 治夕巧 调に乘 巧し、 殘 つて ゐる巧 あ 深 ル お 巧に 努め わので、 
治ぞは 大说囘 巧して ゐ る。 時々 便衣 陳 によるを 巧 も 巧 はれて るるが、 これ とても 市 巧を 動 巧させる 
やぅな ことは なく、 市街は 今や 早くら 巧 興のを に 就いて ゐろ C 
た ♦、ホ 累撒 恐の 藤 囊の地 茜を あ設 して 巧つ たので、 ふぶ 除 ま 工作は 因 塔々 话ろ透 尉 近は 

巧命じな0一」こ'れにをクてゐる。 オデッ ナじはり下ル ー マ ニ ア谭司今をじよつて軍がが巧かれてゐ 

二； 
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るが、 をく ル I マニアの 义な 鱗を が满り & ん 
で 巧 化を 吸を、 ブグ 、ドニ エ ー プル 麻 W 巧に 
巧 來たト ラン シストり T 線が 巧 (總 おおは 規 
帝 チラスポリに るる) の 巧 おになる とい ふこ 
とで ある。 を' して、 才 VV サ港 白け； は、 自由 
港と して ゥ グラィナ 视ぷ 物を お 散め 門戶 と';：? 
。、ゥクラィナ 地义 経済 轉蠻 、延いては 較が 
薪 巧が 控設の ためお' をな 役割を お ーグ る ものと 
期待され てる ふ。 (峭か 一六、 1 0、 二 C ) 

=1 镜な ぉもにな 

る キユブ 

キエフの 巧 おを 巧は 日一日と 巧 斑に なしつ 
つ ある。 否、 新しい を试を 遣りが しつ、 た ふ 0 
新生 巧 お 生の 陣痛 巧を 巧驗 しつ- < ある t ソ坑 


巧 一二の 乂都请 と」 て、- 八十 巧を 敦へ享 M 7 ち、 戟爭 S 诗&甫 巧の 約 半み ガ遲 けちつ^ 巧な」 
除、 を每椅 巧 9 淋し さを 巧ぜ ずに にを 6 れ ない。 護 雲畜隨 後に 地-苗 巧 破」 たお かと 器む. した 
巿 中む 却の 大乂义 は、 累の朽 ぶ 者を がして、 おの 巧 卸 ハ H 作に 里 だ 差隨 ，となつ てゐ ちし 古し 
巧 5 爲 S 巧 巧 計寶と 周到 巧 お 忌 曼 ha ■.と 技、 化 ほじ ぞ 、むと 倍洩 《ぶ 宴へ 了 巧讶巧 巧の 生活 
は 廟次轨 道に 齋 り、 碧 禀 も、 がの 巧の 想を 慕 ふ蟲の やうに 辫备 おして ゐる狀 態で をる。 巧 
店は を 部 閉鎖した 儘で 一軒 も 開いて るない が、 巧 當局ボ パンを 公 やに お 給す ると 共に、 简み 巧货も 
開店して 榮養俱 に當ん だま 價 なを 謀を 供給して ゐ るので、 巿 巧の 日常生活 もま ク^'^ たいした 不自 
由 無しに 霞ま れゐ やうに なつて 巧て ゐ る。 シャク •バヵ ザ ー なお もずとの 會見 にがいて、 

「我々 は 獨軍宮 局と ゥタ ラィナ 人と 《舅妄 つて、 掌巿民 《審 をむ 零る 事ポ羅 るで あ 

らう。， 一 

と 昔 巧し ち 白 ， S じ 且つ 大ぴら になを S れて 馨窠る 横にな つた 專は、 S •畏 を窩ば ホて ゐ 
る。 スタ， リン 化踐 の苟强 な宗繁 巧の ために、 壬- 數 年^ 侣 仰の 自 かかを は G しろた ゎ クラ ィナ 
人が、 巧び 信仰の か 巧に なち' 郎り 巧た 菩 びと 絲 をは、 言語に 费 せない もの ダ あるで あらう。 巧々 は 
T 按强拜 時に なをな アンドレアス 敎 なを 訪れた ザ、 谱巧緯 女の 群は を 礎 ホに も をれ、 をの 樹は 久し 
展 りに 味 ふ宗敎 的陶醉 のた め 興替 S をを をして ゐた 。口々 に ボル ミヴ" キダ逐 はれて 嶺がポ 入つ 


二 七 二 

て 巧た ことに？ る吝 びを 吿 ける 《で ホつ た。、】 装け でら 巧 5 羣に 挈る廢 情ボ专 なつて 
ゐる ことは むを、 二 蓋數 寡は 獨蓋空 作 Q 一つと」 て 充分 養 さるべき 巧 化 ザ t う C 

(巧 巧 一六、 一 0，111 云 

四 ド イプの 手に 歸 した 大戰 贈を 觀る 

中 エフから ウマンに 入り、 ウマンから ブグ 巧に 沿つ て 南下す ろ こと S ロネ。、 南部 ウクライナの 
大 平原を 巧定 つてを々 は 巧 夏の 二 n ライ 卫フに 入つ た。 キエフ、 ウマン 間 二百 ニー 十キ n の 道 迸は お 
く 言語に 提 する 碟巧 軍だつた。 深い 源 盛は 自動 辜の タイヤを 诏んで 放さず、 巧々 は下萃 して 滩 まみ 
れ になりながら 革の 後を かさなければ ならな かつち おく 卑が 動き おした かと 思 ふちぶ もを、 
ねうちに を や！ g 慧中 S 崇 可能と なゎ、 暗 S 宅卑 杏齊ら なさ 後を •許、 ま郛 いなな 

と 全く 同じ やうな 賴巧 卓を 巧け たので ゐ る。 

結局、 この n 1 ス 々お玻 ずるのに は 丸 二日 か、 ゎ、 j 時間の や 巧 進な 速度ぶ、 なか 十二 巧と いふな 

な だつ ち ザ-際、 巧 軍 e 機透讓 ポ 、ょくも 二 S 豐講 する ことが 窠 たと 思 ふ。 この 惡巧 

と嘗ふ f を考 なに 入れる 時、 满 軍の 違 お速废 は、 をく 驚異的と 曾 ふかは ない。 こ、 へ ホる ちは、 
お 巧の 来 乳 .4$.^ にがけ る賤 おに 對」 を少較 問を 持つ て ゐた予 も、 橡 おかに おいこの おお ふを 亡、 巧 



めて 词 s 舍！ じ' 炼ち 缉臺 果を充 みに §」 得た 0 で わつ た。 巧く して、 更に 看 巧 《大や 麻を 

を 破し、 ブグ 河の 白く 光る をに ニコライ エフの 翅 おの 高い のを 挑めた 時、 チの 脚は 流石に ときめい 
た。 同 おは 一と 八 八キ 、ボ チョ ムネン 大公 (グレ ゴリ I •ア レブ，，' ン ドロ ヴ ィナ、 ー セ ミ 九 1 一と 
九 一年) にょつ て開發 されて な、 巧 ゥクライナの 基耍 僚は 港と して 稻展 し、 を 巧では 黑お岸 第一の 
大远船 巧のを ろ 學蔚的 承. 谢 として 寅 要な 轿 巧に なつた。 艾 をれ だけでなく、 戰 時経濟 的に も 非た に 
を 要な がに なつた。 

九ち 十六 日、 巧 軍み 遠な 身が 膝が ュコ ライ 卫フに 巧 入して、 建造 中の 一一 一巧 五 千颇級 主力 橋な 下 八 
隻の 短艇 ジ無 侮のを、 霉 のをに 陷 ちち、 】 れ は ドイツ 側に とつて はこの 上らない 芒び で わつ ち 
なに 比 巧. かお 3 力が 劣勢で 大 超の 少ない ドイツ 海軍に とつて は、 をく 思 ひまぅ けね 緯物ボ 引 お 0 た 
わん) でゐ る。 おつて 獨 寧に とつて はこの 三 コラ イ卫フ で 得た 戰果 こを、 他の か 何なる 大包固 巧が 戰 
の 巧 巧を ム遙 かに 凌駕す る もので ぁつたの 巧。 一一 n ライ エフに 到着した 裁々 は、 早速 ドイツ お巧將 
坟ぶ 巧の もとに、 約 一時 閒 にわたり プグ 河畔の ソボル ナヤ 造縱 巧を 見を した。 な 結 所の 門を おつて 
ホづ ぉに 止る ものは、 是さ 一一 一ち 二十 朱、 宮さ 三十 五 ホ じな ぶー ニ 巧ぶ 千 巧な ぶ 力径の 長大な をで ぁる e 
戟 々は 自ら 璧妄〇 て 見た ザ、 養 ミ 巧ら なく、 をく廣 《巧续 つて ゐる 《杏 確 誘し 得 
た 〇 8H 薄は 巧に 一二み の S 上に 進んで 居."、 現を も' お々 推め をて to このを お 巧には、 な 

ニ セち 
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前は 二な 五 千 名の 劈 働 まが 働いて ゐ たが、 獨 盈ち 银 前に 大部み の 者は 逃 ごして しを つた。 i ) かし、 
それでら 現を 二 千を む 上の。 シア 人 おがを が 抱 おして 居 ゎ、 復；； すを も 化が 日々 增 加して ゐる化 態 
で ホる とい はれる。 我等は 巧に 八 千な お 巡洋お 一 整、 大型 潜水 爲二 巧シ 見た が、 のれら S みの 二な 
上は エ 導が 進んで をり、 おな の痕も •おど 見當ら ない。 尤も 迭船巧 巧の 龄路設 偏は ホ贷 .の爲 め おがさ 
れてゐ る ものが 多く、 總随 的に ちれば 半み だ 上は 巧 傷を 受けて ゐ ると 見なければ なるまい 。巧ず る 
に、 ウクライナ や 巧を をる 巧 軍 か 速 部 巧の 進 載は、 ホ谭じ 物を 接读 して 逃け る 鈴裕を 巧へ なかつ た 
とおる かは なく、 ホ 軍の おを 手段た る 地 おが； 設を巧 ふ 照 もなかつ たらしい。 迭賠 巧の お 祭を おへた 
我々 は、 ブグ巧 巧に 延長 一巧に をい 軍港を 見を、 新に ル I マ 三 アの势 力 おに 綿 入され た對 岸を 进望 
した。 夕 焼のを は 化を 巧した 稼に ホく、 それを 映した ブグ巧 ル 流れ もが々 として 燃えて ゐる 和の が 
だ。 新秩 がの おボ がえ さかつ て ゐる樣 な 感じで ある。 (呪 巧 ニ ハ、 一 0、 二网) 

五 巧 軍 巧 軍の 手 じ歸す 

め 一二 迎 間に 互る ウクライナ 截線從 軍の 結誦を 一言で まへ ぱ 、ドイツの 對 ソ戟爭 はな 傑な 上に お 巧 
して ゐる とい ふこと である 〇歡 くも、 ウクライナに 關 する ほりは 巧ど完 をに ホ 巧して るる。 曾 饒わ黑 
丈が おしなく 搜 がる ウクライナの 大 平原が、 軟洲の お倉と いふを に 巧かず 無 おのを をが わて 巧つ て 



るる。 をの ウクライナの 資 泣が、 巧ど蕩 つかずに をつ くりを のま、 ドイツの 手中に、 つたと いふ こ 
とは おと 言 つても トイ シこ とつて 大きな 成 巧て ホる とを へ ぅ C 獻化 のを 台と，" ぶ 音 葉々 旣^か 
して ゐる や； に、 ウクヴ ィナの 最大の 當は教 おであゎ、 ホに 幾、 6 巧 及びを 工業で ホる。 

授かな 延 伏を なして かから 南へ'. をから 西へ 满が つて ゐる黑 -H の乂 平原を 眺めた 巧1 そぶ、 •一 3 
巧 巧が 將來欽 W 新铁 がの ために 果ず巧 割を 為へ て、 巧い 感慨に 耽らず じは ゐられ なかつ た。 ホ 軍が 
伤± 破が 載 術を 用 ひた 础は 確かにな へる けれども、 をれ はを く失改 になつ てゐる ことは、 巧 地に、 
ウクライナを 總觀 した 予の 印を で ホる。 巧 程、 キエフ、 ュ n ライ H フ 、ホ デ クサ 等 S 那巿は 巧 宵 W 
がが を 受けて 焦 ± 戰错 の犧牲 になつ てゐ るが、 巧 也の 農 巧は 巧ん ど敦火 S 跡を とどめず にお 處 力々 
をの ま、 淺 して ゐ る。 赤軍が 驻却 の睽携 おを を かして 穀物を 焼いて 延 ぃたとの 流 說が悔 へられて み 
るボ 、寸が ウクライナ 姐 方を 南北に 巧いて お 行し、 具 さに 視察した と 一 3 ろでは、 をれ は 十々 の 一 程 
度 も 巧みして るない と辕 育で きる。 をれ ちその 篱 、農 巧に とつて は ± 地、 巧 物は 化で ありあ 命で あ 
る. レい <ら ホ 巧哥令 却からの 命令が あつても、 ゲ ー .ぺ 一 •ウ ー の 恐喝が あつても、 大を たお 物を 
燒聪 てること はなおに とつて あびが たいこと で ごつ た。 この やぅに、 ウクライナの 巧昧ダ ドイツ 3 
勢力 超に 入つ たことは、 たと へ 今年 3 用には 立たな くと も、 明年な をの 飲が ザな 經 巧に とつて はを 
大 なおを を 括つ もの でんを」 なが お 校 巧の むはを 樹問控 '.巧ち 欧 がが あして を 粒の 自給 ぉ 化を なし 

一ー セ お 
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巧る かと ま i 巧插ク ザ、 ウクライナ 础 方の 肤洲 新み 巧を' 加ヴ 、この 錯問齒 に 数して •光明を 巧ず る も 
ので ある ことは 巧 閒のお 地が なから ぅ 0 

ウクライナ 巧 党の 搭廚某 お 授ボネ エフで、 「ウクライナ ぶを ニ ドイツの みならす、 が 洲を链 を 寒 ふ 
べき 巧を を 持つ てるる J と力說 しを 音 葉 こを、 匹に ウクライナの おが 巧 ふべき 巧な を お 的に を觀し 
た 丈. ので ある。'; 昭がニ ハ、】 0、 一一ん) 




巧 


n 


ミ 八 

十チス ，ドイツ 興隆 ま-嬰 日誌 


九 一八が (大正た 年) 十一 巧 十一 目 コン ピ r ニユ 
の おにて •トイ プ となを 段との 閒 にか 巧な わ 勘 
巧 せらる 

化 一 化が 六 巧 二十 八日 ゲ * ル サイ ユ にかて 巧 巧 
がわ 讲巧 せらる 

化 月 ヒヴ トラ ー 巧 民れ 巧 ホを 巧 这巧馈 
巧に 巧 人 H 巧貞 として 乂巧卞 
化 二〇 年 二月 二十 网日 蜗 巧れ か ホを ド イブ 巧が 
巧が な诞 ませら る 

を ニニ 年 セち 一一 个 一日な 巧 巧に わて ナチ スを一 
巧 一二 十の おがを 巧 巧す 

化吉吉 ザ (昭 巧へ 年) 一月 S 十日 ヒブトラ1、ド 
イツ 巧宰 巧に かぜら る 

卜巧十 巧 日 ド イブ、 的 巧な 盟を K 巧 

す 


一九 一一 一巧 年 八ち 二目 人が なヒ ソデ ソ プル クお 
帥な 去す - 

ヒヴ トラ ー 「化 おの 巧®、 阴 をの 宰相-と 
なる 

一 化 一二ぶ が 1 H 十一 二日 ザ ー ル お 的-化 ホ ド イブに 
巧規卞 

时 ご一 H 十六 日 なおを た 抱 巧す 
問 六 B 个 八日 巧 尚と な 巧 じだを むし、 

一 〇 封 ご 一 •五の 比が をぶ む 

W 十一 ぉ 二十 お 目 日 巧 巧が 巧ぶ のがに めて 
巧 巧せ、 レる 

一九 一二ち ザ ーー ー 8 4^ a ド イブが ラ イソ 地方に 巫 
卞 

一九 一二ん 年 ん月 十一 日 词 が-なな 巧る 

一九 一二へ が 吉月 十一 日 ヒット ラ ー 巧が ゥン ブに 



巧 


け 


I 用 


巧 


せき 词 巧な 巧の ホー 巧を 巧した 
化 ご一 ザ 当：！： 十ぶ 日 t ツ トラ ー 、 ヴィ ー ンに 
逛人十 

巧闻を 巧ナ 1 ン バレン 氏が 巧 
巧に て ミ ュンへ ソ にせさ、 ベル ヒナ スボ ー デ 
y にヒヴ トラ ー な 巧を 巧問ナ 

化 月 二十 二日 チ* ン バレンに ゴ ー テス 
• .ヘルクに 巧び ヒット ラ 1 巧 巧を 訪 門ず 

化 月 二十 九日 ヒットラーお巧、お巧が 
チで ン バレン 巧、 傑. なか ダラ ディち 氏ぶ びか 
巧が ムッソ リ ー ュ巧 、ミュンヘン 給 巧の がに 
々•なし ミュンヘン なぶを 巧る 
この 協 おにょり： 巧が ズデ ー テン 祉ホ ドイッに 
が 寸る ことと なる 

化 一一 一九が (昭巧 十の 年) 一：：： 一ニ ト H ヒヴ トラ ー 泌 
が、 乂 ドイッ 巧 巧に かてが】 政 ザ かを 巧 おず 
百 H 十 ホ n 巧が にむ て ヒット ラ ー 銷 
巧 及び 7 * ン •リブべ ソ トロ ブプ外 巧と ハ 1 
(ナ ょコ 大巧な、、 ュヴル n フス キ ー ホ 糊と 
の 峭 に巧设 おわ ぶんす 


- 1 化 ご 一九 ザ 巧 月 二十 一 1 日 巧が 巧が 问铺的 体-‘ i みで 
巧な せらる 

八月 二十 吉日 モス カウに 於て 衍 V ホ 可 
だが わ满巧 さる 

化 H 1 日 ドイツ 巧ポ 1 ランドに な 
巧を 削 巧す 

^ か 巧 一一 一日 巧 巧 お 巧な ポ ー ランドな 
閒化 約に おき 尉 巧な 原を 化か ナ 
间 化 巧 十た 日ブ 巧が ボ ー ランドに 逝ん 
す 

崎 化 月. 二十 二日 切 V 南 WS ポ 1 ランドみ 
巧は な 巧な す 

词 十一月 吉 十日 V 巧 巧 巧 巧錢す 
一九 WO 华 一二 ほ 十二 日 フィンランド 巧 ザ S 巧よ 
をが 巧し プホ かやが 約を がかす 
W 四月 化 曰 ド イプ？ ンマ 1 ク ， / 
ルウ 王 1 に 逝ん し、 デン マ ー ク はが 時に 化 
し、/ ルウ エ ー は 巧 巧な 域を ホ 背す 
间 五月 十日 ド イプ；# 用 3 巧^ 巧に な 
巧し、 ルクセンブルク、 オラン V , をが を 十 

ニモ 化 


诗 


一 Ko 

1 化 巧 〇 半 五月 十一 日 與迪に 巧て チ *1 ナル お I 一九 巧 一年 六月 二十 ニ ロ 巧、 伊、 ル 1 マユァ 巧の 
巧 一む 巧 凹ぶ 化す - ソ 巧へ 巧 巧を ホが す 
巧 五月 十ち 目 巧がべ ル¥1をがプラブ ^ 村 4^ 月 十二 目 巧 ソ巧巧 巧 巧ぶな 

セルに お 血 入 巧す 一 闊 古 月 十六 日 スモレンスク A びキ シネ 
巧 五 巧 二十 八日 ペル* キ ー を 巧を おにを 巧- フ A が 

なをを 致して 降がず W 化 巧 二十日 キエフ 由が 
け 六 巧 十 巧 日 巧 お パリ ー へ 巧なん 巧す 1 W 十月 十六 日 ォデプ サ阴巧 
一: 六 巧 十八 日 ヒプ トラ ー、 ムブ V リ ー ー：！： 十一月 二十 二日 ロストフ 占 巧 

三 巧頁岛 ミュンヘン にみ 謀し、 巧阁 とのが 機； 村 i 1 ぉ をれ めな 大 化な 巧 がれが 
にっきな 誘ナ 巧 比 - 
同 六月 二十 IIH n ンピ 王 1 こユ の 巧に て 
巧が 化 おな 化 巧 巧 さる 

可 九月 二十た 口 日 巧が 一二 闷 M 驻な わべ ル 

リンに て 巧 巧 せらる i 
3 S 十一月 二十日 ハン ガ 9 1 » 1 一十一 二目 ル ー 
1 マニす、 二十 巧 目 スロヴ T キア 百 W 材 巧に 
夕 巧す 

一 苗 一半 一月 六 H 巧ッ巧 所の ぶ窒卞 

W 11】 月】 U プル ガリ T 吉巧树 なにを： 

ゎ r > 一 



跋 

著ぎ は昭巧 十一 一年 春 泉 大法を 部を 卒業して 直 
ちじ 社 里 法人 同盟 通信社に 入社し、 翌十 S 年 六 
月ア レキ ナンダ ー •フォン •フンボルトが おの 
給费學 生と して 伯林に 赴く ことと なつた。 當時 
支が 事變 おつて ょり 一年、 我が 軍は 旣に南 巧を 
を 辟した をで ゐつ たので、 著を は 六月 十の 日を 
京を 巧發 し、 中 ま 地ち を 視察して 渡歐の 送に 上 
つた 0 と 月 S 十日 イタリアの ナポ ー リ 港に 上陸、 
ロ ー マを 初め フィレンッェ、 ヴユネ チ了锋 イタ 
リア 义 化の 代表 都市を 巡歴-'、 ブダペスト、 ヴ 
ィ ー ン、 プラハ 等を 経て ドイツ 図 首都 ベルリン 
にな 裝を 解いた のは 八月 二十 お：：！ のこと であつ 



ホ 


巧 


t 


二八 二 

ちそれ より 主として ベルリン 大を 二學 びながら、 巧强— 種 望 局の 薑二携 はつた ので ホっ 
たろ 一年の" はには 一た 京 妾 局 具と. しての 巧 務に專 念す る ことと. なつた。 

著？ 跌 契陸是 を かけた e は ドイツ Q す スト U7 併合 旣 二な 〇、 チ こ 問哲ボ がく 露 巧 
图 S 立 紛爭を 激た巧 つた 時で ゐ ミ、 九夏 日には 大 英帝围 0 暮 チ‘ ンごン 巧が 始めて 巧 
行 授に乘 つてべ ル ヒテ スガ I テンの 山灌 じヒッ トラ 1 總統を 訪問」 なければ な b ね専 態とな つた。 
晤お 十四 年 f に 至 9、 ミ 5 民は をに ドイツ 霞證 Q 下に 這 かる、 ことと なわ、 これより 欧渊の 
i 雲は 日に 曇の 急を 吿 け、 ダン チッ ヒ翅廊 地方 問題が 菱 線と なつて をに 震 戰爭を 巧 f 
しめ、 それが 霞」 て、 查 欺が を戰 S 渦中 C 投じ、 更 C 波を— 日 0 世み？ とならし める に 
至つ ち 5 ボ こ？ お 一 退 G 時に 皆 わ、 動が 歐如 e 蔓中 也と も稱 すべき ドイツ 西を 巧に 巧ま つ 

て 養 S 萬 fs 、 ち 宛」 蓋 倍が ass お 任参季 二とは、 幫囊 と」 T まとす る 

ところで ゐ らぅ。 

著者は ドイツ じる。 二と 背 一 就 四ず を綻 免た。 昨年 暑 蓋よ 壽 朝の 命令を まけた？ ぁつと 
が、 巧が 図と 案と Q 開 一寡隨 おと 墓に 伴； 6、 敢耍 蓋おポ 5 を 支く る じ 至い、 受昨年 十二 

巧 八日 大 東亞 寧 S 發と みに をく® せを た Q で、 巧が ベルリン §を つて 今まで 通わ 養 お 公 
ななす ことと なつた 0 



怖して をを ボが 歐な來 、夕忙 なる 喊 おじ 當 ゎな ポら 、寸 吸を 倫み、 時々 の倩勞 とそれ じ おする 巧 
見と を援り 「改造」 「中央 公論」 「お 辯」 「世み か 潮」 「おか 苑」 おに 「帝 大巧 聞」 等に 巧な したの 
が、 巧に 十 あ篇に 及んだ。 を ま 著は これ 等の 巧 論文 ホ 傷め 一 •一 化 子と なし セ ホ 望を 申 送つ て ホた 
ので、 巧に 諸雜 誌な の 蘇 おを 得て 本 謹の 出 おを 企つ るに 至つ た C 固ょり これ 等の 错 論文が、 當 初ょ 
り】 巧の 計 皆を 立て、 作られた ものでは なく、 巧 時の 執を であつ て、 そのな ぶる ところ 必ずしも 巧 
巧 一なら ず、 ち 巧 K 々たる もの ダみ ゎ、 巧つ てなべて を さ ると ころ、 論じて 及ばない おも あるで 
あらぅ。 巧し、 それ 等 諸爲の 巧には、 自ら 巧 史的 巧展の 巧が がを し、 ホ 後 巧みなる 断 おの ある こと 
にあ 論で あつて、 殊に 盟邦 ドィツの 現狀を かるに なする ところ あるべく、 隨つ てまた 彼我 兩酉 民の 
相互 理强を 巧く る もの あるで あらぅ。 これ 等の おもは、 偏に 巧を の 謀 察を 乞 ふみ 第で ある。 

本甚は 肢じ廣 し， 社 国法 人 同盟 通信む 3 ホが みび 同を を 位が をを に與 へられる 不 巧の 裔證庇 謎に 
おし、 更に 著を が 多年 誘 おお 讓を 蒙れる 情報 局み 長 奥が ぞ巧男 氏が 特に 序文を ませられ たるな 情に 
おし、 おむ が 謝の なを 表する とみに、 まを の 處女巧 板を 快控 ホら れた猜 一 害 房の 障 意に おして 巧く 
激 意を 表する ホ 第で ある。 

昭巧十 セ 年 十一月 111 日 巧 巧の 化 巧に 

父ぶな 高彥 
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祭 一を 房刊 斤を 
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